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は し が き

突厥(6～8世 紀)・ ウイグル(8～9世 紀)・ モ ンゴル帝国(13～14世 紀)は,い ずれ も現モ ンゴル国 に属す るモ

ンゴル高原をそ の本拠 としつつ,火 薬革命以 前の前近代ユ ーラシア世界 の広範 な地域 にわたって大 きな影響力 ・支配を

及ぼ した遊牧騎馬民族国家であ る.こ れ らの遊牧騎馬民族国家が,そ の本拠 であるモ ンゴル高 原に残 した遣蹟 ・碑文な

どの きわめて重要 な考古資料 ・文献資料は,20世 紀初頭 に初めて発表 されて以降,旧 ソヴィエ ト連邦の影響下にあっ

て,世 界の学界 にはきわめて不十分 な形で しか公開されてこなか った.し か しなが ら,近 年の自由化 に伴 うモ ンゴル国

と日本 との国際 的学術交流の活性化 により,こ れ らの遺蹟 ・碑文等 を直接調査 し,従 来の研究 を検証 ・深化 させ る機運

が高ま りつつある.こ のような状況の中,森 安孝夫 ・松 田孝一 および松川節 は,1994年 夏,モ ンゴル国に赴いて予備

調査を実施 し,さ らにモ ンゴル国科学 アカデミー歴史研究所のオチル(A.OqHP)所 長 と綿密な協議 を行 ない,同 研究所

の全面的協力 を得 る手続 きを完了させた.

本研究は,以 上の予備調査 をふまえ,平 成8年(1996)～ 平成10年(1998)の3年 間 で,モ ンゴル高原 に散在 する遺蹟

の立地調査 ならびに碑銘の再解読 を行ない,歴 史学的 ・文献学的研 究の基礎作業 をめざ した ものである.日 本側研 究者

によるこのよう、な実地調査 ・碑 文現物再解読 は,近 年のモンゴル国 自由化 以降 も初めての ことである.研 究組織 として

は,6～14世 紀 にわたる古代 ・中世 トルコ民族史を専攻 とする森安 を研究代表者 とし,突 厥 ・ウイグル史を専 攻す る林

俊雄 ・片山章雄 ・大澤孝,突 厥 ・ウイグルと密接 な関係 を持つソグ ド人の言語 ・文化 を専攻する吉田豊,さ らにモンゴ

ル帝国史を専攻す る松 田 ・杉山正明 ・村 岡倫 ・宇野伸浩 ・松川 ・中村淳 ・松井太が研究分担者 として加 わった.一 方,

モ ンゴル側か らは,モ ンゴル民族 史専攻 のオチルを責任者 とし,ト ルコ文献学専攻のボル ド(∬.sono)・ バ ッ トルガ(u.

Ba・ny∬ra),チ ベ ッ ト文献学専攻のダシバ トラフ 似am6㎎pax),モ ンゴル文献学専攻の ガルサ ンツェ レン(r孤ca町gp3H),考

古学専攻のバヤル(A.Saxp)・ グ ンチ ンス レン(B.rYHRHHCYP3H,)ら が参加 した.

本研究において対象 とした遺蹟 ・碑文は,以 下の通 りである.

突厥期

ウイグル期

モンゴル期

遺蹟:ブ グ ト遺蹟 ・シヴェー ト=オ ラー ン遺蹟 ・ホシ ョーティン=タ ル遺 蹟 ・オンギ遺蹟 ・キ ョル=テ

ギン遺蹟 ・トニュクク遺蹟 ・イフ=ホ シ ョー トゥ遺蹟 ・イフ=ハ ヌイ=ノ ール遺蹟

碑文:オ ンギ碑文 ・キ ョル=テ ギン碑 文 ・トニュ クク碑文 ・キュ リ=チ ョル碑文(以 上,古 代 トルコ

語),ブ グ ト碑文(ソ グ ド語),大 東安西阿史夫人壁記(漢 語)

遺 蹟:バ イバ リク遺蹟 ・タリア ト遺蹟 ・シネウス遺蹟 ・カラ=バ ルガスン遺蹟 ・セブ レイ遺蹟.

碑 文:タ リア ト碑文 ・テス碑文 ・シネウス碑文 ・ウランコム碑文(以 上,古 代 トル コ語),カ ラ=バ

ル ガス ン碑文,セ ヴレイ碑文(以 上,古 代 トルコ語 ・ソグ ド語 ・漢語)

遺 蹟:カ ラコルム遺 蹟 ・シ ャーザ ン=ホ ト遺 蹟 ・釈迦 院遺 蹟 ・宣 威軍城 址(ホ クシ ン=テ ー ル遺

蹟)・ ハ ルポル=ハ ン城址

碑文:エ ルデニ=ゾ ー寺院内の諸碑 文(モ ンゴル語 ・ペ ルシア語 ・漢語),勅 建 興元閣碑(モ ンゴル

語),宣 威 軍碑(漢 語),釈 迦 院碑(モ ンゴル語 ・漢語)

これらの遺蹟はもとより,碑 文についても,研 究機関に所蔵されないまま現地に遺存 しているものが多数ある、我々

がそれらの調査のために要 した走行距離は,3年 間で延べ15,㎜ ㎞ に及んだ.

本研究の主題からも分かる通り,上 記の研究対象のうち,遺 蹟に関しては,考 古学的手法に基づ く厳密なデータを提

示するものではなく,現 状確認のための表面調査と,歴 史学研究にとって重要な意味を持つ景観調査 とを主な課題とし

た.一 方,碑 文 ・銘文については,解 読研究の価値があるもの全てについて2セ ットの拓本を採取し,1セ ットをモン

ゴル国科学アカデミー歴史研究所に保管 し,も う1セ ットを所定の手続きを経て大阪大学に将来した.こ れにより,日

本側では従来の文献学的研究の誤 りを訂正 して解読を深化させることが可能となった.さ らに,こ れまで未発表の碑文 ・

銘文をも新たに発見し,モ ンゴル高原の遊牧民族史研究にとって貴重な新資料を得たことを,日 本モンゴル合同調査の

成果として特筆 しておきたい.

本報告書において,こ れらの遺蹟 ・碑文の写真 ・拓影を提示することは,予 算的問題をはじめ諸般の事情から不可能

である.ま たモンゴル期の遺蹟 ・碑文については,本 格的調査が最終年度(平 成10年=1998年 度)に 集中 したため,

その全ての成果 を本書で提示することは,時 間的制約から見送 らざるを得なかった.突 厥 ・ウイグル期 のものについて

も,我 々が調査 し得た遺蹟 ・碑文の情報を十分に盛り込み,決 定版ともいえる碑文テキス トを提出するためには,さ ら

に多 くの時間が必要である.す なわち,本 報告書はあくまで中間報告書であり,そ の目的は,3年 間に及ぶ我々の調査

の概要をすみやかに学界に公表 し,新 しいテキス トと英訳 ・和訳を発表で きたものについて,内 外の研究者から批判を

仰ぐことにある.公 表準備が間に合わなかった成果についても,鋭 意研究 を継続 し,5年 後を目処に,遺 蹟 ・碑文の写

真 ・拓影をも含めてより十全な形で最終報告書を出版する予定であり,本 書をその礎石としたい.多 方面からの忌憚の

ない御意見を鶴首する次第である。



目 次

略号 ・文献 目録

調査行程表 ・行程図

行動記録(1996年 度)(森 安孝夫)

行動記録(1997年 度)(森 安孝夫)

行動記録(1998年 度)(松 田孝一)

GPS計 測値表

突厥 ・ウイグル ・モ ンゴル時代の遺蹟出土瓦 とレンガ(三 辻利一 ・村岡 倫)

..1

.12

.17

.31

................61

..88

ルーン文字碑文凡例

ブグト遺蹟(森 安孝夫 ・林 俊雄)

ブグト碑文(吉 田 豊 ・森安孝夫)

オンギ遺蹟(大 澤 孝 ・片山章雄)

オンギ碑文(大 澤 孝)

イ フ=ハ ヌ イ=ノ ー ル 遺 蹟 ・銘 文(大 澤 孝)

シ ヴ ェ ーr=オ ラ ー ン遺 蹟(林 俊 雄 ・森 安 孝 夫)________

シ ヴ ェ ー トヨオ ラ ー ン碑 文(林 俊 雄 ・森 安 孝 夫)_____.

カ ラ=バ ル ガ ス ン 第 二 碑 文(大 澤 孝)_____;.__.____.

ム ハ ル 遺 蹟 の 亀 趺(大 澤 孝)_.___.___,___.____._

キ ョル=テ ギ ン 亀 趺 銘 文(片 山 章 雄)

イ フ=ホ シ ョ ー トゥ遺 蹟 と キ ュ リ=チ ョル 碑 文(林 俊 雄 ・大 澤 孝)

テ ス 碑 文(大 澤 孝)_.____.._.____._.._.___.__.

タ リ ア ト碑 文(片 山 章 雄)______.______.______.

シ ネ ウス 遺 蹟 ・碑 文(森 安 孝 夫)____._.______._.__

バ イ バ リ ク遺 蹟(林 俊 雄 ・白 石 典 之 ・松 田 孝 一)

カ ラ=バ ル ガ ス ン宮 城 と都 市 遺 址(林 俊 雄 ・森 安 孝 夫)

カ ラ=バ ル ガ ス ン碑 文(森 安 孝 夫 ・吉 田 豊 ・片 山 章 雄)

セ ブ レイ 碑 文(吉 田 豊 ・森 安 孝 夫 ・片 山 章 雄)

06

19

21

22

%

29

37

41

42

43

妬

婀

48

58

68

77

96

99

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

モ ン ゴ ル 時 代 遺 蹟 ・遺 物 現 況(松 田 孝 一)_____..______.__. ____

カ ラ コ ル ム 関 係 碑 文 所 在 状 況(松 川 節)_..。.._....__..._._.._......_..._.

カ ラ コ ル ム 関 係 碑 文 官 職 名 ・人 名 総 合 索 引(松 井 太)....,....._._......__._.... ..

嶺 北 省 右 丞 郎 中 総 管 収 粮 記(松 川 節 ・松 井 太)._,._._..._.._..._........。_...._

釈 迦 院 遺 蹟(宇 野 伸 浩)。......_..._.........._.._......._..._.._._,_._....,.,_.._…...

釈 迦 院 碑 記(宇 野 伸 浩 ・松 川 節 ・中 村 淳)

宣 威 軍 城 址(村 岡 倫 ・松 田 孝 一)______.______.______.__._.

宣 威 軍 碑(村 岡 倫)..__._.._.__..._.._._.

ブ イ テ ン=ゴ ル 岩 壁 銘 文(中 村 淳 ・松 川 節 ・松 井 太)_____ ...__.

ハ ル ポ ル=ハ ン 遺 蹟(松 田 孝 一) .____...._,______.._...____.___.

シ ャ ー ザ ン=ホ ト遺 蹟(松 田 孝 一 ・宇 野 伸 浩)_____.______ ._.

ツ ァ ガ ン=バ イ シ ン 遺 蹟 ・ツ ォ ク ト=ホ ン タ イ ジ 碑 文 ・岩 壁 銘 文(松 田 孝 一)

Xθr田 矼HTgg∬H材H6aJlracaH以3pTHH疏cy皿JlaJlb田ManTnaracy,qa皿raaxH#csxTyxa#(B.rYHqMHcYP3H)

図 版 一 覧

Platesla-20b

.209

..225

..228

..232

...234

..245

..252

..254

..261

..263

.266

.269

..274

.276

............278



CONTENTS

AbbreviationsandBibliography 1

ItinerariesandRouteMapsofThreeExpeditions

RecordofActivitiesin1996

RecordofActivitiesin1997

RecordofActivitiesin1998

TableofGPS-Data

(T'akaoMORIYASU)

(TakaoMORIYASU)

(KbichiMATSUDA)

ExplanatoryNotesonTurlcicTextsinRunicScript

SiteofBugut

BugutInscription

SiteofOngi(TakashiOSAWA/AkioI{ATAYAMA)

TilesandBricksfromtheSitesinMongolia(ToshikazuMITSUJI/HitoshiMURAOKA)

●

(TakaoMORIYASU/ToshioHAYASHI)

(YutakaYOSHIDA/TakaoMORIYASU)

OngiInscription(TakashiOSAWA)

SiteandInscriptionoflkh-1{hanui-Nor

SiteofShiveet-Ulaan

Shiveet-UlaanInscription

Qara-BalgasunInscription--

Tortoise-ShapedSoclefromSiteofMukhar

(TakashiOSAWA)

('1'oshioHAYASHI/TakaoMORIYASU)

(ToshioHAYASHI/TakaoMORIYASU)

(TakashiOSAWA)

(TakashiOSAWA)

EpitaphontheTortoise・ShapedS㏄ 董eof]K61・Tegininscription　
Siteof皿 血・KhoshootandKifli・CorInscription

TesInscription(TakashiOSAWA)

TariatInscription り
SiteandIn㏄riptionofSine-Usu

SiteofBay學Ba且i{1

PalaceandCityofQara・Balgasun

Qara・BalgasunInscription

SevreyInscription

(AkioKATAYAMA)

(ToshioHAYASHI/TakashiOSAWA)

(AkioKATAYAMA)

(T'akaoMORIYASU)

(ToshioHAYASHI/NoriyukiSHIRAISHI/K�chiMATSUDA)

(ToshioHAYASHI/TakaoMORIYASU)

(TakaoMORIYASU/YutakaYOSHIDA/AkioKATAYAMA)

(YutakaYOSHIDA/TakaoMORIYASU/AkioKATAYAMA)

GeneralDescriptionofSitesandInscriptionsoftheMongolEra(K�chiMATSUDA)

PresentWhereaboutsandStateofQara-gorumInscriptions(TakashiMATSIJKAWA)

(DaiMATSUI)IndexoftheTermsFoundinQara-gorumlnscriptions

Sino-MongolianInscriptionof1348 (TakashiMATSUKAWA/DaiMATSLTI)

SiteofSakyaTemple(NobuhiroUNO)

InscriptioninHonorofM�gkeQayan

FortressesofXuanweiCommandery

(Nobuh魚)UNOlTakashiMATSUKAWA/JunNAKAMURA)

(HitoshiMURAOKA/KbichiMATSUDA)

ChineseInscriptionontheEstablishmentofXuanweiCommandery(HitoshiMURAOI{.A)

RockInscriptionsofI{huiten-gol(JunNAKAMUIZA/TakashiMATSUKAWA/DaiMATSLJI)

SiteofKharlchul-Khan(K�chiMATSUDA)

SiteofShaazan-Knot (K�chiMATSUDA/NobuhiroUNO)

SiteofTsagaan・Bayshin跚dMongohan・TibetanInscrip髄 ①nof1617(K6ichiMATSUDA)

Xor皿HHT33皿 盟置H6跏racaH以 叩THH髄cy期aJIHHMa皿 丁∬aracy凪a∬raax瓢 跋cgHTyxa髄(E・rYHqMHcYP3H)

η

羽

訓

d

鴿

鵬

"

拠

m

%

衂

御

傾

襯

幽

孀

即

粥

儒

螂

m

櫛

衂

㎜

獅

㎜

蠍

脳

捕

蛻

蜘

知

励

鰤

籾

餌

笳

㎜
ListofPlates

Platesla-20b



略号 ・文献 目録 AbbreviationsandBibliography

略号

ADAW=AbhαndlungenderDeutschenAka(ternie(ierWissenschafCenz麗 βθゆ,KlassefUrSprachen,Literaturund.Kunst.

AO=ActaO7'entalia,Copenhagen・

AoF=AltorientalischeForschungen,(East)Berlin,・

AOH=ActaOrientaliaAcade〃tiaeSごientiarumHungaricae,Budapest.

APAW=肋 加ndlun8enderPreuL6ischenAkademiederWissenschaLften,PhiL-hist.Klasse,Berlin.

ATG=A.vGnGabain,A贓rkischeGra粥 ㎜ 磁.3.Au且age,Wiesbade敷1974.

ATIM=W.W.Radloff,DiealtttirkischenInsthrifienderMongo'ei.St.Petersburg,1.Lieferung1894;2.Lieferungl894;3.

Lieferungl895;NeueFolgel897;ZweiteFolge1899.(Rpt.in2vols.:Osnabr遞ck1987).

Adas=W,W.Radloff,AuaacOpeeκocmetiMoHeonuu.Tpッ ∂blopxoHcκoti3κcη θ∂u4uu.でAtlasderAlterth伽erderMongolei.

ArbeitenderOrchon-Expeditゴon丿.1.Lieferung1892; .2.Lieferu皿gI893;3.Lieferung1896;4.Lieferung1899.CaH〔KT㌔

H㎝ 巳P6ypr.

BAIS=Bulletゴ πde"Acα 虎 η霧ゴθImPe'rialedesSciencesde5'.一P初8雌 わo配rg.

BSO(A)S=BulletinoftheSchool{)fOriental`andノ 》7ican丿Studies.

BTT=Ber"η εrTurfanteCte.

CAJ=.Cθ 〃tralAsiaticノ ∂urnal,

CTD=R.Dankoff&J.Kelly,Ma加mndal。KbYrari,CompendiumoftheTuハkicl)ialectsのiwδnLu7δtat-Turk♪.3vols.,Harvard

UniversityPrintingOfficel982.

DTS=B.M.HaAe皿qeB,eta1,(eds.),ノlpeeHe〃liopκcκuucnoeapb.∫leHHHrpaπ1969.

ED=G.Cla撹son,AnEり 〃nologicdlDictio加 り'()fPre-Thirteenth一(]entuり'乃irkish.Oxfbrd1972.コ
ETY=H.N.Orkun,EsたiTtirk}'azttlari.Il936;II1938;III1940;IV1941.Istanbul.(Rpt.4vols.in1,Ankara,1987)

GOT=T.Tekin,AGrammar()fOrldionTurkic.Bloornington1968.

HJAS=HarvardJ∂urnal(ゾ!猛 ゴaticStndies.

JA=丿'ournalAsiatiqtie,

JSFOu=ノ ∂urnaldelaSocie'te'Finno-Ougrienne.

MM;A,vonLeCoq,Die〃vanゴchdiischenルtiniaturen.(DiebuddhistischeSpUtantikeinMittelasienH),Berlin1923.(RpしGraz

1973)

MOTH=J.Hamilton,Manuscritsoui80ursduDXe-Xesie"ctedeTouen-houang.2vols.,Parisl986.

MSSP=H.Hal6n.(ed.),MemoriaSaecularisSakariP必 ∫.AuLfaeichn〃ngenvoneinerForschungsreisenachdernb'rdlichen

ルlongoleiimJahre1909.Helsinki1982.

OTWF=M,Eldal,OldTurkicWordFortnatio〃,2vols.,Wiesbadenl991.

PDP=CE.Ma皿oB,17ausmHuκuOpeeHemft)pκcnotinucbMeHitocmu.MocKBalJleHvaH叩an1951.

PDPMK=C.E.ManoB,17ausmHuκuOpeeHemft)pκcJcotinucbMenHoc〃z"MoHeonuuuKUpeu3uu』eHHHrpaA1959.

PhTF=PhilologiueTu「cicaeFun(iamenta●'

RO=RocznikOrientalistyczny.

SA=StudiaArch(a)eologゴcalnstitutiHistoriaeAcade〃liaeScientiaru〃t(ReipublicaePop〃'丿Mongoli(ci丿.

Sσ 〉『T=LBazin,Lessyst2meschrono'ogiquesdαns'θ'nondeturcancien.Budapest199L

SDAW=Sitzungsberich'ederDeutschenAkademiederWi∬enschaLf}enzuBerlin,Klassef廿rSprachen,LiteraturundKunst.

SL=Stndialin8uaeetLt'tteraruinAcαdemia¢ScientiarumR吻ubticaePopuliMongotici.

SPAW=・SitzungsberichtederPreuLXiischenA鰄 θη2∫θ虎rWε538η5c1唾 η,PhiL-hisしKlasse,Ber且in.

TMEN=G.Doerfer,Ttirkischeund〃iongolischeElementeimハ 吻 ρεr∫'5`hen.4vols.Wiesbaden1963-75,

'IP==T'oungPao
.

TTT=T血:kischeTurfan-Texte.

UAJ二Ural-altaiscんeJahrbticher,

UW=K.R6hrbom(ed.),UigurischesWb'rterbuch.Wiesbaden1977一.

VWm=W.W.Radloff,IlersucheinesWbrterbuchesderTtirk-Dialecte.4vols。,St.Petersburg .1893-1911.(Rpt.'s-Gravenhage

1960)

ZDMG=Zeitschri'危derZ)eutschenルfor8enlb'ndischenGese'lschaj危.

文献目録

Aalto,P.

1958

1966

1971

1991

G.J.RamstedtunddieInschriftvonTonjukuk.In:JeanDenyArmagant,Ankara,pp.19-24.

G.J.Ramstedt'sarch與logischeAufzeichnungenundItinerarkartenausderMongoleivomJahre1912.JSFOub7-2,pp.

1-19,incl.manymaps.

OrientalStudiesinFinland1828-1918.Helsinki.

OldTurkicEpigraphicMaterials.JSFOu83,pp.7-78,incl.manyplates.

A材 八apOB,r.

(1)



AbbreviationsandBibliography

1971.//361KOP」xokcxuxna.,uA〃znuzroeク ρ8θκθη3κPκcκo湧nucn,kexxoc〃tuVη:18θ κα.AJIMa-ATa.

1981060几HoMnaM∬TH躍KeopxoHcKo材nHcbMeHHocTHVmBeKa.〃38θc〃 砺 兄AθK召3CCP,CepH∬ Φ 匪JIoJloMqecKa∬,19814,

A.riMa-ara,pp.33-40.

19900pxoxeckep〃2KILU〃2qワ'κ 的 加θκc'.AJIMarbl.

BaM6aea,B.

1927

1929

πク8∂θ4ρ配〃1鋤 κ磁 脚 〃～κ顔o〃 躍 〃15ωf6召 εθα6鋤 ∂繝opa60me83脚o叨20一 鴻μκε8κc翩 彫εcκo鬼o即 刃∂θxayuxo�

3KChe∂uｵuuAHCC(アhOuccne∂oeauuK冫Bxeusxe�鞠∂ κ20躍κ㍑ 髭TaaKy-71yθ 配,coc〃ta〔 切εκκ配珉1927a,ApxMBpyKOnxceH

HH㎝HTym顕cTopHHAHMHP,,geno45,2.

OrqeToKoMaH朋poBKeBMoHro朋K)皿eToMl926roAa,MaTepHa胴xoMHCCxH矼o甑cc∬e,qosaxxioMoHro皿HcKo赫N

Ta∬Hy-TyBMHcKo疏Hapo双bIxpecny6∬MKK6yp∬T-MoHro肪cKo顛CCCP,B・4・AKa八eM瑚HayKCCCP・PI3以aTeJlbcTBo

AK稻.{CMHHH窕KCCCP,.TIBHHHIp艘[,

Bang,W,

1909Zudenk�t�kischenInschriftenunddent�kischenTurfan-Fragmenten.WienerZeitschriftf�dieKundedesMorgenlandes

23,pp.415-419.

Ba§tug,Sh.

1993K�T��KinshipTerminology:anOmahaModel.CAJ37-1/2,pp.1-19.

Ba∬P,八.

1997MoH20.砌HYIZBBKy〃zaz∂ ακω ηγρ32纏 κκγκ彫y」4yy.yJlaaH6aaTap.

Bazin,L.

4

气
}

6

7

Q
/

Q
/

l

l

1982

1983

1988

1994

Lalitt駻ature駱igraphiqueturqueacienne.In.:PhTF2,Mainz,pp.192-211.

TurcsetSogdiens:lesenseignementsdel'inscriptiondeBugut(Mongolie).In:M駘angeslinguistiquesofj"erts潸mile

Benveniste,Pazis,pp.37-45.

Notesdetopony血eturqueancienne.AOH36-113,pp,57-60.

Pourunenouvellehypothesesurl'originedesKhazar.MaterialiaTurcica7/8,pp51-71.

LesTurcsetlebouddhismeduVI`auVIITesi鐵le.『 日 仏 文 化 』52,pp,iii-130.

LesTurcs.Desmots,deshommes.(BibliothecaOrientausHungarica41),Budapest.

Bazin,L.&」.Hamilton

l979Remarquessurrexpression膨 左04κzenturcancien.乃 〃c'cα11,pp.187-189.

Ba3uaxaH,B。

1969KK)iIremHvatixe皿 θθH圃M3JIx哺qyJlyyHblTYP3r6四33c.Xa」a30x"a」e6一 藍1,PP.253-255.

1980T3pxmhHTyp3r6四39c.Studia〃on801ica,Tom.8(16),Fasc.12,PP.163-175。
ノ

Berta,A.

1994DieVerteilungdermilitdrischenTeminiindenRuneninschriften.AOH47-112,pp.49-56.

1995跏 鰄undBl万 α.h}:B.Kellner-Heinkele&M.Stachowsld(eds.),乙 鰄 一undWortgeschic〃ederTtirksprachen.Beゴtrdi.ge

desInternationalenSymposiums,8θr1加,7.わ ゴ510.」 〃i1992,Wiesbaden,pp.9-16.

Boyle,J.A.

1958TheH砌oftheWorldCo脚o吻`伽4-DiパAta-MalikJu廨.Tr跚sla眦omthetextofMirzaM曲 ㎜ad

QazvinibyJ.A,Boyle.ManchesterUniv.P【ess.

1971TheSucce∬or()fGenghisKhan.TranslatedfromthePersianofRahidal-DinbyJ.A.Boyle.ColumbiaU血v.Press.

1974TheSeasonalResidencesoftheGreatKhanOgedei.In:(ed。),Sprache,Geshichteundκ 嘘 駕rderaltaischenVδlker,

Berlin,pp.145451.

Bo∬ μ,∬ 。

1990EHMAY-blκHY〃 毋2∂axbxa∂ 膿6瞬33c.y∬aaH6aaTap.

BOPOBKa,r.H.

1927ApxeoJlor四ecKoeo6c∬e耳oBa田ecp明HeroTeqeHM∬p.ToπHJn:CeeepHasルfbκ2α 刪 兄2,J'IeHvaHrpaJI,pp.43-88.

Boy㏄,M

1977AW∂rd-ListofルlanichaeanルtiddlePersianandParthian。(ActaIranicaga),LeidenlT6h6ranlLi色ge.

Celensodnom,D.&M.Taube

l993DゴeMongolicaderBerlinerTurfansammlung.(BTrXVI),Berlin.

Chavannes,】 豌,

1897LenestorianismeetrinscriptiondeKara-Balgassoun.(Extr.from:JAl897jan・ 一fev・,PP・.43-85),Paris,48P・

Chavannes,由.&P.Pelliot

l911Untrait6manich6enretrouv6enChine.JAl911nov.一d6c.,pp.499-617.

1913Untrait6manich6enretrouv6enChine(DeuXi6mepartie).JA1913jan.一fev.,PP.99-199&mar.一avr.,PP261-394.

Clauson,G.

1957TheOnginInscription.ノburna'oftheRoya'AsiatゴcSocietyl957-314,pp.175-192.

1962TurkishandMongo'如 πStndies,London.

Clauson,G.&E.T功arski

1971TheInscriptionatIkheKhushotu.RO34-1,pp.7-33,+6p丑s..

Cleaves,F.W.

1949TheSino-MongolianInscriptionof1362inMemoryofPrinceHindu.HJAS12,pp.1-133,+27pls.

1950Thesino-MongolianInscriptionof1335inMemoryofchangYing-Jui,HJAsl3,pp.1-131,+24pls.

(2)



略号 ・文献目録ソ
1951TheSino-MongolianInscript孟onof1338inMemoryofJigtintei.HIASl4,pp..1-104,+32pls.

1952TheS血o-MongolianInscriptionof1346.HJAS15,pp。1-123,+7pls.

1967TheSino-Mongolianhlscrip丘onof1348.HJAS27,pp.76-102,+8pls.

Czegl6d瑛
1962Coγay-quzf,Qara-qum,K6k-6ng.AOH15-1/3,pp.55-69.

1981ATerkhin-iujgurrovasifdSosfeliratt6r6k6smagyart6rt6neti6snyelv6szetivonatkoz6sai.[TheTerkhUighurRuniform

InscriptionandtheHistoryandLanguageoftheTurksandMagyars.】MagyarNyelv77-4,pp461-462.

丿][aM八HHCYPgH,II.

1957〃 ∂κeonblH);paH30xuanuκmoim,voL1.Y∫laaH6aa[ap.

Dardess,J.W.

1973FromMongolE皿piretoYtianDynasty:ChangingFormsofImperialRuleilMongoliaandC¢ntralAsia.Monumenta

Serica30(1972-1973),pp.117-165.

DeLaoos窰e,B.

1911Aupayssacre'desanciens乃trcsetdesMongols.Pa血s.

Divitgioglu,S.
コら ロ

1987Kb'kTtirkler(1(ut,Ktigveσ'躍8丿,Istanbul.

刀〔OP)KCYP3H,L【.

1957am朋33Ty皿aaHra凪grK)yB3?皿 伽:rcnexYxaaH,TexHvaK,1957-1,pp.46-47.

1957b月onooronotiH6y皿m6aTYYHH最xθ 皿 θo.皿luHonngxYxzzaH,TexHHK,1957-5/6,PP.25-26.

19581956-570κ ∂ApxaH2atiaiLuaemapxeo」uaeutiHtetuHacuaeo3xuticoHmyxati.YnaaH6aarap.

八y朋H,C.M.

1892Hpe以Bapme恥HH最oTqeTnoe3耶 耳H39p八3HM翼3yBK∬x■y.In:C6φ κ〃κ 〃ψッ∂oθOρxoHcKodioκcne∂uUuuI,CaHKT-

IleTep6ypr,pp.24-27.

Erd61yi,1.

1966AToniboftheTurkicPehodinNorthemMongolia.AReportonOneoftheDiscoveries()ftheMongol・Hungarian

ArchaeologicalExpeditionofl963.TtirkTarihKuru〃iuBe〃eten,30」118,PP.197-203,+3pls.

1978RecentlyFoundRelicsofTurkicStoneSculptulefromtheTeπitoryoftheMongolianPeople'sRepublic.In:Ph.

Denwood(ed.),ArtsoftheEurasianSteppelands,London,pp.203。217,+3pls.

Erd61yi,1.&1.Fejes

1987RecentlyDiscoveredAncientRelicsinMongolia.AOH41-1,pp.75-82,+7pls.

Gr¢nbech,K.

1942KomanischesWb'rterわuch,Kobenhavn.-

Guzev,V.G&S.GKljash紋)rnyj『

.1994TheTurkdcRunicScript:IstheHypothesisofitsIndigenousOdginNoMoreViable?RO49-2,pp.83-92.

Ha16n,H。(ed.)

1978Handbook()fOrientalCo〃ectionsinFint硼d.(ScandinavianinstituteofAsianStudiesMonographSer童es31),London/

Malm6.

Hamihon,J.

2

1

6

冖-

Q
/

Q
/

1

1

1974a

1974b

1988

1990

Toquz-OyuzetOn-Uyyur.JA250,pp.23-63.

LecontebouddhiqueduBonetduMauvaisPrinceenversiono琩goure.(MissionPaulPelliot,Documentsconserv駸瀝a

Biblioth鑷ueNationale,III,Manuscritsou�oursdeTouen-houang),Paris,ﾉditionsduC.N.R.S.etﾉditions .Klincksieck,

imi.

LenomdelieuKl.ご.Ndansles血scrip重ionsturquesrunifヒ)rmes,TP60-415,pp.294-303.

opla-1yopla一,uf一 ノyuf-etautresformessemblablesenturcancien,AOH28-1,pp.111-117.

LesOuigours�1'駱oquedesCinqDynasties,2.ed.Paris.(1.ed.:1954)

L'inscriptiontrilinguedeQaraBalgasund'apr鑚lesestampagesdeBouillanedeLacoste.In:A.Haneda(ed.),Documents

etarchivesprovenantdel'AsieCentrale,Kyoto,pp.125-133

Hansen,0.

1930ZursoghdischeninschriftaufdemdreisprachigenDenkmalvonKarabalgasun.JSFOu44-3,39p.

Heikel,A.

18921nscriptionsdeL'Orたhonrecueilliesparl'e;Ψ 縅'∫oπ ガπηo'5θ1890θ ∫p麗わ'∫6郡 ραr如50c'{軈Fど 朋 〇一〇麗8rゴenne.Helsingfors.

Henning,W.B.

1936NeueMaterialienzumGeschichtedesManich浙smus.ZDMG90,pp.1-18.

1938Argiandthe``Tokhadans".BSOS9-3,pp.545-571.

Huth,G.

18941)'θInschnflenvonTsaganBα ∫詑η,Leipniz.

Jankowsld,H.

1994TheIdeaofIndividualizationandGeneralizationinTurkicLanguages.AOH47-112,pp.113-127,

Jisl,L. ノ
1960aVyzkumK髄lteginovapam益tnikuvMongolsk6Lidoマ6Republice.ん ℃heolo8ゴcたiRozhledy12-1,PP.64,86-115。

1960bル(ongolianノ ∂urney.London.

1960cVorbericht尊berdiearchtiologischeErforschungdesK廿1一 電egin-Denkmalsdurchdietsghechoslowakische-mongolische

(3)



AbbreviationsandBibliography

1961

1963

1970

Kato,S.

1997

ExpeditiondesJahres1958.UAJ32-1/2,pp.65-77.

Archeologick餘am穰kyvMongolsk餃idov駻epublice.Archeologick餝ozhledy13-1,pp.49-56,63-69,73-83.

K昼1-teginamtmda1958'deyapllanarkeolqjiara§hrmalannmsonu輙an.T�kTarihKurumuBe〃8'8π27,pp.387-410.

Balわ α15,Ste励abaundandereSteinfigurenalsAusserungenderreligめsenVorste伽ngenderOs'一t�ken.Prag.

AncientcityofKarakhorum,MinistryofEducation,ScienceandCultureRepublicofMongolia&GovernmentofJapan

(compiled),pp.1-36.

Katona,L.K.

1925ZurErkl舐ungdesDenkmalsamOngin.K��iCsomaArchivuni1,pp.414-415.

Kasaxesu町,B.A.&B.}1.JlxcoscxxH

19240muemcompy∂ 雌 κ08YvenozoicoMUmemaonoes∂xe砌80∂opa3∂ 砌 ρ.Tonsuκ っP)㎎εκα5・14uroxs1924aApxxB

MHα 珊TyTaHcTop瓢HAHMHP.耳em45,4.

XaH以CYP3H,口.

正966×61'IIIHHT337[HHHXAHI66HHYIﾔ四33CH411'YHIIIHXHb.Tyyxu渧(;y∂ 鯲,TomIV,Fasc.11,pp.107-116.

Xapxcay6a#,C.

1979a皿IHB33Ty∬aaxbiqorqo皿bopAypcranaH.StudiaHistorical4-2,pp.15-25.

1979bTgCHNHI3P3∬Tx⑤ 田θe.Xi)』3α κ闘o毋qy∂ 鯉,(SL,Tom」3,Fasc.1-25),pp.117424.

1982皿 【HB39TynaaHblUorUo∬60pAypcraJIHHTyxa赫 以ax瓢HθrYYπ3xHb.Aρ ズeo兇02祕 κ(:y∂ 卿,(SA10-7),PP.103-120・

Xapxcay6aH,C.&A.Ouxp

1977T3CHLIHC3p3J皿TXgHI66HLfYIIIIHH3,q}pCP$JI.皿 ∬髭鷹 πα 」玩oα κA励0ρ 砌3,p.75.

Xy朋KOB,FO.C

(∠

0

0
0

Q
/

0
/

Q
/

l

l

1993

KepaMxxaOppy-San6iKa.In:Apxeo.iwzustCeeepxo魵suu.HosoeH6xpex,pp.85-94.

na醐T朋KHy蔬rypcKo勇Ky∬bTypHBMoHro∬ 肌In:1{e脚 ρ砌 うκα刄A3槻ucocε ∂概 ε 耀 〃 μ〃wpuuθcpe∂ 翩 ε θεκα・

Hosocx6xpcx,pp.84-89.

Y#rypbteMoxronxx.Mongolica,AnInternationalAnnualofMongolStudies,Vol.4(25),pp.106-116withEnglish

summary,pp.117-118.

Kmcenes,C.B.

1947

1957

1959

1965

MoHro皿M∬sppesxocTx.〃seecmuaAHCCCP.,Cep.M(汀opHHφHπ ㏄oΦ 四,4,pp370-371.

八peBHHeropoπaMoHro朋N.α 冫8e1ηcκα兄ゆ κθo兇oε細1957-2,pp。91-101,inc1.4figs.

M【3ucropuuKHTa蔬cKo疏qepenHUbl.Coee〃iCKQRApxea」 ω2雌1959」3,PP.159478.

j(peaxeM侃2α 仍cκ 配θ」1"opoc∂α.Mocxsa.

Kneb-e叫 几A.

1895aApxeoJlor四ecK廟 胆esnxxnoespxxsCpe胆}ON)MoHro∬ 照)BI891r.In:C6∂pxuk〃 零ρy∂oaOpxoxcxo�,κcη ε∂μ醐 μ,II,

CaaxT-IleTep6ypr,pp.48-59.

1895bゆamxu畯〃tke〃Cony〃ieueec〃ieuunoル 旋)uzonuusa18942.,H3B.Lttvtnep.AK舊CMMNHayK,3-3,CaHKT-neTep6ypr.

Kljachtornyj,S.G.

1976L'interpr騁ationdumotbedizdanslesinscriptionsruniques.In:Hungaro-Turcica.StudiesinHonourofJuliusN駑eth,

Budapest,pp.51-54.

Kljastornyj,S.G.

1988aDieKiptschakenaufdenrnnischenDenkm舁ern.CAJ32-1/2,pp.73-90.

Klyashtomy,S.G.

1982

1985

1988b

1994

TheTerkhinInscription.AOH36-1/3,pp.335-366,一17pls.

TheTesInscriptionoftheUighurB��aghan.AOH39-1,pp.137-156,+5pls.

EastTurkestanandtheKaghansofOrdubal�.TheInterpretationoftheFourteenthLineoftheTerkhInscription.AOH

42-2/3,pp.277-280.

TheRoyalClanoftheTurksandtheProblemofEarlyTurkic-lranianContacts.AOH47-3,pp.445-447.

Klya§tomiy,S・G.

1986Tes稈idesi(ilkne§ri).πrたK崑"廊r廊Arαf'Irη2α'α7∫24-2,pp.151-171.

KJI∬ 皿TOPHblN,C.r.

1961KHcTopHorpaφ 附ecKo赫oUeHKey∬aHKoMcKo員Ha八n班cH.θ η即 ραφμκαBOα ηoκα14,PP.26-28。

1964,Ljpeauemapxcxuepyuueecxuena,kamxuxuxaxucmokuuxu〃ouc〃wpuuCpe∂xe涬suu..Mocx.【 坦.

1977:3∬ 顕叩aΦ 四ecKMepa60TblBMoHro皿 肌Ih:Aμ κε砌03μ りεcκκε0澀 Ψ 尻徽 刃19762.,Mocxsa,pp.588-589.

1978aXpaM,xsaaRxxeHcTe∬aBAPesx{汀K)PKCKNXTeKcTax.(KHHTBpnpe臓 取猛H}lxe-XaHHH-HopcKo茸xapnxcx).

乃op切 躍02四 εcκ纏C6∂puurc1974,MOCKB�,pp.238-255.

1978bgnHrpaφ 四ecKxepa60TbtsMoxronxx.In:Apxeonozuuecxueomxpd〃 跏19772.,MOCKBB,pp575-576.

1978cHacKa恥HHepyH四ecxxenapnxcxMonro皿 肌 乃opxo.iwzuvecxu淸Gopxux1975,MocKBa,pp.151458.

1980Tepx量1HcKa∬xap皿 矼cL(npeABapMTeJlbHa∬ny6π 矼Ka翼 麗∬).Coaei〃zcxariZりpκo」ao2uR1980-3,測p.82-95.

1983TgCHHCKﾛACT2皿a(IlpeAsapxTenbxaA【ry6nxxaqx幻.Coaei〃1CKQA7袙 ρκo顕92髭兄1983-6,PP.76-90.

1992BocToqHH飯TypKecTaH}IKaraHblOP八y6a∬HKa,KMHTepnpeTa舐HH98TblpH腴jl[禝OYIcTpoKHTepxHHcKo玩xauxxcx.In:

丁卯 κcκ雌ε 据況oκ2砌 κ κ麗8η ㍑c翩8κ κ配εηω 偲 脚 μκ梶.MOCKBB,pp32-35.

KJIAI皿TOpHblY1,C.r.&B.A.Tixe皿Ku

l971aC3BjJ3YICKIINK膊CAb,Coee〃CKQA乃 りpκoLdO2--A1971-3,pp」06-112.

(4)



略号 ・文献 目録

1971cCo叭 蛎cKa只H瓠nHc団3ByryTa,In.C〃 脚 κ翩H4PO∂aBocmoxalO,MocKBa,pp.121-146.

19780rKpHTMeN矼3yqeHMeApesxeTx)pKcK瓢xNco珥x#cxxx3nHrpaΦHqecKMxnaM∬THMKoBIIempa∬bHo疏Asxx.In:

Aμ κεαω ε朋 麗3醒 καψαφ 槻1曜bκ ε砌 醐,Hosocx6xpcx,pp.37-60.

Klja"stomyj,S.G.&V.A.Livsic

1971bUneinscriptionin馘iteturqueetsogdienne.Last鑞edeSevrey(Gobim駻idional).JA259-1/2,pp.11-20,+3pls.

1972TheSogdianInscriptionofBugutRevised.AOH26-1,pp.69-102,一8pls.

Klya§tomiy,S.G&V.Liv§ig

l992Bugut'takisogtgaki1烈be'yeyenibirbakl§.T�k」D∫'iAra,rttrmalari】 匝〃lgl,Be〃etenl987,pp.201-241.

Koxoxos,A.H.

1980η,ω 鋤 α'nuKUnsdcrta〃2κ 辺 κc燃 ρyκ 配彫8cκ礁 ηα澀 〃auuxc)θ ・Vπ 一IXae.♪.Jlexxx叩aA.

KOTBMTi,B.TI.

2

4

1

1

Q
/
Q
/

l

l

1917

BXymo-qa鹹 双aMe・TpYAblTPOHqKOC磽CKO-KAXTHHCKOPOOTp.PyccK.reorpaφqecKoroO6珥ecTBa15-1,52P.

noe3八KaB八 ㎝HHyOpxoHa∬eToM1912ro江a.(叩onopHeH瓢eA.H.CaMo齟oB四a.)In:3anucxuBoc〃iokxo200〃a∂ 餾 翩

〃:況π8ρω ηopcκ020尸yccκoεoAρxεo兇02κ 喫cκ02006吻 θαηθα22,B同n.1-2,CaHKT-neTep6ypr,pp.V-VH.

MoHro恥cKHeHa耶 砿cKB3P耳 βHH一鵬y.C60pnuxMysestAnmpononoz雌u3mxozpafi麗 興 ρ〃occ瞬cκ ω ¢Aκ α∂ε.眤概Hの κ

5-1,pp.205214.

Kotwicz,W.&A.Samo�ovitch

1928L.emonumentturcd'lkhe-khuchotuenMongoliecentrale.RO4,pp.60-107.

Kospos,II.K.

1926

7

0
0

2

(∠

Q
!

9

1

1

1949

BecT班xsMoHroJIo・T瓢6eT℃Ko蔬3xcnepxgHHPyccKoror60rpaΦHqecKoroO6皿ecTBa.X∂3Aﾛc〃2BO.ル わκ2α側 麗,BHn.1,

yπaH6alDp,p.42.

η 覗 εo∂anoM∂ κ2α側 翩.砺 ξρη28纏 εαρo∂Xapa-xa〃w.MOCKBa一 工【e刪Hip穡.

ゆ α〃:xu畯〃2K2〃20畩)xio」ao-Tube〃icxo�3xc〃e∂uyuu/b(ツ ∂apc〃zaexxozo」pyccκ0201'セoε ψαφ 配曜εcκ02006吻8c〃 諺θα1923-1926

2a,α θ¢ρκα刃1吻 κεα欄,IILJIe朋Hrpa几

Tlymetuecmeuea〃 ∂H20AU/O.・1923-1926zz.Mocxsa.

Kbisnacos,II.P.

19640sxavexxx八peBHeTK)PKCKHXKaMeHHHxH3Ba只HM飯,xso6pa)KaK)皿IHxJIK}八e飯.Coae〃1CKQAノ 》 κεo」〃)zusl964-2
,PP.

27-39.

19660sxavexxxTepMxxa6an6anppesxeTx)pKcKHxxa ,qnxceH.In:Tapxo」aozuuecku�6∂pｵukkueec〃 膨 ∂ecR〃zunemux)Aκ ∂pes

飾 κ砌 αεθ〃㎎1面 κoκoθα,Mocxsa,pp206-208.

LeCoq,A.von

1909a

1909b

1913

1922

K�t�kischesausTurfan.Manuskriptfragmenteink�t�kischenｻRunenｫausToyoqundIdiqut-Sch臧ri[Oasevon

Torfan].SPAW1909,pp.1047-1061.

Einchristlichesundeinmanich臺schesManuskrip血agmentin膩 辻kischerSpracheausT皿 伽.SPAW1909,pp.1202-1218 .

Chotscho.Bed血.

T�kischeManichaicaausChotscho,III.APAW1922-2,49p.

Lessing,F.D

1960Mongolian-EnglishDictionary.Berkeley/LosAngels.

Ligen,L.

1972ル!on〃nentspr馗la.∬iques1,XIII'etXIV`si鐵les.Budapest.

Jlyscax6an,qax,X.

1962θqYYxgHTK)pK6矼q39c・SHMAY一 酬 皿 岬 ㏄ 凋3xぬ αα膿Aκ α∂ε溜〃伽 ハ13∂331962-4,P.68。

Ma#pap,,A.

1970〃 ∂κ2伽 酬 切1π 脚cεo棚 εypθακηpα2,皿.y∬aaH6aaTap.

Manor,C.E.

1952£ 翩cε 距cκα朋 〃c薦8朋oc1勘 〃2/OPIWB.TeKCmarunepeaa∂ 寓.MocKSa/Jle朋 明)a八.

Matuz,J.

1972Troisfragmentsinconnusdel'Orkhon.Turcica4,pp.15-24.

Minorsky,V.

1948TamimibnBalir'sJourneytotheUyghurs.BSOAS12-2,pp.275-305.

Moses,L.&G.Charles

1998KaraKorumanditsPeri-UrbanEnvironment:TheImperialDistrictoftheMongolEmpire.EurasianStudiesYearbook

70,pp.105-122.

M�ler,F.W.K.

1909EiniranischesSprachdenkmalausdern�dlichenMongolei.SPAW1909,pp .726-730.

1912DerHofstaateinesUiguren-K�igs.In:Festschriftf�VilhelmThomsen,Leipzig,pp.207-213.

HaMxaxpopxc

1965〃exxXaakaZspsnntxecueB6aop∂ 彦20」皖 ρy∂砌cakmyxa�.y∬aaH6aaTap.

Nowgorodowa,E.

1980AlteKunstderルfongolei..Leipzig.

0朋P,A.

1997XyirraHro皿blHMoHro∬6a八 θpBθ ∬蝋HH6婀Hr財Hπypcraπyy以HHTyxa蔬.SummariesofCongressPapers:Sevend1

(5)



AbbreviationsandBibliography

InternationalCongressofMongolistsConvenedunderthePatronageofN.Bagabandi,PresidentofMongolia(12-16

August,1997.Ulaanbaatar),pp.117-119.

Ogel,B.

1951SineUsuyazlnmn㎞hi6nemi(KudukBilgeK廿lkaganveMoyungur).T�kTarihKurumuBel'etenl5-59,pp.361-379.

P詛si,S.

1911Mongolianmatkalta.Otava;Helsinki.

1949Vb'たoご58∫ αアo"M麗f∫ ∫q忽MoπgoJ∫ αη〃iatkalta.Otava;Helsinki.

Pelliot,Paul

1929Neufnotessurdesquestionsd'AsieCentrale.TP26,pp.201-266.

1949Unrescritmongolen馗riture'phags-pa.In:G.Tucci(ed.),TibetanPaintedScrollsII,Rome,pp.621-624.

Pelliot,P.&L.Hambis

1945LechapitreCVIIduYuanChe:lesg駭饌logiesimp駻ialsmongolesdansl'histoireofficielledeladynastiemongole.

Leiden.

1951HistoかedescampagnesdeGengisKhan:Cheng-wouts'inイc加 π9'o肱TheHague.

Ilonrre,H.H.

19290TqeTonoe3耶eHaOpxoxJlemM1926ro八a.(npe耶apure∬HH茹oTqeTJMHr8HcT四ecKo蔬sxcneAxqxHBceBepHyK)

MoHro∬HK)3a1926rop).MaTepM鋤HKOMNCCNNnoHccπ 明oBaHMK)MoHro∬HcKo逝NTaHHy-Ty脳HcKo齟apoπHx

pecny6JMKM6yp∬T-MoHroJIbcKo最CCCP,B.4.Jiexxxrpap,

Poppe,N.

1961NotesontheMonumentinHonorofM�keKhan.CAJ6-1,pp.14-23.

Poucha,P.

1957Trin稍ttistckilometruMongolskem.Auteur,parolodialetadlem.Prag.

IlospHees,A.

1896ル わκ20協配兄 κ溺 κ20兇溜,t.1,St.Peterl)urg.

Pozdneyev,A.M.

1971MongoliaandtheMongols.Bloomington.

n3pJI33,X.

19611吻 κε侃Aρ ∂y海c配 κ2ρ 〃1.,∂yκ∂adyeu益xo〃zの ッ'pUH61iYIOBKOOH.yJlaaH6aaTap.

196619650xbtapxeo∬om銃HmHHxMJIr33H財o皿3Hooc.7y}'XUﾛU(;y∂ 卿,Tom.IV,Fasc.10,pp.100-106.

Rachewiltz,1.de

1987TheChineseInscriptionof12790ntheEstablishmentoftheHs�n-weiCommandery.RO45-2,pp.5-13,+1pl.

PaL叩10B,B.B.

1892anpeABapHTeJlbHbl匠oTqeTope3yJIbTaTax3xcneAxgxx凪JIHapxeoJlorHqecKoroxccneposaxxA6acce#xap・ .Opxoxa・In:

C6∂puuK〃iの,∂oaOp丿 のnciro�3KCne∂uｵuu,1,CaHKT-neTep6ypr,pp.1-54.

Radloff,W.

1894

1898

Vorl舫figerBericht�erdieResultatedermitallerh�hsterGenehmigungvonderkaiserlichenAkademiederWissenschaften

ausger�tetenExpeditionzurarch與logischenErforschungdesOrchon-Beckens.AusdemRussischen�ersetztvonO.

Haller.BAIS,NS.3(35),pp.353-398.(Rpt.in:M駘angesAsiatiques10-2,pp.391-436)

Eineneuaufgefundenealtt�kischeInschrift,Vorl舫figerBericht[Vorgelegtam12.XI.1897].BAIS,NS.8-1,pp.71-76.

Pa,qxca60s,A.A.

1966060HMHcKoMnaM∬THHKeHc∬oBo``KanaraH　 .〃3θ θc配 姻A3β ρ6漉 ∂㏄ ακcκ020∫bρy∂apcmeeKxo20y肱 θ{1ρc梶切8海 α,

Cep.肥blKa瓢JIHTepaTypbl,5,pp.79。85.

19700ﾔOHtHHCKOMH祟ATHHKB.('oae〃1CK魵乃opera」aozuR2.,PP。33-43,

Ramstedt,G.工

1913ZweiuigurischeRuneninschrifteninderNord-Mongolei.JSFOu30-3,63p.,+3pls.

1978SevenJourneysEastward1898-1912.Tr.fromtheSwedish&ed.byI.R.Krueger.Bloomington.

P膊CTOjjT,r.H.

1914 KaK6bl∬Ha加eH《CeJleHMHcK疵KaMeHb》,&nePeBoAH明nxcxCeneH「HHCKO「oKaMH∬ ・71ρy∂ 配 ηラo叫 κocα8cκo'

κ∬ 翩 鰥020伽 ∂ene跏17卯 伽yρ αω ε00〃1∂ 繝 〃 澀epa〃 卯 αめ30pycα020距03ρ αφ 膨c」 ω2006廨c配8α15-1,PP・

34-39,40-49.

Ramstedt,G.J.&J.G.Gran�&P.Aalto

1958 Materialienzudenallt�kischenInschriftenderMongolei.GesammeltvonG.J.Ramstedt,J.G.Gran�ndPenttiAalto.

JSFOu60-7,91p.,血cl.manyplates.

Rincen,Y.

1959L'inscriptionsinomongoledelast鑞eenl'honneurdeM�gkeQayan,CAJ4-2,pp.130-138.

Rintchen,B.(ed.)

1968

1979

Lesdesignspictographiquesetlesinscriptionssurlesrochersetsurlesst鑞esenMongolie.(CorpusScriptorum

MongolorumInstitutiLinguaeetLitterarumAcademiaeScientiarumReipublicaePopuliMongolici,Tom.16,Fasc.1),

Y.naaa6aarap.

AtlasethnologiqueetlinguistiquedelaR駱ubliquePopulairedeMongolie.Oulan-Bator.

R�a-Tas,A.

(6)



略号 ・文献目録

1982Akaz穩n駱n騅r81.[OntheEthnonymKhazar.]Nyelvtudom穗yiK�lem駭yek84-2,pp.349-380.

1986Hazarkavimad皿ntarihi"zerineyen孟veri星er.τ 撹殴K崑 鰄r撹Arα 蛋``r加α'αr`24-2,pp.53-63.

Roux,J.P.

1982LesinscriptionsdeBugutetdeTariyatsurlareligiondesTurcs.In:StudiaTurcologicaMemoriaeAlex魲ombaci

Dど α跏,Napo藍i,pp.451-46L

CaHxcMUT磽,T.

1993Apxanza珉uarazu鵫xyma2darnspmHUﾛmyyxco�ntH炸pcza.n.Ynaax6aarap.

Schlegel,G.

1896DiechinesischeInschriftaufdemuigurischenDenkmalinKaraBalgassun.(M駑oiresdelaSoci騁颶inno-Ougrienne9),

Helsingfors.

Schubert,J.

1963RittzumBurchan-chaldun.ForschungsreiseninderMongolischenVolksrepublik.Leipzig.

Sertkaya,O.F.
.

1991ZweiSprichw6rterindenk6ktUrkischenInschriftenUberdieKaganwahlbeidenAltt血ke11.In;AltaicaOsloe〃SZQ.

Proceedingsfromthe32ndMeetingofthePIAC,Oslo,pp.287-293.

1995G�t�ktarihininmeseleleri..(T畝K茸1t廿 酷ra§fumaEnstit醐31一 ㈱),A曲a.

C3P-0八 】KaB,H.

1959

1960

1962

1970

1977

XynTerxxxic6ynu皿Haaco皿coHxYHqy皿yyHHTDπro竝.SA,Tom.1,Fasc。6,8P・

ApxeonorxvecxHe矼aMUTxxxxMoxro皿 肌Co〔 竃ρ8澀 槻 α刄1吻 κεα翩7,p.27.

πpeBHeTK)pKCKHOII祟ATHHKHMOHrO皿 肌(わ(Ψa喫 κκ醐 〃 ∂xzonuri7,p.13.

3pmnu焄ypszyy∂(VI-Vlllsyyn丿.(SA,Tom5,Fasc.2),Ynaax6aarap,

ル面 κ204μ κ3pmKU焄yyxρ4ρ κ8αω2配 髭κxaupyyL㎝ 丿・yJlaaH6aaτap.

Sims-Williams,N.&J.Hamilton.

1990Documentsturco-sogdiensduIX`一X`si鐵ledeTouen-houang.London.

Sondermann,W.

1984

气

μ

7

0
/

Q
/

nソ

0
/

1

1

ProblemederInterpretationmanich臺sch-soghdischerBriefe」n:J。Harmatta(ed.),FromHecataeustoAl一 脚rizmY.,

Budapest,pp.289-316.

D1n穽ariya.111:Enの7C'opaedialranica,VH-4,pp.418-419.

DerSermonvonderSeele.(BTTXIX).Berlin.

Tekin,T.

4

(∠

10

8

Q
/

9

1

1

1983

1988

1994

1995

1996

OnaMisinterpretedWordintheOldTurkicInscriptions.UAJ35-8,pp.134-144.

KuzeyMogolistan'dayenibiruyguraniti:Taryat(Terhin)kitabesi.T�kTarihKurumuBelleten,66(No.184),pp.

795-838.

TheTariat(Terkhin)Inscription.AOH37-1/3,pp.43-68.

NineNotesontheTesInscription.AOH42-1,pp.ll1-118.

NotesonOldTurkicWordFormation.CAJ38-2,pp.244-281.

Elegest(K�tleHan)yazih.T�kDilleriArastirma[art5,pp.19-32.

OntheOldTurkicDative-locativeSu缶x{+A}.In:乃trfan,Khotanund1)槻 加 砌8,Berlin,pp.327-333.

Tezcan,S.

1982EininVorbereitungbefindlichesaltt�kischesW�tebuchundeinigegewagteEtymologien(BerichtbeimSymposion

�er"NeueErgebnissederZentralasienforschung").UAJ(N.F.)2,pp.285-290.

Thomsen,V.

1910EinBlattint�kischer"Runen"SchriftausTurfan.SPAW1910,pp.296-306.

Tep6aT,1[.

1997XapxopyMb田MoHro皿6隅33cH最HT㎝aap耳ax朋 θrYY∬3xHb.Tyyxu�Cyd.nan,Tom30,fasc.ll,PP.90-99,一2pls.

Tryjarski,E.

1966

1971

1972

1974

1981

-

△
T

O
/

Q
/

0
/

Q
/

1

1

DieheutigeMongoleiundihrealtenDenkmtiler.&ThePresentStateofPrese飆ionofOldTur短cRehcs血Mongolia

a丑dtheN㏄d'fbrtheirConseτva廿on.UAJ38,pp.154-158&pp.158-173,+manypls.

OntheArchaeologicalTracesofOldTurkSinMongolia.Elasta加lWest,N.S.21-112,pp.121-135,+manypls. 　
SomeRernarksontheMonumentoftheOrkhonTurks.In:TtirkKti伽tiElKitab`,Istanbul,pp.3543,418-422.

ZurneuerenGeschichtedesOngin-Den㎞als.In:Sprache,GeschichteundKulturderAltais(伽 照 θr,(Sch面enz肛

GeschichteundKulturdesAltenOrients5),Berlin,pp.629-630,+lpL

Diealt血kischenRmen-lnschriftenindenArbeitenderletztenJahreBefundeundkritischeUbersichしAoF8,pp.

339-352.

Zwy`雛1吻08rθ わowε'麗4∂w'配rθc肋 んnatleichwierzen.PolskaAkadeπ 虹aNaukKomitetNaukOrientalstycznych,Warsaw。

Anonymity,AdaptationandD迂fusionoftheAsianandEuropeanRunicScripts.RO49-1,pp.89-96.

Tryjarski,E.&P.Aalto

1973TwoOldTurkicMonumentsofMongolia.M駑oiresdelaSoci騁颶inno-Ougrienne150,pp.413-420,一3pls.

Y6paTOBa,E.YI.&Basamxax,B.

19639pTH敢 最TK)pK6販q33ccy凪 ∬acaH八YHr33c.61fMAy」 膨κ衄 「unxc.ノβκYxaanaAκ α∂eMUﾛnル わ ∂331963-4,PP,71-76.

1[ynz3M

1989Cκ μ 耀 〃り㌍α〃 ∂κεα側 κ.yJlaaH6aaTap.

(7)



AbbreviationsandBibliography

u3B33HAOP)K,刀 し

1995y玩rypHHXaaHTy∬cHHYe祕H6四 班 丁3材xθ 皿eep.Aμ κθ砌ozu益Cy∂ 卿,(SA,Tom.15,Fasc.1-11),PP70-72.

皿 〔HH3XYY,M.

1974

气

　

Q
/

7

7

Q
/

Q
/

-

1

1980

rlaM∬THHKpyHM耳{ecKo蕨n班cbMeHHocTHM3Tap班aTa.In:Poreκo曜8θ εαnapo∂oθ θ4扉 θ翅 肱3α耶配撹Ljenmp砌ano涬suu,

Ynaax6aarap,nn.327-331.

TaEアuamttx(脚o鯉6観2瞬 κ 膨麗κ30yρc2砌.(SA,Tom.6,Fasc.1),y皿aaH6aa職p,219p

HoBH銃naMUTxxxpyH四ecKohHHCbMOHHOCTNy瀕rypcKoroKapa6a皿acyHa.In:OJIIIKYncdxル 「∂κ3α例3p∂e,umuu禔V

斟 η ρ砌,voL3,yJlaaH6aaTap,pp301-305.

OPSOH-C鋼3κ3鹹 κの,nu6uuzu甁cuunsdypcz砌.Aμ κεo」ω ε厩 κ(,y∂ 繝,(SA,Tom.8,Fasc.1),y∬aax6aarap,83p.

田ep6aK,A.M.

1961Ha叩HcbHa八peBHeytirypcKoM肥blKeM3MoHro∬ 肌 、9η婬 ραφμκα80c〃zoκa14,pp.23-25.
　
S～沁rbak,A.M,

1996Aproposderoriginedel'alphabetturcpr6tendument《runique》.Etndesルfon801ese'sibe'rienne27,PP.79-85。

BaH八y最,9.

1958yBcblHXapycHbHっp3JITxθ 田 θθ,皿luHucnoxYxaaH,TexHHK,1958-3(55),pp.45-47.

Vasiliyev,Dimitriy(ed.)

19950rkhon.TheAtlasofHistodcalWorksinMongolia.[0ピhuh.Mo言olist…mTadhiEserledAtlasl]Ankara。

B"a烈XMvaPllOB,B.月,

1926-27Ha八nHcHHacKa∬axxaJlxacKoroHoKTy-Ta疏 八x.CTaTbqnepBa∬MAH,1926,p.1253ff.;CTaTb∬BTapa∬.}IAH,1927,

p.215ff.

19273THoJloro-AMHrBvacTMqecKMeHccJle以oBaH班HByPre,yPrHHcKoMMKeHTe逝cKoMpa員oHax.CeeepHa£Moκeonua2,PP・

142.

Bo疏TOB,B.E.

1986a

1986b

1989

1990

1996

Apxeo∬or四ecxxeGiCCI鵬RosaxxAB.51.B皿a耶M叩posaHxosbteoTKpHTM只BMoHro皿 肌In:Mongolica.Ila,KSmu

axade,uuxa60pucaX.Bnadu.ntupｵoea1884-1931,Mocxsa,pp.118-136.

八peBHσrK)pKcKHenaM躍THHKHHaXaHye.CoeemcxcinApxeo.　 aoauRl986-4,pp.74-89. .

OHrNHCKHNII膊HTHHK,.npo6JleMbIKyJlbTypoBeπqecKo瀕 願HTepnpeTa【 珥H.('oee〃tckaaτ10Pκo励 ρ2配兄1989-3,PP.34-50.

MOCHRbHHKNKapaKopyMa(HoMaTepHaπaMpa60Tl976」1981rr.).In:ApxeoソwzuuecKUe,ε1ηoκoψ σφ醜 θc肱8配

anmpono」nozuuecKUeucc」 鷹θ∂oeauuae〃 ∂κεα雇醐,HoBoc盟6Hpcx,pp.132-149.

乃 ワeehe〃2κ ψκcκ屍髭 ηακ〃zeoku澀 ∂CRb湯 ゆ03∂auus8/LyAbi〃u)θo一 πoルf琵κα4西κム鷹 πα姻 〃tuurcaxル 勿 κ30乃闘疏V7-VIIIee・Mocxsa・

BOYITOB,B.E&A.Baxp

1990HoBHeapxeo∬or四ecxxeoTxpvtTxAsXaxrae.〃 κφqρ 躍.6κ 冫澀.Mε 」κ∂yHap.Accoｵ..〃o〃syueuuroKンL耀 み〃rypL(ek〃1PQJL6HOﾛ

Asuu16,pp.59-67.

Wyngaert,A.Vanden

19291tineraetrelationesFratrumMinorumsaeculiXIIIetXIV.(SinicaFranciscana,vol.1),Quaracchi-Firenze.

牙以PHH口eB,H.

1�92礫IDCIIB礇LITCJIbHblLIOTLICTO6LICCJIellOB礬HHXIIOD.TO.TIP..ODXOHVxBIOxcHOMX礬PaC.III:CﾔODHUK)YIDVdOBODXOKCKOLI

Zhagvaral,N

1965

Zieme,P,

1972NeueFundezurGeschichtederT�keninderMongolei.DasAltertum18-4,pp.255-258,一2pls.

1986Uyguryazlsly董ayazIlml§uyguryazltlannadairbazld�� 騒nceler.乃�kDiliAra,ctir〃 昭'αη}㌔"磁,Belletenl982-83,pp.

229-237.

IlpeRsapxTe皿bHblLIOTLICTO6RCC皿eRosaxxuxHoP.ToJle,OpxoHyHBIO■(HoMXaHrae.In:C60pxux〃zPY∂oaOpxoｵcxo�

sxcneduuuuI,CaHKT-IleTep6ypr,pp.27-40.

1892b(ン 画eTsxcneAmqmH}laOpxoH,coBep田eHHo最Bl889r.noxopyvexxx)BocToqHo-cx6xpcxoroOTp.reorpaΦHqecKoro

O6nlecTBa.In:C60p6uk〃ipッ ∂oθOpxoncxo�3xcne∂uuuuI,CaHKT-neTep6ypr.,p.70.

19010TqeTNpHBBHHKonyTemecTB婀noQPxoHyNBK)xHH最XaxraHB1891ro几y.In:C60puuK〃2PY∂oθOpxoｵcrro�

sKCneduuuu,V,CaxxT-IleTep6ypr,pp.1-54

Yoshida,Y.

1990SomeNewReadingsoftheSogdianVersionoftheKarabalgasunInscription.In:A.Haneda(ed.),Documentsetarchives

provenantdel'AsieCentrale,Kyoto,pp.117-123.

(ed.)TheMongolianPeople'sRepublic.Ulan-Bator.

鮎貝 房之進

1972『 雑 攷 俗字攷 ・俗文攷 ・借字攷』東京,国 書刊行会.

石 田 幹之助

1925「 敦 煙 発見 『摩尼光 仏教法儀晦 に見えたる二 三の言語 に就 いて」 『白鳥博士還暦記念 東洋史論叢』東京,

岩波書店,pp,157-172.(再 録:石 田1973,pp.285-298.)

1973『 東 亜文化史叢考』東京,東 洋文庫.

岩佐 精一郎

1936和 田清(編)『 岩佐精一郎遺稿」東京,岩 佐傳一発行.

石見 清裕 ・森安 孝夫.

1998.「 大 唐安西 阿史夫人壁記の再読 と歴 史学的考察」 『内陸アジア言語の研究』13,pp.93-110,+2pls.

(g)



略号 ・文献 目録

宇野 伸浩

1984「 ホイ ン ・イルゲン考一 モ ンゴル帝国 ・元朝 期の森林諸部 族一 」 『文学研究科紀要(早 稲 田大学 大学 院

文学研究科)』 別冊12,pp.173-186.

1993「 チ ンギス ・カ ン家の通婚 関係の変遷」 『東洋史研究』52-3,pp.69-104.

エ リセエ フ,ヴ ァディム

1950「 古 代のモンゴリア」 『考古学雑誌』36-4,pp,225-226.

王 静如

1938「 突厥 文回紘英 武威遠眦伽可汗碑訳釈」 『輔仁学誌』7-112,pp.1-55.(pp.240-186の 逆 頁)

大 澤 孝

1996a「8世 紀初頭のイェニセイ ・キルギズ情勢 パルス ・ベグの出自と対東突厥征伐計画 をめ ぐって一 」 『史

朋』28,PP.1-24.

1996b「 北 モ ンゴリア ・テス碑文の諸問題」(第38回 野 尻湖クリル タイロ頭発表要 旨,1995年7月17日)『 東洋

学報』77-3/4,PP.99-100.

岡 田 英弘

1968「CoytuQongTayjiに つ いて」 『アジア ・アフリカ言語文化研究』1,PP.111-125.

小 野 川 秀美

1943「 突厥碑文譯註」 『満蒙史論叢J4,pp.249-425.(別 刷 はpp.1-177)

1950「 オ ンギン碑文譯註」 『羽田博士頌寿記念東洋史論叢』京都,東 洋史研究会,pp.431-451.

オバ タ=ラ イマ ン,エ ツコ

1988「 朝鮮の国字 と日本 の国字」 『朝鮮学報』129,pp.11]一138.

片 山 章雄

1981「Toquzoγuzと 「九姓」 の諸問題について」 『史学雑誌』90-12,pp.39-55.

1992「 突 厥 ビルゲ可汗の即位 と碑文史料」 『東洋史研究』51-3,pp.138-157.

1994『 廻紘 タリア ト ・シネ=ウ ス両碑 文(8世 紀 中葉)の テキス ト復原 と年代記載 か ら見た北 ・東 ・中央アジァ』

1993年 度 東海大学文学部研究助成金研究成果報告書,40p.,+manypls.

加藤 晋平

1997「 モ ンゴル国カラコルムの都市遺 跡の保存調査」 『最新海外考古学事情IIア ジ ァ編』(月 刊文化財 発掘出

土情報増刊号)pp.9-17.

川 崎 浩孝

1993「 カ ルルク西遷年代考一 シネウス ・タリア ト両碑文の再検討による一 」 『内陸アジァ言語の研究』8,pp.

93-110.

キ セ リョフ(Kxcenes,C.B.)

1975村 上 正二(訳 註)「 古代モンゴルの都城カラコルム(一)」 『遊牧社会史探 究』48,21p.

吉謝 列夫

1960「 吉謝列夫通訊院士在北京所作的学術報告:(一)南 西伯利亜和外貝加爾湖古代城市生活的新資料」 『考古』

2,PP。45-51.(KHCen�1957の 抄訳)

胡 斯振 ・白 翠琴

1985「1257年 釈 迦院碑考釈」 『蒙古史研究』第1輯,pp.11-20.

蔡 美彪

1955『 元 代 白話碑集録』北京,科 学出版社.

佐 口 透

1970rモ ン ゴル帝国 と西洋』(東 西文明の交流4)東 京,平 凡社.

沢 田 勲

1983a「 オ ンギ ン碑文に関する一考察一 その設立 目的と設立年代 を中心 として一 」 『東洋史研 究』41-4,pp52-

73.

1983b「 オ ンギ ン碑文東面 第四行の解釈 について」護雅夫編 『内陸 アジア ・西 アジアの社会 と文化』東京,山 川出

版社,PP.79-94。

1984「 オ ンギ ン碑文訳解」 『駿台史学』61,pp.94-110.

白石 典之

1996「 モ ンゴル帝国の首都,カ ラコルム都市遺跡の調査」 『環 日本海研 究年報』3,pp.125-131.

1997「 モ ンゴル帝国の首都,カ ラコルム都市遺跡の調査(2)一 オ ゴデイ ・ハ ンの離宮 の発見一 」 『環 日本海研

究年報』4,pp.110-119.

1998「 モ ンゴル,カ ラコルム都市遺跡 における市街地の変遷」 『内陸 アジア史研究』13,PP.55-70.

薛 宗正

1997「 〈九姓 回鶻可汗碑》一 回鶻 阿跌汗朝崛興的紀功碑一 」 『新疆文物』1997-4,pp.29-33.

田坂 興道

1941厂 漠 北時代 に於 ける回/1¥の諸城郭 に就 いて」 『蒙古学報』2,pp.192-243.

谷 憲

1984「 天 宝元年前後の北 アジァ情勢Bazin説 の検討 を中心 として 」 『史游』(金 沢大学文学部東洋史研究

室)15,pp.5-19.

陳 垣

1988(編)陳 智超 ・曾慶暎(校 補)『 道家金石略』北京,文 物出版社.

(9)



AbbreviationsandBibliography

陳 高華

1987「 元代塩政及其社会影響」 『元史研究論稿至北京,中 華書局,pp.67-98.

陳 得 芝

1978「 元和林及其周囲」 『元史及北方民族史研究集刊」3,pp.5-7.

1983「 元外剌部釈迦院碑札記」 『元史論叢』第2輯,pp.251-260.

1985「 元嶺北行省建置考(上)」 『元史及北方民族史研究集刊』9,pp.31-44.

1987「 元嶺北行省建置考(中)」 『元史及北方民族史研究集刊』11,pp.1-18.

1990「 元嶺北行省建置考(下)」 『元史及北方民族史研究集刊』12113,pp.1-19

程 溯 洛

1994「 釈漢文 《九姓 回鶻 眦伽可汗碑》中有 関回鶻和唐朝 的関係」 『唐宋 回鶻史論集』北京,人 民出版社,pp.102-

114.

内藤 み どり

1998「 突厥 キ ョリ=チ ョル考」 『内陸 アジア史研 究』13,pp.13-33.

中村 淳 ・松川 節

1993「 新発現の蒙漢合璧少林寺聖旨碑」 『内陸アジア言語の研究』8,PP.1-92,+8pls.

野村 栄三郎

1937「 蒙古新疆 旅行 日記」上原芳太郎(編)『 新西域記』下巻,東 京,有 光社,pp.441-555.

白 翠琴

1983「 斡亦剌貴族与成吉思汗系聯姻考述聯」 『民族研究11983-1,pp.46-59.

羽 田 亨

1957Q羽 田博士 史学論文集』上巻,歴 史篇,京 都.

1958『 羽 田博士 史学論文集』下巻,言 語 ・宗教篇,京 都.

バ ザン(Bazin ,L.)

1989濱 田正美(訳)「 六一八世紀のチ ュルク人 と仏教」 『東方学』78,pp.141-154.

林 俊 雄

1991「 モ ンゴル高原 における古代テユル クの遺跡」 『東方学』81,pp.166-179.

1996「 モ ンゴリアの石人」 『国立民族学博物館研 究報告』21-1,pp.177-283,incl.manypls,

バ ンバ ーエフ(BaM6aeB,s.s.)

1941播 磨楢吉(訳)「 オルホ ン河畔に古蹟を訪ねて」 『蒙古』111,pp.68・78.

日野 開三郎

1983「 塩 鈔法の研究」 『日野 開三郎東洋史学論集6・ 宋代の貨幣 と金融』東京,三 一書房,pp.1-235.

堀 江 雅明

1988「 ホ クシ ン=テ ール碑 と宣威軍城 址一 至 元十五年 に建設 され た元代モ ンゴリアの城寨一 一」 『東洋史苑』

30/31,pp.141-174.

1994厂 宣 威軍城址再 訪1994年 モ ンゴル旅行報告一 」 『東洋史苑』44,pp.12-27.

1995「 フ ビライ時代 の石碑 と城址1991年 モ ンゴル旅行報告一 」 『小 田義久博士還暦記念東洋史論集』龍谷

大学東洋史学研 究会,pp.495-515.

ポ ツペ(nonne,H。H.)

1942播 磨 楢吉(訳)「 新 たに発見の二記念碑」 『北亜細亜学報』1,pp.215-248.

松 井 太

1997「 カ ラホ ト出土蒙漢合璧税糧納入簿断簡」 『待兼 山論叢(史 学篇)J31,pp.24-49,一1p].

松 川 節

1995「 大 元 ウルス命令文 の書式」 『待兼 山論叢(史 学篇)』29,pp.25-52.

1997「 カ ラコルム出土1348年 漢 蒙碑 文一 嶺北省右 丞郎中総管収糧記一 」 『内陸アジア言語 の研究』12,pp.83-

98,+1pl.

1998『 図説モ ンゴル歴史紀行』東京,河 出書房新社.

松 田 孝一

1994厂 トゥルイ家のハ ンガイの遊牧地」 『立命舘文学』537,pp.285-304.

1996「 オ ゴデイ諸子 ウルスの系譜 と継 承」 『ペ ルシ ア語古写本資料精査に よるモ ンゴル帝国諸王家に関す る総合

的研究』(文 部省科学研 究費補助金総合研究A研 究成果報告書)pp.21-65.

護 雅夫

1967『 古 代 トルコ民族史研究』1,東 京,山 川出版社.

1972「 突 厥帝国内部 におけるソグ ド人の役割 に関す る一資料一 ブグ ト碑文一 」 「史学雑誌』81-1.PP.77-86.(再

録:護1992,pp.200-215)

1973「S=G=ク リャシュ トールヌィ,V=A=リ フシツ共著 セヴ レイ石碑」 『東洋学報』55-4,pp.109-120.(再

金最:護1992,pp.558-572)

1976『 古 代遊牧帝国』(中 公新書437)東 京.

1992『 古 代 トル コ民族史研究jII,東 京,山 川出版社.

1997『 古 代 トル コ民族史研究』 皿,東 京,山 川出版社.

森安 孝夫

1977「 チ ベッ ト語 史料中に現われる北方民族一DRU-GUとHOR一 」 『アジア ・アフリカ言語文化研究』14,

pp.1-48.

(10)



略号 ・文献目録

1979「 増 補:ウ イグル と吐蕃の北庭争 奪戦及びその後の西域情勢 について」 『アジア文化 史論叢 』3,東 京,山

川出版社,pp.199-238.

1985「 チ ベッ ト文字で書 かれたウイグル文仏教教理問答(P.c.1292)の 研 究」 『大 阪大学文学部紀要』25,pp.1-85,

+1pl.

1991『 ウイグル=マ ニ教史の研 究』 『大阪大学文学部紀要』31132,(別 刷:京 都,朋 友書店)

1997「 大 英図書館所蔵ルーン文字マニ教文書Kao.OlO7の 新 研究」 『内陸アジア言語の研究』12,pp.41-71,+4pls.

森安 孝夫 ・吉 田 豊

1998「 モ ンゴル国内突厥 ウイグル時代遺蹟 ・碑文調査簡報」 『内陸アジア言語の研究』13,pp.129-170.

山田 信夫

1951「 九姓回鶻可汗の系譜」 『東洋学報 』33-3/4,pp.90-113.(再 録:山 田1989,pp.107427)

1989『 北 アジア遊牧民族史研究』東京,東 京大学 出版会.

吉 田 順一

1980「 ハ ンガイ と陰山」 『史観』102,pp.48-61.

吉 田 豊

1988「 カ ラバルガスン碑 文のソグ ド語版について」 『西南 アジア研究』28,pp.24-52.

1995「 無常 を説 くマニ教 ソグ ド語文書」 『オリエ ント』37-2,pp.16-32,一lpl.

ラム ステッ ド(Ramstedt,G.)

1992荒 巻和子(訳)『 七回の東方旅行』東京,中 央公論社.

林 梅村

1994「 布古特所出粟特文突厥可汗紀功碑 考」 『民族研 究』1994-2,pp.64-71.

(11)



調 査 行 程 表 ・行 程 図

1996年 度調査行程表

ItinerariesandRouteMapsofThreeExpeditions

月 日 調 査 地 域 調 査 研 究 事 項
8/10 大 阪 → ウランバー トル

8/11 ウラ ンバー トル 結団式 ・調整会議 ・ルー ト検討

8/12 ウラ ンバ ー トル タリァ ト碑文 ・テス碑文

8/13 ウラ ンバ ー トル タリア ト碑文 ・テス碑文 ・カラ=バ ルガス ン第2碑 文;宣 威軍碑

8/14 ウ ラ ンバ ー トル→ アルバイヘール

8/15 ア ルバイヘ ール オンギ碑文

8/16 ア ルバイヘール シャーザン=ホ ト遺蹟

8/17 ア ルバイヘ ール→ハ イルハン ドラーン 宣威軍城址
8/18 ハ イルハ ン ドラーン 宣威軍城址
8/19 ハ イ ルハ ンドラーン 宣威軍城址
8/20 ハ イルハ ン ドラーン→オヤンガ 宣威軍城址,オ ンギ遺蹟 ・碑文

8/21 オ ヤ ンガ オンギ遺蹟 ・碑文

8/22 オ ヤ ンガ→ハルホリン

8/23 ハ ル ホリン ホシ ョー=ツ ァイダム遺蹟 ・碑文 カラコルム遺蹟 ・碑文

8/24 ハ ルホ リン ホシ ョー=ツ ァイダム遺蹟 ・碑文 カラコルム遺蹟 ・碑文

8/25 ハルホリン ホシ ョー冨ツァイ ダム遺蹟 ・碑文 カラコルム遺蹟 ・碑文

8/26 ハ ルホ リン→イフ;タ ミル

8/27 イ フ=タ ミ ル → タ リ ア ト タリァト遺蹟

8/28 タ リ ア ト→ オ ン ドル=オ ラ ー ン タリァ ト遺蹟

8/29 オ ン ドル=オ ラーン→エルデ ネマ ンダル イフ=ハ ヌイ茗ノール遺蹟 ・銘文;ハ ルポル=ハ ン城址

8/30 エ ルデネマ ンダル→ハイルハ ン シネウス遺蹟 ・碑文

8/31 ハ イルハ ン シネウス遺蹟 ・碑文

9/01 ハ イルハ ン シネウス遺蹟 ・碑文

9/02 ハ イ ルハン→ ダシンチ レン

9/03 ダシ ンチ レン→ ウランバー トル

9/04 ウランバー トル タリァ ト碑文

9/05 ウラ ンバー トル 調整会議他
9/06 ウラ ンバー トル 調整会議他
9/07 ウランバー トル→大阪

1997年 度調査行程表

月 日 調 査 地 域 調 査 研 究 事 項
8/16 大 阪 → ウランバー トル

8/17 ウラ ンバー トル 結団式 ・調整会議 ・ルー ト検討

8/18 ウラ ンバー トル タリア ト碑文 ・テス碑文

8/19 ウラ ンバー トル→ ボルガン

8/20 ボ ル ガン→ ホタグ

8/21 ホ タ グ バイバリク遺蹟

8/22 ホ タ グ→ハ イルハン

8/23 ハイルハ ン シヴェー ト=オ ラーン遺蹟

8/24 ハイルハ ン シネウス遺蹟 ・碑 文

8/25 ハ イ ルハ ン シネウス遺蹟,ホ シ ョーティン=タ ル遺蹟

8/26 ハ イ ルハ ン→ ッェツェル レク ブグ ト遺蹟

8/27 ッェ ッェルレク ブグト碑文

8/28 ッェ ツェルレク→ハ ルホ リン

8/29 ハ ル ホリン ホシ ョー=ツ ァイ ダム遺蹟,ッ ァガン=バ イシン遺蹟

8/30 ハ ル ホリン カラ=バ ルガス ン遺蹟 ・碑文

8/31 ハ ル ホリン カラ=バ ルガスン遺:蹟 ・碑文,ド イテ イン=バ ルガス遺蹟

9/01 ハ ル ホリン ビルゲ可汗遺蹟

9/02 ハ ル ホリン ブグ ト碑文 ・カラ=バ ルガス ン碑文

9/03 ハ ル ホリン ホシ ョー=ツ ァイダム遺蹟,カ ラ=バ ルガスン遺蹟

9/04 ハ ル ホ リ ン→ イ フ=ホ シ ョー ト ゥ イフ=ホ ショー トゥ遺蹟

9/05 イ フ 罵ホ シ ョ ー ト ゥ イ フ=ホ シ ョ ー ト ゥ遺 蹟 ・キ ュ リ電チ ョル 碑 文

(12)



月 日 調 査 地 域 調 査 研 究 事 項
9/06 イ フ=ホ シ ョー トゥ→マ ンダルゴビ

9/07 マ ンダル ゴビ→ ダランザ ドガ ド

9/08 ダ ラ ンザ ドガ ド→セブレイ セヴレイ碑文

9/09 セ ブ レイ→ ダランザ ドガ ド

9/10 ダランザ ドガ ド→マ ンダル ゴビ

9/11 マ ンダルゴビ→ ウランバー トル

9/12 ウ ラ ンバー トル 大唐安西阿史美人壁記
9/13 ウ ラ ンバー トル 碑文テキス トの共同研究

9114 ウ ラ ンバー トル 碑文テキス トの共同研究

9/15 ウ ラ ンバー トル 碑文テキス トの共同研究

9/16 ウ ラ ンバー トル 碑文テキストの共同研究

9/17 ウ ラ ンバー トル

一

碑文テキストの共同研究

9/18 ウ ラ ンバー トル 碑文テキス トの共同研究

9/19 ウ ラ ンバー トル 碑文テキス トの共同研究

9120 ウ ラ ンバー トル→大阪

1998年 度調査行程表

月日 調 査 地 域 調 査 研 究 事 項
7/25 大 阪→ ウランバー トル

7/26 ウラ ンバー トル 釈迦院碑 ・宣威軍碑

7/27 ウラ ンバー トル 釈迦院碑 ・宣威軍碑

7128 ウラ ンバー トル→ ブイテ ンゴル

7/29 ブイ テンゴル ブイテン=ゴ ル銘文

7/30 ブイ テンゴル→ザーマル

7/31 ザ ーマル→ ツァガン=バ イシン ツ ァガン=バ イシン遺蹟 ・ツォク ト=ホ ンタイジ碑 文 ・岩壁銘文

8/01 ツ ァ ガン=バ イシ ン ツ ァガン=バ イシ ン遺蹟 ・ツォク ト=ホ ンタイジ碑文 ・岩壁銘文

8/02 ツ ァ ガン=バ イシン→ボルガン

8/03 ボ ル ガン→ホ タグ

8/04 ホ タ グ バイバリク遺蹟

8/05 ホ タ グ→デルゲルムレン 釈迦院遺蹟
8/06 デ ルゲルム レン 釈迦院遺蹟

8/07 デ ル ゲルム レン→ ラシャーン ト

8/08 ラシ ャーン ト→ エルデネマ ンダル ハルホル=ハ ン遺蹟

8/09 エ ルデネマ ンダル ハルポル=ハ ン遺蹟

8/10 エ ルデ ネマンダル ハルポル=ハ ン遺蹟

8/11 エ ルデネマンダル→ ツェ ンヘル

8/12 ツェ ンヘル→ハルホ リン

8113 ハ ル ホリン カラコルム遺蹟 ・碑文

8/14 ハ ル ホリン カラコルム遺蹟 ・碑文

8/15 ハ ル ホリン カラコルム遺蹟 ・碑文

8/16 ハ ル ホリン カラコルム遺蹟 ・碑文

8/17 ハ ル ホリン オルホン河流域の諸遺蹟

8/18 ハ ル ホリン→ハ イルハ ン ドラーン

8/19 ハ イ ルハ ン ドラー ン→ホ クシン=テ ール 宣威軍城址
8/20 ホ クシン=テ ール 宣威軍城址,オ ンギ遺蹟

8/21 ホ クシン=テ ール 宣威軍城址
8/22 ホク シンテール 宣威軍城址
8/23 ホ クシンテール→ハ ルホリン シャーザ ン=ホ ト遺蹟

8124 ハ ル ホリン カラコルム関係碑文

8/25 ハ ル ホリン→ ウランバ ー トル

8/26 ウ ラ ンバー トル 調整会議他
8/27 ウ ラ ンバー トル 調整会議他
8/28 ウ ラ ンバー トル イフ=テ ンゲ リン=ア み銘文調査

8/29 ウラ ンバ ー トル→大 阪
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行 程 図(1997年 度)
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行 動 記 録(1996年 度)RecordofActivitiesin1996

森 安孝 夫(TakaoMORIYASU)

8月10日(土)大 阪 → ウラ ンバ ー トル

森安孝夫(大 阪大学),片 山章雄(東 海大学),大 澤孝(大 阪外国語大学),松 井 太(大 阪大学)の4名 が関西国際

空港 よりモ ンゴル航空904便 で ウランバー トルへ.拓 本用 の道具一式,ト ランシーバー4台,GPS,テ ン ト,カ メラな ど

の機材 を運ぶため,手 荷物超過料金 は10万 円 を越す.

午後7時18分,ウ ランバ ー トル着陸.夏 季は 日本 との時差な し.ウ ランバー トル空港ではモンゴル科学 アカデミー側

のオチ ル(0聯p),ボ ル ド(Song),バ ッ トルガ(Ba貿y∬ra),日 本側の松田孝一(大 阪国際大学),松 川節(国 立民族学博物

館),通 訳 のバ トジャルガル(E.BaTxcapran,以 下 バチカ)の 出迎 えあ り.別 の科学研究費で行動 している林俊雄(創 価

大学)は13日 に合流予定.日 本側 の宿舎 はウランバー トル=ホ テル.

8月11日(日)ウ ラ ンバ ー トル

ホテル内の室温摂氏25度,外 気 は20度 前 後.

午前10時 半,日 本側6名 は,ウ ランバ ー トル=ホ テルまで出迎 えの歴史研 究所のオチル所長等 に案内され,モ ンゴル

科学アカデミー歴史研 究所 を訪問.歴 史研究所 は1962年 の設立.今 回の 日本モ ンゴル合同の調査 ・研究の費用は 日本

の文部省 の科学 研究費(国 際学術研究)に よる ものだが,モ ンゴルでの行動 に支障をきた さない ようモ ンゴル政府 の公

認 を得る必要が ある々め,別 に 日本側 とモ ン ゴル側の正式の議定書 を交わす ことになっている.そ の議 定書 の草案 は,

先 にモ ンゴル入 りしていた松 田 ・松川を通 じ,FAX・ 電子 メールを利用 して既にで きあが っている.合 同調査の本隊

到着前に,準 備 のための先遣隊がいたことは,そ の後の作業に効果的であった.

オチル所長室で,い くつかの点 を確 認 し合った後,こ れか ら3年 間の調査 ・研究 のための議定書 に調印 した.そ の議

定書 の正式名称 はモ ンゴル日本共 同 厂ビチ ェース」学術調査プロジェク ト実施議定書である.モ ンゴル側代表はオチル,

日本側は トル コ班(森 安孝夫 ・林俊雄 ・片山章雄 ・大澤孝)か ら森安が,モ ンゴル班(松 田孝一 ・松川節 ・松井太)か

ら松田が代表 と して署名.来 年度は トルコ班 に吉田豊が,そ して再来年度 にはモ ンゴル班 に杉山正明 ・中村淳の両名が

加 わる予定.

午 後1時,双 方が ウランバ ー トル=ホ テル5階 の一室で会食.

3時,再 び歴 史研究所 にて,今 後の 調査 ルー トを調整.一 昨 日,モ ンゴル側 から,天 候不順 のため,既 定のルー トを

逆廻 りに したい との提案が あったが,ボ ル ガン=ア イマ ク地方でコレラが 発生 し,道 路が 閉鎖 された という情報が入っ

たため,再 び もとのルー トに戻すことになる.た だ し,採 取予定の拓本 を国外 に持ち出す許可を文化庁 ・税関から得 る

手続 きに要す る 日数 を考慮 し,早 めにウラ ンバー トルに帰着することに した.そ のため,当 初 の予定は大 き く変更 を余

儀 なくされた.ス ージ碑文のあった遺蹟の探索 も断念

夜 は,日 本側の招待でソゥル=レ ス トランで会食.

8月12日(月)ウ ランバー トル

午前9時 半,今 年度の調査費用について相談.そ の後,歴 史研究所の裏庭のコンテナ内に所蔵されてい るタリア ト碑

文とテス碑文(い ずれも8世 紀の東ウイグル可汗国時代のもの)の 拓本採 りを開始.採 拓道具一式はすべて日本より持

参.戸 外であるため,か なり暑かった.

午後,ト ルコ班は採拓作業の進捗状況を勘案し,昼 食抜きで作業を続行.モ ンゴル班は昼食後,ト ルコ班のためにパ

ンを調達して,再 び採拓作業に合流.で きあがった拓本は,碑 石からはずす前にカメラとビデオの両方で撮影するよう

にしたため,一 枚終了するのに相当の時間を要 した.

午後7時 過ぎ,市 内の巨大ゲル式レストランにてモンゴル科学アカデミー副総裁チャドラー(LlaApaa)氏 の招待による

夕食会.採 拓作業に手間どったため遅刻 したが,快 く迎えられ,な ごやかに歓談した.

8月13日(火)ウ ランバー トル

トルコ班は昨日同様,タ リァト碑文 とテス碑文の拓本採 りに従事.昼 休みなし.テ ス碑文のみはなんとか四面を2枚

ずつ採拓 したが,タ リアト碑文の方は結局終了せず.夕 方6時 に碑文をコンテナの中に返 して施錠.そ の後は,歴 史研

究所の玄関前に置いてあるカラ=バ ルガスン第二碑文とタリアト碑文の亀趺とを採拓.こ の2日 だけで,モ ンゴル側の

採拓技術は飛躍的に上達した.

モンゴル班は,午 前中,ト ルコ班の作業を手伝った後,歴 史研究所の別室にてカラコルム出土の漢文碑文断片,ブ キ
ニチの野外調査ノー ト,そ の他貴重なもの を実見.昼 食後,民 族歴史博物館 を訪問し,宣 威軍碑(ホ クシン=テ ール碑

(17)
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文)と チ ョイル碑文 を有料で撮影.そ して明 日か らの調査旅行 に備え,日 本食品雑貨専 門のスーパ ーで 買い出 しをした

後,ト ル コ班に合流.

8月14日(水)ウ ラ ンバ ー トル→ ア ルバ イヘ ール

午前9時 過 ぎ,ウ ランバー トル=ホ テル前に三菱パジェロ2台,ロ シア製ジープ2台,ト ラック1台 と総勢17名 の隊

員が集結.ト ラ ック以外の車 に ユ号車から4号 車 まで名前 をつ け,そ れぞ れの クルーを決め,モ ンゴル 人運転手に追越

し禁止,車 内禁煙,安 全運転 を訓示.ホ テル前 の広場で,日 本よ り持参 したアメリカのマゼラン社製 のGPSに て 経緯度

測定.北 緯47度55分08秒,東 経106度55分22秒.た だ しアメリカ国防総省の指令で このGPSの 精 度は厳密ではな

いので,秒 の単位 は参考程度に しか ならない ことに注意(1).森 安 の高度計では1285m(以 後,高 度計 は基本的に日々の

修正せず.例 外 は8月18日 の一 回のみ).

10時05分,出 発.し か しトラックの運転手力沛 外へ出る許可証 を忘れたため,他 車は検問 を くぐった所 で待機 そ

の間に,4台 の トランシーバーを配備.ア ンテナが付属品中に欠落,ロ シ ア製ジープか らの採電 も不能 で,以 後,電 池

不足 に悩 まされることになる.午 後0時 半,よ うや く トラックが来たので,全 車 出発.

午 後2時45分,ト ール(ト ラ)河 畔 のル ンで停車,簡 単な昼食.野 犬3頭 近付 く.狂 犬病 もあるので要注意.

4時25分,発 車.

5時 過 ぎ,ウ ブルハ ンガイ県(ア イマク)に 入る.舗 装道路 を時速80㎞ で 走行.道 路の両側に ピンク色 の花の群落

が続 く.牧 草は不良.牛100頭 以 上の群れ を見るが,牧 夫の姿 なし.牛 は勝手に牧舎 に帰るので,見 張 りは不要 との こ

と.

5時45分 頃,エ ルデネサ ン ト=ソ ムを通過.

6時15分,停 車.1号 車 が故障 したため修理.北 緯47度22分04秒,東 経104度00分44秒.高 度1355m

8時,よ うや く発車.1号 車 内は,寒 くて,車 の ヒーター を入れてもらう.ど ん どん高度が上がってい る.進 行方向

の西の空に雷鳴が とどろ く.

8時07分,高 度1440m.

8時10分,右 手に小 さい岩山あ り,そ の先 にかな りの高 さの山が見 えて くる,タ ルニ山 といい,1688年 ガ ルダン;

ボシ ョク トが攻 めてきた時 に宿営 した所 であ ると,オ チルより説明.前 方に も高い山が見え始 める.雨 が降ってきた.

8時14分,高 度1340m.南 西 に向かっている.

8時17分,湿 地 と橋 を渡 る.高 度1280m.

8時20分,低 地 に樹 木がた くさん生えている.こ れまで になかった景観 高度1265m.

8時24分,か な り幅のある河 を渡 る.も ちろん橋あ り.す ぐに,右 へ行けばハルホリンへ 向か う道がある.曲 が らず

に直進.今 はほ ぼ南進申だか ら,ハ ルホ リンは西 にあるはず.左 手は下方 に開けていて,そ の先に山が ある.左 手 には

河が ときお り見える.雨 はやんだ.

8時35分,小 さい橋 を渡 る.高 度1320m.こ こか らまたどん どん上 ってい く.

8時47分,高 度1500m.

8時51分,峠 で一時停車.シ ャリン=ダ ワー とい う.見 晴 らしは よい.大 きいオボあ り,北 緯47度05分19秒,東

経103度36分19秒.高 度1615m.

9時03分,発 車.こ こか らは どんどん下 ってい くが,200mく らい下 った ら,ま た上がってい く.

9時27分,高 度1745m.本 当 に薄暗 くなって きた.車 のヘ ッ ドライ トを点灯.

9時33分,細 い河 と橋 を渡る.高 度1615m.

10時15分,北 緯46度37分50秒,東 経103度08分03秒.高 度1775m.

10時40分,高 度2000m.す ぐまた下 りになる.

ll時07分,オ ンギ河の橋 を渡 る.高 度1760m.

11時45分,ア ルバ イヘ ールの町にた どり着 く.真 夜 中の午前0時 過 ぎ,よ うや くホテル を見つけることができた.

ホ テルの前は非 常に暗 く,荷 物の積降 ろしに はランタン型 の懐中電灯がおおいに役立った.ホ テルでは水道 も トイレも

水は出ない.揚 げパ ンと缶 ビール ・ミネラ ル=ウ ォー ターのみで夜食.み んな疲れ切 って しまい,鍵 をかけ て,す ぐ就

寝.

8月15日(木)ア ル バ イヘ ール

(1)マ ゼ ラ ン社 のGPS説 明書 に は次 の ように あ る:「GPSの 受信 機 が 通常 の状 態 で は ,GPSの 精 度 は25m以 内 と言 われ て い ます.

(中略)合 衆 国 国防 総 省 は25m以 内の 精 度 は合 衆 国軍 の 軍事 的 優位 を脅 か す可 能性 が あ る と判 断 し,SA(SelectivAvailability,精

度劣 化)を 導 入 す る よ うに な りま した.SAはGPSのSPS(StandazdPositioningSystem)コ ー ドのエ フェ メ リス デ ー タ に入 れ られ る

ラ ンダム エ ラー で,全 て のGPS受 信 機 の 精 度 を劣 化 させ る もの です.エ ラー の大 き さは常 に変 化 し希 に100mを 越 え る場 合 もあ り

ます」.
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午 前8時 過 ぎ,起 床.朝 食は9時 過 ぎ.

午 前10時50分,ア ルバイヘ ールのウブルハ ンガイ郷土博物館 を訪問.館 長 ・前館長ナムハイダグワ(HaMxa#,qarsa)

や案 内係 などが待っていて くれ る.ま ずゲル式の応接室に連れていかれる.そ こから戻 る時 に,所 蔵庫 か ら石人1体 を

出 して見せて くれ る.ホ ク シン=テ ール よ り持 って きた もの らしい.松 田が写真撮影.つ いで前館長 ナムハ イダグワよ

りオンギ碑文の断片がここに入 った経緯:を聞 く.一 昨年,森 安 ・松 田 ・松川 らが私費で予備調査 に来 た時 に見かけたルー

ン文字碑 文の断片3つ に,チ ョークを入れ て読みやす くしたのは ビャムバ=イ リンチ ンとのこと.た だ しチ ョークの入

れ方には誤 りあ り.こ の3つ が,も とのオ ンギ碑 文の どこに当たるか をAriasに 掲 載 され た拓 本の写真 と比べつつ再確

認.そ の間にオチルが館長 と交渉 した結果,オ ンギ碑文の採拓許可が出たので,さ っそ く作業開始.

午 後1時,昼 食.

2時,ト ルコ班は採拓作業 を再開.す べ て3枚 作成.そ の後,オ ンギ碑文 とは別 の,特 徴的なタムガ付 きのルーン銘

(Sonp1990,No.22)の あ る石 などを撮影.モ ンゴル班 は博物館の所蔵庫に しまってあるものを見せ てもらえるよう交渉

するが,1960年 代 に前館長 ナムハイダグワがホ クシン=テ ールより持 って きた花柄付 きの石板(実 は突厥 時代のサルコ

ファーク)を 見学 したほかは,さ したる成果 な し.ア イラク(馬 乳酒)を ごちそうになる.

8月16日(金)ア ルバ イヘ ール→ シャーザ ン=ホ ト→ ア ルバ イヘ ール

午前9時05分,オ ゴデイの冬営地 をめざ して出発.9時25分 す ぎに橋 を渡った後,舗 装道をはずれ,オ ンギ河の東

岸に沿 う道を南下 しは じめる.

9時55分 頃,ま こ とに幸運 なことに野生 のオオカミと遭遇.な にか獲物 を取って食べ た後 らしく,腹 部 が大 きく動 き

が鈍い.し ば らくカーチェイス した後,停 車.北 緯46度18分17秒,東 経102度58分12秒.モ ンゴル人にとっても

オオカミに出会 うのは吉兆(サ イ ン=ベ レグテイ)と かで,み んな しば らく興奮 している。

10時07分,発 車.途 中何度 も牧民 に道を尋ねなが ら,正 午過 ぎ,1つ の 城址(モ ンゴン=チ ョローテ ィン=バ ルガ

スMgHI'6HLIYpyYTblHS腴IC磴,ア ルバ イヘールの現 地民はハ ルガンティン=バ ルガスXapraxTatxBanracと 呼 ぶ)に 到着.

北緯45度57分38秒,東 経103度16分30秒(q.森 安 の高度計では1525m.昼 食 はここで作 ることにす る.レ ンガは

散乱 しているが,全 体はほ とんど真 っ平 ら.オ チルは,こ れは清代の軍隊の駐屯地だろ うとい う.

午 後1時38分,出 発.

3時 頃,現 地 の人の案内で オンギの 渡河 中に3号 車が立 ち往生.他 の車に ワイヤ ーをかけて引 っ張 り上 げるのに手間

取 る.採 拓道具の箱は水 に濡れたが,中 身は無事 でほっ とする.

3時45分,全 車渡河 し,今 度 はオンギ河の西岸 に沿 う.道を南進.

4時 過 ぎ,よ うや くに してオゴデイ冬営地の候補で あるシャーザ ン=ホ トに到 着.こ こもまたほ とんど真 っ平 らな所

だが,よ く見 る と相当広範囲に低い土塁状の城址がある.オ チ ルが近 くで 聞いて きた ところでは,こ の遺蹟の現地名は

XapraHHro∬blH1uaa3aHxoTblHB3pbと い う.到 着 までに予想外の時間を くったので,余 り調査時間は残 っていない.そ

れで もモ ンゴル班 はGPSと 巻尺 と車の走行距離 メー ターを使 って全体の見取 り図 を作成.責 任担当は松川.他 よ り少 し

小高 く,最 重要 と思われるマ ウンド(高 さ1.2m)でGPS計 測,北 緯45度40分13秒,東 経103度40分47秒.森 安の

高度計で1425m.こ こには柱の礎石が2つ だけ残 ってお り,そ の1つ をモ ンゴル側が試掘.気 温はかな り高 く,オ チル

たちは上半身裸で作業す る.日 本側はスケ ッチを し,写 真 も撮 る.礎 石は縦 ・横共 に67～68cm,高 さ37cm,四 角 い礎石

の上部に彫 り出されている円形の柱受 け部の円の直径55.5cm,円 の高 さ3.5cm.

また このマ ウン ドか ら緑釉 瓦の破片 を採集.ウ ランバ ー トルに持ち帰 る.草 原の草 の下は小砂利の多 い土.

全 体には様々 な種類 の磁器の破片が大量 に散在 している.そ の色 は白 ・黒 ・灰緑 ・灰青 ・紺 ・茶な どで ある.こ れは

モ ンゴル時代 の ものなのか,明 清代の もの なのか不明.資 料 として も採集せ ず.シ ャーザ ン=ホ ト 「陶磁器 のある町」

の名前の由来 とともに,将 来の研究課題.

松 川が遺蹟のある景観全体 をパ ノラマ撮影.本 日の作業中はか な り暑か った.

7時20分 頃,帰 路 につ く.す ぐにキツネをみかける.尻 尾 が長い.オ ンギ河の西岸 を北上.本 当に広 々とした草原で

ある.

8時05分,バ ヤンゴル=ソ ムを通過.北 緯45度49分,東 経103度26分.シ ャーザ ン=ホ ト遺蹟はこのソムに所属す

ると,同 行の郷土博 物館長 より説明あ り.そ れゆえバヤンゴル遺蹟 ともい うらしい.

8時22分,ド ルベルジン遺蹟で停車.四 角 く低い城址があるのみ.北 緯45度54分11秒,東 経103度17分43秒.

森安 の高度計で1550m.遺 蹟 の中を道が横断 している.

8時 半 過 ぎ,発 車.ず っと同 じ景観 車の窓を開けっぱな しに して,よ うや く涼 しくなったのは9時 過 ぎ.

10時15分,ア ルバ イヘールに帰着.食 後,松 田 ・松川 ・松井はモ ンゴル班の作業 について検討.本 日の最大の印象

は,オ ンギ河流域の草原 は実に広大であるとい うことだった.

(i)白 石典 之氏 に よれ ば
,カ ラ コルム付 近で,東 経 は1度 ≒78㎞,1分 ≒1.3km,1秒 ≒22m,北 緯 は1度 ≒115㎞,1分 ≒1.9㎞,

i秒 ≒32m.計 測 値 は 遺蹟 の 中 の重 要 と思 われ る地 点 で の もの.以 下 同 じ.
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8月17日(土)ア ル バ イヘ ール→ハ イル ハ ン ドラ ー ン

昨 日まで とうってかわって寒い.宿 舎前 は森安の高度計で1795m.こ の寒 さか ら,こ れか ら先 の行程のことを考 え,

松 川が毛布 の買い出 しに行 って,格 好の布 団を入手 して くる.以 後,お おいに役立つ.

午前ll時37分,出 発.舗 装道路 はす ぐに終わ り,以 後 は土の道のみ.

午後0時25分,こ れ までの盆地状草原 よ り小山の間の山道へ と入 ってい く.高 度1950m.ど ん どん上 ってい き,ま

た下 る.

0時30分,ま た少 し開けて,狭 い盆地状草原.ヤ ク(サ ルガク)が 目立つ.

0時45分,自 然の岩 が草原に突 き立ち奇観 をな している所で停車.北 緯46度oi分34秒,東 経102度24分16秒.

森安 の高度計で1905m.気 温摂氏17度.岩 壁 には予想 どお り岩壁画がある.野 生ヤギ と馬が描 かれている.オ チルに

よれば,西 モ ンゴルには岩壁画が多 く,ロ シア ・ドイツ ・アメ リカ ・韓 国か ら研究者がや って くる.岩 壁画 を描いた道

具は青銅器であ るとする説 と石であるとする説があるとい う.ま た,付 近 に板石墓 もい くつかあった.オ チルより青銅

器時代の ものとの説明あ り.

1時18分,発 車.

1時25分,峠 を越える.高 度2035m.オ ボーの前で一時停車.付 近の草 は良好.

1時33分,放 牧 されたフタコブ=ラ クダに出会 う.モ ンゴル語 でテメ とい う.

1時34分,ア イラク(馬 乳酒)を 買 うために停車.運 転手の ゴンボがク ミス と言 ったので,な ぜか と質問 した ら,こ

れは トル コ語か ら入 ったロシア語 だとのこ と.ボ ル ドによれば,モ ンゴルで馬乳酒 をクミス とい うのは,ト ゥヴァ人 だ

けらしい.一 口飲 んでみたが,か な り酸っぱか った.進 行方向の右下方に はテール河に沿 ってゲルが 点在 している.オ

チルによる と,遊 牧民は河川のそばにゲルを立てて水 を獲得 し,冬 は山の麓 に行って雪または氷 を融か して水 を得ると

いう(1≧ このあた りの ルー トはず っ と一貫 して,左 手の山が低 くて山頂 まで緑の草 があ り,右 手の 山がやや高 くて尖 っ

てお り,山 頂 には緑がない,と い う景観である.

2時10分 過 ぎ,ハ イルハ ン ドラーン=ソ ムに到着.ホ クシン=テ ールで野営する予定であったが,天 候不良の場合 を

想定 し,宿 舎 として,夏 休 みで空いている学校の寄宿舎 を借 りる約束 をしてか ら,ホ クシ ン=テ ールの宣威 軍城址 に向

かうことにする.

2時40分,発 車.ム リ河 に沿 って遡 る.山 中の狭 い草原の方へ と分け入ってい く.草 のない ゴビの山もある.細 い河

筋 にゲル多 し.途 中,何 度 も牧民に道 を尋 ねる.特 に1号 車 はホクシン=テ ールへ の案内人 を求めて走 り回 るが,か な

り時間を浪費 した.途 中,ム リ河 を渡 るとき,小 魚が た くさんい るのに気付いた.

4時 過 ぎ,ホ クシ ンニテール到着後 に昼食 を予定 していたが,時 間がたち過 ぎたので,ム リ河畔にて遅い昼食.付 近

にはヘレクスル(ヒ ルギス=フ ール)が 多数点在.ま た,鉄 釜 の破 片が散乱 していたが,こ れは新 しい ものらしい.

5時18分,ト ラックのみハ イルハ ンドラー ンへ先 に返 して出発.テ ール河沿いに北上する途中 に,多 数のヘ レクスル

あ り.

6時11分,宣 威軍城址(ホ クシン=テ ール城址)に 到着.北 か ら数えて第1番 目の城址の,石 の階段状遺構 のある所

でGPS計 測,北 緯46度11分04秒,東 経102度12分12秒.森 安の高度計で2070m.そ こか ら南方 の第2,第3の 城

址それぞれの一部が望見 された.こ こで近寄ってきた牧民たちの間には,酔 っ払いがお り,調 査の邪魔 となる.ペ ル レー

及び堀江雅明の報告 にある3つ の城址 を車で 回ってみて,そ の規模が予想 をはるかに越 えていることを実感.3つ と も

西が高 く,東 のテール河の方 が低いやや急な斜面にある.そ れぞれは谷で分断 されてい る.い ずれに もこれまで問題 に

なっている特異 な凹み穴が異常 な多 さで存在す る.ま たその穴の配列 は,か な り規則的であ り,崩 落 を防 ぐためか,穴

の周囲を石で固めた ものもかな りあった.第2と 第3の 城址 の見取 り図 について,ペ ルレーの報告は実 際 と逆 になって

いるとした堀江 の記述(堀 江1994)を 再確 認.た だ し,見 取 り図では東西のみに突起がある ようになっている第3の 城

址の北側 にも突 起があることに気付 き,再 度車 で回ってみた結果,東 西南 北 の四辺 ともに突起があるこ とを発見 した.

翌 日の調査に期待.

7時40分,発 車.

8時40分 頃,ハ イルハ ン ドラーンに帰着.た だ し1号 車は途 中で故障.

この近辺はモ ンゴルで も有数の酒好 きの地であ り,明 日以 降 も酔っ払いに邪魔 される恐れがあるため,夕 食後,そ の

対策 を練 る.土 地の長老 を表敬訪問する案が 出 されたが,宴 会 となって丸1日 つぶれる可能性 も考 えられるので,そ れ

を断念 し,オ チルの提案で:地区の警察 官に同行 して もらうことに決定.そ の折衝にはオチル自身が当た る.そ の後,日

本側のみ ミーテ ィング.松 田が中心 とな り,3つ の城址 を北か ら順 に第1城 址,第2城 址,第3城 址 と名付け,そ のお

おまかな見取 り図 を懐 中電灯 の明か りの下で作成.明 日の測量 に備える.

ω 後でホクシン=テ ールの遊牧民からは
,冬 でも凍らない泉を利用すると聞いた.
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8月18日(日)ハ イル ハ ン ドラー ン→ 宣威軍 城址→ ハ イルハ ン ドラー ン

午前9時50分,出 発.今 日は案内人のボローチ氏 と警官1人 が同行.と もにオチルが手配 して くれた.

ll時,宣 威軍城址 に到着.全 員 に今 日の作業手順 を説明.ジ ープ2台 は写真班,パ ジェロ2台 は測量班が使用.さ ら

に測量班は2班 に分かれ,そ れぞれがGPS1台,高 度計1台,磁 石1台 を持 ち,昨 夜準備 した見取 り図 にデータを書 き

込むようにする.松 川 の高度計 と合わせ るため,森 安の高度計 を15m高 い方に修正.デ ータ整理 と見取 り図作成 の責

任担当 は松井.写 真班(オ チル ・ボル ド・森安 ・松川)は 最初,テ ール河 を挟んで城址のある斜面 と反 対側 の高い山に

登 ったが,遠 す ぎて よく見 えなかった.ま た低い ほうへ降 りて行って,そ こで全体 の景色 を撮影.昼 食 後は,3つ の城

址のある斜面の西側の高い所に登 って,全 体 を1つ ずつ撮影.

午後6時 半頃,本 日の作業を切 り上 げて帰途 につ く.

7時20分,ハ イルハン ドラーンに帰着.夕 食後,日 本側 ミーテ ィング.モ ンゴル班 は本 日の計測結果 をもとに,昨 日

よりさらに精度を上げた見取 り図を作成,翌 日の作業手順 を準備.非 常 に充実 した1日 であった.

8月19日(月)ハ イルハ ン ドラー ン→ 宣威軍 城址 →ハ イル ハ ン ドラ ー ン

真夜中にものす ごい雷雨あ り,朝,水 たまり多 し.宿 舎前は森安 の高度計で1810m,.昨 日毀損 した1号 車 のサスペ ン

ション交換 のた め,も う1台 がアルバイヘー ルに戻ったので,、今 日使 える車 は2台 のみ.そ れゆえ,オ チル ・ボル ド2

人 はハ イルハン ドラー ンに残留.オ チルは車の修繕が終 わるのを待って,オ ヤンガへ翌 日以降の準備 にい くことにする.

午前10時10分,出 発.

11時,第3城 址に到着.松 田を中心に測量作業 を継続.と くに特異 な形状 をもつ突起部の計測に重点 を置 く.

午後1時 半過 ぎ,草 上の昼食.

3時,モ ンゴル班が第1・ 第2城 址 の調査に出かけた後,ト ル コ班 はテール河で は じめての洗濯.し ば らくして,雨

がぱ らつきは じめ,ま もな く強 い雨 とな り,雹 が混 じる.

4時 半過 ぎ,よ うや く晴れて くる.モ ンゴル班は近 くのゲ ルを訪問 して情報収集.ト ル コ班は第3城 址 と第2城 址の

細部を撮影 して回る.

7時 過 ぎ,発 車.途 中,石 人を祠の中に安置 し,路 傍の地蔵 さんのように祭 ってあるところがあ り,見 学.北 緯46度

03分00秒,東 経102度11分07秒.

7時50分 頃,ハ イルハ ン ドラーンに帰着.夕 食後,モ ンゴル側か らの提案 により,本 日か ら必要 に応 じて合同の ミー

テ ィングを開 くこととす る.

9時 半 ～ii時,第1回 合同 ミーテ ィング.例 の特異 な凹み穴の用途 について議論.そ の際,池 の位置 とか見張 り台の

有無 とか宣威軍 碑の原位置な どについて現地 の牧民に尋ねてなかった ことに気付 き,明 日,オ ンギへ向 か う途中,も う

一度立ち寄ることにす る。

8月20日(火)ハ イルハ ン ドラー ン→宣威 軍城:址→ オ ンギ遺 蹟→ オヤ ンガ

午前10時 過 ぎ,ホ クシン=テ ールへ向けて出発.1号 車 にはオチル,バ ットルガ,松 川が乗 り,現 地の老人 に聞き取

り調査 に行 く.11時 頃,66歳 の ある牧民 にインタ.ヴュー.彼 によれば,宣 威軍碑は1958年 に現地か らウランバ ー ト

ルに移 されたら しい.ま た,バ ガモ ドロのバ トトグ トフ(B跚orrox,76歳)の ゲ ルで,午 後0時05分 よ りポ ンッォク

(Iloxqor)が 話 して くれた ところに よると,碑 文は,村 のち ょうど北側,丘 の南斜面 にもともと立っていたが,土 台 はな

かった とい う.以 上の インタヴューの途中,「 ゴビの3人 の使者」 というモ ンゴル文 を記 した石柱 を見学,写 真撮影を

行 なった.

1時 半,宣 威軍城址 よりオンギ遺蹟 に向けて出発.1時46分,分 水嶺の峠を越 える.そ の直後 にGPS計 測,北 緯46

度14分33秒,東 経102度09分55秒.森 安の高度計で2180m.

2時05分 頃,オ ンギ遺蹟 に到着.北 緯46度20分20秒,東 経102度11分02秒.森 安の高度計で2005m.こ の突厥

時代の遺蹟は,小 さい盆地状草原のほぼ中央 で,き わめてなだ らかな斜面 の上にある.背 後すなわち西方が高 く,バ ル

バルの並ぶ前方すなわち東方が低 くなってお り,さ らにその先に河があるとい う立地である.

遺 蹟の中には,頭 部のない石製人物4体,石 製羊2体,石 槨(サ ル コファーク)を 構成す る板石 の大 きな断片,碑 文

の亀趺 の一部 などが散在 してい る.亀 趺は平 た く,そ の頭部 は獅子 にも見えるが,か つてのパルシ報告の写真(MSSP ,

Abb.79)と 比 べれば,そ れが亀甲紋 をもつ亀趺であることは明 らか.や は り獅子の頭だ と考 えるのは無理.積 み上 げら

れている石の山の中か ら,オ チル ・片山 らが頭部のない石製人物 をもう1体 と,オ ンギ碑文の野性ヤギ形 と釣 り針形の

タムガのある碑 頭部分 と,亀 甲紋のある断片 とを見つけ出す.碑 文本体 は,ア ルバ イヘールの ウブルハ ンガイ郷土博物

館 に収蔵 されている断片以外,行 方不明.我 々も探索 したが,や は り発見で きなか った.

日本よ り持参 した大型テ ントを,モ ンゴル班 と運転者 たちが協力 して初めて立 ててみる,直 射や風 をさえぎる ものが

ない草原ではこれは大変に便利である.こ の時期 のモ ンゴル草原では,太 陽が出ると相当 に暑 くなるが,太 陽が雲 に隠

れて少 しで も風 が吹 くと,途 端 に寒 くなるか ら.日 本側はこの快適なテン トで昼食.そ の後,モ ンゴル班 は しば らく昼

寝.
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碑頭 の計測 は片山 ・大澤 ・バ ッ トルガが別々に.石 製人物 とバルバ ル50個 の計測は松 田 ・大澤がビデオに.バ ルバル

は全部で150個 以上 あるので,残 りは翌 日まわ し.松 田がバルバル列 の先端 に低 くて小 さいマ ウン ド(直 径約7m,高 さ

20～30cm)が あ るこ とを発見.

6時05分,オ ヤ ンガに向けて出発.6時33分,オ ヤンガ=ソ ムに入 る.6時55分,よ うや くホテルが見つかる.

9時 過 ぎ,夕 食.

豆0時～11時,第2回 合同 ミーティング.今 日ひととお り見たオ ンギ遺蹟の,明 日の調査方法 と手順 について相談.森

安が同 じ突厥時代のブグ ト ・トニュクク ・イフ=ホ シ ョー トゥ遺蹟を参考 に しつつ,調 査すべ きポイ ントを説明 し,モ

ンゴル側 の意見 を求める.オ チルが レンガの化学分析 を日本で行 なうように提案.

8月21日(水)オ ヤ ンガ→ オ ンギ遺蹟 → オヤ ンガ

午前9時43分,出 発.宿 舎前 は森安 の高度計で1905m.

10時15分,オ ンギ遺蹟 に到着.1号 車 はバルバル列の先端 にある低いマ ウン ドの ところに行 き,バ ルバル列の方に

先端 を真 っす ぐ向けて停車.バ ルバル列 の方向は,真 東 より約15度 北 へずれている.ま た,バ ルバル列 は完全 に一直

線ではな く,中 程でやや南にぶれ ている.1号 車 以外 は丘(北 緯46度20分12秒,東 経102度10分51秒,高 度2050

m)に 登 って,ま ず遠景 を撮影.そ れか ら松川が遺蹟のある景観全体をパ ノラマ撮影.

遺 蹟 の中心 となる廟 のマ ウン ドには小 石が敷 き詰めて あった らしい.オ チル ・ボル ドが4本 あ るべ き石槨(サ ル コ

ファーク)の 支 柱の1本 を発掘.同 時に花模様 のある板石の断片 も出土.こ れは石製人物 などと一緒 に地上 に置いてあ

る板石 と対 をな し,石 槨 を構成す るものであ る.さ らにオチルは,積 み上 げ られている石の山の中にあ った用途不明の

石の1つ が,石 槨の支柱 の一部であることを発見.

しか し,以 上 のオンギ遺蹟関係 のほとんどは既 にヴォイ トフが1989年 の報告で指摘 していることで もある,そ こで,

我 々はこのヴォイ トフ報告 を和訳 し(担 当大 澤),見 方や計測値の異なる ところを注記,さ らにヴォイ トフ報告にはス

ケッチのみで写真が ユ枚 もないので,そ れを補 う写真 を多 く撮影す ることとする.た だ し,亀 石(BONTOB19�9,p.37,No.

7)は,ど う して も見つか らなかった.こ れ はそ もそも トリヤルスキの報告(Tryjarskil971,fig.16)か らの孫引 きで,ヴ ォ

イ トフ自身も見 ていない ものであ り,か つ上 述のように亀趺は別 に存在 しているか ら,お そ らくトリヤ ルスキの報告が

誤 りなのではな かろうか.亀 趺以外 にもう1つ 亀石があるとい うのは,い ささか不 自然 に思われる.ヴ ォイ トフが計測

したのと同 じ箇所 の再計測 は,ヴ ォイ トフ報 告のコ ピーに書 き込むや り方 で,森 安 と片 山が担当.写 真撮影 は,光 線の

具合 を勘案 し,水 をかけて見易 くするなどの工夫 をした.

ヴ ォイ トフが総計166個,先 頭か ら最後尾 までの距離980mと い うバルバル列 は,松 田 ・大澤 ・松川 ・バッ トルガの

4人 によるカウン トでは総計157個(数 の違いはバルバル列の横 に抜かれて倒れてい るものの数え方 の差異 による と思

われる),森 安 らが車の メーターによって3回 計 った距離の平均値 は約900m.上 記4人(松 田が計測,松 川 とバ ット

ルガが記録,大 澤がビデオ撮影)に よる各バ ルバル間の間隔とバルバル 自身の高 さとを計測す る作業 は90本 目あた り

までで時間切れ となった.

ヴ ォイ トフはルー ン文字銘文 とタムガをもつバルバ ルは発見で きず とい うが,片 山はパルシ報告書 の写真(MSSP,Abb.

83)と 対 照することによって,そ れ を特定.93cmと い う高 さも一致するので間違いなかろ う。それは現在では第11番

目のバルバルで ある.た だ し石の表面が剥落 して,銘 文 も野性ヤギ形 と釣 り針形 のタムガ も共 にな くな っている.さ ら

に松 田 ・大澤 ・松川 ・バ ッ トルガは,第11番 バ ルバ ル以外 に,第10,17,28,83番 バ ルバルにタムガのあることを確認.

それ らの写真撮影は森安が担 当.バ ルバルに描かれたタムガの意味を考察す るうえで重要 な手がか りとなろ う.

碑 頭の表裏のタムガと,側 面のルーン文字銘文の拓本 をとる作業は片山 ・森安 ・松井が担当.さ らに亀甲紋 も採拓.

遺 蹟か らは瓦 ・赤 レンガ ・黒 レンガが出土 した.オ チル所 長が 日本へ持 ち帰って分析 して年代判定 を してみては と提

案 して くれたので,こ れ らを採集 した.

廟 のあった遺蹟の測量は松 田 ・大 澤 ・松川 ・松井 ・バ ッ トルガが担当.測 量の際にはまず 目印 を打つのが大事であ り,

今 回は簡易なが らもそれ を実践 し,か な りうま く測量で きた.

また,こ の 日の調査で は,日 本か ら持参 した大型テン トを設置 した.寒 さや風 よけにな り,作 業 ・休憩 ・食事に非常

に便利で あった.

午後7時 過 ぎ,作 業 を終えて記念撮影.気 温摂氏13度.肌 寒い.

7時35分,出 発.ま もな く主廟 とバルバルの最先端 との高度差 を測定 していなかった ことに気付 き,ボ ル ド・片山 ・

松川3人 に車1台 で戻 って もらう(7時50分).そ の結果,バ ルバル先端部の高度 は2030～2035m,主 廟 は2040mで

あ った.2台 の高度計 は共に5mき ざみ なので,正 確 な数値 は望めないが,お そ らく高度差 は4～6mぐ らいであろう

とい う印象が強い.主 廟 と第1バ 丿レバ ルとの間の距離 も加 えれ ば,主 廟 とバ ルバル列先端 との距舳 ま約1㎞ となる.

その高度差が4～6mで あ れ10mで あれ,い ずれ にせ よきわめて緩やかな斜面であった ことは確かである.

8時10分,オ ヤ ンガに帰着.オ ヤ ンガ周辺にはヤクが非常 に多い.8時45分,オ ンギに戻 った車1台 が帰着.

そ の後,夕 食.今 日さばいた羊の料 理.モ ンゴル側 は最初 日本人には無理 だろ う と内蔵の水煮 を出 して くれなかった

が,森 安がモ ンゴル側 のテーブルへ行って食べ始めると,日 本側に大鍋 ご と譲 って くれた.そ こで半分 ほど食 し,ま た
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モ ン ゴル側へ返 した.

8月22日(木)オ ヤ ンガ→ハ ルホ リン(カ ラ コル ム)

午前7時 半の室内気温は摂氏14度.冬 用シュラフに冬用パジャマ を着 てちょうどよかった.し か し10時 に外へ出る

と暑い くらいだった.

10時12分,出 発.す ぐ近 くの仏教寺院 ガンデン=ッ ェンペ リン=ス ムを訪問.松 川が寺 院内でダーラマの トゥグスジャ

ルガル(53歳)に インタヴューを行なう.寺 院は329年 前 の建立,1937年 に破壊 され,1990年 に再建 されたという.

かつて付近にはサイン=ノ ヨン=フ レー とい う名で30力 寺 以上あ り,3㎜ 人 以上 のラマ僧がいた.1937年 当時のシレー

ト=ラ マ(座 主)で あったバルダン ドルジは当時の人民共和 国政府 に捕 まった.1990年 の再建時,バ ルダン ドルジはな

お存命で,シ レー ト=ラ マ として再び招来 され,1993年 に死去.寺 院の裏手の左側 にバルダン ドルジ,中 央 にマーニソ

ボルガ,右 手にヨン ドン ドルジ(や は り1937年 に逮捕 された)の ス トゥーパがある.現 在 は85歳 の 長老ハ ンボラマ を

始め30人 の僧侶がいるが,多 くは20歳 前後 の若い僧である.そ の他100人 ほ どの ラマ僧は休職 中で,勤 行 には参加 し

ていない.森 安 はオ ンギ碑文の片割 れがないか質問 してみたが,反 応はなか った.

10時45分,発 車.河 に沿 った石の多い悪路で山越 え.

11時 頃,ゲ ルで道を聞 く.こ こらは小 さい盆地状草原の連続.

11時12分,オ ンギ河 に近付 く.北 緯46度26分23秒,東 経102度21分36秒.森 安 の高度計で188Qm.す ぐ後 に,

オ ンギ河のさらに支流(水 な し)を 渡 る.

ll時23分,ゲ ル と家畜(羊 とヤク)多 し.オ ンギ河に沿 って下ってい く.高 度計1810m.

11時53分,ズ ー ンバヤ ンオラー ン=ソ ムの手前,ソ ムの見 える位置でオンギ河 を車で渡 り,河 畔で停車.ト ラックに

積 んであるタンクに水汲み.北 緯46度31分02秒,東 経102度34分18秒.森 安の高度計で1765m.

午 後0時07分,発 車.こ こか ら徐 々に上が ってい く.

0時40分 ～50分 台,多 少の アップダウンはあるが,森 安の高度計では1900mあ た りをキープ.草 原や山に岩や大 き

い石がた くさん露出 している.ゲ ル もある.右 手の山の北斜面に針葉樹がかたまって生 えている.

1時03分,小 河 が北流 しているのに気付 く.既 に分水嶺 を越 えて,オ ルホ ン河の最上流地帯 に入った.や は りゲル と

家畜多 し.左 手の山の北斜面 に多 くの針葉樹が帯状 に生えている.

1時is分,オ ヤ ンガより52㎞ 走 行 して,昼 食 のため停車.ヤ クの群れが我 々に近付いて きた.北 緯46度41分31

秒,東 経102度47分22秒.森 安の高度計で1750m.

3時05分,発 車.付 近のゲルは移動のシーズ ン.ゲ ルの解体風景 をよくみかける.牧 民の移動 には トラックを利用 し

ていることが多い.

3時50分,有 名 な温泉療養所のあるポジル トの町に入 る.我 々も交渉 してみて,温 泉 シャワーを浴 びさせて もらう.

5時15分,発 車.

5時45分,森 安の高度計で1565m.よ うや く広々 としたオルホ ン平原の景観が始 まる.こ のあた りまで下 りて くる

と,ヤ クは減少 し,モ ンゴル牛 が増 えて くる.

7時 頃,ハ ルホリンのツーリス ト=キ ャンプ(ゲ ル式 ホテル)に 到着.そ の正式名称は,ハ ンバイン=ジ ョールチニ ィ

=バ ーズすなわちハ ンバ イン=ツ ーリス ト=キ ャンプである
.こ こは ウブルハ ンガイ県ハルホリン=ソ ムに所属.日 本側

は トル コ班 とモンゴル班 とで1つ ずつゲルを使用.夕 食 は大型のゲル式 レス トランで.

9時 半 ～10時 半,第3回 合 同ミーティング.昨 日のオンギ遺蹟での調査結果のまとめをす る.さ らに明 日か ら3日 間

のハルホリン地 区での予定を話 し合 う.当 初 の計画通 り,こ の3日 間は.トルコ班 とモ ンゴル班は別行動 とす る.ト ル コ

班に関 しては,今 年はキ ョル=テ ギ ン碑 文の拓本許可を取っていないので,そ れははずす.た だ しこの碑文 はこれまで

我々が採拓 した ものに比べて格段 に大 きく,来 年度以降 も採拓の対象 とすべ きか どうか問題 を残す.

8月23日(金)ハ ル ホ リン(カ ラ コルム)

トル コ班 ホシ ョー=ツ ァイダムへ往復.

午 前7時 半,気 温は摂氏9度.か な りの寒 さ.ツ ーリス ト=キ ャンプは森安の高度計で1405m.

9時27分,2号 車 と3号 車 とで出発.

10時Ol分,ホ クシン=オ ルホンの本流 を西か ら東へ車で渡 る.森 安の高度計で1385m.や は りオルホン大平原は ,

オ ンギ中下流域 の大平原 と並 んで,他 の盆地 状草 原とは比較 にな らないほ ど広大で平 らで ある.こ のあ た りにはゲルの

ほかに木造の小屋 も多い。

10時35分,キ ョル=テ ギ ン廟に到着.森 安の高度計で1350m.さ っそ く調査 と撮影 開始.ま もな く片 山がキ ョル=テ

ギン碑文本体 とは別にルー ン文字のある石 の断片があることに気付 き,あ れ これ検討 した結果,10mほ ど離れた所に

ある亀趺の一部 に違 いなかろうということになる.運 転手 らに も手伝 って もらい,付 近の牧民が貸 して くれた革紐 を使っ
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てこの石 を運んでい った ところ,亀 趺のソケ ッ ト部 とぴた りと合 わさった.そ の瞬間,大 歓声が上がるOl.

昼食 後,ボ ル ド・バ ッ トルガを含 む トルコ班 は,キ ョル=テ ギ ン廟 とビルゲ可 汗廟,及 び第 三の廟の測量 開始.主 な

測量項 目は,3遺 蹟 の主廟の位置 関係,各 遺 蹟の主廟 の大 きさ,主 廟 と第1バ ルバ ルとの距離,バ ルバ ル列 の長 さと方

向,主 廟 とバルバル列 との高度差,な ど.と ころが実際にキ ョル=テ ギンのバ ルバル列 をた どってみる と,な かなか最

後が見つか らず,予 想 よりはるかに手間取 る.結 局 この測量作業 は終了せず,翌 日にまで持 ち越す.

7時16分,帰 路 につ く.

8時 半 頃,ツ ーリス ト=キ ャンプに到着.モ ンゴル班 と合流 して夕食.

モ ンゴル班

9時40分,ツ ーリス ト=キ ャンプ出発.万 安宮の柱礎石 ・南 門城壁 の遺蹟の土盛 りをラ ドロフの地図と照合 しつつ見

学.オ チルはカ ラコルム調査 をしているはず の白石典之隊の情報 を集めに い く.松 田 ・松川 ・松井は万 安宮の北のスブ

ルガンの調査.万 安宮 の北側城壁の現在残 る高さは90cm,宮 殿 のマ ウンドの高 さ7～8m.

10時 半,オ チル合流.エ ルデニ=ゾ ー内の人 目につかない草叢の中に横倒 しに放置されている 「嶺北省右丞郎 中総管

収粮記」(以 下,嶺 北省碑)を 見つける.博 物館のバイガル館長 より採拓許可 を得ることに成功.

2時,ッ ーリス ト=キ ャンプに戻 って遅い昼食.拓 本道具一式 をもってエルデニ=ゾ ーに戻る.

3時,嶺 北省碑の碑 陰のみを採拓.Atlas(pl.XLV)に 公 刊 されている碑陰の拓影は非常 に読 みに くく,リ ゲティ(Ligeti

l972,p.27,No.VI)も 碑 陽のテキス トを転写するにとどまっている.今 回の採拓の結果,碑 陰の解読が可能 となる(2).ま

た,隣 の 「和林兵馬劉公去思碑」(以 下,劉 公碑)も 採拓する.

5時 頃,雨 が 降って きたので作業 を中止,撤 収.そ の後,カ ラコルムの東 にある亀趺 と,メ ルヒー トル ゴイ丘の上 の

亀趺 を調査.ソ ケッ ト部 を覆 っていた小石は取 り除いて,計 測.そ の後,メ ルヒー トル ゴイ東方の穴(前 日,松 田がハ

ルホ リン入 りの直前 に車 中よ り気付いていた もの)を 調査.オ チルはこれ が清代の駐屯軍の ものである可能性 を示唆.

穴 のサ イズは宣威軍城址 と同規模で直径6mほ ど.た だ し配列 は無造作.

7時 半,オ ルホン=ホ テルへ出向 き,白 石隊 と会見.翌 々日の夕食会への招待 を約 して,ツ ーリス ト=キ ャンプに戻る.

8月24日(土)ハ ル ホ リン(カ ラコル ム)

トル コ班 ホショー=ツ ァイダムへ往復

午前9時37分,昨 日同様,2号 車 と3号 車 とで出発.

io時42分,キ ョル=テ ギ ン廟に到着.ま ず亀趺 の銘文のみを採拓 し,撮 影,さ らに昨 日の測量作業 を継続する.キ ョ

ル=テ ギンとビルゲ可 汗のバルバル列は,ラ ドロフの報 告よりも長 く,ま た方向 も一直線 ではないので正確 に図面に描

けなかった.こ れは来年度 の課題 として残 る.

昼食後,森 安以外の トルコ班メ ンバ ーは ビルゲ可汗廟 と第三の廟 とを調査.森 安 はキ ョル=テ ギン碑文の 漢文面 を調

査 した後,も う一度車で3つ の遺蹟 を回ってみて,3つ と も基本的に突厥 時代 の同種 の遺蹟 と同 じ立地 と景観を もつこ

とを再確認.す なわち主廟のある西方が高 く,バ ルバルの並ぶ東方が低 く,そ の先に河があ るなだらか な斜面の上 にあ

る,と い うものである.た だ し,キ ョル=テ ギ ンとビル ゲ可汗 のバルバル は極 めて数が多 く,そ の列は,本 来な ら最終

バルバ ルのあるべ き河に近い低い位置 をはるかにはみ出 し,河 を越えた向 こう側の斜面 にまで続いてい るため,最 後の

ほうのバルバルが逆に主廟 を見下 ろす ような高い位置に きている.

6時24分,ビ ルゲ可汗廟の前を出発.7時35分 過 ぎ,ッ ー リス ト=キ ャンプに帰着.

モ ン ゴル班

午前9時20分 に 出発 し,午 後5時 までエルデニ=ゾ ー内で活動.採 拓許可は昨 日エルデニ=ゾ ー博物館のバイガル館

長 よりもらって ある.嶺 北省碑 の採拓 を続行 し,隣 の劉公碑 とともに1セ ッ トは作成完了.有 名なペル シア語碑文はラ

ドロフ(Atlas,pl.XLVIII)以 上 の拓本 は取 れない と判断 して,今 年 は作業せず.ま た磨かれたソヨンボ碑(上 下2片 に割

れている)に な にか もとの文字が残 ってない か拓本 を取 ってみたが,効 果 はなかった.こ れ らのペルシ ア語碑や ソヨン

ボ碑 は,人 目に つか ない嶺北省碑 とは異なって人 目につ く通路に立ってお り,信 仰の対象 となっている.我 々の作業途

中,参 拝者か ら苦言が出たので,オ チル とバイガル館長の判断に従い,た だちに作業 を終了 した.

午後4時 半か ら,か つてはここにあったと報告されているが,現 在は行方不明の興元 閣碑 文(Atlas,pl.XLI;Ligeti1972,

pp.22-26,No.V)を 探 索 したが,や は り発見で きなかった.

(1)た だ しこれは完全な新発見ではなく,モ ンゴルの トルコ学者バジルハンが既にわずか3頁 の短い論文で想定し,ボ ル ドもそれに

言及していた.日 本側は,ウ ランバー トル帰着後にはじめてその論文を瞥見し得た.

(2)そ の結果は松川(1997)が 公表した.さ らに本書の当該箇所を参照.な お,実 は既に白石典之隊が5月 に両面を採拓済みであるこ

とを後で知った.
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5時,ヴ ォイ トフ報告(Bov"rros1990)を た よりに,ハ ルホリン西南 の丘上のい くつかの遣蹟 を見学 してまわった.

7時 半,ツ ー リス ト=キ ャンプに戻 る.

9時 半 ～11時 半,合 同 ミーテ ィング.

8月 ・25日(日)ハ ル ポ りン(カ ラコルム)

モ ン ゴル班

午前9時 半過 ぎ,1号 車 と4号 車 とで出発.こ の日,森 安 はモ ンゴル班に加 わる.オ ルホ ン河 に沿 う道 を南へ向かっ

て遡ってい く.

10時 半 頃,石 材 になるような大 きな石が 目立つ ようになる.オ ルホン河の中洲に多 くの樹木(オ リヤス,落 葉樹 らし

い)が 生えてい る.高 さは数m.

10時45分,カ ラコルムの万安宮 にある巨大な亀趺 と同様の亀趺 を作 りかけたまま放置 してある場所 に到着.バ ガ=エ

リステイという.未 完の亀趺の位置,北 緯47度04分41秒,東 経102度44分33秒.森 安の高度計で1470m.白 石

(1996)が 報 告するように,こ こが石切 り場であった ことは疑いない.こ こか らカラコルム方面への石材運搬 には,牛 車

を使 う方法 と,冬 期 に凍結す るオルホン河 を滑 らせ る方法 とが考 えられる らしい.オ チルに よれば牛 は馬の約2倍 の力

がある とい う.

11時28分,発 車.さ らにオルホン河に沿 って上 ってい く.

11時50分,円 形の丘の上 に到着.四 角 い板石墓があ り,そ の中に細長い石柱が立っている。石柱 は高 さ3.4m,幅68

cm,厚 さ36cmで,文 字はな し.す ばらしく見晴 らしがいい.

午 後0時20分,発 車.少 し回 り道を してか ら,も と来た道でハルホ リンに戻 る.

カラコルムを境 に して,上 手(南)の オルホ ン河谷 と,下 手(北)の オルホン大平原 とに,は っきりと分かれ る.オ

ルホ ン河谷 の景観 は,ど こでも盆地状草 原で,そ の規模 はノ1・さい.河 谷 の幅は1～2㎞ ほど.宣 威 軍城址のあった河谷

よりも小 さい.左 右の低 い山には頂上 まで緑の草が生えてい る.芝 生状の短い草の占める範囲が大だが,中 腹 には10

cm以 上,河 岸付近には20～30cmの 草 も多 く混 じっている.河 の中洲には針葉樹以外 の木が生 えてお り,山 の北斜面 の

頂上付近 には針葉樹が密生 している.河 幅(水 流の幅)は15～30mく らいだが,水 量 はかな り豊かである.

1時50分 過 ぎ,ツ ーリス ト=キ ャンプに帰着.こ こに,ウ ランバ ー トルか ら日本人観光客 を乗せてやってきた大型ヘ

リコプターが停 まっていた.ま ずパ イロッ トに,次 いでオチ ルに相談 し,カ ラコルム遺蹟 とカラ=バ ルガス ン遺蹟の航

空写真 をとるためにこのヘリをチ ャーターす るこ とに決定.費 用 は1時 間で550ド ル.

3時 半 過 ぎ,ヘ リが離陸 思ったよ りス ピー ドがな く,撮 影 には好都合.森 安が命綱 を腰 に くくりつ け,ド アを全開

したままカメラとビデオで交互に撮影.ま ず ビルゲ可汗廟 とキ ョル=テ ギ ン廟 の上 を2回 ずつ旋回 し,そ れか らカラ=バ

ルガスン遺蹟に接近.な んとも驚いた ことに,カ ラ=バ ルガス ンの都市遺蹟は,ラ ドロフのAtlasか ら想像 していたよ り

はるかに規模が大 きく,且 つはっきりしてい る.

4時10分,カ ラ=バ ルガス ンに着陸.今 朝か らカラ=バ ルガスン碑文が散在 しているところで調査中の トルコ班の眼

前 に着陸.森 安 はここでヘ リを降 り,ト ルコ班に合流.松 田 ・松川 ・松井 ・オチルは,強 風 と雷雨のため数十分待機 し

た後,5時,カ ラコルムへ向けて離陸.カ ラコルム南丘上のオゴデイ宮殿址 の1つ とみな される土塁 などを空 中撮影.

5時 半,ツ ー リス ト=キ やンプに着陸.

トル コ班

午前10時05分,2号 車 と3号 車 とで出発.森 安がモンゴル班に加 わったので トルコ班はボル ド ・片 山 ・大澤 ・バ ッ

トルガの4入.

10時 半 頃,オ ルホン西岸 を北行.右 の河 中島にオリヤスの林 あ り.そ の後,国 営の小麦畑 あ り.

10時55分,停 車休憩.鶴 が数羽見える.

11時6分,発 車.

ll時25分,カ ラ=バ ルガス ン遺蹟に到着.

11時35分 頃,城 郭内の高い建物跡の撮影(写 真 とビデオ).

11時50分 頃,西 南角の城壁 の撮影(写 真 とビデオ).そ の後,車 で城壁 の外側 を西→北→東 と回って南側へ.車 の

メーターによれば,北 壁 の長 さは東西約550m,東 壁 の長 さは南北約400m.た だ し地面には凹凸があ り,し かも直進で

きたわけで もないので,実 際はこれ よりかな り短いであろう.

午後0時40分 頃,城 南 の碑文断片の散在 してい る地点で断片調査.昼 食後 も続行.

4時 過 ぎ,上 空 をヘ リコプターが旋 回.

4時8分,ヘ リコプターが着陸 し,中 か らモンゴル班が降 りて きたので一同仰天.全 く予期 しなかった こ と.そ のす

ぐ後,激 しい雷雨あ り.全 員,車 とヘリの中に避難.

5時,ヘ リ離 陸.森 安は トルコ班 に合流.ト ル コ班は雨が あがるの を待 って,城 郭に戻 り,そ の中心部で瓦 とレンガ

の破片 を採集.

(25)
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6時 過 ぎ,帰 途 につ く.ぬ かるみ多 く,大 変な悪路.7時 半 頃,ツ ーリス ト=キ ャンプに帰着.

7時40分,ユ ネス コの依頼 を受 け,カ ラコルム遺蹟 で何年 も測量を している白石典之氏 のグループ3人 を招待 し,一

緒 に夕食.同 じモンゴルを研究する者 として話 がはずみ,い ろいろ有意義 な情報 を得 た.や は り現地 で発掘 している考

古学者 は違うという強い印象 を受 けた.

9時 半,散 会.

8月26日(月)ハ ル ホ リン→ イフ=タ ミル

午前10時12分,出 発.す ぐにオルホン大橋 を渡 り,西 岸に沿 う道 を北上.オ ルホン大平原の西端 を画する低い山の

中腹 にある道なので,右 手(東 側)の 大平原が一望で きる.東 端の低い山まで衂 巨離 すなわち東西の幅は20㎞ 以 上

あ りそ う.南 北は広す ぎて目測できない.地 図で確認すれば東西20～40km,南 北70～90㎞(1).オ ル ホン河の水流 は幅

30～50mは あ り,と ころによっては2～3本 に分かれ,中 州にはオリヤスの森がある.

ll時10分 頃,カ ラ=バ ルガスンをはるかに見渡す地点で停車.北 緯47度19分57秒,東 経102度37分54秒.森 安

の高度計で1380m.こ こか らオルホ ン大平原 を離れ,ポ トン トの方へ向か う.

11時50分 頃,ポ トン トで ガソリン補給.

午 後1時35分,右 前方 に河岸 に沿 って樹木が一列に生 えているのが見 えて くる.

!時51分,や や長い橋 を渡 り,オ ル ト=タ ミル河畔で停車.羊 肉 と揚 げパ ンとジュースで軽い食事.北 緯47度26分

42秒,東 経101度44分36秒.森 安の高度計で1510m,

2時37分,発 車.3時,ツ ェッェル レグに入 る.郷 土博物館で,来 年調査予定のブグ ト碑文 を一 目見 る.レ ス トラン

で もう一度昼食.こ の昼食 は日本側 には時間の無駄に思 われたが,モ ンゴル側の運転手たちには必要 だったのだろ う.

5時05分,発 車.5時20分,峠 を越 えるのに1号 車のみ四苦八苦 した.森 安の高度計では1910m.

5時50分,ホ イ ト=タ ミル河沿 いの一列の樹木 とタイハル大岩が見えて くる.

6時7分,草 原の中に小島の ように浮かぶタイハル大岩に到着.北 緯47度36分00秒,東 経101度15分14秒.森 安

の高度計 で1555m.来 年 ・再来年のために予備調査.ル ー ン文字,ウ イグル文字,チ ベ ッ ト文字,満 州文字,漢 字の墨

で書いた落書や,キ リル文字のペ ンキで書いた落書が雑然 と入 り交 じっている.草 原 にたった1つ,高 さも直径 も20m

前 後 の赤茶色の岩 山があるのだか らよほ ど目立った らしく,8世 紀 の突厥 時代か ら現代 まで延 々と落書 が書 き続け られ

てきた.た だし岩がかな り脆 くて崩れやす く,文 字 をノミな どで刻むことが不可能だった らしく,す べ て墨や顔料で書

かれている.こ れは大 きな特徴 である.古 代 の もの は,墨 がかすれた り,別 の落書の下 になった りで,判 読は きわめて

困難 となってい る.ど こまで写 るか,試 しにデジタルビデオで撮影 してみ た.来 年は赤外線スコープが必要か もしれな

い(2>.

7時15分 発 車.7時 半 過 ぎ,イ フ;タ ミル=ソ ムの宿泊所 に到着.

夕 食後,モ ンゴル班は嶺北省碑 を輪読 ・検討.

8月27日(火)イ フ置タ ミル→ タ リア ト

午前10時36分,出 発.宿 舎前 は森安の高度計で1575m.

午後0時06分,ハ ヌイ河 を車で渡 る.

1時50分,チ ョロー ト河の橋 を渡 ってす ぐ停車.昼 食のため もう一度移動 し,針 葉樹の林 の中で停車.食 事 がで きあ

が るまで付近 を散歩.非 常 に気持 ちの よい所.石 ばか りのチ ョロー ト河の崖 は本当にす ご く,ま さ しく 「石のある河」

とい う名前の通 りである.か な りた くさん写真 を撮った.北 緯48度07分54秒,東 経100度16分29秒.森 安の高度

計で1880m.

3時56分,出 発.

4時50分,タ リア トニソムに入る.森 安 の高度計2055m.オ チ ルが交渉 したが,こ こに適当な宿泊所 はない とい う.

つ いにキャンプをす ることに決め,そ のままタリア ト碑文 の立っていた現地へ向かい,テ ルビ河 の南岸に沿う道を西行.

5時 頃,テ ル ビ河 をはさんだ反対側 にかつての火山が見 えて くる.岸 も溶岩 でで きてい る.水 流の幅は30～50mに 拡

が る.か な りの奇観である.や がてテル ヒン=ツ ァガン=ノ ール とい う湖が見え始める.こ の一帯 はモ ンゴル屈指の景勝

地だ とい う.

6時06分,テ ルビ河にかか る100m以 上 の木の橋 を渡る.水 流 の幅は30mく らい.水 汲みのため停車.1号 車 のみ,

道 を尋 ねるためゲルを訪れる.老 人が 出て きて,も うここがめ ざす ドローン=モ ドだと教 えて くれる.

6時31分,発 車.

(1)Moses/Greer1998
,p.1(珍 で は 東 西30㎞,南 北60kmと い う.

② 結局この3年 間ではこのタイハル大岩の調査はできなかった.

(26)
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6時45分,ゲ ルにいた老人の案内で,も とタリア ト碑文のあったところに到着,と ころが今 は高 さlm余 りのマ ウン

ドがあるだけで,他 には何 もない.一 同がっか り.メ モ を取 る気 に もなれない.し ばし茫然 としてい る.

7時 半 頃,キ ャンプをする場所 を求めて移動.

7時45分,山 腹 の斜面にキャンプ地 を決定 し,そ れか らテン トの設営 開始.通 訳のバチ カが実 に手際 よくみんなを手

助 けして くれる.夕 食 をは さんでテン ト村が 完成.発 電機で各テン トにまでライ トが点灯.発 電機 は本 当に必需品であ

る.傾 斜地にテ ン トを張ったため,寝 ている間に身体が下方へ滑 り落ち,寝 苦 しかった.ま た夜 中はしん しん と冷 えて

きた.

8月28日(水)タ リア ト→ オ ン ドル=オ ラ ー ン

キャンプした山の中腹 は森安の高度計で2130m.日 の 出前の気温はなんと摂氏0度 にまで下がった.身 体が慣れてい

ないので,極 めて寒かった.こ こまで緯度 も高度 も高 くなると,さ すが にもう草は黄 ばみ始 めている.

午 前10時28分,キ ャンプはそのままに して出発.す ぐに,タ リア ト碑文 と亀趺の出土地点 に到着.計 測開始.亀 趺

の出土地点に2台 のGPSを 置 く.1台 は北緯48度04分04秒,東 経99度20分21秒.も う1台 は北緯48度04分03

秒,東 経99度20分19秒.森 安 ・松川の高度計はいずれも2035m.

この ウイグル時代の遺蹟 には もともと碑文以外 は何 もなか ったらしい.突 厥時代 の遺蹟の ように石 人や 石製動物やバ

ルバルがあった形跡 はない.マ ウン ドは円形で,半 径は18～19m,高 さ は約1.5m.亀 趺 の出土地点はマ ウン ドの中心よ

りほぼ東南 にあたる.亀 趺 はマ ウン ドの円周の外 にあったと思 われ,半 径18～19mの 中 には納 まらない.亀 趺 と碑石

の一部(ソ ケッ ト部付 き)が 発掘 された時の写真 によれば,い わゆる東面 が東南 を向いていた.つ まり亀の頭が東南 を

向いていた.

遺蹟は,頂 上 まで草の生 えた山に囲 まれた盆地状草原 のまっただ中にある.東 南 の山と北 ～西北の山が 近 く,東 のテ

ルヒン=ツ ァガン=ノ ール方面 と西の方の山は遠い.こ の盆地の南北の短い ほうの距離は3～4㎞,東 西 の長いほうの距

離は15～20㎞ で ある.き わめて緩やかな斜面であるが,マ ウンドの中心か ら見れば亀趺のある方にテルビ河があって

低 く,反 対側は徐 々に高 くな り,約2㎞ で山の急斜面 となる.遺 蹟 と山際の緩斜面力§急斜面 に変わる地点 との高度差

は約15m.

とこ ろでこの碑文の本文中には,ウ イグル第2代 可汗が ここに6rgin「 玉座」 とCltを 立 てた とある.玉 座は,現 在 も

残 るマウン ドの上 に豪華 なテン トが建て られ,そ の中に置かれた と考 えれ ば納得がい く.一 方,こ れまで 「フェンス,

柵,垣 根,塀,囲 い,縁,へ り,境 界」 などと解釈 されているC1[が,土 塁 ・土塀 ・レンガ積み ・石垣の ように後世 に

残るものでなか ったこ とも,こ の遺蹟 の様子 から知 るこ、とがで きる.お そ らくこれは木の柵であったと思われ る.一 般

にハ ンガイ地方 の 山の北斜 面の頂上付近 には針葉樹林が しば しば見 られるが,こ こも例外ではな く,東 南 の近い由の北

斜面 には豊かな針葉樹林がある.木 材 の貴重なモンゴル草原で あっても,こ こではCIIを 木 材で作 ることに何 ら問題は

なかったであろ う.

午 後0時45分,キ ャンプに戻 って昼食.こ の頃,気 温はなんと摂氏27度 に まで上がってい る.午 後3時32分,出 発

7時38分,オ ン ドル=オ ラーン=ソ ムに到着.オ チルが奔走 し,学 校の寄宿舎に入れたのは9時 過 ぎ.満 月の夜 .

8月29日(木)オ ン ドル=オ ラー ン→ ユ:ルデネ マ ンダル

午前10時25分,出 発.宿 舎前は森安の高度計で1950m.

11時40分 頃,ハ ヌイ河の西岸の斜面 を突 っ切る道 を走 り始める.右 手 にハヌイ河があ り,そ の向 こうに東岸の山が

連なっている.

午 後1時27分,右 手のハヌイ河 と道路 との間に きわめて大 きなヘ レクスルが見える.石 塚の高 さは2m,直 径 は10m

以上 あ りそう.

1時45分,エ ルデネマ ンダルのペス ト患者 の情報 を聞 きに,ゲ ルの集落へ立ち寄 る.近 くに大 きな鹿石 あ り.

2時01分,ハ ヌイ河に西か ら注 ぐ支流 を車で渡る.水 流 の幅は約10m.右 手 の河向 こうに他 より高い山があ り,そ の

頂上 にオボがあ るのが見える.こ れをハヌイ のオボ といい,そ の下方に岩 肌がはだけて黒 っぼ くなった場所がある.こ

こをビチク ト=ホ シ ョー(文 字 のある谷口)と いい,オ チルはかつてそ こで ソグ ド文字ない しウイグル文字 の単語1つ ・

2つ が墨で書 かれてい るのを見た という,ソ グ ド語 のブグ ト碑 文の出土地 は,同 じ連山の もう少 し北の 山の反対側 にあ

るはずだか ら,何 らかの関連 があるのかもしれ ない.

2時35分,幅5mく らいの支流 を車で渡る。 ここにも大 きな鹿石あ り.

3時02分,エ ルデネマ ンダルの入 口のガソリン=ス タン ドで道を聞 く.

3時09分,ハ ヌイ河のかな り長い橋 を渡る.河 原 は100m以 上 あるが,水 流の幅は30mく らい.水 量は豊富 .

3時25分,ハ ルポル=ハ ン城址(別 名オラーン=バ ルガス)に 到着.巨 大 な城址周辺には,1994年 の予備調査では見

落 としていた土塁や基壇がまだまだあることに気付 く.ラ ドロフのAlasや パ ルシの報告書(MSSP,pp.75-77&Abb.47)

を もっ とよく見て お くべ きだった.昼 食ができるまで トルコ班 とモンゴル班 に分 かれて行動.
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モ ン ゴル班

3時40分,作 業開始.ハ ルポル=ハ ン城址の主城郭の測量は後 回 しとして,一 昨年の予備調査 の時に気付かなかった

主城郭の北側の2つ の宮殿の うち東 にあるものの調査を行な う.北 緯48度28分44秒,東 経ioi度19分51秒.高 度

1575m.緑 釉 の瓦が各所 に散乱 し,モ ンゴル～元朝時代 の宮殿群 としての特徴 を示す,鹿 石な ど多 くの人工的切 り石 も

散在 し,中 には 日時計(?)の ようなもの もある.4時 半,遅 い昼食.

5時 半 頃 より,松 田 ・松井 は主城郭のGPS測 量 を実施.こ こでも宣威軍城やカラコルムの南 山 と同じく,お びただ し

い穴が城内外に掘 られてお り,そ の大 きさは宣威軍城ほ ど統一性 はないが,や は り直径6m程 度 の ものが 目につ いた.

そ の後,付 近の丘 の上にあが り,主 城郭の鳥 瞰写真 を撮影.ク ビライの諸 王子 の宮殿跡 と推定.オ チル ・松川は別行動

で,付 近の丘上から観察を行 なう.

7時50分,エ ルデネマ ンダルの宿舎 に到着.こ れは夏休みで空室の女学生宿舎 を借 用 したもの.

トル コ班

イフ=ハ ヌイ=ノ ール銘文(Bong1990,No.10)を 探 しに行 く.こ の銘文はボル ド自身もまだ見た ことが ない とい う.途

中,現 地の人に消 息を尋ねて,案 内 して もらう.ハ ルホル=ハ ン城址か ら4～5㎞ 離 れた草原の中に,石 槨(サ ル コ

ファーク)を 構 成す る4枚 の板石 と石製人物 像2体 が あ り,石 槨正面の板 石上にルーン文字銘文が記 されている.こ れ

もほぼ間違 いな く突厥の遺蹟 と思われ,や は り盆地状草原のただ中の緩や かな斜面の上に位置 し,東 方 が低 くなってお

り,そ の先に河がある.遺 蹟か ら河 まで1ま2㎞ 余 り.必 ずや東方 にバルバル列力涎 びていたはずだが,こ のハヌイ河

一帯は比較 的雨が多 く
,近 年 は農業が行なわれたため,全 て除去 された らしい.

4時 半 頃,遅 い昼食 のため トラックの方へ戻 る.

5時50分,再 び遺蹟 に戻 って調査 と採拓作業.石 槨の後(西)にGPSと 高 度計 を置 く.北 緯48度29分24秒,東 経

101度22分08秒.森 安の高度計で1595m.遺 蹟 本体 と東方2km余 の河 との高度差は約10m.採 拓 作業 は風が吹いて

苦労する.テ キス トの読みはク リャシュ トルヌィと違 うことを発見.ま たかつては石槨 は2つ あったことがMSSP,p.61

&Abb.72よ り判明.

8時17分,作 業 を終 え,エ ルデ ネマ ンダルに向けて出発.

8月30日(金)エ ルデ ネ マン ダル→ ハイル ハ ン

午前10時05分,出 発.宿 舎前 は森安 の高度計で1600m.

ll時49分,ハ イルハ ン=ソ ムに到着.た またま通 りかか った町の文化セ ンターの入 口の前 に,な ん とシヴェー ト=オ

ラーン遺蹟 より持って きた と思 しき石製 の獅 子 ・羊 ・人物 ・容器が置いて あるの を見つけ,驚 いた.獅 子 ・羊 はほぼ完

全で見事 な造 りのものであるが,人 物は胸部のみ,容 器 は革袋ない し瓶の ように見えるが詳細 は不明(1).

宿 舎探 しにまた手問取 るが,コ レラ騒 ぎで学校の新学期開始が9月15日 まで延期 され ていたため,な んとか学校の寄

宿舎 を借 りるこ とがで きた.

午後2時40分,シ ネ ウス碑 文のある ウイグル時代の遺蹟 に向けて出発.

4時25分,シ ネウス とい う小 さい湖 のところに来てか ら4台 の車で手分け して探 し回った遺蹟が,よ うや く見つかっ

た.一 抱 えほどの大 きさの石塊 が積み上 げられた遺蹟である.石 塚の真ん 中には盗掘跡 らしい大 きな凹み穴がある.そ

こでGPS計 測,北 緯48度32分31秒,東 経102度12分45秒.森 安 の高度計で1565m,松 川 の高度計で1555m.碑 文

は従来の報告通 り2つ に折れているだけ.か つて碑文 を支 えていた基台は,頭 は欠けているが,4本 の 足は残 っている

れっきとした亀 趺である.た だ し亀趺の出来 栄えは,同 じウイグル第2代 可汗の碑文であるタリア ト碑 文の亀趺 と同程

度で,後 世のモ ンゴル時代 のそれにはるか に見劣 りするばか りか,先 行する第二突厥可汗国時代のキ ョルこテギン碑文

の ものに も劣る.あ えてい えば,突 厥第一可汗 国時代のブグ ト碑文の亀趺程度 にプリミテ ィブである.

遺 蹟は,タ リア ト碑文 のあった ところ よりははるかに小規模 の盆地状草原の中ほ ど,シ ネウス湖の方へ 下 る緩い斜面

の上 にある.三 方は山 というより丘で,て っぺ んまで草 に覆われ ている.'

今 日は下見な ので,ト ルコ班 は写真 ・ビデオの撮影 と,碑 文 ・亀趺 の計測のみ.モ ンゴル班 には遺蹟全 体の計測 を依

頼する.

現 地には強風 が吹いていた.そ こで,明 日か ら碑文の上 にテン トを張 って採拓す ることに決定,最 低2日 はかか りそ

うなので,残 念 なが ら,東 ウイグル可汗国時代にソグ ド人 と漢人が作った都城で あるバ イバ リク行 きは断念.

6時 半,帰 途につ く.

7時45分,ハ イルハ ンに帰着.こ こでオチル所長が 日本側に困った事態が発生 した と告げる.こ れ まで も故障ばか り

していた1号 車(歴 史研究所の専用車)が つ いに駄 目になった.部 品はウ ランバー トルまで戻 らない とみつか らない と

い う.4号 車 がその任務 につ くことになったので,明 日からジープ2台 と トラック1台 のみ となって しまう.

(1)こ れ らが 本 来 は シヴ ェ ー ト=オ ラー ン遺 蹟 にあ っ た もので あ る こ と を
,後 で確 認 した.
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9時45分 ～11時 過 ぎ,第4回 合同 ミーティング.

8月31日(土)ハ イルハ ン→ シネ ウス→ ハイル ハ ン

午前10時 半,出 発.宿 舎前 は森安 の高度計で1285m.現 地 でジープ を1台 調達す ることがで きたので助かる.小 雨

が降っていて,と て も寒い.驚 いた ことに,シ ネウスに近付 くと,遠 くの山々(高 度 は1800～1900mく らいか)が 雪

をかぶっている.初 雪が降った らしい.

11時20分,シ ネウス遺蹟 に到着.さ っそ くテン トを張る.大 断片の上 にモ ンゴル側持参のテ ン ト,小 断片の上 に日

本から持参 した大テ ン ト.大 断片 もなんとか 人力で転がせると分 かったので,と にか く全面の拓本 を2部 ずつ作製す る

方針で,と りかか る.こ の間にオチルはサイハ ン=ソ ムへ拓本 と写真 をとる許可 をもらいに行 く.数 時間後に許可 をとっ

て戻 って くる.

全 員一丸 とな って作業 した結果,日 没間近 の午後9時 頃に なって,よ うや く1セ ッ トの拓本が完成 した.本 当に今 日

は大変な一 日だった.

9時10分,帰 途につ く.ま だ真っ暗ではなか ったが,帰 りつ くまでに車 のヘ ッ ドライ トが必要 となる.

9時50分 頃,宿 舎に到着.み んなクタクタに疲れはて,そ そ くさと夕食をとってす ぐ就寝.

9月1日(日)ハ イル ハ ン→ シネ ウス→ハ イルハ ン

午前10時17分,出 発.今 日は昨 日とうってかわって快晴.や や暖かい.

11時,遺 蹟に到着.す ぐにまたYン トを立てる.昨 日すでに1セ ットを完成 させ ている とい う気楽 さもあって,今 日

の作業は順調にい く.採 拓作業 にビニール手袋が意外 な効果 を発揮 した.天 気が よい ことが幸い して乾 きが早 く,午 後

5時 半頃には2セ ッ ト目を完成 した.雨 雲が接近 してきたので,急 いでテン トをたたみ,帰 り支度を したPl.

午 後6時,発 車.

6時40分,宿 舎に到着.小 休止 してか ら,夕 食までの合間 を利用 して,文 化センター前ヘシ ヴェー ト=オ ラーン遺蹟

より持ってきた石製の獅子 ・羊 ・人物 ・容器 の写真 を撮 りに行 く.

9時 過 ぎ,気 温は摂氏8度 にまで下が った.ウ ランバー トルか ら4号 車 と2人 の運転手が戻ってきた.お 昼か ら作 り

始めたヤギの焼 き石詰め料理が,よ うや く出来上がった.草 原での仕事が 全て終 わった祝いの宴会が始 まる.ビ ールや

ワインに加 えてモ ンゴル=ア ルビも出る.み んな解放感にひた ってい る.ヤ ギの肉は非常 におい しく,全 員が満足 した.

9月2日(月)ハ イル ハ ン→ ダシ ンチ レン

夜明けの気温は摂氏零下1度.屋 根 には霜がお りた.

午前10時,荷 物 の積込み終了するも,1号 車 の修理に時間がかか る.

11時10分,出 発.午 後1時54分,オ ルジー ト=ソ ムを通過.こ こはアルハ ンガイ県.ま もな くオルホン河に沿 って

南進するようになる.

2時 頃,な ん と今度 は4号 車が故障.ス プリングが折れた.修 理 と合 わせて,昼 食 も作 る.

5時 過 ぎ,4号 車 の折れたスプ リング を木材で仮補修.発 車.

5時47分,こ れ までの山に囲まれた狭 い感 じの草原か ら,右 手つ まり西側の山が ぐんと遠 くな り,広 々とした草原 に

なる.こ こが,ハ)レ ホ リンと反対側のオルホン大平原の北の端 らしい.

5時58分,オ ルホ ン大橋の ところで下車.木 の橋が くずれそうで危険 なので,歩 いて渡 る.橋 の長 さは150～200m.

水 流 の幅は100mく らい.橋 を渡 った後,ウ ゲイ=ノ ール方面へ は向かわずに,東 北の山越 えの道 をとる.途 中,ハ ル

ポヒン=バ ルガスを遠望で きるところで小休止.

9時15分,ダ シンチ レンに入る.も う真 っ暗.ま たまた宿舎探 しが難航.し か し,い つ も頼 りになるオチルの努力 で

解決.

9月3日(火)ダ シ ンチ レン→ ウラ ンバ ー トル

午前10時14分,出 発.宿 舎前 は森安 の高度計で1020m.

10時55分,湿 地 に高 さ2m以 上 の葦が生 えている.森 安の高度計 で975m.

午後1時07分,幹 線 の舗装道路 に合流.1時13分,ル ン橋のた もとの,旅 行初 日と同 じ場所 に停車.ト ール河の水

流の幅は80～100m.水 は澄んでいないが,黄 濁 もしていない.水 量 は豊富.昼 食後,み んなで互いに記念写真 を取 り

合 う.ポ ラロイ ド=カ メラが大活躍.3時23分,発 車.

6時 過 ぎ,ウ ランバー トル市 内に入る.や は りここは大都会である.バ チカが本当に嬉 しそう.

6時32分,ウ ランバ ー トル=ホ テルに到着.疲 れがたまっているので,今 日か ら全員個室.こ れ までは,キ ャンプを

① この2日 間は拓本を取ることに夢中だったので写真やビデオの撮影はおろそかにな
ってしまった.そ のことに後で気付いたので,

翌年度への宿題とした.
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した 日以外,常 に相部屋だった,

9月4日(水)ウ ラ ンバー トル

午前10時15分,歴 史研究所に着 く.ま ず今 日か ら3日 間の作業予定 を相談 その後,2つ の グループに分かれ,タ

リア ト碑文の拓 本の残 りをとる作業 と,日 本 へ持 ち帰 るこ とを希望するタ リア ト・シネウス ・テス ・オ ンギ4碑 文の拓

本の撮影 とを並行 して行なう.撮 影は林 と松川が担当.写 真撮影 は,各 遺蹟か ら持ち帰 った瓦や レンガや碑石 にも及ぶ.

これは文化庁か ら文化財の国外持ち出 しの許 可 を取 り,税 関をパ スするための ものである.夕 方 までか かって ようや く

終わ り,松 川がフィルムを急いで現像所に出 しに行 く.

午後7時 ～7時 半,ホ テルで 日本側 ミーティング.

9月5日(木)ウ ラ ンバー トル

昨 日拓本や瓦 を撮影 したフィルムを持っていった現像所が,今 朝は閉店 してお り,午 後2時 まで開かな い とい う.本

当 に大変なことになった.

午前10時18分,歴 史研究所に到着.今 日中 に文化庁 と税関両方の手続 きを終える手筈 を整えて待 っていたオチル所

長 に,写 真がで きあがっていないこ とを説明.さ すがの彼 も困惑す るが,打 つ手 な し.日 本側へ の信頼 をいささかで も

失わせたのは残念.今 後のための反省 と したい.

予定 を変更 して,来 年度 の調査旅行の 日程 とルー トを確定す る作業 をす ることにする.来 夏は8月10日 ～17日 に ウ

ランバ ー トルで 国際モ ンゴル学者会議がある ため,こ れを避けて予定 を組 まなければな らない.ま た日本側参加者は森

安 ・林 ・吉田 ・片山 ・大澤の突厥 ・ウイグル ・ソグ ドの研 究者のみである.こ のルート確定作業に加 わらなかった者 は,

昨 日撮影 しなかった拓本の写真撮影.

午後,ト ルコ班は歴史研 究所所蔵の キ ョル=テ ギ ンの石像の頭部の調査 と撮影,モ ンゴル班 は再来年の 日程 とルー ト

の相談 をし,あ とは自由行動.夕 食 は韓国式 レス トランで焼 肉料理.

9月6日(金)ウ ラ ンバ ー トル

午前 中は,日 本モンゴル合 同の最後の ミーティング.今 年の反省点,来 年への要望,報 告書の作 り方 などを話 し合 う.

3年 終 了後には,文 部省へ提 出する報告書の外,議 定書に従 って正式の報 告書 を出版 しなけれ ばな らない ことになって

いる.金 銭面で まだ問題は残 るが,形 式 ・内容 ・使用言語などについては ほぼ合意 した.ヘ リコプ ターか らの撮影は画

期 的なので,来 年度以降もこれを積極 的に導入 し,AdasやMSSPを 補 うもの を作 りたい,ま た,オ チ ルの代理 を派遣

して,税 関か ら拓本その他 の国外持ち出 しの許可 を得た.

バ ヤ ンゴル=ホ テルの レス トラ ンで昼食後,森 安 ・松田は旅行社へ行 き,来 年の ウラ ンバー トルでのホテルを予約.

午 後は,再 び歴史砌究所で,オ チル ・森安 ・松田 ・バチ カそ して歴史研 究所の会計官が集まって会計報 告 と領収証 の

点検.車 の走行距離は最小が3800㎞,最 大が4110kmで あ った.た だ しこれには,故 障 した車の部品調達のためのハ イ

ルハ ン～ウランバー トルの往復 は含 まれない 。点検終了後,公 印のある正 式 な領収証(モ ンゴル語)と その 日本語訳 を

作成.

午 後6時 半,フ ラワー=ホ テルの レス トランの一 室を借 り切 って,日 本側主催 のお別れ宴会.運 転手 ・コ ックも含 め

て全員集合.一 言ずつ感想 をのべて もらったのは本当によかった.

9月7日(土)ウ ランバ ー トル →大阪

早朝5時 半に起床 して,6時 半 過 ぎには空港へ向か う.拓 本 などの入 った大事なバ ッグは,税 関の本局 で封印 をして

もらってい るに もかかわらず,こ こで もまた開いて中を点検 された.

午 前9時10分 過 ぎ,ほ ぼ定時に出発.

午 後1時10分,関 西国際空港 に着陸.ウ ランバー トルに残った松 田以外の6人 が無事帰国.林 ・片山はそのまま国内

線で羽田へ向か う.拓 本や瓦 ・レンガな どは阪大の森安研究室 に保管す ることにした.
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森 安孝 夫(TakaoMORIYASU)

8月16日(土)大 阪→ウランバー トル

森安孝夫(大 阪大学)・ 吉田豊(神 戸市外国語大学)・ 片山章雄(東 海大学)・ 大澤孝(大 阪外国語大学)の4名 が

関西国際空港より午後3時 発のモンゴル航空904便 でウランバートルへ.昨 年持参した拓本道具とトランシーバー器具

への補充品,大 型の拓本用筒型ケース,GPS2台,カ メラ,大 量の乾電池,携 帯食料などを運ぶため,手 荷物超過重量

は99kgに 達 した.

午後7時ia分,ウ ランバートルへ建時に到着.晴 れている.気 温摂氏17度.夏 季は日本との時差なし.荷 物が出て

くるまでに手間取るが,税 関はモンゴル科学 アカデミーからの正式招請状 を見せて無事通過.ウ ランバ ートル空港では

歴史研究所のオチル所長とバットルガ,そ れ に昨年大活躍 した通訳のバ トジャルガル(以 下,バ チカ)の 出迎えあり.

運転手も4人 のうち2入 は昨年と同じ.日 本側の宿舎はフラワー=ホ テル.別 の科学研究費で行動していた林俊雄(創

価大学)と はそこで合流.ま たウランバー トル歴史研究所に留学中で,我 々に全面的に協力 してくれている白石典之(新

潟大学)も 加わり,ア カデミー側の招待で夕食.

夕食後,森 安 ・林 ・白石で会談.白 石はこれまでの森安 とオチルの連絡を引き受けており,今 年度の我 々の調査旅行

に自らの雇用 しているジープと共に参加予定であったが,そ のジープが警察の拘束を受けるという非常事態が発生 した

ため同行は微妙との報告あり.こ のジープはかつて読売新聞社が主催 したゴルバ ン=ゴル計画に使用したうちの1台 で,

所有権をめぐってアカデミー側からクレームがついた由.

8月17日(日)ウ ラ ンバ ー トル

午前7時 の気温15度.

10時,日 本側5名 及 び白石 は,ホ テルの吉田の部屋で ミーテ ィング.午 後に予定 されてい るモ ンゴル側 との合 同ミー

ティングに向け,意 見交換 とルー ト変更点な どの確認.

午 後1時40分,日 本側が歴史研 究所 に出向 く.オ チルが出迎え.所 長室 に案内され,さ っそ く合同 ミーティング.今

回の 日本モ ンゴル合 同の調査 ・研 究の費用を手渡す.3000ド ル を計上 していたヘ リコプターのチ ャーター料について

は,1時 間550～600ド ル だが,ウ ランバー トルか らハルホリンまでの往復だけで4時 間以上 かか るとのこと.そ こで

カラ=バ ルガスン遺蹟,ホ シ ョー=ツ ァイダム,そ の他の空中撮影に必要な時間 を勘案 し,1000ド ル までは別途追加 も

可能であると伝 える.仮 領収証のサインは事 務系副所長のガンボル トよりもらう.去 年 の調査 では生活 係 として活躍 し

て くれたガンボル トは,当 初参加予定であっ たが,身 内に急病の人が出たため若い人に替わって もらう との こと.去 年

の反省 を踏 まえ,日 本人の朝食にスプライ ト,コ ーラの類 は不要 で,本 物 のジュースの方があ りが たい こ とを説明 し,

飲 料 としてはミネラル=ウ ォーター とビールをそれぞれ1人1日1本 以上準備すべ きこと,醤 油 は十分に用意すること,

非 移動 日は朝夕2回 米飯に して くれるように希望 した.

昨年締結 した モンゴル 日本共同 「ビチェース」学術調査 プロジェク ト実施議定書 に よれば,各 年度 ごとに2セ ットの

仮報告書 を作 り,そ れ を互 いに交換 し合 うことになっていた.日 本側はそれ を4月 に郵送 し,受 領 した との返事 を もらっ

ていたが,モ ン ゴル側か らは何 も送 られて きていなかったので,そ の点について質問す ると,郵 送 し忘 れていた とのこ

と.本 日は じめてモンゴル側作成の仮報告書の実物 を手にす るこ とができた.

ルー トについては,日 本側 の提案 に よ り,ブ グ ト碑 文の採拓 を優 先す るため,当 初の予定 にあ ったホシ ョー ティン=

タル を断念.ま たハ ルホ リンとセブ レイで予備 日を1日 ずつ取ることに した.

モ ンゴル側か らは,6月 にバ ッ トル ガが トニュクク碑 文の拓本 をとったがそれほ どよい出来ではない こ と,7月 に ボ

ル ド・バ ッ トルガ両名が来年度か ら始 まる トル コ共和国隊の ホシ ョー=ッ ァイダム諸遺蹟 の発掘のための予 備的測量調

査 に参加 したこ と,さ らに7月 にオチル ・バ ッ トルガ両名がオブス県のウ ランコム市へ行 き,市 の博物 館 にある2つ の

碑文(1点 は ウイグル文,も う1点 はルーン文)を2セ ッ ト採拓 して きたとの報告があった.1950年 代 に ドルジス レン

によって発見 され,シ チェルバ ックによって紹介 されて以来い くつ もの研 究のあるウイグル文字の ウラ ンコム(カ ラウ

ス)碑 文の方 は有名であるが,ル ーン文字碑 の存在は今 回初めて認識 した.た だ し両碑文は近 くか ら出土 したが,同 じ

遺蹟に属 していたわけではない という.さ っそ くこれ ら2点 の碑文の拓本2セ ッ トを見せ てもらった.こ のうちの1セ ッ

トは今年 日本へ持 ち帰ってよい とのこと.喜 んで しば らく皆で眺めていたが,吉 田はこの ウイグル文字 はやは りウイグ

ル文字であって ソグ ド文字ではないとい う.R字 に フックの付 いたL字 の存在や1語 末のM字 の形 などか らの判断であ

るが,こ の点はかつて森安が言及 した通 りである(森 安1985,pp.39-40).「 千 」 を表 わす語 としてはbig/b�で はな

くmiη が使用 されているが,も しそれが時代判定の基準になるな らお もしろい.ウ イグル文碑冒頭の舐at�「 成人 と

しての私の名」 と同 じ表現 が,ル ー ン文字碑文の方 にもあることに気付 いて興奮 した.
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オチルに,拓 本 をいつで も2セ ッ トとることの意味 を再度確認する.や は り1セ ッ トはヴランバ ー トルで,そ して も

う1セ ットは 日本において保管する とい う基本方針である との返答 を得 た.

持 参 した 『内陸アジア言語の研 究』第12号4冊 を寄贈.持 参 したパルシの報告書(MSSP)は,帰 国前 にボル ドの所属

する言語研 究所の方へ寄贈 することを約束.

1ヵ 月以上の滞在 となるので,全 員 のパスポー トをチェ ックしにいってもらうた めオチルに預 ける.去 年預けた荷物

を返却 してもらい,研 究所 を辞去.

夕 食後,日 本側 のメンバーのみで トランシーバー5台 の調整 とアンテナの組 み立て,GPS2台 の 使い方の復習.ま た

吉田に会計係 を委託.

8月18日(月)ウ ラ ンバ ー トル

午前10時,ジ ープで歴史研究所へ.オ チル,ボ ル ド,バ ッ トルガの3名 のほか初対面 のバヤル(A.Baxp)も 加 わ り,

合 同 ミーテ ィング.懸 念 され た トラックの手 配 も済み,出 発の準備は順調 とのこと.拓 本用紙 が予想 よ り少 ない.4月

に200枚 送 った と思 っていたが,実 際 には100枚 しか送っていなか った し,そ の中か らウランコム碑文用 に消費 してい

たこと,さ らに去年 の残 りは トニュクク碑文用に使 ったため.今 回は手持 ち分だけでやれ るように細か く計算 する.

明 日からの調査旅行 中のジープ4台 に番号 を付け,各 車 ごとの乗車メ ンバーの割 り振 りを決定.

1号 車:運 転手ビラ(Bxna),オ チ ル,森 安,通 訳バチカ.

2号 車:運 転手エンフバ ト(:∋HX6aT),バ ッ トルガ,大 澤,コ ックのバ トツェツェグ(baT�9ugr).

3号 車:運 転手マームージャウ(MaaMyyxcae),バ ヤ ル,吉 田,白 石.

4号 車:運 転手タ ミル(TaM叩),ボ ル ド,林,片 山.

トラック:運 転手ガラーラヴ(i'anaanae),生 活 係 ダシバ トラフ似am6a即ax).

ボル ドに,4月 に 日本側が作 って送 ったルーン文字諸碑文のテキス ト(Transliteration&Transcription)に つ いて意見 を

聞 く。バ ッ トル ガ担当のシネウス碑文 につい て少 しだけ読みの違 うところがあるが,そ の他のボル ド担 当分については

ほとんど違 いはないとい う.

森安 よ り,今 年 もう一度シネウスへ 行 くことの意義 を説明 し,モ ンゴル側に納得 して もらう.去 年取 っ て研 究所 に置

いてあるシネウス碑文拓 本は,一 緒 に持参す ることにする.ま たバ ッ トル ガ作成の シネウス碑 文テキス トを受け取 る.

これは旅の途中,シ ネウス到着 までに森安テキス トと比べてお く必要あ り.

日本側報告書 の中に,昨 年度各遺蹟 よ り採取 した瓦 ・レンガ破片 に関す る三辻利 一教授(奈 良教育大学)の 分析結果

を入れておいたが,や は り日本語であったた めまだ読 んで もちってい なか った.内 容 をかいつ まんで説 明 したところ,

大変 に興味 を示 して くれた.今 年 もおおいに瓦 ・レンガ片 を採集 しようということになる.

去 年モン ゴル班が寓 目 したが,ト ル コ班は見る機会 のなかったカ ラ=バ ルガス ン出土 といわ れる唐代の漢 文墓誌 「大

唐安西阿史夫人 壁記」 について,も し可能な ら我々の 厂ビチェース」計画の一環 に加え,拓 本 と写真 を報告書に入れた

いと提案 した ところ,モ ンゴル側は了承.た だ し今 日は保管 してある部屋 の鍵 を持 っている人がいない ので,調 査旅行

終了後,ウ ランバー トル に戻 ってか ら見せて もらう約束 をす る.

ミーティングの最後 に,バ ヤルか ら,本 格 的な文献学的調 査 をす る研究者グルー プと一緒に回ることに な り,喜 んで

いるとの挨拶が あった.最 初 の私的な予備調 査の時や ビチェースの初年度 ほどではないが,だ んだんと緊張感が高 まっ

て くる.

午 後0時20分,ホ テルに戻 り,去 年お別れパーテ ィーをやった レス トラン=ア ルタイで昼食.

午 後3時,森 安以外の メンバ ーは,ト ランシーバー用ア ンテナがうまくジープに取 り付 けられるか を試 した後,買 い

出 しに行 く.

白石 より,ジ ープの件で東京 の読売新聞社の関係者 とようや く連絡が取れたが,こ の問題 に決着がつ くまでウランバ ー

トルを離れ られない との報告あ り.最 終的 にどうするかは今夜 まで保留,白 石 より50m巻 尺 を借用 し,森 安 ・林の荷

物の一部 を白石 に預 ける.

白石 より,オ ルホ ン大平原にあ るツァガン詆バ イシ ンは,レ ンガの形状か らカ ラ=バ ルガスンと同 じウイグル時代 に属

する遺蹟である可能性が あるので,是 非訪 れるようにとの示 唆あ り.カ ラニバルガスンか らだと湿地があっ て近付 けな

いが,ホ シ ョー=ツ ァイダム側か らホ クシン=オ ルホ ンを越 えれば約1時 間の自動車行 だとい う.

バ ヤル より我 々の調査 に密接 な関係 のあるヴォイ トフの新本 を借 り受ける約束を していたので,ホ テル で待機 してい

たが,現 われないので8時 より夕食に出る.

ミーティング時の記録係 を片 山に,GPSに よる経緯度 と高度計に よる高度の記録係 を大澤 に,そ れぞれ依頼.

その後,ア パ ー トに戻 った白石 よ り電話があ り,結 局参加 は見送る との連絡あ り.ま ことに残念.

8月19日(火)ウ ラ ンバ ー トル→ボ ル ガ ン

午前7時 の気温12度.
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9時 頃,フ ラワー=ホ テル前の広場 にロシア製ジープ4台,ト ラック1台 と総勢17名 の隊員の うち コック以外 の全員

が集合.ホ テル前で,日 本 よ り持参 したアメリカのマゼラン社製 のGPS測 定,北 緯47度55分27秒,東 経106度56分

17秒.森 安 ・吉田 ・大澤が保持する3つ の高度計 を1300mに 合 わせ,以 後補正 しないように申 し合 わせ る.こ の時の

天気は快晴 全車 にアンテナを取 り付 け,1号 車 か ら4号 車,そ して トラ ック とい う順序 を乱 さない こ と,車 内禁煙 な

どの注意 をして,9時35分 出発.ト ランシーバーが うまく作動 することを確認.

10時 頃,女 性 コックのバ トッェッェグを市内で ピックアップ.

10時24分,停 車.ウ ランバー トルの市街区 を出る車両の コン トロールあ り.北 緯47度54分Ol秒,東 経106度42

分54秒.森 安の高度計で1220m(快 晴).

10時29分,発 車.ま もな くロシア行 きの列車 と並走.ウ ランバー トル自体 もそうだが,そ こを離 れて もずっと盆地

状の草原ばか り.ウ ランバー トル周辺の草原 の草 はまだ緑色である.オ チ ルによれば9月 上旬 には黄変 す るだろうとい

う.今 年は雨が少な く,新 しい草が一気 に生 えたのは7月10日 頃だったとか.

以下 もオチルか らの情報.家 畜がすべ て私有 となった最近のモンゴルでは,1家 族5～6人 で家畜 が300頭 い れば生

計 は成 り立つ.300頭 の 内訳 は羊200匹,牛 馬100頭 というのが標準.さ らにモ ンゴル全体の傾向 として,か つては羊

群の先導役 として少数混 じっていたにす ぎないヤギの割合が増 えている.そ の理由は,ヤ ギの毛である カシミアの値段

が高 く,し かも中国か ら商人がジープで買い付けに来るなど需要が伸 びているため.羊 毛は1kgあ た り350ト グルクな

のに対 し,カ シミァは1kgあ た り13000ト グルク(800ト グルク=1ド ル).モ ン ゴルのカシ ミア生産高 は中国に次い

で世界第2位 で,約25%を 占 める.ヤ ギの毛は羊毛の ように刈 るめではな く,年1回 クシで梳 く.そ の時期 は3月 末

～4月 初めで
,1匹 か ら200～300gし か取れない.ヤ ギ とは逆 に,ラ クダの数 は減少 し,社 会主義時代 には100万 頭 い

たものが,現 在は36万 頭 。1戸 当た りの総家畜数が1000頭 を越 えれば裕福な方で,モ ンゴル全土で約500戸 あ り.ま

れに2000～3㎜ 頭 を所有 し,多 くの牧民を雇用 して遊牧 させ,自 分はウランバ ー トルに住む富豪 もいるとか.

11時20分,ウ ランバー トル市 の中心か ら約65㎞.草 原中に麦畑 あ り.右 手 にわずかに高い山々が見 える.北 緯47

度54分19秒,東 経106度03分14秒.森 安の高度計で1270m(晴 れ).

ll時24分,ウ ランバー トル市の中心か ら70㎞ で オボーのある峠を越す.前 下方に広々 とした麦畑あ り.草 原には

黄 ・白 ・薄紫 の小さい花 がた くさん咲いてい る.森 安の高度計で1350m.

ll時35分,ウ ランバー トル市の中心か ら83㎞ の地点.左 手に麦畑,右 手に草原.こ のあた りの小麦 は5月 に播種,

8月 末 ～9月 初めに収穫 する春小麦で,越 冬する冬小麦はない という.

11時55分,ウ ランバー トル市 の中心から105㎞ でハ ルホ リン方面に向か う道路 を右}こ折 れ,ボ ルガン方面行 きの道

に入 る.森 安の高度計1070m.先 程 か らひたす ら下っている.

11時58分,ア タル=ソ ムに近付 く.北 緯:47度56分09秒,東 経105度33分38秒.高 度計で1060m(晴 れ).

午後0時,ア タル雷ソムを通過.舗 装はここまでで終わる.

0時02分,停 車.遅 れた トラ ックを待つ.0時27分,発 車.か な り暑 くなって きた.

1時10分,1号 車 がパ ンクし,全 車停車.北 緯48度05分26秒,東 経105度20分12秒.森 安 の高度計で1075m .

気温31度.

1時21分,発 車.

2時27分,ず っと連続する盆地状草原 を走 り続けてい る.久 しぶ りに車 窓か ら手 を出 してGPS計 測.北 緯48度08

分27秒,東 経104度48分45秒.森 安 の高度計で1065m.

2時50分,よ うや く左前方 に トール(ト ラ,ト グラ)河 の平原が見 えて くる.し か し,ま た山に入 る.

3時18分,オ ボーのある峠を通過 し,ま もな く再 び トール河谷が前下方 に見 えて くる.

3時 半,北 緯:48度10分13秒,東 経104度21分09秒.森 安の高度計で1060m.こ の あた りはザ ーマル山と呼 ばれ

る金 山で,1年 に約1.5ト ンの金 を産出す るという.モ ンゴル全体 の1年 間の金産出量は4～5ト ン.

3時41分,ト ール河畔に到着 し,遅 い昼食の準備.そ の間に,森 安はルアー釣 りを試 みるが全 く駄 目.ト ール河 は泥

で濁 っていた.流 れはか な り速 い.北 緯48度13分54秒,東 経104度19分44秒 .森 安 の高度計 で970m(晴 れ).

気 温31度.

5時44分,出 発.

7時15分,停 車 して休憩.北 緯48度29分06秒,東 経103度40分46秒.森 安の高度計で1205m.涼 し くて気持ち

良い.そ れで も気温29度.

8時,発 車.

8時33分,オ ルホン河の橋 を渡る.水 流の幅は数十m.オ ル ホ ン=ソ ムあ り.森 安の高度計で1040m(晴 れ).

9時10分,1号 車 のみボルガン市のホテルに到着.あ との4台 には市の入 口のガソリン=ス タン ドに集合 してか らや っ

て くるように トランシーバーで指示.ホ テル前,北 緯48度48分46秒,東 経103度31分51秒.森 安の高度計で1195

m(晴 れ).

麺類 で簡単 な夕食,今 日の車中は暑 くて,本 当に疲 れた.午 前 中は必要のなかった ミネラル;ウ ォー ター を午後はが

ぶ飲み.林 は2本 消費 したが,こ んなことは これ までのモ ンゴル調査行で も初 めての こととい う.今 日一 日中,盆:地 状
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草原が延 々と続いた.ト ール ・オルホンの河谷で も,そ の規模が大 きいだけで盆地状草原であることに変 わ りはない.

8月20日(永)ボ ルガ ン→ ホ タグ

朝起 きた時,室 内で も18度.森 安の高度計1200m(快 晴).朝 食前 にシネウス碑文 のバ ッ トルガ作成 テキス トを森

安テキス トと比較す る作業.昨 日より継続.

コ ックに日本 とモンゴルのお米の炊 き方 と羊肉の嗜好の違い を伝 えて,改 善 を求む.

午前10時21分,出 発.す ぐ停車 してヤカンを購入 して きて もらう.

10時48分,発 車.草 原 に出る と牛 と木製家屋 が目立つのでオチルに質問 したところ,次 の ような答え.ボ ルガン県

に限 らず北のロシアとの国境沿いの ドル ノ ド ・ヘ ンテイ ・セ レンゲ ・ボル ガン ・フブスグルの5県 には,ロ シア革命時

代に移住 してきたブリヤー ト=モ ンゴル 人が住んでお り,彼 らは木製家屋 の集落 を作 り,牛 中心 の牧畜を している.ま

たボルガン県 に牛馬が多 く,羊 が少ない理 由 としては,牧 草 自体が牛馬 に良 くて も羊 には向かないこと,冬 に雪が深 く

(20cm以 上),牛 馬 は容易 にそれをほ じくって草 を食むことがで きるが,羊 にはそれが難 しいこと,な どがあげられ

る.さ らに高度 の高い このあた りにはラクダはいないか ら,荷 物運搬には雄牛,な い しヤ クと牛 の混血 であるハ イネグ

を使 うとい う.

ll時07分,ど んどん上 っている.森 安 の高度計で1480m.す ぐそ こにハルモ ドという松の一種の針葉樹林 あ り.

11時15分,北 緯48度56分16秒,東 経103度18分06秒.森 安の高度計で1425m(晴 れ).

ll時25分,小 河の橋 を渡 る.高 度1330m.河 筋 には潅木多 し.こ のあた りで も草原の草はまだ緑が濃いが,河 筋 の

みはやや黄変 している、本当 に牛 が多い.

ll時38分,北 緯:48度57分59秒,東 経103度08分43秒.森 安の高度計 で1450m.森 林 が多 く,ハ ルモ ド以外 に

は白樺 もある.

ll時52分,オ ボーのある峠 を通過.高 度1605m.こ の高度になると,森 林が下方に もある.ゲ ルの隣…に丸太の家 も

散見される.

午後0時13分,停 車 して休憩,北 緯48度56分13秒,東 経102度52分02秒.森 安の高度計で1575m(晴 れ).

ハ ル モ ドの林 に入 ってみる.キ ノコがた くさんある.黄 土色のは食べ られ るという.

0時45分,発 車 す ぐに小 さい休火山が見 える.摺 り鉢か碗 を伏せたような形であ り,表 面には草が生 えている.

1時05分,小 さい橋 を渡 る.相 変 わらず盆地状 の森林草原の中で,牛 多 し.草 の緑 は濃い.

1時 半,ウ ニ ト=ソ ムを通過.

1時41分,昼 食のため停車.北 緯49度10分32秒,東 経102度51分58秒.森 安の高度計で1180m(晴 れ).森

安 は水流幅数mの 浅い河でルアー釣 り.十 数分で44cmの 河 マスを釣る.焼 いて食べたが,淡 泊な味.地 元の子供たち

3人 も簡単な仕掛 けで10匹 以 上釣っていた.

3時18分,発 車.河 筋 にはかな りた くさんの樹木が生えている.大 きいのはハ イアラス(xa#nc.,ケ ヤ キに似 る),小

さいのはボルガス(6yprac,柳)と い う.小 さい といって も数mは ある.

3時53分,前 方にセレンゲ河谷が見 えて くる.北 緯49度20分44秒,東 経102度57分02秒.森 安 の高度計で985

m(晴 れ).河 中 島の樹 木,き わめて多 し.実 に緑の濃い ところ.

4時06分,道 で故障中の車 を助けるために停車.高 度g55m.

4時24分,セ レンゲ河にかか る大橋 を渡 る.水 流 の幅100m以 上.少 し濁っている.渡 ってす ぐ停車 し,河 中島にあ

る石人を見にい くことになる.ゲ ルで道 を尋 ね,め いめい歩いて渡河.大 きい流木があちこちにころが っている.石 人

(林1996,No.X-1)は 崇拝 の対象 として:地蔵の ようになっていた.す ぐ近 くにチベ ッ ト語銘文のある石碑 もある.帰 り

に小 さい蛇が河 を泳いでいるのを見る.モ ンゴルで蛇 を見たのは初めて.

5時28分,発 車.5時47分,ホ タグの町に入る.こ こか ら目的のバイバ リク城遺蹟 まで は10㎞ 余 りらしい,ホ テ

ル前,北 緯49度23分18秒,東 経102度42分12秒.森 安 の高度計で990m.夕 方 一時雨,そ の後強風が吹 く.

夕 食後,そ れぞれに勉 強.

8月21日(木)ホ タ グ→ ビーブ ラク→ ホ タグ

午前7時,気 温14度.室 温19度.森 安の高度計965m(晴 れ).

7時 半,日 の出.

10時05分,8世 紀 の東ウイグル可汗国第2代 の葛勒可汗(磨 延畷)の 紀功碑であるシネウス碑文に,ソ グ ド人 と漢

人に命 じて,あ るいはソグ ド人と漢人が居住す るために造営させたと記録 されているバイバ リク城遺蹟 をめざ して出発.

10時28分,バ イバ リク城 に到着.四 角い土塁 に囲 まれた遺蹟 は複数あって,ど れが本来のバ イバ リク城か分か らな

いので,と りあえず,最 も城壁の保存状態が良 く,現 地の 人が ビーブ ラクと呼 んでいる もの を,そ れ と認定す る(i)そ

(D1998年5月 に白石 ・バ ヤ ル ・バ ッ トルが 再 度 こ こ を訪 れて 調査 し
,第1城 と名付 け る.
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れ は予想 よりはるかに大 きい.一 辺が250mく らいはあ りそ う.土 塁 の上にかな りよく残 っている版築の城壁 も5m位

はある.な ぜ これだけの規模の遺蹟が,こ れ まで写真1枚 さえ発表 され なかったのか不思議.ま ずモ ンゴル側 も日本側

もめいめい思い思いに写真 ない しビデオ撮影.

ll時10分,城 壁の東北角の上でGPS計 測,北 緯49度23分51秒,東 経102度33分24秒.高 度計で975m(晴

れ)。 気温19度.

そ の後,ビ ー ブラク城の残存 してい る城壁の計測,遺 蹟の表面探索,細 部 の写真 撮影な どを行なった.そ れから城内

の住人 にインタヴュー を試みる.現 在,城 内にはかつて何 かの重要建築物があった とおぼ しき基壇(高 さはlm強)の

上に,ビ ーブラクとい う名の仏教寺院が建 っている.そ の前 にはいかにも古そ うな前足 を立てた石獅子1対 と,伏 せた

形の石獅 子1体 とが置か れて いる.い ず れ も石材 は玄 武岩 と思われ る.林 ・大澤 によれば,後 者 の形 は西 方の セル

ジューク朝やオスマ ン朝の獅子像 によく似ているという.本 日は僧侶がお らず,ボ ル ドという名の27歳 の番人夫婦の

みがいた.こ の寺院は,か つてあった同名の寺 院を1990年 に再建 したもの といい,傍 らに1938年 に コミュニス トが寺

院 を破壊 した ことを伝 える看板 も掲示 されて いる.番 人夫婦 は現地生 まれ で,自 分 たちの知 るか ぎりこ こを調査に きた

人はお らずOl,ま た寺 院内に出土文物 もない という.

昼 食後2時 半 より活動再 開.オ チルと森安 は数 ㎞ 離れたゲルにいる とい うビーブラク寺の僧侶 を探 しに行 く.2

時50分,目 的のゲルに到着す る.た またま5人 の年配の男性が集 まって酒 を酌 み交わ していた.最 年長は ドルジスレ

ン 孤op)KCYPgH)と い う名の83歳 の老僧.8歳 の 時にビーブラク寺 のシャビ(沙 弥)に なった とい う.次 は このゲルの

主人で,名 はプルヴェー ドルジ(Ilypssspopxc),58歳 でやは り』ビーブラク寺 の僧侶.こ の2人 を中心に聞 き取 り調査 をす

る.先 ほどの看板 には遺蹟にちなむ寺 院名 をビーボロク(EM疏 一Bomr)と 表 記 してあったので,5人 に確認すると,祖 父

か ら代々伝え られた遺蹟名 としてはビーブラク(Bx#一Bynar)が 正 しい との答 え(z》.ビーブラク(sHH-Bynar=Bij-Bulag)

が8～9世 紀 の東 ウイグル可汗国時代 の城名バ イバ リク(Bay-Bal�「 富貴城」)の 転訛であるとい う従来の説 にまちが

いはなかろう.こ の城擘遺蹟 内には今世紀は じめ9棟 の建物があ り,全 て ビーブラク寺 に属 していた.い つの建築かは

知 らないが,い ずれ も瓦葺 きで レンガ造 りだ ったという.多 分清代 のもの だろう.ま た城 内には住居 と してのゲル と木

製家屋があ り,全 部で300人 以 上の僧侶が住んでいた とい う.1935年(先 ほどの看板では1938年)に この寺院は破壊

されたが,ソ 連のペ レス トロイカ後の1990年 に再建が始 まり,1991年 よ り宗教活動が再 開された.現 在いる僧侶 は8

～9人 で
,ド ルジス レンが最 長老,プ ルヴェー ドルジが2番 目.あ とは28歳,19歳 な どの若者.寺 院前に置いてある

1対 の石獅子(3)と,伏 せた形の石獅子1体 は,も ともとは遺蹟の西北 にある アルスラン=ト ルゴイ という丘の上 にあった

もので,1960年 頃 にホタグの町の学校へ持 ってい き,1991年 に そこか ら持ってこられた.ま た同 じく境 内に立うてい

るボル=チ ョロー(脱 穀用のローラー石,花 崗岩製)は,ド ルジス レンが8歳 でここにや って きた時,す で にチベ ット

仏教に特徴 的なマニ車の台 として使われていたとい う.た だ し今はマニ車 はない.

4時,オ チ ル と森安は,僧 侶たちの記念写真 を撮 った後,ゲ ルを辞す.こ のゲルは山麓近 くにあ り,森 安の高度計で

1065m.帰 りがけに,酔 っ払い3人 が近寄 って きた.ポ ラロイ ド写真 を撮 ってほ しい らしい.断 ると相当 しつ こくか ら

まれた.

4時15分,先 ほ ど教 えて もらったアルスラン=ト ルゴイに寄 る.高 さ10mく らい,幅 約100m,長 さは車 のメーター

で500mあ った細長い丘.丘 の上にかな りの大 きさg)石 が散在 している.自 然石 にも人工の ように も見えるが,不 明.

1つ のやや大 きな石 にはチベ ッ ト語の オン=マ ニ=ペ メ=フ ム銘が刻 されてお り,ド ルジス レンの話では,か つてこの石

のそばに例の石獅子2体 が,西 向 きで並んでいた とい う.ア ルスラン=ト ル ゴイよ りビー ブラク城 を望む と,真 東 より

20度 南 にずれている.ア ルスラン=ト ル ゴイの端 よりビーブラク城の西北角 まで車のメーターで計 った ところほぼ1㎞.

昼 食後,森 安以外 の日本側 メンバーは,林 のリー ドで簡単 な測量 を実施.メ インの遺蹟 は一辺が240m弱 の ほぼ正方

形.デ ジタル=メ ジ ャーによる計測では,北 ・西 ・南面がいずれ も238m,東 面 だけは234mだ っ た.高 さ2～3mの 土

塁で囲まれている.東 面 と北面では,そ の上 に,高 さ5m前 後 の版築による城壁が残ってい る.西 と南にそれがないの

は,セ レンゲ河 に近 くて湿気 をまともに受 け るため,あ るいは洪水で流 されたためか もしれない.土 塁 の土台の上 に版

築の城壁がある構造 は同 じウイグル時代のカラ=バ ルガスン宮城 と同 じであ り,カ ラ=バ ルガス ンで もオルホン河 に近い

東壁の版築部 の残 り方が もっとも悪い.メ インの遺蹟の南750mの 地 点には,一 辺が150m(以 上 の数値 は森安が車の

メーターで計 った もの)の 別の四角い土塁が ある.土 塁は地表か らわずか に盛 り上がってい る程度.こ の他 にも土塁 ら

しきものが複数あるが,よ く分か らないので今年は調査 しなか った.

(r)II3pn331961
,p.51で も正 式 の 発掘 は され た こ とが な い と述べ る.し か し1982年 と1986年 に ロ シ アの フデ ャ コ フが調 査 し,ご く

簡単 な報告 を して い る こ とが 後 で 判 明 した,cf.XyAAxoelggo.な お,そ の 時 に はモ ンゴ ルの 考古 学 者 ツ ェベ ン ドル ジ も同行 した と

い う.

(2)こ れ はn3p∬331961
,p51の 記 載 と一 致 す る.

(3)ngp鵬1961
,F52で は雌 雄2体 とい うが,阿 吽 相 の2体 とみ るべ きであ ろ う.
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【バ イバ リク遺蹟の景観】

これ らの遺蹟 のある盆地状草原 は,東 西20㎞ 以上,南 北8～10㎞.南 北の山々の高V・ところにはハ丿レモ ド(松 の一

種)の 森林が よ く見える.東 西 の山は遠す ぎて低い.森 林など見える距離 ではない.セ レンゲ河の本流 はメインの遺蹟

より2㎞ 余 り南 にあって東流 し,そ れに注 ぐ水流幅2～3mの 支流 はアルス ラン=ト ル ゴイの西 を南流する.本 流の河

筋 には多 くの樹 木があ り,支 流 に沿っても樹 木が点在 している.こ れらは針葉樹 ではない.全 体 として は北が高 く,南

が低いなだらか な斜 面状 の草原 で,湿 気 は割合高そ うであ り,草 丈 もかな り高い.い ましがた訪問 した ゲルは北の方 に

ある.東 の山陰にホ タグの町がある.

午 後5時 過ぎ,城 壁 の西南角 の上でGPS計 測,北 緯49度23分40秒,東 経102度33分11秒.森 安の高度計でioao

皿(晴 れ).

バ ヤ ルは石獅 子3体 のスケ ッチを完成.林 ・吉田 ・片山 ・大澤は南の遺蹟 を測量.四 壁が ほぼ東西南北 を向いてい る

正方形 で,北 壁133m,東 壁137m,南 壁141叫 西 壁142mで あ った.そ の東北角でGPS計 測,北 緯49度23分19秒,

東 経102度33分21秒.

夕方涼 しくな って蚊が 出て きた.夜 にはもっ とひどくな り,現 地の人でさえ眠れ ない ことがあるとい う.や は り湿気

が高いからだろう.草 原 では小 さいカエ ルも見た.

最 後に皆で瓦 ・レンガの破片 を採集.た だ し,採 取 した瓦 ・レンガ片は,古 い ものではな く,清 朝時代 の新 しいもの

であ る可能性 も高いので,慎 重 に対処すべ し.

7時15分,帰 路につ く.7時34分,ホ タグのホテル に到着.ホ タグでは珍 し く豚の放 し飼いがされていた.帰 路に

バイバリクか らホテルまで を車 のメー ターで計った ところ,2号 車 で も4号 車で も11㎞ だ った.ホ テル前 の高度1045

m.気 温24度.8時 過 ぎてもまだまだ明るい.

9時 半,合 同 ミーテ ィング.モ ンゴル側へ,ウ ランバ ー トルへ帰ってか ら,ビ ー ブラク とい う地名が出 て くる古い地

図を探す ことを依頼.バ ヤ ルの意見では,こ この石獅子の形 はシヴェー ト=オ ラーンのそれ に似 てい る.さ らにその石

材 はアルス ラン=ト ル ゴイにあった石 と同質だ とい う.玄 武岩 とみてよい だろう.オ チル の観察によれば,バ イバ リク

の城壁の版築は,各 層 の厚 さが10～IS㎝ で,黄 色っぽい土 と茶褐色 の土 とが交互 に使われてい るとい う。また,そ の

土にはかなりの砂利が混 じっていたp).

8月22日(金)ホ タグ→ ハ イル ハ ン

夜,寝 袋で寝 ていて少 し暑かった.森 安 ははじめて下痢.出 発前,ホ テルで森安 の高度計 は995m(快 晴).

午前9時27分,出 発.東 の町外 れの丘の上でいったん停車.セ レンゲ河が よく見えた.

9時45分,発 車.お とといの道を逆 に辿 る.ウ ニ ト凱ソムを過ぎた ところで11時10分,停 車.道 を聞 く.こ こか ら

新 しい道に入 る.か なりの問道 らしい.

11時32分,北 緯49度06分31秒,東 経102度43分16秒.森 安の高度計で1440m(晴 れ).

11時42分,道 は上 りで森林の中へ入ってゆ く.森 安の高度計 で1500m.ハ ル モ ドが中心 だが,白 樺(ボ ス)の 林 も

ところどころにある.

11時47分,北 緯49度05分57秒,東 経102度38分28秒.高 度1640m.

11時49分,下 りは じめて森林 を出る.赤 い実のなったワレモ コウがいっぱいで,草 原全体が赤っぼ く見える.

il時56分,ト ラックが遅れたので,停 車 しで待つ.た くさんの種類 の高山植物が咲 き乱 れている.写 真 に撮 る.気

温19度.

午後0時10分,発 車.ま た上 りで,5分 後 に森林 に入る.

0時16分,高 度1600皿.こ の直後 に急な下 り坂.森 林 を出た ところが高度1480m.

0時23分,セ レンゲ河の支流の最上流を渡 る.水 流の幅は1m。 また上 り.

0時40分,峠 を越す.高 度1580m.す ぐ,小 さい湖あ り.

ヱ時,近 くに森林 はな くなる.車 は小 型の盆地状草原のやや よい道を快調 にとばす.高 度1350m.

1時 半 頃,ハ ヌイ河谷に入 ってゆ く.

1時40分,先 頭 の1号 車が,オ チルの指示でハヌイ河原 のものす ごい岩だ らけの草原 に果敢 に踏み込 んでゆ く.乗 っ

ていても,パ ンク しないかはらは ら.後 続車 も躊躇 している.な ん とか全 車が岸近 くに辿 り着 き,こ こで昼食の準備.

高 度1330m(晴 れ).こ のハヌイ河は断層でで きた ものら しい.岸 辺 は溶岩 のゴロ石 だらけ.待 つ 間にてんで に洗濯

や行水,あ るいはルアー釣 り。昼食 を済 ませ た頃か ら,遠 くに雷鳴が聞こえ始 める.

(1)1997年 度の調査後に初めてこの地区の航空写真に接することができた.そ れには我々がメインの遺蹟とみた保存状態の良い城郭

の西方に,さ らに大 きな規模の遺蹟が不鮮明ながら写っていた.そ のため1998年5月 に白石 ・バヤル ・バットルガが再調査した結

果,確 かにそれは一辺330mも あるウイグル時代の四角い城壁であることが判明した.さ らに,ブ ルヴェー ドルジへの再度のイン

タヴz一 の結果,3体 の石獅子が元々あった場所も,ア ルスラン=ト ルゴイではなく,ア ルスラン=ウ ードと呼ばれるこの第3城 の

東壁の上だったとのこと.本 来のバイバリクは複数の城郭から成る都市であった可能性が高くなった.
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3時57分,出 発.

4時19分,浅 い河 を渡 る.

4時38分,先 ほ どか ら雲行 きがL'tし くなっていたが,つ いに雨嵐に突入.2分 ほ ど走 ったが,あ まりのす ごさで危険

なので,道 端 に停車 して待機.草 原 にも山に も白い湯気 が立ち篭める.暖 かい地表に冷たい雨が降った ためだろう.前

方の山は雪が降ってい るのかとみまが うほ ど.

4時46分,小 降 りになったので発車.オ チルによる と,こ んなに強 い雨だ と麦類 は薙 ぎ倒 されて しまうという.時 々

あるらしい.降 水量だけでは農業 に適 しているかどうか判断で きないとい うこと.

4時51分,ト ラックがパ ンクしたので,停 車.雨 が止み,陽 が射 してきたが,風 はまだ強い.

5時06分,北 緯48度46分20秒,東 経101度59分33秒.フ ヌイ河の橋 を渡 る.水 流の幅は数十m.ハ ヌ イ河 とフ

ヌイ河 は,つ い先 ほど通過 したあた りで合流 しているという.こ こか らは フヌイ河に沿 ってハ イルハ ンに向かう.農 業

用の大型 トラクターや コンバ インが何台 もある.や は り現在では大規模 に麦を作 っているのだろう.こ のフヌイ河谷 も,

細 長い盆地状草原で,幅 は6～8㎞ といったところか.

5時32分,ハ イルハ ンに到着.去 年 と同じ小 中学校 の寄宿舎 を借 りて,我 々の宿舎 とする.森 安の高度計1400m.

夕 食後,合 同ミーティング.シ ネウス碑文の ある現地での作業方針を周知徹底 これか らの3日 間,シ ネウスに2日,

シ ヴェー ト=オ ラー ンに1日 かけること を再確認 した上で,ど の日をシヴェー ト=オ ラーンにあてるかは,朝 の天気次第

とい うことにする.

シネウス碑文 のテキス ト作成に関 しては,日 本側 ・モ ンゴル側双方のこれまでの進捗状況を説明 しあう.さ らに日本

側か らは,石 自体 に破 損が あるため去年 とった拓本ではよ く読 めなかったが,ラ ムシュテッ ト(Ramstedt1913)が テ キス

トをおこしてい る箇所について,再 度拓本 を とる必要があることを説明.い っそのこ と全体 を もう一度 採拓 しては どう

か と森安が提案 し,モ ンゴル側 か ら承認され る.写 真 とビデオの撮影 につ いても,各 自ば らばらにやるのではな く,双

方の担当を決め る.日 本側 は林,モ ンゴル側 はボル ド.テ キス トの読みの再 チェックは,こ れまでシネ ウス碑文 を責任

分担 してきた森安 とバ ッ トルガ.他 の メンバーには採拓作業その ものを依頼.

8月23日(土)ハ イルハ ン→ シヴェー ト=オ ラー ン→ ハ イルハ ン

今朝 は雨なので,ま ずシヴェー ト=オ ラーンに行 くことにする.午 前8時 の室温17度 で,外 はかな り寒そ う.森 安の

高度計1375m.

午前10時,全 員重装備 をして出発.ト ランシーバーが不調 なので調べてみると,2号 車 ・3号 車 のアルカ リ乾電池が

切れている.指 令 を発す る1号 車の電池はす でに昨 日切れていた.単 三電池6本 で丸4日 しか もたない計算.フ ヌイ河

とハ ヌイ河の合流地点 まで来たが,水 量 が多 くて渡れそ うにない.近 くのゲ ルで渡河 地点 を尋 ねなが ら,よ うや くシ

ヴェー ト=オ ラーン遺蹟のある丘の上にたど りつ く.雨 はやまず,風 も強 く,き わめて寒い.ま ずみんな車か ら降 りて,

遺蹟 を一回 りす る.頂 上 には大 きな積石塚が ある.今 は盗掘で掘 り返 され ていて円形 に見えるが,林 に よる と,も とは

一辺が30～40mの 方形 だった らしい
.高 さは4～5m.積 石 は角張 った不規則な石や扁平 な石で,赤 っぽい ものが 目立

つ.そ の大 きさはこぶ し大か ら50cmく らいまで様々だが,20～30cmの ものが多い.こ の丘 はフヌイ河がハ ヌイ河 に

注 ぐ合流点のす ぐ北側 にそびえ立 っている.丘 は馬の背の ような形 を してお り,高 さ60～80mく らい.溶 岩でで きて

お り,上 に薄 く表土が載 っていて,草 原 をな している.

かつて,か の有名なタムガ(元 来は家畜の所有印,転 じて紋章や印章の意味に もなる)だ けの碑石が立 っていたと推

測 される礎石(亀 趺ではない)は,頂 上の積 石塚 より東にあ り,そ の中間 に石人 ・石獅子 ・石羊 がある.こ れ らの彫像

の石は灰褐色 で,花 崗岩ではな く,玄 武岩 ら しい.大 きな長方形の礎石 は簡単に動かせる ものではな く,元 の位置 と考

えられ る.碑 石 を支えていたはずのホゾ穴は,縦 横22×55～56cm,深 さ24～25cm.石 人 ・石獅子 ・石羊は明 らかに元

の位置ではないが,こ のコンプ レックス全体 は東向 きだったと考えてよか ろう.あ ま りの寒 さにカメラの自動装i置は作

動 しな くなる.そ の中にあってバヤルは,雨 でも大丈美 なスケ ッチ用紙 を使い,石 人 ・石獅子 ・石羊の 計測 とスケ ッチ

を開始 した.バ ヤル以外は,車 の中でカップラーメ ンなどを食べなが ら待機.

この遺蹟の特徴 は,な ん といって も眺望が素晴 らしい こと.条 件が揃 えば,立 派 な観光地 にもなるにち がいない .あ

いに くの雨だが,そ れで もハ ヌイ ・フヌイ両河,そ の合流点,そ して合流 後のハ ヌイ河が一望の もとに見渡せ る.そ れ

ほ ど大 きくはない盆地状草原の中央に聳 えた っている感 じ.周 囲の山々は,森 林 もよ く見えるほ ど近い.東 西,南 北 と

も5～6㎞ といった ところか.草 原 としては実 に豊かなところ.

ようや く雨が あがってきたので,写 真 とビデオの撮影開始.気 温 は9度 だが,風 があって,し ば らくす る と手がか じ

かんで くる.

林 ・吉 田 ・片 山 ・大澤 は,で きる限 りの測量 をする.こ こではデジタル=メ ジャーは使いに くいので,巻 き尺 を使用.

風 が強 くて苦労する.シ ヴェー ト=オ ラー ン遺蹟全体 については,従 来の報告 を比較参照 して,も っともよい図面 を採

用 し,林 が補足す る予定.

片 山はバヤル のチ ョークを借 りて,石 獅子の側面にある山羊形のタム ガを浮 き上 が らせ た.み んなで写真撮影.た だ

し,そ れについ ては既 に指摘 があ り,写 真 も発表 されている.こ れによっ てこの遺蹟が もともと突厥 の阿史那氏ゆか り
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のものであったことは確 実 と思われるが,ラ ムシュテッ トらの報告(Aalto1966,pp.4,8)に よれば,「 ウイグル」 ・ 「可

汗」 とい う語 を含むルー ン文字銘があった ら しいので,注 意が必要.ラ ム シュテッ トはこの遺蹟 を,突 厥 ではな くウイ

グルの もの と考 えていた らしい。積石塚のみ に着 目すれば,確 かにシネ ウス遺蹟 とよ く似 ていてその方 が理解 しやすい

が,逆 に山羊型 タムガの説明がつかな くなる.

3時18分,ま だ琴ケ ッチを継続 しているバヤル とジープ1台 だけ残 して,あ とは帰途につ く.た だ し,念 のため隣の

丘に上 った ら,鹿 石があった.

4時 半,ハ イルハ ンに戻 り,ガ ンデ ン寺 を訪問.天 気は曇 り.こ こには,シ ヴェ ー ト;オ ラー ンか ら持っ て きた,例

のタムガだ らけの碑石があ り,五 体投地用の板 として再利用 されている.し か し人がお らず,中 に入れ ない.仕 方がな

いので,町 の中心にある文化 センターへ行 き,去 年見たシヴ ェー ト=オ ラ ーンの石獅子 と石羊 をもう一度写 真 にとる.

ただ し去年あったのに,今 年 はない ものがあ る.ほ どな く,ガ ンデン寺の僧侶がみつかったとい う連絡 があ り,寺 の方

へ昃る.

タムガばか りた くさんある碑石 を調 査.上 端 はカマボコ型 で,な んの模様 もない.下 端 にはホゾがわず かに残 ってい

て,本 来のホゾの幅は55～60cmく らい と推定 され,シ ヴェー ト=オ ラーン遺蹟 にあった礎石の ホゾ穴の大 きさと矛盾

しない.全 体は縦224cln,横 幅 は上 方で80cm,下 方 で84cm,上 方 の厚 さは22cm.玄 武 岩 らしい、五体投地用 に使われ

ているため,表 面のタムガはかな りす り減っ てお り,か つ本堂 に近 い方の上端がわずか に持 ち上がっていて,地 面 との

間に隙間 がある.そ こで裏側 を懐中電灯で照 らしてみた り,手 で探 った り,ア ル ミ=ホ イルを拓本 をとる時 の ように押

しつけてみたが,文 字 は確認 されなかった.オ チルの交渉で,僧 侶 からタムガの拓本 をとって もよい とい う許可が もら

えたので,ジ ー プの運転手に宿舎 まで拓本道具 をと りに行 って もらい,今 年最初の採拓 を行 なう.タ ンポの墨 のの りな

どい まひとつだが,結 構 うまくい った.た だ し1枚 しかとらなかったので,日 本には持 ち出せ ない.最 後 に裏面 を確認

するために,丸 太 を差 し込んで少 し持ち上げた.裏 は荒削 りのままの凸凹状態で,文 字 もタムガ もなかった.

7時15分,宿 舎に帰着.森 安の高度計で1370m.

8時20分,夕 食.吉 田はダウンして,夕 食 をとらず.

8時55分,合 同 ミーティング.拓 本を とる手順 として,墨 をタンポにつけたらそのまま紙 に押 しつけるのではな く,

他 のタンポにこす りつけて,よ くな じませ る必要があったこ とを思い出す.今 後の反省.そ れから,本 来シ ヴェー ト=

オ ラーン遺蹟に あった彫像で,行 方不明になってい るもの につ いて どうす るか議論.さ らにモンゴル側 か ら,ド ルジス

レンが1957年 に 「シヴz一 ト=オ ラーンとは何 か?」 という論文 を書いてい るこ と,最 近の ヴォイ トフの本 にもプラン

が載 っているとの指摘 あ り.ド ルジス レンの ものはウラ ンバー トルへ帰 ってか ら見せて もらうこ とにす るが,ヴ ォイ ト

フの本(BOYITOBl996)は バ ヤルが持参 してきていた.さ っそ くそれ を見せて もらった 日本側メンバーはびっくり.シ

ヴェー ト=オ ラーンだ けでな く,こ れ まで名前のみ知 られ,実 態が詳 しく紹介 されていなかったい くつ もの遺蹟のプラ

ンが,豊 富 に収載 されている.こ の本 はまだ 日本に入ってきていないので,ウ ランバー トル に戻 ってか ら必要部分 を複

写 させて もらうことにする.

8月24日(日)ハ イルハ ン→ シネ ウス→ ハ イルハ ン

午前7時,森 安 はシネ ウス碑 文の予習の続 きをやる.

7時33分,日 の出.少 し霧が出た.

8時 半,朝 食.森 安はまだ下痢が続いているので,強 い抗生物 質を飲む.

9時58分,出 発.ト ランシーバ ーの単三乾電池の消耗 がやや激 しいので,普 段 はLOWで 使 うように指示.

10時 半,水 を汲 むため,.小 河 のほと りで停車.北 緯48度33分18秒,東 経102度07分35秒.森 安の高度計で1430

m.吉 田の高度計で1410m.天 気 は晴れ.

10時57分,シ ネウス遺蹟 に到着.森 安の高度計で1480m(晴 れ).こ ち らの中心部の積石塚 は,シ ヴェー ト=オ ラー

ンのそれ より小 さいが,一 つ一つの石 は逆 に こちらの方に大 きいのが 目立つ.遺 蹟の計測 は去年済 んで いるので,2つ

に割 れている碑 石 のそれぞれの上 にテン トをかぶせ るように立てて,早 速 採拓作業 を開始.い くら天気 が よくて も,突

風や午後の定期 的な風は吹 くので,油 断は大 敵.大 断片は片山ヘ ッドでオチル ・ボル ド ・林,小 断片 は大 澤ヘ ッ ドで初

心者 の吉田を指導.そ して森安 とバッ トルガ は採拓 中の墨入れ前 の状態 で,テ キス トのチェック作業.去 年以上の精度

が求められるの で,み んな一所懸命.特 に 日本側は5人 の うち3人(森 安 ・吉田 ・大澤)が 体調不良の 中,必 死でこら

えて仕事 をす る.し か しどんなに頑張 って も,ラ ムシュテ ット以上 に文字 を読み取 るのは困難.や は り表面の風化が進

んでいるのだろ う.既 に去年 とった拓本で,ラ ムシュテ ッ トの読み誤 りを訂正 した箇所 の再確 認 とか,去 年の拓本では

見えなかったが,ラ ムシュテッ トは正 しく読 んでいた箇所 を今 回は確認 で きたなどという程度の小 さな成果 はい くつ も

あった.昼 食 は交替で手早 く済 ませ た.に もかかわ らず,採 拓で きたのは大小断片 とも3面 ずつ.森 安 とバ ッ トルガの

チェ ックが済んだのも,大 断片の北 ・東面 と小断片の北 ・東 ・南面のみ.あ とは明 日に もちこす.

7時 過 ぎ,日 没が近付 いたので作業 中止.斜 めの夕陽 を利 用 しての写真 ・ビデオの撮影 にと りかか る.碑 石が非常に

重いので,こ ろがすのが大変.運 転手 も全員 手伝 う.ポ ジの写真 は林,ビ デオは森安 とバ ッ トルガが撮 影.全 て済 んだ

のは,な ん と日没寸前の8時57分 だ った,
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9時50分 頃,宿 舎に着いた時は真っ暗で,す ぐ夕食.

10時 半,合 同ミーティング.バ ヤルか らは,シ ヴェー ト躍オラー ン遺蹟の現地にあった彫像 はすべ てスケ ッチ を完了

したとの報告あ り.明 日はシネ ウスがなんとか午前中で終わ りそ うなので,午 後は同 じくウイグル時代 の遺蹟である可

能性のあるホシ ョーテ ィン=タ ルへ行 くことを日本側 が提案 し,了 承 される.ホ シ ョーテ ィン=タ ル行 きは時間の関係で

一旦 は断念 していたのだが
,こ こへ きて復活.ク タクタに疲れた1日 だったが,明 日も楽 しみ.

8月25日(月)ハ イルハ ン→ シネ ウス→ ハイル ハ ン→ ホ シ ョーテ ィン=タ ル→ ハイ ルハ ン

午前10時,オ チル以外のメ ンバ ーで出発.

10時45分,シ ネウス到着 。まず遺蹟全体 の写真 をみんなで交互 に撮影.去 年は拓本をとることだけで精一杯 で,碑

文本体 も遺蹟 もろ くに写真撮影 を していなか ったので,昨 日の最後 と今朝 はそのために少 し時間 をかけ た.例 によって

さっそ く馬 に乗 った牧民が来訪.今 日は午前中だけの予定 なので,テ ントな しで,昨 日と り残 した西面 を採拓.た だ し,

森安 とバッ トルガのチェック作業は,や は り小 断片 しかで きなかった.こ の2日 とも天気 に恵 まれた.

積 石塚 の中心部でGPS計 測,北 緯48度32分28秒,東 経102度12分46秒.森 安の高度計で1445m.経 緯 度は去年

の計測結果 とほぼ同じであるが,高 度は100mほ ど異なっている.午 後1時 で気温19度.

シ ネウス遺蹟は,東 西1.5～2㎞,南 北4～5㎞ と思 われる小 さい盆地状草原の,中 央部の南寄 りの ところにある.こ

の盆:地状草原全体は緩 やか な斜面 をな してお り,シ ネウス湖 の方(低 い方)以 外 の三方は きわめて低い 丘に囲まれてい

る.こ れ らの丘 は草のみで覆われ,樹 木 はない.も う一方の,湖 の向 こうの遠い山には森林 あ り.あ ち こちにゲルが2

～3家 族分ずつ点在 してい る.ハ イルハ ンとシネウス との間には似 たような規模 の小盆地状草原がい くつ もあるが,シ

ネウスのはとりわけ形 がよい.

念 のため,林 とバヤルにジープで周囲を回ってきて もらう.め ぼ しい ものは何 もない とい う.

午後1時18分,撤 収.ハ イルハ ンまでの途中,峠 を5～6回 越 えたが,1500m以 上 の時 もあ った.

1時56分,宿 舎に帰着.昼 食.午 前 中,オ チ ルはハ イルハ ンのソム長の ところに行 って,シ ネ ウス ・シヴェー ト=オ

ラーン両遺蹟の調査許可 を申請 し,採 拓や写真撮影の許可費 を支払 った.ま たシヴェー ト=オ ラー ンの石彫 についても

情報収集 した.

3時24分,今 度はホシ ョーテ ィン=タ ルに向けて出発7時 半に帰 る予定 として,ト ラックは随行 しない.バ ヤル と

バ ッ トル ガは,シ ヴェー ト=オ ラーンの石彫2体 が文化 セ ンターの別の建物 にあることが分か ったので,そ のスケ ッチ

のために残 る.

3時34分,湖 が右手(西 側)に 見えた.細 長い形.周 囲に牛多 し.羊 群 もい る.

3時40分,北 緯48度31分00秒,東 経101度54分38秒.森 安 の高度計で1425m.

3時48分,長 さ200mく らいの小 さい湖が見 える.

3時50分,ま た同 じくらいの湖あ り.牛 が水 を飲んでいる.あ ちこちにゲルが点在.馬 もい る.湖 畔のゲルに寄 って

道 を聞 く.下 半身裸の幼児や10代 の男 の子2人,主 人夫婦 その他が一斉にゲル より出て くる.

3時55分,や や大 きな湖が見 えて くる.長 さは2～3㎞,幅600～800mは あ りそ う.北 緯48度25分21秒,東 経

101度54分02秒.こ のあた りも,小 型の盆地状草原の連続 だが,近 くに森林 と水が多 く,相 当に豊かな ところらしい.

羊 もいるが,牛 が 目立つ.'

4時08分,ホ シ ョーテ ィン=タ ル(別 名ホシ ョー ン=タ ル)遺 蹟に到着する.ホ シ ョーティン=タ ル とは 「石碑のある

草原」 とい う意味.ハ イルハ ンか ら車 のメーターで約30㎞ だ った.遺 蹟 の中心部でGPS計 測,北 緯48度21分42秒,

東経101度51分08秒.森 安 の高度計 で1430m(晴 れ).気 温20度.

この遺蹟は発 掘の後その まま放置 された らしく,一 見 しただけでは遺構が よく分 か らない.か な り期待 はずれ .し か

し規模 としてはシネウス より劣 っているわけではない.や は り大 きなゴロ石の積石塚が中心だった らしい.方 形の土塁

と周溝 と大 きな積石が ある点で はシネウス と似ているが,南 側 に出入口が あるか どうかは不明.B崩TOBl996,p.37の

プランに示 される北側 の出入 口 も確認 できなか った.土 塁の高 さは現状 では1mあ るかないかだが,シ ネ ウスよ りは高

い.亀 趺があ り,長 さ165cm,幅118cm ,高 さ(地 表か ら)約50cm.首 の長 さ44cm,首 の周囲約130cm.ホ ゾ 穴は珍

しく円形で,直 径35cm,深 さllcm.か な りうまく自然石 を利用 した素朴 な作 りの亀趺 という感 じがす るが,首 のとこ

ろは巧 みに彫 ってある.

この盆地状草 原その ものは北が高 く南が低 い緩やかな斜面.東 の山の北斜面には森林 が多いが ,北 と西 の山は草原の

み.こ の三方が近 く,南 の方の 山は遠 い.こ の点ではシネウス遺蹟 の景観 と似ているが,東 西は4～5㎞,南 北は10㎞

以上あ りそ うで,シ ネウスの盆地 よりはずっ と大 きい.遺 蹟 は中央部の北寄 りにある.

5時06分,同 じ草原内の別の遺蹟へ移動.大 きな鹿石(ボ ガン=チ ョロー)が 立 っている.林 に よれ ば,盾 の模様が

あるので,そ ちらが背面 と分か る.角 柱状 で正面 と背面の幅 は42～43cm,側 面 の幅は68cm,地 表 よ りの高 さは250cm

で ある.花 崗岩 製で,鹿 石 として も非常に立 派な部類に入 る.こ れ自体 がヘ レクスルの中央に立ってい るが,周 囲にい

くつものヘ レクスルが ある.

次 いで,こ こか ら120mし か 離れていない,き わめて大規模なヘ レクスルに向か う.そ の中央には積石塚があ り,直
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径は24m.積 石 の大 きさは,シ ネウスやホシ ョーティン=タ ルの もの よ.りもはるかに大 き く,'lm以 上 の石がゴロゴロ

ある.こ の塚 を中心 にして,四 角い石列 がある.そ の規模 は85×122×82×108mの ほぼ長方形.四 隅が東西南北 に

ほぼ対応 してい る.こ の石列の外 に,さ らに小 さい石堆が何重に もある.

さ らにここか ら東方340mの 地点 にある板石墓 に行 く.こ の板石墓の石材 として,鹿 石が再利用 されている.従 って

板石墓の方が鹿石 よ り時代が新 しい.林 によれば,こ ういう例はい くつもある とい う.

6時38分,撤 収.来 た時 とは,湖 群 をはさんで反対側(す なわち西側)の 道を北上.草 原の草 はまだ緑 だが,湖 の周

りだけ黄変 している.

7時07分,湖 か ら流れ出る河 を渡 る.こ の湖 も長 さ2～3㎞,幅1㎞ はあ りそ う.ま もな くハ イルハ ンまで5㎞ と

いう標示あ り.7時20分,宿 舎に帰着.

8月26日(火)ハ イルハ ン→ ブ グ ト→ ツ ェツェル レ ク

午前7時,室 温13度,森 安の高度計で1330m.

8時15分,朝 食.

9時27分,出 発.ど んよ り曇っていて,道 中が楽そ う.昨 日の帰路 と同じ道を南 下.

10時10分,ホ シ ョーテ ィン漏タル遺蹟のそば を通過.

10時20分,小 河のある湿地 を渡 り,一 旦停車.遅 れてい る トラックを待つ.北 緯48度21分15秒,東 経101度50

分30秒.高 度計で1450m.

10時27分,発 車.フ ヌイ河のす ぐ西側 を走 る.水 流の幅は5～15m.河 原 の幅は1.5～3㎞.ゲ ル と家畜備 在.

11時10分,ゲ ルに寄って道 を尋 ねる.こ こはエルデ ネマンダル=ソ ム.雨 が少 し降っていて寒い.馬 が柵のなかに10

頭 ほ ど入 ってい る.そ の外 に も馬群がいる.こ のゲルはフヌイ河のす ぐほ と りにある.向 こうには牛の群れが見える.

こ こで馬乳酒を買い込む.こ こか らブグ トまでは40㎞ く らい らしい.

11時 半,発 車.ま もな くイフタミル=ソ ムに入る.

11時52分,約20あ る とい うフヌイ河の支流の1つ を渡 る.

11時56分,北 緯48度02分49秒,東 経101度26分37秒.森 安の高度計で1605m.

午後0時06分,北 緯47度59分51秒,東 経101度24分47秒.高 度計で1690m.

0時18分,峠 を越す.高 度計で1790m.少 し下 ると,や や小 さい盆地状草原.ゲ ルが20ほ ど点在 し,家 畜多 し.数

分で また上 り.ず っ と小雨が続いている.

0時25分,ま た峠 あ り.高 度計で1830m.こ の後 も小草原 と峠の繰 り返 し.高 度か ら判断す ると,こ のあた りでフ

ヌイ河 とイフタミル河 との分水嶺 を越 えたはず.

0時36分,固 定家屋が数軒 あるところを通過.道 を聞 こうとするが,人 影 なし.約1㎞ 離れたゲルへ行 く.北 緯47

度54分09秒,東 経101度18分13秒,高 度計で1680m.こ の あた りの家畜 にはヤクが混 じっている.や は り先ほ どの

固定家屋のあった ところがブグ ト(Byryr-ByraT)=ブ リガ ドだ った.か な り山奥の感 じだが,電 柱 は続いているので,

電 気はつ くはず.

1時03分,ブ グ ト遺蹟に到着.一 見 した ところ,土 塁は縦横40×50mく らいの長方形で,内 側 に周溝がある.中 心

をなすマ ウン ドの高 さは1mも ない.こ れは突厥第一可汗 国時代 のものであるこ とが,出 土 したソグ ド語 の碑文から判

明 しているが,そ のブグ ト碑文は今 はツェツ ェル レクの博物館 にあって,こ こにはない.碑 文の発見が遅かったので,

人里離れた ところなのか と想像 していただけに,遺 蹟が道路のす ぐ傍なのは意外 だった.遺 蹟の中心でGPS計 測,北 緯

47度49分11秒,東 経101度16分58秒.高 度計で1615m.ま だ わずかなが ら雨が降ってい る.

こ こもこれまでの遺蹟があったところと同様の盆地状草原.東 西が5～6㎞,南 北が10～14㎞ は あろ うか.ブ グ ト篇

ブ リガ ドの小集落か らここまでが7～8km.

我 々が作業 を始めると,大 人 も子供 もた くさん集 まって きた.そ の相手 をした り,い ろんな作業 をして いるうちに雨

はあが り,写 真 撮影 も十分で きた.ま たバヤ ルが持参 して きた ヴォイ トフの新本 に,ブ グ ト遺蹟 の詳細 なプランが掲載

されている(Bo所TOBl996,p,33)の で,我 々がここに一泊 して計測をする必要 もな くなった.そ こで予定を変 えて,早 々

にここを撤収す ることにする.

3時58分,発 車.

4時13分,峠 を越す.森 安の高度計で1695m.前 下 方にホイ トタミル河が見えて くる.

4時20分,ホ イ ト=タ ミル河原.高 度1605m.家 畜 にヤ クが混 じっている.例 によって,大 きい河筋 には広葉樹 がびっ

しりと生 えてい る.ま もな くタイハル大岩が見 えて くる.

4時 半 過 ぎ,イ フタミル=ソ ムの中心集落を通過.新 しく建 てられた仏寺が見える.す ぐに15～20m幅 の 水流2本 を

また ぐ大橋 を渡 るが,驚 いたことにその本流 以外 に も,同 じほ どの幅の水 流が何本 もある.そ れを車で直接渡るのにウ

ロウロ した.こ こも中型の盆地状草原である.あ ちこちにゲルあ り.

5時,こ のあた りか ら山に入 ってい く感 じ.ゲ ル も家畜 も多い.森 安の高度計 で1675m.

5時07分,森 林 の中の道になる.
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5時ll分,ツ ェッェルレクに入 る直前の峠で停車.北 緯47度30分06秒,東 経101度25分00秒.森 安 の高度計で

ちょうど2000m(曇 り).気 温12度.

5時 半,発 車.途 中,検:問 があ り,5時49分,ツ ェツェル レクの博物館前の通 りにあるホテルに到着.部 屋 はかな り

よいが,ト イレの水は出ない.大 きな タライ に汲んだ水が配給 される.そ れで もあ りがたいことに洗濯 をして くれると

い う.

夕食 を待つ問,森 安 と片山はシネウス碑文のテキス トの作 り方について議論.か な り遅 くなって ようや く夕食.バ ー

をレス トランがわ りに して,久 しぶ りに豪華な夕食.牛 肉のスープもワインもおい しか った.

8月27日(水)ツ ェツ ェル レク

午前6時,森 安起床.室 温15度.森 安の高度計で1710m.ま だ真 っ暗なので,部 屋の電灯 をつけて,シ ネウス碑文

を復習.こ れまで読めていなかった ところを2箇 所修正で きた.

8時 半,朝 食.

9時40分,ホ テルのす ぐ近 くのアルハ ンガイ県博物館 に行 き,中 庭 に安置 されてい るブグ ト碑文 の採拓作業 を開始す

る.立 っている碑文 を採拓するのは,我 々に は初めての経験.博 物館の中庭 なので,作 業 は比較的容易 だろ うと思 って

いたが,や は りモ ンゴルは風 が強い.さ らに天気 もいいので,水 分の乾 きが早 く,相 当に苦労する.ま ず上下2段 に分

けて,下 の方か ら採拓 し,そ の拓本 を吉田 と森安が室内で読み合せ.そ の 間に他 のメンバ ーは上 の方 を採拓.上 の方は

大 きく破損 していて形 が悪いため,簡 単 に風が入 り,作 業は難航.み んなの協力でなん とか成功.

午後1時,森 安 ・吉 田以外 は昼食の ためホテルに戻 る.残 った2人 で,下 の方の2枚 目の拓本に挑戦.悪 戦苦闘 し,

よ うや く紙の押 し込みが終わった頃に,他 のメンバーが2人 の弁当を持って戻 って きた.上 の方の2枚 目は片 山 ・吉 田 ・

大澤 ・バ ットルガに任せ る.

昼 食後,オ チルが,こ こか ら70㎞ 西 北に,文 字のかかれた碑石が ある との情報 を得て きた.そ こで オチルと林カミ,

下見 とポラロイ ド写真 を撮 りに行 き,そ の結果 を見て どうするか決めることにする.

ブ グ ト碑文は正面 と両側面の3面 が ソグ ド文字 ソグ ド語で あるが,裏 面にもなにか文字 はあ る.昨 年,肉 眼で見た時

は,ほ とんど破 損 していると思 ったが,た またま側面からはみ出た紙 を大澤が押 し込 んだ ら,か な りくっきり文字が現

われた.そ こで急遽,裏 面 も本格的に採拓す ることに した.採 拓 後,計 測 と写真撮影.こ の時,館 内に保管 されている

碑頭部の2断 片 を持ち出 して きて,本 体 と合 わせて撮影 した.碑 頭部 は本来左右対称であった可能性が 大 きいと林 ・片

山 らはいう.亀 趺 を含 む全体 の高 さは245cm,亀 趺 を除 く碑石 は高 さ197cm,幅72cm,厚 さ19.Scm.碑 頭 の狼 と乳幼児

が彫 られている とされる部分 のスケ ッチ と,破 損部の推定復元は片 山とバ ヤルが担当予定.吉 田は肉眼 での碑文読み取

りを試みるが,拓 本ほどには読めないことを痛感.オ チル ・林が戻 って きたが,た だの鹿石だった との ことで,期 待は

ずれに終わった.夕 方7時,撤 収.

8時,夕 食.9時,合 同 ミーティング.今 日の成果,特 に吉田によるブグ ト碑文 の新 しい読みについてモ ンゴル側に

説明.そ れから,今 後の 日程 を調整.明 朝出発前にバヤルはもう一度 ブグ ト碑文の狼をスケッチ しにいってくるという.

そ の後,日 本側だけのミーティング.オ ルホン大平原地域 での具体的行動 について相談.Il時 半 頃,解 散.

8月28日(木)ツ ェ ヅェル レク→ ハル ホ リン

午前6時,吉 田起床.ブ グ ト碑 文の拓本を読む.

8時40分,朝 食.

9時55分,オ チルがハルホリンまでの途中,少 し寄 り道すれば温泉があるとの情報 を入手 してきたので,急 遽予定を

変更 し,道 を知ってい る4号 車 を先導車 としてそち らに向かうことにする.

10時05分,出 発.ハ ルホ リンへ のハイウェイを離れ少 し行ったところで,1号 車 の トランシーバーの電池がな くなっ

てお り,受 信 はで きるが発信がで きない ことに気付 く.先 頭の4号 車 と指 令 を出す1号 車のグループと他車のグループ

とが離 れ離れになってしまった.そ こへ2号 車の大澤か ら,運 転手の様子 がおか しく運転不能 との連絡 が入 る.ト ラン

シーバ ーの電池 を入れ替えた1号 車が一旦 町へ戻 り,ハ ルホリンへのハ イウェイを数 ㎞ 進んで停車 していた2号 車を

見付けると,な ん と運転手のエ ンフバ トは朝 まで酒 を飲んでいた らし くハ イの状態.こ れでは どうしよ うもないので,

通訳のバチカが 替わ りに運転す るこ とになる.し か し2号 車 には独特のクセがあ り,エ ンジンがかか らない.他 の車で

引 っ張 ってエンジ ンをかける.こ のことを繰 り返す うちにどうや らバ ッテリーがあがって しまった.

ll時15分,2号 車 を牽引 したまま,ウ リトタミル河の橋 にさしかかる.北 緯47度26分15秒,東 経101度28分55

秒.森 安の高度計で1715m.河 は2～3本 に分岐 し,水 流幅は10～30m.河 原 は広 く,橋 も2つ ある.そ れを渡 った

ところで停車.運 転手全員で修理 にかかる.相 変わらずハ イ状態のエ ンフバ トをバヤル とボル ドが河へ連れてい く.

午後0時io分,よ うや く修理がで き,発 車.と ころが今度は3号 車がおか しい.ま た停車.北 緯47度24分05秒,

東 経101度29分31秒.

0時40分,発 車.0時44分,峠 を越す.森 安の高度計で1805m.こ こ を下 りた ら小 さい盆地状草原.2人 の騎馬遊

牧民が10頭 く らいの馬 を引 き連れている.1人 が オールガを持ってい る.こ こで も河原のみが黄変 し始めている.
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!時03分,高 度1820m.や が て森林の中の道.ど んどん上 る.ハ ルモ ドと白樺 に,潅 木 も混 じる.

1時10分,峠 を越す.森 安 の高度計で1980m.

!時34分,温 泉に到着.北 緯:47度19分io秒,東 経101度39分19秒.森 安 の高度計で1805m。 こんなところで露

天風呂に入れる とは夢 にも思っていなか った.実 に爽快 な気分.草 上の昼 食 も,質 素だが実 にうまい.午 前 中はさんざ

んだったが,結 局はみんなに とってまたとない休息になった.

4時10分,出 発.4時28分,や や広い ところに下 りて きた.高 度1710m.河 筋 にかな りの樹水が ある.こ れはツェ

ツェル レク河だとい う.水 流の幅は2～3!n.

4時37分,ま た2号 車がエ ンス ト.

5時05分,発 車.す ぐに視野が さらに開けて くる.水 流の幅 は10mく らいはあ りそ う(遠 望のみ).ゲ ル も家畜 も

多 く,立 派な夏営地である.

5時15分,平 らな河原のなか を走行.北 緯47度22分00秒,東 経101度45分35秒.森 安の高度計で1685m.ま も

な く河 を渡 る.水 流は何本 もあ り,大 は20m幅,小 は10m前 後.

5時28分,ツ ェンヘ ル=ソ ムの申心集落の近 くを通過。

6時54分,ポ トン ト=ソ ムの中心集落 に入る.文 化 センターへの道を聞 く.文 化 センターの外 に展示 されてい るカラ

=バ ルガスン碑文の碑 頭の一部(約5分 の2)を 手早 く撮影 ・計測 .こ ろが してみて,な ん とこの碑頭は,碑 身 と一体

なのではな く,碑 身の上 にかぶせて置 く形式の ものであることが分かる(1).ホ ゾ穴の幅 も判明.ポ ラロイ ド大活躍.

7時48分,発 車.す ぐにオルホン大平原が見えて くる.こ れ までの小型 ・中型の盆地状草原 に比べ て,な んとも広大

である.去 年はぬかるんでいて最悪だった道 も今年はそれほ どではない.

今 は牛 の交尾期 らしく,1日 に2回 も,交 尾 している ところを目撃 した.ま た1日 申曇 っていたおかげ で,ジ ープの

旅が暑 くなかった.日 没間際に初めて 日光 を見た.

9時08分,カ ラコルム遺蹟の北のオルホン平原の中にあるゲル式ホテルに到着.去 年 も泊まったハ ンバイ ンニジ ョー

ルチニ ィ;バ ーズすなわちハ ンバ イン=ッ ーリス ト=キ ャンプであ る。 しか し先行 してい た トラックと生活係 は,勝 手 に

ハルホ リンの町にあ るオルホ ン竃ホテルへ行 って予約 まで して しまったの で,未 だここに はいれるか どうか不明.オ チ

ルが交渉にい く.ツ ルが群れ をな して飛 んでいる.

9時18分,や っとここに落ち着 けることが決 まる.北 緯47度16分,東 経102度49分.

10時 頃,夕 食.今 日は合同 ミーティングなし.そ の替 わ り,モ ンゴル側のみ,運 転手たちを集めて綱紀粛正 のための

ミーティングを開いた という.

8月29日(金)ハ ルホ リン→ ホ シ ョー=ツ ァイ ダム→ ツァ ガン=バ イ シン→ ハ ルホ リン

午前8時 半,朝 食.森 安の高度計で1480m.空 撮 用のヘ リコプターをウランバー トルから呼 ぶ件で,も う一度 オチル

と森安が相談 明 日もし天気予報が晴れな ら,夕 方6時 頃までにこちらに飛来 してもらい,夕 陽で撮影 し,そ の まま帰っ

てもらうというのが第一案.も し天気予報が はず れて夕方の天気が悪 くな った ら,パ イロッ トに一泊 して もらい,明 後

日の早朝に撮影 するとい うのが第二案.予 報 が雨天 ない し曇天の場合は順 延 ということにす る.そ こで今 日は,空 撮の

下準備のため,ま だ我々の見た ことのないホ ショー=ッ ァイダム第四遺蹟,ツ ァガン=バ イシ ン,ド イテ ィン=バ ルガス

を探 しにい くことにする.

10時07分,出 発.直 前 に,エ ンフバ トが昨 日の不祥事 を謝罪.途 中ゲルに寄 ってッ ァガン=バ イシンへ の道 を尋ねる

が,分 か りに くかったので,先 にホシ ョー=ツ ァイダムに向か う.ホ シa一=ツ ァイダムはアルハ ンガイ県(ア イマク)

ハ シャト=ソ ムに所属.

ll時18分,ホ シ ョー=ツ ァイダム第三遺蹟 に到着.去 年 も来た ところなので,写 真撮影 は簡単にす る.遺 蹟の中心部

でGPS計 測,北 緯47度34分IS秒,東 経102度49分39秒.森 安の高度計で1415m(曇 り).日 本側 は成分分析用に

瓦 とレンガの破片をそれぞれ10個 以 上採取.モ ンゴル側 は歴史研究所 に保管す るため,で きるだけ大 きい瓦 ・レンガ

を採集.

次 に,そ こか ら東北方へ400～500m歩 い ていったところに第四遺蹟があった.こ こは初めてなので,丁 寧 にビデオ と

写真撮影.み んなで瓦 とレンガを探 して もらうが,瓦 は見つか らない.も ともとなかったらしい.レ ンガのみ破片を採

取、 この第四遺蹟に も石槨 の板石が残 っている。その上 でGPS計 測,北 緯47度34分28秒,東 経102度49分49秒.

森 安の高度計で1410m(曇 り).気 温25度.こ の遺蹟のあるところもわずかなが ら小高 く,東 の方へ なだらかに下っ

ている.石 彫の 類 はない.第1バ ルバルには立派な石が使 われている.バ ルバ ル列はやは り東へ向かっ て伸 びている.

片 山が磁 石で計 った ら,こ の第四遺蹟 はキ ョル=テ ギン遺蹟のほぼ真北 に ある という.森 安の磁石で もこれ を確認.た

だ し真北 と磁北 との補正値 は考慮 していないので注意.

午後0時58分,出 発.ツ ァガン=バ イシ ンへ行 くためにホクシ ン=オ ルホン河畔 のゲルに立ち寄 って道 を聞 くが,こ

(t)た だ しこの点は我々がそれまで認識していなかっただけである.8月31日 の条参照.
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の まま西へ は進 めない とい う.湿 地があるら しい.も う一度戻 って今朝来 た道 を南下する.な ん と今朝 道 を聞いて要領

を得なか ったゲルのある集 落(木 製小屋 も多かった)ま で戻 り,そ こか ら西 へ進み,ホ クシ ン=オ ルホン河 を渡る.渡

る前で羊 の大群を見る.水 流の幅20～30m.き れ いな水.も う一度ゲルに寄 り,先 行 した我 々の トラックが止 まってい

るところが ツァガン=バ イシンに間違いないか尋 ねる.牧 民の返答は,あ れが ッァガン=バ イシン遺蹟だとのこ と.

1時53分,到 着.い くつかの建物跡のうち,ま ず一番高い所か ら下見 をしようとした ら,な んとハ リネズ ミが穴に逃

げ込めずに,半 分 身体 を出 している.引 きず り出 して しばらく待っていた ら,顔 を出 して動 き始めた.と て もかわいい

ので,み んなで ビデオ撮影.馬 に乗った遊牧民 の子供や青年が何人 も来訪.も の珍 しそ うに我々の道具 や食事 の準備 を

見ている。

遺蹟のす ぐ北 には丘が あ り,そ の向 こうまでは見渡 せ ない.東 北 の端の方 に低 い 山が遠望で きるのみ.西 にはカラ=

バ ルガスン遺蹟の中で最 も高い宮城部分が,10㎞ く らいはあるはずだが,か すか1こ低 く見えるのみ.そ の向こうの山

も低 く見 える.南 も,西 か ら続 く山がさらに低 く,か すんで見える.い か にも大平原の感 じ.東 は丘が 比較的近い.そ

れでも8-y10kmは あ ろうか.

ッ ァガン=バ イシン遺蹟の中心的遺構 は一辺が36mの 正方形.そ の一番高い所 は東北の角で地表 か ら約3m.そ こで

GPS計 測,北 緯47度27分37秒,東 経102度46分46秒.森 安の高度計で1445m,曇 り.気 温27度 だ が,風 があって

涼 しい.

昼 食後,オ チルは1台 のジープで ドイテ ィン=バ ルガスへの道 を探 しにい く.も う1台 のジープが トランシーバ ー連

絡を中継するため,北 側の丘 の頂上に登 って待機.残 ったメンバーは,こ のバイシンの境域 内に散 らばるレンガを探 し,

境 界 を決める作業 をし,簡 単 な測量 をする.堀 の跡 らしきものは認 められるが,境 界は不明瞭.し か し少な くとも200

×150m以 上 はある.中 心的遺構 の南 に,そ れ より低 くて小 さい基壇が3つ,東 にさらに小 さい ものが2つ あ る.全 体

の見取図は林 の担当.日 本側 は分析用 にレンガの破片 を採取.モ ンゴル側 は保存用 に大 きいレンガを採 集.こ こで も瓦

はひとつも見つか らなか った.

オチルか ら トランシーバーで,ド イティン=バ ルガスが見つかったこと,そ こか らッー リス ト=キ ャンプにまっす ぐ帰

る との連絡が入 ったので,我 々も引 き上げる ことにす る.帰 りぎわに,ボ ル ドとバヤルが付近の牧民 に聞いたところ,

ッ ァガン=バ イシンの西南 にある黒 っぽい独立丘は,エ ルデニ=オ ーラと呼 ばれる自然の小 山で,そ こには レンガとか人

工物はない という(1).そ して普段は湿地のため車では近付けないが,春 のみ湿地は乾燥するら しい.

7時 前,ツ ーリス ト=キ ャンプに帰着.

7時 半 過 ぎ,夕 食.食 後,レ スrラ ンでその まま合 同 ミーテ ィング.オ チル より ドイティン=バ ルガスについて報告

を受け,明 日の空撮の手順 を細か くつめる.オ チルは夕方 までにはカラ=バ ルガスンか らハルホ リンの ツー リス ト=キ ャ

ンプに戻 り,そ こでヘ リコプターがウランバ ー トルか らやって来るの を待 つ.そ してパイロッ トと共 に,時 間 と天気を

見計 らって,い けそうだ と判断 した らヘ リに乗 り込み,朝 か らカラ=バ ル ガス ンで仕事 中の我々を迎 えに来 る.そ こで

全員がヘ リに乗 ってカラ=バ ルガスンの 宮城 と都市遺蹟全体 を空撮,次 いで ドイティン=バ ルガ ス,ホ シ ョー=ッ ァイダ

ム,ッ ァガン=バ イシンの順 に空撮 してから,ド イティン=バ ルガスに着陸.そ こで地上撮影 と瓦 ・レンガの採集を して,

ハ ルホリ ンに帰る とい う予 定 にする.ま た 目印のため,ト ラ ックとジープ1台 はホシ ョー=ッ ァイダムの第 三 ・第四遺

蹟へ行 って もらうことにする.

ッーリス ト=キ ャンプ,森 安の高度計で1475m.

8月30日(土)ハ ルホ リン→ カ ラ=バ ル ガス ン→ヘ リで空 撮→ ハル ホ リン

夜 中,地 面 を這 うような音 を立てて風 が近付 いてきて,ゲ ルを直撃.し か しゲル そのものにはあまり影 響な し.天 井

の煙 出 し穴が開いたままなの に,中 はたい した ことない.ッ ー リス ト=キ ャンプ,森 安の高度計で1420m.

午前6時 過 ぎ,森 安起床.い よいよ空撮 の日だ.ラ イ トをつけてカラ=バ ルガス ン関係の資料 にあ らためて目を通す.

7時 半 過 ぎ,日 の出ある も,天 気 はそれほど芳 しくなく,心 配.晴 れて くれるのを祈 るのみ.

8時 半,朝 食.

9時42分,出 発.オ ルホン大平原の草 は もうかな り黄 ばんでいる.や は り河原 だか らだろう.こ れに対 し,す ぐ西 と

南の山丘の草 はまだ緑である.ッ ルの大群 を見る.羽 根は外が灰色で内が黒 雁 も一列 に飛んでいる.

10時47分,カ ラ=バ ルガスン碑文 のある場所に到着.宮 城の南壁か ら南へ約500m離 れ た所 で,別 の独立 した建築遺

構の内部である.こ こはアルハ ンガイ県(ア イマク)の ポ トン ト=ソ ムに所属.去 年の予備調査 で碑石の割れた断片17

個 を確認 し,片 山がナ ンバ ーをふっているの で,そ れをそのまま採用す る ことにする.ま ず吉田と大澤が各断片の2箇

所にガムテープを張 り付 け,そ れに片山が ナ ンバ ーを書 き込む.ま た,少 し離れた場所 にあった2断 片 もこち らに運ん

で きて,No.18とNo.19と す る.ナ ンバ ーがずれ ない ように,林 がポラロイ ド撮影.あ とは各 自が順 々に写真 ない しビ

デオ撮影。その後,よ く見るとNo.19は 同 じ花 崗岩だが他の18断 片 とは石 質が違い,赤 っぼ くないこ とに気付いたの

(1)し か しウ ラ ンバ ー トル に戻 って か ら白石 に 聞い た とこ ろで は
,何 か あ る ら しい.
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で,削 除.ポ トン トの文化 センターにあ った碑頭の一部 をNo.19と す る(1).現 在 我々が見ることので きる断片 は19個 で

あるが,1908年 に大谷探検 隊の野村栄三郎が現地を訪れた時 には37個 あ った という(野 村1937,p.467).ラ ドロフの

Atlasも 参 照 してみる と,漢 文の書かれていた大 きな断片はほぼ全て無 くなっていることに気付 く.そ れは ともか く,厚

さだけ とって も70cm前 後 もあった稀 にみる巨碑がこれだけこなごなに砕 かれているのは異常 としか思 えない.そ の理

由は,ペ ル レーがい うように,ウ イグルの宿敵キルギスが840年 に東 ウイグル可汗国 を滅ぼ した時に故意に破壊 したか

らであろう(cf.n3p∬331961,p.51).漢 文 面やソグ ド語面が比較的 よく残 っていたのに,も っ とも使用面積 が広かったは

ずのルーン文字 ウイグル語面 の残 りが極端に少 ない事実は,や は りルーン文字の読 めるキルギス人が意 図的に破壊 した

とい う推測 を裏付けるように思 われる.

それから拓本 をとる作業に移 るが,相 当に風が強いので,や はりテン トを立てる ことに した.2つ の テ ン トに,文 字

の残っている断 片が まとまって入る ように,断 片 をころがす.断 片 とはい えか なりの重 さがあ り,か つ 文字を傷めては

いけないので,こ の仕事は力持 ちぞろいのモ ンゴル側 に任せ る.そ の後,苦 労 してや っとテン トを設営.

午 後1時 頃,昼 食.晴 れているが,相 変わ らず風は強 く,肌 寒い.気 温16度.昼 食後,も う一度オチル と森安が夕方

のヘ リ空撮の手 順について協議.今 日の雲行 きを考えると,夕 方7時 過 ぎでは危ないと判断 し,6時 に はヘ リが ウラン

バー トルか らカラ=バ ルガス ンに飛来 している ようにする.そ れか らビデ オの撮影時間の配分 について も相談.森 安は,

日本側に はデジタル;ビ デ オがあ り,す ぐにコンピュー ターに取 り込んで 画像化で きる利 点があるので,日 本側対モ ン

ゴル側 の持ち時 間 を2対1と す るよう提案 したが,去 年の経験 とか命綱 を付 け替える時間のロス を考慮 し,全 て森安1

人で撮影す るこ とになる.そ の代わ り,片 山 がモニ ター付 きのビデオで窓 か ら手 を差 し出す方法で補助 的 に撮影 し,そ

れを日本帰国後 にダビングしたテープをモンゴル側に送付するこ とで合意 した.

2時 過 ぎ,オ チルは トラックでハル ホ リンへ戻 り,拓 本許可 の申請 を した り,ヘ リを待ち受 ける準備.3号 車 と4号

車は,ホ シ ョー=ツ ァイダムの第三 ・第 四遺蹟に向けて 出発.バ ヤルは碑 頭のスケ ッチ.そ の他のメ ンバ ーは2つ のテ

ン トに分かれて入 って,採 拓作業開始.森 安 のみ は,空 撮の時 のポイン トを探す 目的と,瓦 ・レンガの採集 を兼ねて,

1号 車 でカラ=バ ルガスンの都市部 を回 ることにす る.カ ラ=バ ルガスンは近代の遺蹟名で,元 来 は東 ウイグル可汗国の

首都 オル ドゥ=バ リクである.以 下のポイ ントa～kは,ラ ドロフのAtlas,pl..XXVII-1の コ ピーに書 き込 む.

a:碑 頭 のあるところ.北 緯47度25分34秒,東 経102度39分24秒.森 安 の高度計で1365m.

b:碑 石 の散在 しているところか ら西北西へ80～90歩 の基壇 の上。確かに碑石のある地面 より数mは 高い.北 緯47

度25分36秒,東 経102度39分21秒.森 安の高度計で1370m.こ こで瓦の破片 を採集,

c:約100m幅 の 大通 り(Aと 命 名)に 面 した土壁の上.北 緯47度25分40秒,東 経102度39分13秒.

d:北 緯47度25分56秒,東 経102度38分31秒.森 安 の高度計で1370m.こ こで土器 らしき破片 を採集.

e:約50m幅 の大通 り(Bと 命 名)の 南端の土壁の角.北 緯:47度25分37秒,東 経102度38分19秒.

f:大 通 りBの 北端の土壁の角.北 緯47度26分01秒,東 経102度38分32秒.e～f間 を車のメーターで計 った ら,

ち ょうど1㎞ であった.つ ま り大通 りBの 長 さがほぼ1㎞ とレ・うこと.

g:北 緯47度25分56秒,東 経102度38分50秒.

h:北 緯47度25分52秒,東 経102度38分58秒.こ こは宮城 に近 く,一 旦テ ントに戻 る.そ こで林 をピックア ップ

し,こ れから後は森安 ・林が1号 車 で回る.

i:北 緯47度24分27秒,東 経102度39分04秒.こ こか ら眺めると,ほ ぼ東北か ら南西 にまっす ぐ走るラインよ り

北は都市址 だが,南 は完全 に畑に されて しまっていて,何 もない.北 側にはわずかに起伏が認め られ る.

j:北 緯47度24分04秒,東 経102度38分27秒.こ こは畑のす ぐ隣iで,い くつ もの礎石が投 げ出されてい る.ト ラ

クターで畑 を耕す ときに邪 魔 になるので,放 り出された ものに相違 ない.1つ の完全 な礎石 があ り,そ れはカラ=バ ル

ガス ン碑文と同 じ赤 っぽい花崗岩製 であ る.

k:北 緯47度24分01秒,東 経102度38分17秒.森 安の高度計で1380m.こ こには先ほ どのj地 点 よりはるか に

多 くの礎石 らしきものが ころが ってい る.ま た瓦 も多いので採取 した.明 らかに都市址 の一部である.こ こは,も しか

した らヘ リよ り見えるのではなかろうか.宮 城 とは相当に離れた地点であ る.ま たここか ら少 し離れた所 で,大 きな石

臼を発見 した.残 念 なが ら割れているが,幸 いその直径は110cmで あ ることが分かる.1949年 に ここを部分的に発掘

したキセ リョフとペ ルレー は,オ ル ドゥ=バ リクのほとん どの家庭 には穀 物用 の挽 き臼が あ ったが,そ の1つ として完

全には残っていない と述べ,そ の原因を,840年 の キルギスによるウイグルの首都攻撃に帰 している(Kxcenes1957,pp,

94-95;n3p∬3gl961,p.51).ジ ー プで回ってみた限 りでは,や はり都市址 はラ ドロフの図面(Atlas,pl.XXVII-1)の ように

実 に広大な範囲にひろがっている.ラ ドロフの図面で は,少 な くとも東西 は3㎞ 以上,南 北は7㎞ 前後ある(2).た だ

(1)こ の カラ=バ ルガスン碑文の石質については
,去 年,許 可を得て破片を日本へ持ち帰 り,京 都大学の石坂恭一教授に分析 してい

ただいたところ,ピ ンク色のカリ長石が最:も多く,石 英 と斜長石はほぼ等量の粗粒黒雲母花崗岩という結果が出ている.

(2)白 石 によると
,都 市址は東に約25度 振れており,そ の軸に従って南北方向で12km以 上(こ れより外の写真が無いため確実な

限界は不明だが,12㎞ から大きく出ることはない.な ぜなら平地から斜面へと地形が変化するため)あ り,東 西方向は軸に直交
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し現代の麦畑が,南 の方か らかな り侵食 してきてい る.こ の様子は空か らは分かるのだ ろうか.

天気が よくな らないので,今 日の空撮 は中止 かなと思 って いた矢先の6時 過 ぎ,ハ ルホ リン方面 か らヘ リが飛んで来

るのを,誰 かが見付けて大声をあげた.み る みる近付いて きて着陸 したヘ リか ら,オ チルが降 りて くる.あ いに くの天

候で,都 市址 を浮 き上が らせる効果 を期待 した斜めか らの夕陽は望 むべ くもない.森 安はオチ ルと協議 の うえ,今 日こ

れか ら1時 間,そ して明朝1時 間ずつフライ トす るこ とを決断.さ っそ くその ことを全員に伝 え,森 安 は防寒服 をまと

い,デ ジタル=ビ デ オ機器 を暖めるための使い捨 てカイロを出 し,地 図によるパ イロ ットへ の説明など準備万端整 える.

皆 でヘ リの前に並 んで記念撮影.

7時26分,い よい よ離陸.ヘ リによる空撮 開始.森 安が命綱 をつけ,開 けた ドアか らビデオとカメラで撮影.電 池や

フィルムなどの交換のため に林が補助.オ チ ルはパイロッ トと共にコック ピッ トに入 る.バ チ カが森安 の指令 を操縦士

に伝 える役.片 山が ドア側 で ビデオ.大 澤 が反対側で ビデオ.ま ずカラ=バ ルガスン遺蹟 の宮城,次 いで都市址全体の

上 を2～3回 ずつ旋回 してジ ビデオ とカメラ.次 にッァガン=バ イシ ンを3度 旋回.最 後にホシ ョー置ツァイ ダム.

8時20分,ヘ リは南下 してツーリス ト=キ ャンプに着陸.

9時 頃,夕 食.停 電なのでローソクの明か りで.夕 食後,片 山が95年 型 ソニー=ハ ンディカムで撮影 した ビデオをモ

ニ ターで再生 .モ ンゴル側 もみんな見に くる.森 安 のデジタル=ビ デオ よ りよく撮れてい る.森 安のは,何 度 もヘ リの

高度の上げ下げ を指示 したの と,や た らにズ ーム を使 ったのが失敗の原因.明 日の空撮 の参考 となる,は か らず もミー

ティングが わ りとなる.

明朝は8時 に離陸 して,カ ラ=バ ルガス ン→ ドイテ ィン=バ ル ガス→ホシ ョー=ッ ァイダムと回る予定。命綱 を付 ける

メイン撮影者は林,補 助は吉田,ド ァ側の ビデオは大澤,反 対側の ビデオは片山.

8月31日(日)ハ ルホ リン→ヘ リで空 撮→ ドイテ ィン=バ ル ガ ス→ ヘ リで空 撮→ カ ラ=バ ル ガス ン→ ハル ホ

リン

夜中は非常に冷 え込 んだ.朝 の天気 は予想ほどよくない.そ こで午前8時 に離 陸 とい う予定は中止す る.森 安の高度

計で1375m.

午 前8時 半,朝 食.

9時 半,ジ ープをカラ=バ ルガス ンへ先行 させ る.

10時,ヘ リ離陸 待 ったかいがあって少 しずつ天気 も回復 して きた.ビ デオ とカメラの撮影布陣 は昨夜決めた通 り.

森 安は,林 とオチルの問に立 って,ル ー トのガイ ドと補助 的撮影.昨 日はヘ リの高度の上 げ下げを細か く指示 しす ぎて,

か えって失敗 したので, .今 日は高度をほぼ80mに 固定する.カ ラ=バ ルガス ンでは都市tltの部分 を丁寧に とるようにガ

イ ド.一 度は大通 りAの 上 を飛ぶ.

10時 半,ド イティン=バ ルガス を空撮後に,そ こに着陸

ドイティン=バ ルガスは四方 に湖 があ り,白 石の指摘 どお り(白 石1997,pp。115-118),オ ゴ デイの春の離宮 にふ さわ

しい ところ.大 きな礎 石や基壇 が残 ってい る.遺 蹟全体が小 高い独立丘の上 にある.こ こは アルハ ンガイ県の ウゲイ=

ソ ムとポ トン ト置ソムの ソム境 にある.

ここで表面が青緑色の きれいなタイルの破片と,レ ンガの破片 とを採集.タ イルには厚 さの違 うものがあ り,コ ーナー

用のタイルには2面 に釉がかかっていた りす る.こ このイスラム的なタイル と,他 のモンゴル時代遺蹟 にある中国的な

緑釉瓦 と,粘 土 の成分 に違いがあるのか三辻教授の分析 の結果が楽 しみ.た くさんの遊牧民が湧いたよ うに集 まって く

る.嗅 ぎタバ コの儀礼 的応酬あ り,

11時 半,ド イティン=バ ル ガスよ り離陸 今度はホシ ョー=ツ ァイダムのキ ョル=テ ギン遺蹟 とビルゲ可汗遺蹟のみを

ね らって もらう.バ ルバル列があると思 しきラインに沿 って飛 んでみたが,全 く何 も見 えな かった.次 にツァガン=バ

イシンに向か う.こ れには2つ あった.29日 に地上 で調査 したのは1つ だけだった.そ れか らオルホ ン河 を越 えて,

カ ラ=バ ルガス ンに着陸 今 日はち ょうど30分 ず つで,合 計1時 間飛行 した.昨 日よりは天気が よ くなったので,鮮 明

な画像が とれたこ とだろう.

カ ラ=バ ルガスンには既 にジープ4台 と トラックが待機 してい て,料 理を始め ている.羊 も解体中.今 日は日本側 に

もおい しい内臓料理 をふるまって くれる とい う.森 安 は昨 日同様,ヘ リに酔 って草の上で寝 ていたが,レ バーを火で さっ

とあぶ り,醤 油 をつけた もの を食べて元気 回復.実 にうまい.他 のメンバ ーは休み もとらず,す ぐに昨 日と り残 した拓

本 をとる作業 を始 めている.幸 い,風 が弱 く順調.No.10の 断片 にわずか とはいえ貴重 なソグ ド文があることをオチル

が発見 し,こ れ も採拓.こ れは従来 まった く知 られていなかったものだと吉田が言 う。

午後1時12分,こ こで昼食をとったヘ リのクルー3人 が離 陸.帽 子 を振 って見送る.2時 前 に我 々 も昼食.つ ぶ した

ての羊の内臓 は,単 に塩ゆで しただけで十分 おい しい.大 仕事が終 わった ので ビールで乾杯.天 気 もよ く,不 思議に蚊

もいない.1994年 の予備調査 で蚊の大群 に悩 まされたのが嘘のよう.蝿 も少 ない.

昼 食後,片 山の指示で,断 片のNo.10とNo,13と を合わせてみ る.作 業は力持ちのモンゴル側.予 想 どお りぴた りと

して5.5㎞ で あ る.
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合う.ホ ゾの一部 も残 ってお り,こ れ らが碑文 のソグ ド文の最下段 にあたることは明 らか.既 に吉田1988p.27が 初 め

てソグ ド文面の最下端 に くる と指摘 していたFr.7(今 回の我 々の編号のNo。13)の 前 に,ソ グ ド文が2行 延 びることに

なった.オ チルの発見で大 きな成果が得 られた.

それからバヤルのスケッチを中断 して もらい,No.16(大 きな碑頭)の 上 に,No.17を 載 せる という大作業 をする.

これまたぴた りと合 う.ポ ラロイ ドを2枚 とり,1枚 はモ ンゴル側に手渡す.

吉 田が念のため,ソ グ ド文 ・漢文面 の碑額 と,No.9断 片 の ソグ ド文面 の反対側(ル ーン文字があるはずの面)の 平

らな面 も拓本をとってみたい というので,手 分 けして作業.碑 額に関 しては,Atlas,pl.XXXV-2の 下 半分が無 くな り,

上 半分だけが残 っている(コ ピーにスケッチ を書込).下 半 分が欠けたの は,ち ょうどその裏側が龍頭 のホゾ穴で,薄

くなっていたためであることが判明 した.Atlasの 拓本写真で も下半部 にソグ ド文字 と漢字が見えるのみであ るが,我 々

が試みたのは上 半部 の採拓 であるか ら,結 果 はやは り徒労に終わった.た だソグ ド文の1行 目にかすか にそれ らしき痕

跡 は出た.一 方,断 片No.9か らはまった く文字は出なかった.お そら く本来の表面が ごく薄 く表皮 を剥 ぐように損傷

しているのだろう.さ らにオチルの努力で,球 形断片(No.15)の 下部 にある花模様(Atlas,pl.XXXV-3)の 拓 本 もとるこ

とがで きた.た だし,以 上は全 て1枚 ずつなので,日 本へは持 ち出せない.

ル ーン面の碑額は,写 真で もくっきり文字が写 るので,あ えて拓本はとらなか った.

林 ・吉田 ・片 山 ・大澤 ・バ ッ トル ガは,カ ラニバ ルガスン宮城 全体 の簡単 な測 量 と,宮 城内 の瓦 ・レンガの破片採集

に行 く.林 には 『新西域記』の野村栄三郎の記述が,現 状 と比較 して正確 か どうか判定す ることも依頼.宮 城の規模は,

長辺が約420m,短 辺 が約340nlの 長 方形 で,一 周 は約1500mで あ った(t).

カ ラ=バ ル ガスン碑 文の断片 は,碑 頭以外,全 て ころが して,全 ての面 を調査 した.た だ碑 頭だ けはあま りに重いの

で諦めていたが,時 間に余裕のできたモ ンゴル側 は,と うとう運転手まで総動員 し,ロ ープを使 って,こ ろが し始めた.

下部 を見ると大 きなホゾがあ り,数 日前 にホ トントの文化セ ンターにあった碑頭 を調べた時気付いてい たように,碑 頭

が帽子の ように碑身の上 に載 っていた ことは明 らか.た だ し,こ の事実 は,碑 頭の大断片 をまっす ぐに起 こして撮影 し

ただけでな く,碑 文の全体像 を初 めて復元 したハ イケルの時か ら知 られて いたに違いな く,我 々が認識 していなかった

だけであ ろう(2≧ポ ラロ イ ドをとって,計 測値 を記入.宮 城の測量か ら帰 ってきた者 も写真 を とった後,全 員で ロープ

を引っ張って,碑 頭 を元 の状態に もどす.バ ヤルが碑頭 のスケ ッチ を完成.

7時06分,撤 収.今 日は実 にた くさん仕事 をして,み んな大満足.

7時51分,4号 車 がパ ンクした とトランシーバ ーで連絡 あ り.日 本側 のみ2台 のジープに乗 り,先 に帰 る.

8時20分,ツ ーリス ト=キ ャンプに帰着.森 安の高度計で1400m.す ぐに夕食.そ の後でシャワー.

夜,今 日の仕事 の整理 を していると,隣 のゲル(林 ・吉 田 ・大澤)か ら吉田がカラ=バ ルガ スン碑文の復 元図を作 っ

て,数 値の不明 部分 を聞 きに くる.森 安 ノー トで補足するが,そ れで も足 りないところがあ るので,明 後 日再度計測す

るようにメモ.そ の後,吉 田はカラ=バ ルガスン碑文の拓本の整理 と読解 作業.夜 中の0時 頃,今 度 は森安 ・片山が隣…

のゲルへ行 く.大 澤 は疲れて寝ていたので,森 安 ・林 ・片 山の3人 が改め てルーン面の拓本 を読み,吉 田の読 むソグ ド

面 と内容的に合致す るところが ないか探 す.森 安は今回初 めて,Atalas,pl.XXX-6と して掲げ られたルー ン文字拓本の

左端にある1枚 のテキス トの中に,aftadan(マ ニ教 の高僧,ア フタダン=払 多誕)と い うキーワー ドを読み取 った.

9月1日(月)ハ ルホ リン→ホ ショー冒ツァ イダム→ ハル ホ リン

夜 中は非常に寒 かった,朝 のゲル内の温度 は6度.森 安 の高度計で1385m.

午前9時,朝 食.洗 濯物 を出す.

10時15分,出 発.

zo時25分,ホ シ ョー=ツ ァイダムへ向か う道の左手1こ現代の墓地が見える.こ れはハルホ リンの町か ら12～13㎞ 離

れてお り,タ リー ン=ド ルベ ルジン 「草原の四角」 と呼ばれる遺蹟 を再利用 している.現 在のモ ンゴルでは仏教徒 であっ

ても火葬ににせず,す べて土葬である.

11時16分,ビ ルゲ可汗遺蹟 に到着,全 員にこれか らの作業 について指示.ま ずジープ と トラックを,ビ ルゲ可汗廟,

キ ョル=テ ギン廟,第 三遺蹟 の石槨(サ ル コファーク),第 四遺蹟の石槨 の傍に 目印 として立たせ る.そ の上で森安 と

吉田は,こ れら四者間の距離 と角度 を測定す る.距 離測定にはデジタル=メ ジャーを使用.ま た重要地点のGPS測 定 も

す る.GPSの 性格上,複 数 回計ればその度毎 にわずかずつ誤差が生 じ,ま た去年の測定値 とも違 うので,最 終的にはこ

の測定値は調整が必要.た だ し大縮尺の図面 では誤差 はほとんどな くなる(Platel6参 照).今 日は快晴で,直 射 日光

が暑 くてた まらない.し か し気温は23度.他 のメンバ ーは ビルゲ可汗碑文の部分採拓(東 面 の拓本に用紙5枚),瓦 ・

レンガの採集,必 要 な測定 ・撮影な どを行な う.今 日もトラ ンシーバーは大活躍.

午 後2時 頃,第 四遺蹟の傍 にいる トラックのところに全員 集 まって昼食.大 澤はかな り疲れている様子.少 し休 んだ

(1)さ らに林 俊 雄 「遺跡 の宝庫
,モ ン ゴル」 小 長 谷 有紀(編)「 モ ンゴ ルJ河 出書 房新 社,1997,pp.110-113を 参 照.

(2)や は り既 に ラ ドロ フ は 認 識 し て い た
.Cf.ATIM,Band1,Lieferung3,p.283.
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だけ で,ま た仕事 を再開.

昼食後は,森 安 ・吉田 ・バ ッ トルガ ・バチ カが一組 になって,バ ルバル列 の長 さをデ ジタル=メ ジャーで計測する.

酷 使 したせいか,メ ジ ャーの調子がおか し くな り,何 度 もや り直す.北 か ら南へ第四 ・第三 ・キ ョル=テ ギ ン遺蹟の順

で3本 のバ ルバル列 を計っただけなのに,7時50分 までかかって しまった.ビ ルゲ可汗遺蹟 のバルバル列 を計れ なかっ

たのが心残 り.し か し3本 だけで も相当に体 力を消耗 し,ど うして ももう1本 やる気 にはなれ なかった.オ チル ・林 ・

片山 ・大澤 は}キ ョル=テ ギン碑文の部分採拓,瓦 ・レンガの採集,必 要 な測定 ・撮影な どをする.そ れで もそち らは

7時 半 には全て完了 した とトランシーバーで連絡があったので,我 々 とジープ2台 を残 して先 に帰って もらう.

ホ シ ョー=ツ ァイダム草原の地面 の砂 は乾 ききった感 じで,草 の密度 も濃 くない.か たそ うな草ばか り.少 な くとも

今はそんなに素晴 ら しい草原 とは思 えない.

9時,日 没直後 にキ ャンプに帰着.ま だ明るい.す ぐ夕食 。大澤は体調 をくず して横 になっている.と にか く今 日は

一B中 暑 かった から
,軽 い熱射病 になったの ではなかろうか,他 のメンバ ー も疲れがた まってい るよう なので,明 日は

ゆっ くりし,半 日は休養 をとることにす る.予 定 としては朝9時 朝食,午 前 中シャワーと自由時間,昼 食後2時 間ばか

り合 同ミーティング,そ の後 また自由時間ない し観光.

9月2日(火)ハ ル ホ リン ・

明け方のゲル内の温度は6度,森 安の高度計で1460m.

午前9時,朝 食.そ の後,め いめい がシャワーを浴びた り,洗 濯.あ るいは午後 のミーティングに向 けて準備.森 安

はホシ ョー=ツ ァイダムの4つ の遺蹟の位置 とバルバル列 とを,経 緯度 を入れた図面 に書 き込 む作業.そ の過程で不備

も見つかったので,メ モ して明 日に備える.吉 田はカラ=バ ルガス ン碑文の復元図を作成.林 は カラ=バ ルガスン宮城 と

ッァガン=バ イシンの図面,キ ョル=テ ギン碑 文の計測図を作成.片 山はカラ=バ ルガス ン碑 の碑頭部 の見取 り図を作成.

午後1時,昼 食.

2時,合 同ミーテ ィング.先 ず吉田 がブグ ト碑文の拓本再解読の進捗状況 を説明.次 にカラ=バ ルガス ン碑文の大 き

さと,本 来 あっ たと思われる ウイグル文 ・ソグ ド文 ・漢文の行数 を推定.そ れ に関連 して森安 は,3年 前 の予備調査で

既にこの碑文の厚 さ(側 面)が 約70cmと い う,常 識 をはるか に越 えた ものであること,及 びそ こには従来考 えられて

いたよ りず っと長 く漢文 とソグ ド文があった ことを発見 し(cf.吉 田1995,p.28),そ れ によってそれ まで本碑文が ウイグル

第8代 の保義可 汗の紀功碑であ りなが ら,第7代 の懐信可汗 の事績 ばか りが誌 されていて奇妙だ と考 え られてきた謎が

氷解 したいきさつ を紹介(1).林 は カラ=バ ルガス ン宮城 の測定結果 を,Atlasと 比較 しなが ら報告.片 山はビルゲ可汗碑

文の復元状況を報告.モ ンゴル側か らはカラ=バ ルガスン第二碑文の出土地について,ジ ャルマ ンタイ(ジ ルマンタイ,

ジ ルマ ン トゥ,ジ ャランタイ)河 とい うオルホン河に注 ぐ支流(カ ラ=バ ルガス ンの西南 のポ トン トよ り流 出)の ほと

りで,カ ラ=バ ルガス ン遺蹟 より遠 くない所か ら見つか ったはずで,詳 し くはシネフーらの記述 を見てほしいと示唆あ

り.さ らにバヤルは,シ ヴェー ト=オ ラーンの石彫は都合3箇 所 に分置 されてお り,結 局,石 人は9体,石 獅子は4体,

石 羊は6体 になったことを報告.そ してこれ ら全てのスケ ッチ を完成 したので,ウ ランバー トル帰着後 に日本側 にコピー

を手渡 して くれるという.

4時 半過 ぎ,森 安以外の 日本側 メンバ ーはエルデニ=ゾ ー,メ ル ヒー=ト ルゴイ,カ ラコルム万安宮へ行 き,観 光 とと

もに瓦 ・レンガの破片採集;

5時,森 安はバチカ と共に1号 車で,オ ルホン河のダム周辺へ釣 りに行 く.釣 果 は40cm前 後 のカワマス2匹.翌 朝,

ボ ル ドが料理 して くれることになる.

8時45分,夕 食.

9時 半 頃より,一 昨日大澤が とった空撮 ビデオを見た後,合 同 ミーテ ィング.明 日以降の日程を相談.ゴ ビのルー ト

ならびにウランバー トルでの研究会 に時間 をとるため,去 年訪れたオンギ遺蹟に もう一度行 く案は断念する.

ll時 前,解 散.森 安の高度計で1495m.

9月3日(水)ハ ルホ リン→ホ ショー=ツ ァイダム→カラ=バ ルガスン→ハルホ リン

午前8時 半,朝 食.

9時40分,出 発.森 安の高度計で1450m.

10時36分,ビ ルゲ可汗遺蹟に到着.早 速,運 転手も集めて本日の作業の指示.ま ず倒れている碑石の厚 さを計るた

めと,埋 まっている石が本当に亀趺であるか否かを確認するため,オ チル所長の許可の下,少 しだけ掘 ってみる.我 々

の隊には本格的発掘は許可されていない.や はり間違いなく亀趺であった.し かし亀趺が大理石(し か も粒が粗い)で

は,あ の重い碑身本体を支えられたのだろうか疑問が残った.オ チル所長の許可で碑身と亀趺の石の剥片を採取 したが,

亀趺の大理石は強く押 しただけで砕けるほど風化 している.ト ルコ共和国が保存のための費用を出す予定と聞くが,早

(1)Xypuxos1990
,p.87で もなお この 点 を誤 解 し,カ ラ=バ ル ガス ン碑 文 を懐信 可 汗 の 戦勝 記 念碑 とみ な して い る.
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く実現 して欲 しい.世 界的文化遺産 なのだから.

そ れか ら,4つ の遺蹟 のバルバ ル列の長 さ ・方向(Plate16参 照)な どをヴィジュアルに再現する 目的でジープ ・ト

ラック ・入員 を総動員 して配置 し,写 真 とビデオで撮影す る作業に入 る.1号 車 に森安 とバチ カが残 って指揮.最 終バ

ルバルの所 には トラックを置 き,バ ッ トルガを先導役 とす る.列 が最 も短い(約700m)第 四遺蹟 より開始.指 揮車の

ボンネッ トの上 から,林 がス ライ ド(ポ ジ)と ビデオ とボル ドの カメラ,森 安がプ リン ト(ネ ガ)と ビデオ.反 対側か

らはバ ッ トルガがビデオで撮影.次 に第三遺蹟に移動.今 度はバルバル列が長 くて(約1250m),最 終 バルバル地点の

トラックはわずかに見える程度.バ ッ トル ガの ビデオの調子が悪 くな り,以 後 は片 山と交替.次 がキ ョル=テ ギ ン遺蹟

だが,列 が長す ぎて(3000m弱),と て も渡 では撮影で きないので,半 分ずつに分 ける.し か も予定の時間が どん ど

ん過 ぎてい くの で,後 半 はカッ トし,最 後の ビルゲ可汗遺蹟に移 る.こ こは撮影のみならず,列 の長 さ を計 るという大

仕事 も残ってい る.バ ルバ ルの現存数を数 え るこ とは断念 撮影 は半分ず つに分けて実施.し か し長さ の計測 をする時

間はな くなった.こ れまでの経験 より,車 の メーターは相当に信頼で きる ことが分かったので,1号 車 と4号 車の2台

のジープで計測す ることにす る.明 確な大 きいバ ルバルを最終 と判断 した が,そ の最終バルバ ルは山稜 線 を越 えた反対

側にある.そ れ は片山が,山 稜 に置いた トラ ックか ら,ビ ルゲ可汗廟側 と この最終バ ルバル側 との両方 をビデオに収め

た.2台 の メーターともほとん どぴた り3000mと 出 る.去 年の計測結果では約3100mと い う数値が 出ていたので,

3000m強 と してお くのが妥当な ところだろう.予 定 を1時 間オーバー して作業終了.こ の仕事 も トランシーバーなしで

は実現で きなかった.

時 間の遅れ に配慮 し,そ そ くさと昼食を済 ませ る.

3時46分,カ ラニバルガスンへ 向けて出発.直 接西へ行 くルー トをとる.

4時18分,オ ルホン河の本流 をジープで渡る.水 流の幅は30mく らい.こ のあた りの草 は,ホ シ ョー=ツ ァイダム

と違い,び っしりと生い茂 っていて,き わめて密度が濃 い.た いへんよい牧場 なのだろう.た だ し悪路.

4時35分,カ ラ躍バルガス ン宮城の西面の馬出 し(甕 城)の ところに停車.分 かれて作業 を開始.吉 田 ・片山は碑石

断片の計測 し忘れた部分をや り直 し.オ チ ル ・バ ヤル ・ボル ドは,ツ ァガン=バ イシ ンで 集めた各種 の レンガと比較す

るため,こ こで形の完全に近い ものを探 す.林 ・大澤 ・バ ッ トル ガは城壁 の高 さの計測.結 果的にはP新 西域記』(下

巻,p,467)の 野 村の記述 はかな り不正確であることを知 る.森 安は撮影 と記録な ど.城 壁 の西南 の角でGPS計 測,北

緯47度25分52秒,東 経102度39分20秒.森 安の高度計で1460m.集 め られた レンガをポラロイ ドにとって,測 定

値 を記入.ッ ァガン=バ イシンの レンガ と全然一致 しな い.確 実 に火事で 焼けた跡のある瓦をい くつ も発見.従 来か ら

言われているように(cf.n3p.R331961,p.51),こ れ は東 ウイグル可汗国がキルギスに滅ぼされ,宮 城 に火 をか けられた時

のものに相違 ないPl.

宮城 の東北角 と東南角で上か ら見たところ,宮 城 の堀の跡 は,Atlasの 図面通 り,確 かに東壁の ところで途切れてい

る.宮 城が完成 して一定の時間が経った後に,宮 城の東壁に接 して新たに別の城が作られたため,元 来東壁の外側 にあっ

たはず の堀 がな くなって しまった らしい.下 りていってその新城内 を探索 した ところ,大 きな礎石 らし きものがあった

ので,写 真 にとった.

そ れか ら碑石 の再計測 をしていた吉 田 ・片 山と合流.今 日の成果 を聞 く,反 射 ス クリーンの四角い枠 が,正 確 な計測

に役立 った とい う.こ れ まで森安その他が個 人的に計っていた数値 と多少 違 う.ま た昨日の ミーティングで,吉 田が断

片No.5(松 田孝一情報 による立命舘拓本の未比定断片)を 漢文面の側面 と推定 したのが,ど うや ら誤 りであった とい

う.な ぜな らその断片の拓本のサイズは70cm以 内 に納 まるが,石 その ものの幅 は72～73cmも あ って,碑 身の側面の

厚 さを越 えて しまうか らという理由.そ うな ると,こ の断片の漢文面はや はり裏面の どこかに位置付け ねばな らなくな

る.漢 文面の1行 の字数を再考する必要が出て きた.

林 ・片山が断片No.1を そ の形状 か らみて亀趺の一部 と推定 した.

もう時間がな くなったので,は じめ予定 していたア トランダムな都市址廻 りは中止.8月30日 に下見を した森安の乗

る1号 車 の先導で,宮 城西 南部に向かって南か ら北へ まっす ぐ延 びる巨大 な大通 りAに 行 く.林 のデジタル=メ ジャー

による計測 では,道 幅が100m強(110mま で はいかない)だ った.こ こで4台 のジープを横一列 に並べ て行進 させ,

宮 城の城壁 の上 か らみんなで撮影.か つての騎馬軍団の閲兵式や,外 国使 節を護衛 しての儀仗兵 のパ レー ドなどを髣髴

とさせ る.

次 に,や は り森安が先 日下見 して大通 りBと 名付 けた,南 北に1km以 上 にわたって延 びる大通 りへ案 内.こ こ もデジ

タルニメジャーで計 ると,道 幅 は50m強 だ った.

そ れから南郊の,礎 石が100以 上 も散在 している地点に行 く.こ れ らの礎石の半 ば以上 は,こ こか ら南側 に近現代の

農場 を開拓 した時に掘 り出 され,邪 魔 なので取 り除き,草 原(=都 市遺址)側 に集め られ たもの と思わ れるが,ラ ドロ

フの:地図に もす でに石の記載があるので,革 命以後の農業開発で出て きた ものだけでな く,そ れ以前か らの開発 と関わ

(t)帰 国後
,三 辻教 授 に見 てい た だ い た と こ ろ,窯 で焼 いて で きた 瓦 に この よう な もの は ない.か ら,火 事 で焼 け た もの とみ て 間 違い

ない との ことで あ った.
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る こ とが考えられる.そ こか ら宮城 を振 り返 ると,4～5㎞ くらいは離れているらしく,城 壁 が{氏くしか見えない.そ

れ程離れていて もなお,大 きな柱 の礎石 を使 う大建築群があったとい うこと6、 東 ウイグル可汗 国の首都 オル ドゥ=バ リ

クは,天 山地方 の ビシュバ リク(北 庭)や 高 昌に比べて も,は るか に巨大 であった とい うことか.宮 城 や可汗の功績 を

讃 えるカラ=バ ルガス ン碑文が,オ ル ドゥ=バ リク全体の中心的な位置(中 国の都城の概念では北側の中央)に な く,東

北隅に偏 ってい るのは,宮 城が先 に建設 され たのではな く,す でにそれ以 前に都市があ り,そ の後に空 いている空間に

宮城が建設されたか らであろ うとい うのが,メ ンバーの一部(吉 田 と片山)の 意見②.

先 日見付けた大 きな石臼は,今 日は探せなか った.オ チルが残念が る.何 か 目印で も付 けてお くべ きだった.

8時 過 ぎ,帰 途につ き,9時15分 頃,キ ャンプに帰着.森 安の高度計で1475m.途 中,2号 車 と4号 車がガス欠に

なるというハプニ ング.今 日は9時10分 で もうかな り暗 くなった.す ぐ夕食.シ ャワーは11時 まで延長 して もらう.

9月4日(木)ハ ルホ リン→ イ フ=ホ シ ョー トゥ

今朝 のゲル内の温度はii度.こ の数 日では暖かい方.

午前8時20分,朝 食.

9時50分,出 発.ハ ルホ リンの町で全車 にガソリンを補給.10時23分,発 車.よ い道 をハ イス ピー ド.10時 半,

よい道をはずれる.

10時37分,ホ クシン=オ ルホン河の上流域.北 緯47度06分58秒,東 経102度58分47秒.森 安の高度計で1555m

草 原 の草 はわずかに黄色味を帯びているが,ま だ まだ緑である.畑 も広が っている.

ll時41分,中 型の小 さめの盆地状草原 の中.北 緯46度56分41秒,東 経103度17分35秒.高 度計で1645m.

午 後0時32分,ウ ブルハ ンガイ県のズイル=ソ ムを通過.停 車 して10分 休憩.

0時47分,発 車.ど ん どん高 くな り,草 原が ぐっと小 さくなる.こ れか らの峠が北のホクシン=オ ルホ ン側 と南側 と

の分水嶺.こ の辺 りでは高度が高 くなって も,北 斜面の森林 はないとオチルはいう.分 水嶺の南側 はゴ ビに直結 してい

るのだか ら,そ れ も頷 ける.既 に高度1800m代 に入 っているのに,樹 木は1本 も見当 らない.こ んなことは これまで

回って きたハンガイ地区では考 えられない。山丘の稜線 まで緑の草原.ゲ ルが散在 し,家 畜 もいる.11n前 後 のホクシ

ン=オ ルホンの源流に,水 が流れているの と流れていないの とがある.

1時,道 を聞 くためにゲルに寄 る.こ こではフェル ト作 りの最 中だった.時 間が なく,撮 影で きなかっ たのは残念.

ゲ ルは10個 ほ どまとまっていた.

1時05分,峠 を越す.森 安の高度計で1945m.前 下方がかな り広 く見渡せるのに,や は り木 は1本 もない.こ うい

う所では,や や大 きな遊牧集団 は長逗留で きない と思われる.こ れまでに突厥やウイグルの遺蹟 は報告 されていないし,

これか らも見つかることはあるまい.

1時15分,停 車.昼 食にする.北 緯46度46分17秒,東 経103度40分57秒.森 安の高度計で173qm.

3時Ol分,発 車.

3時37分,峠 を越す.北 緯46度44分16秒,東 経103度50分32秒.森 安 の高度計で1940m.

3時58分,ま た峠.ト ラックが遅れたので停車 して待つ.北 緯46度42分23秒,東 経103度56分45秒.森 安の高

度計で1930m.こ こでGPSの 電 池を交換.今 回初 めてのこと.空 が曇って くる.

4時30分,発 車.こ の辺 りではまだ交通量が少ないためか,ジ ープがゲルに近付 くと,大 きなモ ンゴル犬が猛烈な勢

いで突進 して くる.車 内でなければ本当にこわい感 じ.チ ンギス=カ ンの 「四狗」のイメージが分かるような気がする.

5時17分,バ ヤ ンオ ン ドル=ソ ムに入 り,一 旦停車.道 を聞 く.

5時26分,発 車.森 安 の高度計 で1685m.雨 が 少 し降って きた.

5時36分,騎 馬 の牧民に道 を聞 く.雨 やや強 し.こ のあた りの草原に石の露頭 きわめて多 し.北 緯46度32分24秒,

東 経104度15分41秒.森 安の高度計で1765m.ま もな く雨やむ.小 さい盆地状草原.

5時58分;ま た道を聞 きに,ゲ ルに寄る.ど うも先程 聞いた情報 とは違い,ま だかな り遠い らしい.道 に迷ってか ら

では遅いので,ク ローソン ・トリヤルスキの論文(Clauson/Tryjacski1971)の 地図で{立置 を確 かめ直す.ま だ数十 ㎞ は

あ りそう.北 緯46度33分36秒,東 経104度22分17秒.森 安 の高度計で1730m.突 風 が吹 く.

6時37分,こ のあた りか ら中型の盆地状草原.ズ イル=ソ ムか らバ ヤンオ ン ドル=ソ ムまでの高度の高 い所はビロー

ドの ように滑 らかな草原であったが,こ のあた りでは,や や背の高い草の塊 が無数に点在 している.

6時58分,先 ほどか ら見 えていた湖の近 くを通過.北 緯46度47分51秒,東 経104度31分23秒.森 安の高度計で

(1)ベ ルレーはこれらのほとんどを石臼の破片 とみなしたらしい
.そ れは石臼に使われるギザギザの刻み目が石の表面にあるか らら

しいが,そ のようなギザギザ 目は石を切り出す時に付 くもので,碑 文や建築材料として使われた石材の裏面によく見られる.こ の

点,注 意を要する.

(2)た だ し白石は
,現 存の都市址の東側一帯はオルホン河の氾濫原であるか ら,本 来のオル ドゥ=バ リクの都市はもっと東方にまで

広がっており,従 って宮城はほぼ中央の北寄 りに位置していた可能性を指摘する.
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1565m.

7時22分,イ フ=ホ ショー トゥのキュリ=チ ョル碑文前に到着.風 が強い.全 天,曇 っている.森 安が3年 前 に来た

時 より,草 の色 はやや黄色いとい う印象.た だ し夏営 しているゲルが北側 の小河べ りに7～8個 あるの は同じ.西 側 の

高い方に もい くつかのゲルが見 える.南 には塩湖が遠望 される.遺 蹟の状態は3年 前 とほとん ど変 わっていない.

今 は酒が よく,お まけに仕事は暇な時期 で,遊 牧民 にとっては宴会の季節だ とい う.こ こに我 々のキャ ンプを張って

は,酔 っ払いた ちの格好の餌食 とな り危険だ とい うので,ゲ ル群か らかな り離れ て,東 の山の麓 にキ ャ ンプすることに

した.日 本側 は写真 ・ビデオの撮影,瓦 ・レンガ片 の採集,計 測などのため しば らく留 ま り,ト ラック と2台 のジープ

はテ ン ト設営のため先行.

石槨(サ ルコファーク)の 上でGPS計 測,北 緯46度55分08秒,東 経104度33分47秒.森 安 の高度計で1560m,

石 槨 の板石のひとつには立派 な鳳凰の レリーフがある.石 槨の散在 している中央部 と第1バ ルバル との距離 を巻尺で計っ

たところ,28m.こ の 中間に碑文がある.そ して石榔 と碑文 との問に瓦 ・レンガが大量に散 らばってお り,碑 文 と第1

バ ルバルとの間にい くつ もの石彫がある.バ ルバル列 に沿ってジープで移 動.ず っとほぼ真 っす ぐなの に,最 後の方で

北に曲が っている.そ の長 さは1㎞ 前後.明 日正確 に計測 し直す予定.遺 蹟か ら東の山までは約3㎞ であることを,

車 のメーターで確認 した.

キ ャンプ地に着 くと,す でに歴史研 究所 か ら持参 したゲルがほぼ出来上が っていた.こ れ を日本側5人 のために提供

して くれるとい う.し か し設営の最終段階で突風が吹いて きて,て こずっ た.モ ンゴル側 メンバーのテ ン トを立てるの

も大変だった.発 電機 を動か し,電 気 もついたので,ゲ ルの中は快適.そ こで夕食.

11時 過 ぎ,就 寝.

9月5日(金)イ フ=ホ シ ョー トゥ

午前9時,朝 食.吉 田は昨 日飲んだアイラグで下痢.

10時15分,キ ャンプ地は北緯46度55分35秒,東 経104度36分25秒.森 安の高度計で1460m.

10時24分,出 発.ま ずバルバル列 の様子 の撮影を総動員で実施.最 終バ ルバルの後方 に,正 面をバルバ ル列の方へ

向けて トラックを置 く.最 終バルバルの位置 は,北 緯46度55分17秒,東 経104度34分39秒.さ らに列の曲が り角

A・B地 点に もそれぞれジープを置 く.A地 点:北 緯46度55分13秒,東 経104度34分31秒.B地 点:北 緯46度55

分12秒,東 経104度34分29秒.ト ラック とAの 間にはバ ットルガ ・バヤル ・吉田 ・オチル ・ボル ド,AとBの 問に

はマームージャウ,Bか ら遺蹟本体に向かってはエ ンフバ ト・大澤 ・タミルの順 に立つ.林 と森安が遺蹟の方か ら撮影.

石槨(サ ルコファーク)の 上でGPS測 定 をした ら,今 日の計測結果は北緯46度55分06秒,東 経104度33分46秒.

森安 の高度計で1475m.気 圧 の変化で,高 度は昨 日の計測値1560mと か な り違 う.3年 前 に来た時は,別 の高度計 を

使い,ウ ランバー トルを基準に してプラス200mだ っ たか ら,1500m前 後 で よいのだろ う.遺 蹟か ら見たバ ルバル列

の前半の方向は真東 より5度 北へずれてい る.そ してB地 点から大 きく北へ それ る。2台 のジープのメ ーターで列の長

さを計 ったところ,llOOmとll50mで あ った.

碑 文の東 面に陽が当た っているので,み んなで撮影,そ れか らキ ュ リ=チ ョル碑 文の上にテ ン トをかぶせ て立て,2

セ ッ トの拓本 を とる作業 にかかる.時 間を節約す るため,正 面 と裏面 をモ ンゴル側 と日本側 が分担 し,同 時に採拓.大

澤は,持 参資料 の記述が正 しいかどうかの点検作業.バ ヤルは石彫のスケ ッチ.森 安 は景観 などの記録.バ チ カにジー

プで移動 して石槨 と最終バルバル との高度差を計 って もらった ところ,5m刻 み の森安の高度計で10～15mで あ った.

肉 眼での印象か らして も妥当だろう.

2時 過 ぎ,キ ャンプへ昼食 に戻 る.バ ヤルとバ ットルガは留守番 も兼ねて作業 を続行.

3時10分,再 び碑 文の方へ向かう.森 安は ユ号車で周辺の探索.遺 蹟 よ り北の方へす ぐ北 の小河(今 は涸れている)

を渡 り,盆 地状草原の北 の区切 りまで行 ってみたら8㎞ だった.ロ スを考慮 して も7㎞ はあるはず.し か しそこもま

た盆地状草原に見 える.こ こまではずっ となだ らか な草原であ り,決 して山や丘 を越 えて きたわけではない.

3時50分,今 度 は先程 の涸れ河の先 を探 ろうと思い,東 南方向へ回 り込むが,全 く影 も形 もない.ど うや ら尻無 し河

らしい.こ の辺 りの山には樹 木は1本 もない.草 の色はか な り黄 ばみは じめてい る.

4時20分,今 度 は遺蹟か ら西 の山までを計測.ほ ぼ1.5㎞ で ある.こ こか らさらに北へ向かい,先 程 の涸れ河 をめ

ざす.最 初 に渡河 した所 より1.5km西 へ 遡ろた所だが,こ こか ら泉が湧レ・ていて,水 流が何 百mか は続 いている.こ

れが周辺の10～15個 の ゲルの人々の生活 の水で,我 々の生活係 もここの水 を利用 した.水 源の泉は涸れ河の底 にあ り,

水 流の深 さはわずか数 ㎝1.そ れ で も地下水 ら しく十分に冷た く清澄 森安が水 に手 をつけていると,放 牧 されている馬

の群れがやって きて,水 を飲み始 めた.小 児3人 が水汲みに来ていたが,こ の子たちの汲む水 も,我 々 のキャンプで使

う水 にも家畜の糞が混 じっている訳が よく分 かった.近 寄 ってきた遊牧民 の話では,こ の涸 れ河 は雨が降 った時 に2日

程度流れるだけで,い つ も今の ような状態 だとのこと,ゲ ルの数 は15～16個 だ とい う.こ の水流 を追跡 してみた ら,

深 さは数cm～10cmく らい,長 さ700～800mで 尻 無 し河 となった.そ こまでは河底 がはげているが,そ の先は草原に

なっている.

そ れか らバルバル列の先端へ行 き,そ こか ら逆 にデジタル=メ ジャーで計測 したところ1130mだ った.
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本日,森 安 ・大澤以外が従事 した採拓作業により,こ れまで空白と考えられていた北面にも文字が1行 あることが判

明した.さ らに南面にも従来知られているより1行 増えることが確認された.こ れらは拓本をとることによってなされ

た発見である.

8時 頃,全 員がキャンプに戻 り,夕 食.幽

【イフ=ホ ショー トゥ遺蹟の景観】

中型の小 さい方の盆地状草原のほぼ 中央で,西 か ら東になだ らか に傾斜 している広々 とした緩斜面の上 にある.遺 蹟

中心部か らみると,西 の 山丘 までは約1.5㎞,東 の山丘の稜線 までは約3㎞,北 は7㎞ 先の山丘 が西側半分 まで 目立 っ

て突 き出てお り,そ の東側の半分はおそ ら く20㎞ ほ ど先 の山が低 く見える.南 の山丘 まで は,目 測で10㎞ 程度 四

方の山丘はいず れ も高 くない.山 丘の頂上まですべて草原で,樹 木はまった く生 えていない.バ ルバル列 は遺蹟 中心部

か ら東す なわち下方へ伸びてお り,最 後の方 で北へ 曲がっている.東 側 は低 くなってはいるが,他 の突厥 の主要遺蹟 と

異な り,バ ルバル列 の延長上 に河はない.そ のかわ り北側400mの ところに河が ある.こ の河は雨が多 く降る時以外 は

基本的に涸れ河であるが,西 の山に近い所の河底か ら泉が湧いてお り,そ れが幅1～2m,深 さ数cm～10cm程 度 の水

流 となって,700～800m流 れ ている.こ の周囲 には夏営中のゲルが15～16個 あ る.

9月6日(土)イ フ=ホ シ ョー トゥ→ マ ンダル ゴビ

昨夜 は夕食後 す ぐ寝て しまったので,今 朝 は5時 頃 目が覚 めた.2時 間 ばか り懐 中電灯の明か りで仕事.み んな も起

きてきてゲルの解体が始 まる中で朝食.

午前10時10分,出 発.

ll時05分,デ ルゲルハ ン=ソ ムに到着.1号 車 はソムの役場に行 き,オ チルが,昨 日とったキュ リ=チ ョル碑文の拓

本 について事後 報告 し,調 査許可費を支払 う.こ の領収書 がなければ,文 化庁 ・税関で拓本の国外持 ち出 しが認められ

ない とい う.1号 車 以外 はガソリン=ス タン ドへ先行。

11時43分,全 車 ガソリンを補給 し,発 車.森 安の高度計で1555m.こ こか ら200㎞ の 旅程.こ のあた りの山にも

樹木は全 くな し.

午 後0時44分,ト ラックのタイヤが同時に2本 もパ ンク した.修 理に時間がかかるので,こ こで昼食 ということにす

る.北 緯46度24分31秒,東 経104度45分13秒.森 安 の高度計で1545m.

2時53分,発 車.

3時57分,ド ン トゴビ県のエルデニ=ダ ライ=ソ ムを通過.森 安 の高度計で1400m.オ チ ルに よれば,こ の ソムはモ

ンゴル中で最 も多 くの家畜を持 っているソム.家 畜数31万 頭.こ こか ら南 は本格的なゴビで,河 川 はな くなる.水 は

泉 ・井戸や雨が 降ってで きる水溜 まりのような湖沼からとるらしい.ゴ ビ地区で も少 しは雨が降る.山 丘 らしきものは

見当らない.そ れで も地平線 が見 えるわけで もない.ハ ンガイ地区の盆地 状草原に対 して平皿状草原 とで も言お うか.

ゆ るやかな起伏 が視 界をさえ ぎる.ゴ ビとい っても決 して砂 と石ころだけで はない.草 の密度が薄 く,上 か ら見る と茶

色 だが,斜 め横 か ら見 ると緑 の草原に見える地区を指 している.あ ちこち に細 い河川があ り,水 気がや や多 くて草の密

度が濃 く,高 度が1500m以 上 の北斜面には針葉樹林があるいわゆるハ ンガイ地 区に対比 して,そ の南側 に広がる乾燥

度の高い地区を ゴビと呼ぶのである.半 草原 ない し半砂漠 とい う方が適当であろう.砂 と石 ころだけの本 当の沙漠 は,

モ ンゴル国南辺 の,中 国 との国境 沿いにあ り,本 土 内にそのような沙漠は少ない.ゴ ビ地区の一番 よい季節 は今頃の短

い秋で,草 はまだ緑 である.春 は風 が強 く,夏 は暑過 ぎ,冬 は寒過 ぎるという.ゴ ビで も雪が20cmく らい降 るところ

がある.家 畜は寒 さには強いが,雪 が30cmも 降 って,ゴ ビの背丈 の短い草 を覆い,羊 な どが雪 を掘 って枯 れ草 を食べ

られな くなる と大災害 になる とい う,ま たオチルの話 によれば,1日 に必要な水 の量はラクダ60P,牛25P,馬15

ゼ,羊3eで,雨 が1ヵ 月 も降 らず,雨 水による湖沼が干上がる と,家 畜への水や りが遊牧民の大仕事 となる.300匹

の羊 を飼 ってい て,1日2回 水 をやると,1日 中 井戸 にかか りっき りとな るらしい.草 を食べる家畜 といえども,水 を

全 く飲 まずに生 きられるわけではない。

4時45分,少 し休憩.

6時20分,マ ンダル ゴビ市が見えてきた.市 といって も,日 本の小 さい田舎町程度.こ こか ら南の方は,か な り地形

が開けてお り,遠 望で きる.道 路わきに,今 回初 めて ラクダの群 れを見た,モ ンゴルのラクダは全 て2コ ブ.

6時32分,ホ テル前 に着 く.蛇 口か ら水 だけは出た.

夕 食後,日 本側は一部屋 に集 まり,ワ イ ンを飲みなが ら雑談.た だ し明日は行程が長いので,早 めに就寝.

9月7日(日)マ ンダルゴビ→ダランザ ドガ ド

午前9時,気 温16度.森 安の高度計で1420m.

9時10分,出 発.昨 日と変わらず平皿状草原の連続 ダランザ ドガド市に博物館はあるかどうかオチルに尋ねたら,

あるとの返事,セ ブレイ碑文についての情報 を得るため,明 朝訪問 したいと言 うと,既 にこの春から2度 手紙を出した

が,な しのつぶてだったので,明 日博物館か市役所へ行って事情通を探すつもりだとの返事.そ の用意周到さに安堵.
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昨 日か らこれ まで,あ ちこちに点在 する小 さい湖沼の多 くは黄濁 している.そ れ もマンダルゴビか らしばら く南へ行

くと,ほ とんどな くなる.

11時10分,休 憩.

ll時23分,発 車.こ のあた りに来 ると,さ らにゴビらしくなって くる.つ ま り半草原 よ り半砂漠 と呼ぶほ うが しっ

くりする.相 変わ らずの平皿状草原.

正1時40分,か な り広々 として くる.こ れなら大平原 と言 える.北 緯44度52分40秒,東 経105度26分46秒.森 安

の高度計で1235m.

11時52分,仏 教寺院がぽつ んと立 っている.ま わ りにラクダの群れがいた.草 はます ます少な くな り,い かに も半

砂漠 といった風情,蜃 気楼 も現われ始める.ほ ぼ快晴だが,少 し白い雲あ り.

11時57分,ラ クダ群 と馬群 とを見る.ジ ープの時速は50～70㎞.対 向車 はこの2時 間で数台だけ.

午後0時37分,テ レビの中継塔 のある地点.北 緯44度26分35秒,東 経105度20分21秒.森 安の高度計で1370

m.こ こ は段丘上 らしく,前 方が低 くなっている.ソ ムも見える.

0時41分,ウ ムヌゴビ;ア イマ ク(南 ゴビ県)の ッ ォク ト=オ ボー=ソ ム を通過.ラ クダ群 と羊群を見 る.

1時07分,ラ クダの大群 に出会 う.ま た牛 の群れ もいた.バ チカの話では,ゴ ビ地区の馬 ・牛 ・羊 の背丈はハ ンガイ

地区 より低 くなる という.し か し羊は毛が白 く,肉 もおい しい とい う.

1時21分,ガ ゼルのような野性動物3匹 が走 り去 った.こ れは肉がおい しく,密 猟の対象 になる とのこと.

1時24分,洪 水 で道の流失 した所 を通過.

1時41分,昼 食 のため停車.北 緯44度12分39秒,東 経105度04分49秒.森 安の高度計で1260m.風 はそんなに

冷た くないが,か な り強い.気 温26度.こ こでバ ッ トルガが緑色 と赤褐色の石器 を発見 。地表か ら実に簡単 に見つか

る.日 本側 も挑戦.

3時15分,発 車.少 しだけ雲が出てきた.

4時08分,ま たテ レビ塔 あ り.森 安の高度計で1550m.

5時05分,あ と10kmで ダ ランザ ドガ ドだ と教え られた.い つのまにか居眠 りしたらしく,前 方の山が高 くなってい

る.そ の麓に町があるのが,か すかに見 える.草 の生 え方は先程 と似 たようなもの.

5時15分,町 が近 くなって,心 な しか草 も濃い.前 方の高い山はゴビ=ゴ ルバ ン=サ イハ ンといい,ア ルタイ山脈の

東の最先端部.野 性 のヤギや珍 しい雪豹がいる とい う.

5時25分,市 内に入 る.人 口は1万 を越す.森 安の高度計で1450m.ホ テルに入 り,お 湯 ともいえないぬるい水で

シャワー。その後,マ ームージャウが羊 を解体す るのを見物.こ れが夕食になる.

9月8日(月)ダ ラ ンザ ドガ ド→ セ ブレイ

夜 中,部 屋の中は暖かか った.や は り南モ ンゴルである.明 け方で さえ室温 は20度 あ った.寝 袋不要.そ れで も外気

は肌寒い.森 安の高度計で1400m.

午 前8時 半,朝 食.羊 の内臓 のホーシ ョールはボル ドのお手製.

10時 頃,ホ テルの近 くの ウムヌゴビ県博物館へ行 く.館 員の女性が,展 示 品の説明を して くれ る.ま た,展 示 してい

ない青銅器時代 の カラスク式短剣や満州語文書 やチベ ッ ト語仏典な ども見せ て くれる.短 剣 は林がお金 を払って撮影 し

た.こ この館長か らセブレイ=ソ ムの方 へ電話 をして くれた ところ,セ ブ レイ碑文 はやは り現地にあるとい う.安 心 し

てセブ レイに向か うこ とがで きる.

10時47分,出 発.こ こか ら先が まさしくゴビ=ア ルタイ地方.

11時08分,羊 の大群 を2つ 見 る.向 こうか ら来たバ イクを止めて道を聞 く』.森安 の高度計で1430m.道 はず っと同

じような ゴビ=ア ル タイの北側 の扇状地 と思われる広々 とした斜面草原 を通っている.草 の状態 は黄緑色で,昨 日より

も密度が濃い.

ll時34分,か な り山に接近 して きた,高 度 も上がってきた.北 緯43度35分13秒,東 経ioa度05分56秒.森 安の

高度計で1770m.

11時44分,山 の入口に入 る.森 安の高度計で1910m.岩 肌 の露出 している ところはす ごい.

ll時54分,オ ボーのある峠を越す.森 安の高度計で1935m.山 中の道 を下 ってい く.山 中は道端 の草丈が高い.ヤ

クとゲルを見る.

午 後0時ll分,ま たオボーのある峠 を越す.森 安の高度計で2170m,岩 肌 がむ き出しになっている所以外 は,頂 上

まで草原になっている.ず っと山中の道.樹 木はまった くない.

0時24分,牛 と馬の群れ.井 戸あ り.少 し開けて きた と思ったらす ぐ山を出て,広 々とした斜面草 原になる.北 緯43

度31分34秒,東 経103度47分07秒.森 安の高度計で1950m.

0時57分,バ ヤンダライ=ソ ムを通過.森 安の高度計で1530m.

1時20分,ま た上 りになる.

1時 半,別 のゴビ=ア ルタイが近付いて くる.草 原は相変 わらず.
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1時34分,山 の入口.北 緯:43度22分10秒,東 経103度14分21秒.森 安の高度計で1640m.羊 群 がいて,井 戸 あ

り.し か し草の状態は これまでで最 も悪い.

1時39分,森 安の高度計で1660m.下 り始める.ラ クダ数頭 を見る.

1時41分,昼 食 のため停車.森 安の高度計で1635m.岩 だ けでで きてい る付近の小 山を廻 り,岩 を靴 で蹴飛ばす と,

実 に簡単に割れて,小 石 になって しまう.

3時10分,発 車.こ のあた りは半草原 とい うよ り半砂漠 という表現がぴった り.そ れで もラクダのみならず,牛 の群

も羊群 もいる.

3時30分,道 を聞 くためにゲルに寄 る.2つ のゲルの周囲に馬が20頭 以上,ラ クダが数頭.子 羊の去勢 をしていた.

去 勢は春か秋 にやるとい う.ゲ ルのまわ りにはほとん ど草がな く,そ れで も遊牧生活が可能な点 は驚 き.

3時43分,ヤ ギを一列 に結わえて乳搾 りをしている.こ のあた りはず っと一貫 して岩山に囲 まれた小 さい盆地状半砂

漠である.

4時04分,ゲ ルに寄って道 を聞 く.こ こは岩山の谷間で狭 い.新 疆 の トクスン～銀 山の感 じに似る.草 はまばら.北

緯43度22分12秒,東 経102度58分03秒.森 安の高度計で1660m.

4時14分,岩 山の問の道 を時速30㎞ くらいで抜け出て,広 い斜面 に出る.草 はやや増 えるが,そ れでも半砂漠.ど

んどん斜面を下ってい く.

4時28分,森 安の高度計で1390m.こ の あた りは平地にな り,草 もやや増 え,家 畜 も多い.樹 木は全 くない.前 方

は南北 をゴビ;ア ルタイに仕切 られた大平原.

4時36分,北 緯:43度18分54秒,東 経102度47分44秒.高 度計で1390m.

4時47分,休 憩.西 風やや強 し.5時07分,発 車.あ いかわらず木は一本 もな し.

6時,セ ブレイ山が近付いて きた.高 度計で1490m.さ らに どん どん上 ってい く.

6時08分,セ ブレイ碑文の ことを聞 くためにゲルに寄 る.こ のゲルのある ところは山の麓だが全 く草が ない.子 供が

1人 いたのみ.こ んな所 に も人が住め るのが不思議.

6時12分,少 し離れた別のゲルに彳于く.そ こで文字のある白い石はあっちだと,東 の方を指 さされる.確 かに数 ㎞

先 に白っぽい ものが見える.心 を躍 らせてそち らに向かう.

6時23分,白 い石の前 に到着.確 かにセブレイ碑文である.な ん とも小 さく,か つ風化 がかな り進 んでいる.い ささ

か,が っか りした.北 緯43度34分09秒,東 経102度15分06秒.森 安の高度計で1545m.最 初 はセブレイ=ソ ムに

2泊 してゆっ くり調査する予定 を組んでいたが,ま わ りに遺蹟 ら しい もの は何 ひとつ な く,碑 文の文字 もごく僅か しか

残 ってないのを目のあた りに して,予 定 を変更.今 か ら日没ぎりぎ りまで採拓の作業を し,近 くの山の端でキ ャンプし,

明 日の午前 中にはここを切 り上げるようにす る.急 いで トラックか らテン トをお ろして組み立て,碑 文を覆う.そ の後,

トラックとジープ2台 はキャンプ と夕食の準備のため,西 北のマンダル ト山の麓へ 向か う.

2時 間 弱で正面 の拓本2枚 と裏面の拓本1枚 とを取 り終 える.か な り強い風が吹 いていたので,テ ン トなしでは無理

だったろう.こ の間,森 安 と林は1号 車 で斜面状平原の一番上 の稜線 のところまで行 ってみる.

西 に山があるため,日 没 は早 く8時 半頃.

8時40分 頃,テ ン トを畳んで撤収.8時50分,キ ャンプ地に到着.既 にゲルやテ ントがで きあがってお り,夕 食の

準備 もで きていた.そ こへ真 っ暗が りの中をオー トバイに乗った2人 組がやってきた また迷惑 な野次馬かと思 った ら,

現 地の警官で,我 々が大人数でキャンプを張 ったので,何 事かと調べ にきた らしい.明 日必ず ソム長に届け出るように

言われた.オ チルが事情 を説明 し,納 得 して もらった.

夕食後,吉 田は疲れた とい って,10時 頃就寝.森 安 と片山は,野 外でモ ンゴル側のメンバーが輪になって飲 んでいる

中に加わる.ウ オッカを飲むのが参加儀礼.

9月9日(火)セ ブ レイ→ ダラ ンザ ドガ ド

午前6時15分,森 安 と吉田は起床 し,昨 日とったばか りのセブレイ碑文の拓本 を検討.ク リャシュ トルヌ ィ ・リフシ

ッの読み(KnA皿 ・opH翩/JI冊 皿呱1971,pp.106412;JA1971,pp.ll-20;護1973,pp.109-iao)に はかな り無理があ り,キ ー

ワー ドがい くつ もなくなってい く.本 碑文が ウイグルの もので ある とい う基本的なことさえ,文 面のみか ら証明するの

は困難.も ちろん,状 況証拠 か らはこの基本線 は揺るが ない と思 うけれ ど.

7時 半,気 温8度,ゲ ル内の温度18度.森 安の高度計で1575m.コ ックがお湯 を持って きて くれたので,イ ンスタ

ン トコーヒー を飲む.今 朝は晴れ.

8時40分,朝 食.そ の後,オ チルはセブ レイニソムのソム長 に会いにい く.拓 本を とったこ との事 後報告 と調査許可

費を支払 うため.つ いでに,セ ブレイ碑文の風化が激 しいので,ソ ムの博 物館な どで保管す るよう進言 した という.モ

ンゴル国内の遺 蹟 ・碑文 などの歴史的文化財 の調査 を許可する権限は中央 の歴史研究所にあるか ら,オ チル所長が同行

している我々の調査隊はどんな調査 も可能だ が,少 な くとも現地の役所に事後報告 し,調 査許可費な どは支払 わねばな

らない.

キ ャンプ した所 は遊牧民の冬営地で,ゲ ル用 の基盤がその ままある.我 々はそれ を無断で借用.山 に囲 まれて,風 を
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避けるのによい ところ.し か も南 向き.セ ブレイ山の東隣 にあるマ ンダル ト山の東端 にあたる.

再 びセブレイ碑文の調査 に行 く.や は りルー ン面 につ きク リャシュ トルヌ ィが ウイグル王族 の 「ヤグラ カル」氏 とか

「英義」可汗 と読 んだ ところは無理であるこ とを直接確認 吉 田によれ ば,ソ グ ド面 につ きリフシツが 「ウイグル」 と

読んだ2箇 所 も無理である.初 老 の:地元遊牧民が近付いてきたのでイ ンタヴュー.こ の牧民は1950年 代 か らここに住

んでいる.1968年 まではこのあた りに2個 の碑文があった.1つ は白い石で,も う1つ はボル(薄 茶)色 の石 だった.

後者 には両面に碑文があったが,誰 かが持 ち去った.白 い石の方 は,少 な くとも1950年 代 か らは今 と同 じ位置 にある

とのこと.1971年 の クリャシュ トルヌ ィらの論文で,エ フレモフの情報では1948年 当 時 ここに2個 の碑文があった と

い うが,そ れ らはこの2つ の ことで,セ ブ レイ碑 の断片が2つ あったのではないと判 断 して よかろう.

【セブレイ碑文の現況】

白 くて粒 の粗 い大理石 。縦80cm,横52cm(た だ し正面の碑文 のある平 らな面のみ計れ ば45cm),厚 さ69cm.正

面 にはル ーン文 とソグ ド文 が共に7行 ずつ シンメ トリカルに残 っている.カ ラ篇バルガス ン碑文 では片面 に ソグ ド文 と

漢文が左右対称 に配置 されていたが,本 碑文 もそれ と似たような形式を していたと思われる.向 かって右 にあるソグ ド

文は,左 から右 に行が進 むので,明 らかに元 の第1行 か ら第7行 までが残 っていることになる.ル ーン文 の方は行の進

行方向に関 して必ず しも法則がないので,確 言はできないが,形 式か ら判 断すればここでは右か ら左へ と行が進むとみ

なしてよかろう.従 ってやは り元の第1～7行 が残 っていることになろ う.

ク リャシュ トルヌィらは現存の碑石 断片 で本来の平 らな面 が残 っているのは正面 だけ とみ なしたが,そ うで はない.

裏 面 も平 らであ り,漢 字 らしき文字が彫 られている.し か も縦の行 を画す る界線 とおぼ しきものまでか すかに残ってい

る.そ の界線の方向は,正 面の ソグ ド文の方 向とほぼ一致す る.そ れゆえ,石 の厚 さ69cmと い うの は本来の碑文の厚

さである。 もし正面 のルー ン文+ソ グ ド文の14行 で 完結 していたなら,正 面(お よび裏面)よ り側面(厚 さ)の 方が

幅広 くなって しまう.そ んな奇妙な形状の碑文はあ りえない.

さ らに,ソ グ ド文1行 目の冒頭には,文 字の長い尻尾 とパ ンクチ ュエーシ ョンが あるが,こ れは吉田の考 えでは,ソ

グ ド語碑 文の冒頭 に現れる タイ トル的一文 の終わ りに くる動 詞の語尾である.カ ラ=バ ル ガス ン碑文では対 応する箇所

にnp'XSiWδ'rym「 我 々は書 いた」 とあ り,そ れ と同 じであれば ここの長い尻尾は文字mの それであった ことになる.

あ るいはnp'xstwS'r'nt「 彼(ら)は 書いた」 と3人 称複数形 を用いていたかもしれない.そ の場合 には文字tの 尻尾 と

いうことになる.こ の推定が正 しい とす ると,ソ グ ド文1行 目の上方には,ま るまる1文 が入 るだけのスペースがあっ

たはずで,本 来の碑文 は現存部 よ り上方 に少な くとも2mく らいはあったはずである.も ちろん下方 も欠落 していると

考 えられ る.69cmと い う厚 さは,突 厥のキ ョルニテギン碑文や ビルゲ可汗碑文の厚 さよ りはるかに厚 く,ウ イグルの

カラ=バ ルガス ン碑文 とほぼ同 じである.こ のことを考慮すれば,本 来のセブレイ碑文は,カ ラ=バ ルガス ン碑文クラス

の堂々たる巨碑 であったとする方が 自然であ ろう.た だ し周辺 には,同 じ碑石の片割れ とおぼ しき断片 はひ とつ もころ

がってい ない.

【セブレイ碑文の立地 と周囲の景観】

碑文は,セ ブレイ=ソ ムの東南約6kmの 地点 にある.そ のあた りはズールン(3eenex')山 脈 の西端 の扇状地 で,ズ ー

ルン山脈 とセブレイ山 ・マ ンダル ト山 との中間のオイ ドル(O�on)と い う平原の中の,ナ ラ ンギイーン=ア ム 「太陽の

口」 と呼 ばれる所である.オ イ ドル と1ま東のズール ン山脈 と西 のセブレイ山 ・マ ンダル ト山 との間に広が る幅7～8㎞

の南向 きの斜面状平 原の こと.こ の平原 はやや急 な角度で南 の方5～6km先 まで下ってい き,半 砂漠状の大平原につ な

がっている.そ のはるか向 こうの数十 ㎞1先 にはフレン=ハ ナン山脈 ・ノヨン山などがそびえてい る.こ れ らの山々は

馬で容易 に越 え られ,そ の南側 は中国のエチ ナ河下流域 に通 じるが,オ イ ドルがエチ ナ河流域 と直結 しているわけでは

ない.こ の点,ク リャシュ トルヌィらの説明 は間違っている.北 側はオイ ドル平原が上 まで続いてお り,平 原の最 も高

い ところが まっす ぐな地平線の ような稜線 になっている.そ の稜線の東端 にズールン山脈,西 端 にマ ンダル ト山が見え

るが,ご く低 い.ク リャシュ トルヌィ論文 を紹介 した護の ように,こ こを 「渓谷」 とい う(護1973,p.112=護1992,p.

562)の は不適切.碑 文か らこの稜線 までは約3kmあ り,高 度差 は60mだ っ た.こ の稜線の ところ まで上 ってみると,

そ の北側 もずっ と同 じような平原で,そ の先 に別の山脈が低 く見えた.そ の方向 には本当の砂漠があっ て,車 で越すに

は難渋す るが,・馬 ならばなんの問題 もないとい う.そ の砂漠の向こうはオ ンギ河下流域だか ら,モ ンゴル本土 の中央部

のオルホ ン河流 域か ら中国のエチ ナ河流域 に出るルー ト上 に,こ のオ イドル平原は位置 していることに なる.現 在で も

中国か ら来る商 人がこのルー トを使い,ジ ープで1日 かけて北 の砂漠を渡 り,オ ンギ河流域 のアルバイヘ ールに出てか

らハ イウェイでウランバ ー トルに直行するとい う.甘 粛 地方の河西か らウイグルへの入 口として唐代の漢籍に見える 「花

門山」 というのは,ま さしくこのあた りを指すに違いない.

こ のオ イドル平原は半砂漠状の扇状 地で,地 表 は草 よりも砂礫が 目立つ ゴビであ る.礫 の形は小 さ目で,砂 利 ない し

こぶ し大 くらい の ものが多 く,砂 は固 まってお り,足 や車輪は もぐりに くい.草 は少ないが,そ れで も羊や ラクダの群

れが見 られる.南 方 と西方 は見晴 らしが よいが,雨 が降ればかな りの数 の河が流れるはずで,現 に涸れ河が相当ある.

だ から碑文や建 築物が洪水で押 し流 される危 険があ り,碑 文の設置場所 として絶好 とは言い難 い.今 回 の調査 で,も と
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のセブレイ碑文ははるかに巨大なもので,現 在はごく一部が残っているだけだと判明したが,周 囲に別の断片らしきも

のは見当らなかった.こ のことと,現 在のセブレイ碑文の周囲に遺蹟の痕跡が全 くない事実とは,本 碑文断片が上手の

方から押 し流されてきたと推定することによって,あ る程度うまく説明されるかもしれない.さ らには この断片が全 く

別の所から運ばれてきたとの推測もありえないわけではない.し かし,断 片とはいえ大人数人で持ち上げられるような

ものではないから,そ のような重い石をわざわざ遠 くから運んできた理由も見付けにくい.

午後1時35分,出 発.ほ とんど昨 日と同じ道 を帰る.

3時29分,赤 い岩や土が露 出 している地点で停車 。ズールン山脈 の東端.こ のあた りの道のみ,昨 日と少 し違 う.北

緯43度17分16秒,東 経103度02分58秒.森 安の高度計で1460m.昨 日昼食 をとった所やキ ャンプした所 と同 じく,

ここで も周囲の小山の岩は靴で蹴飛 ばすだけで簡単 に割れて,小 石 になって しまう.そ れ ほどまで に岩 がボロボロに風

化 してい る.こ れほ ど激 しい風化の原 因は 日較差 と年較差で ある。ゴビ=ア ルタイとはゴ ビ地方 にあるアル タイ山脈の

意だが,実 はアル タイ自身 もゴビになってい る.す なわち主 に稜線部分 に露出す る岩山以外は,広 大な半砂漠ない し半

草原で覆われてお り,樹 木 は全 く生 えてい ない.お そ らくゴ ビ=ア ルタイ全体が ゴビの石 ころや砂の供給源 になってい

るのだろう.昨 日か ら今 日まで移動 して きた ゴビ地域は,ハ ンガイ地域 に比べ て草の状態は相 当悪いが,そ れでも遊牧

民や馬 ・牛 ・羊 ・ラクダがあちこちにいるのには,驚 く.

3時46分,発 車.こ こか ら山中に入 る.

4時17分,昨 日昼食 をとった所 を通過.

4時56分,バ ヤ ンダライ=ソ ムを通過.

5時57分,こ れまでの15～20分 は割合 よい草が谷間を覆っていた.北 緯43度34分35秒,東 経104度00分21秒.

森 安の高度計で1935m.

6時Ol分,オ ボーのある峠.森 安の高度計で1950m.

6時03分,停 車.高 度が高いだけあってさすがに寒い.オ チルよ り,も っと高 くて景色の よい所に行 くか どうか尋ね

られたが,日 本側 メンバーは寒 さと疲れのため帰路 を急 ぐ方 を選択.

6時17分,山 の出ロ.ま もなく北方に平 らな大平原が広がる.し か し実際にそ こに下 りて しまえば,ゆ るやかな起伏

の平皿状草原で,そ んなに遠 くまでは見通せ ないのか もしれない.

6時25分,東 方にダランザ ドガ ドが遠 くに見えてきた.ま だ山の斜面の高い所(1700mく らい)か ら見下ろ してい

たので,ダ ランザ ドガ ドは10㎞ 先 くらいに しカ・見えなかったが,実 際に車のメーターで計 った ところ30㎞ もあった.

7時05分,ダ ランザ ドガ ドのホテルに到着.一 昨日と同 じデヴシル=ホ テル.

9月10日(水)ダ ラ ンザ ドガ ド→ マ ンダル ゴ ビ

午前8時 半,朝 食.朝10時 近 くで も気温10度 しかな く,風 があるため,冬 用のジャンパーを羽織ってもまだ寒い.

森 安の高度計 で1350m。

10時,出 発 これか ら2日 かけて500㎞ 北 の ウランバー トルまで帰る.

10時 半,前 方は地平線 まで見渡せ る大平原.も ちろん半砂漠ない し半草原.右 手 と左前方には遠 く低 い山.後 方には

まだかな り高 くゴルバ ン=サ イハ ン山脈が聾 えている.陽 が射 して,ジ ープの中,と くに助手席は暑 くなってきた。

11時05分,平 らな所が終わ り,低 い山丘の中へ入ってい く.

11時21分,停 車.北 緯43度55分25秒,東 経104度54分42秒.森 安の高度計で1445m.

11時34分,発 車.午 後0時20分,い つのまにか平 らな所 を走 っている.森 安の高度計で1175m.

0時 半,前 方にツォク ト=オ ボー=ソ ムのす ぐ北にある赤い台地が見えて くる.

0時37分,水 たま りあ り.道 路 わきは赤土地帯.一 旦雨が降る とひ どくぬかるむ所.周 囲にラクダ多 し.

0時47分,ツ ォク ト=オ ボー=ソ ムに入る.高 度計で1215m.

0時53分,テ レビ中継塔のある台地上で停車.見 晴 らしが よいので,遅 れている トラックを待つ.高 度計で1305m,

台 地 の段差は90m.

1時lc分,い くら待 って も トラックが来そうにないので,仕 方な くソムに戻 り,そ この食堂で昼食 をとることに決定.

3時45分,ま だ トラックが来ないので,協 議の上,3号 車 とバ ッ トルガが探 しにい くことにな り,あ との3台 のジー

プはマ ンダルゴビに向けて発車.

4時 半,い つのまにか平皿状草原.高 度計でll55m.

5時03分,急 に草の緑が濃 くなった.草 の背丈 もこれ までよ り少 し高い.北 緯44度55分31秒,東 経105度29分

39秒.高 度計で1155m.

5時15分,ま た草が減 った.た だ し塊状の草 は大 きくなった.マ リモの ように並 んでいる.

5時55分,停 車.全 天曇 り.6時17分,発 車.

6時49分,ま た草の緑が濃 くなる.小 型の盆地状草原.そ の繰 り返 し.

6時53分,さ っきより広い平 皿状草原。草の密度は薄 くなる.
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7時,左 手 に長 さ300～400mの 黄 濁 した池が見える.す ぐまた200mく らいのが見 える』.このあた り,家 畜の姿 は

ます ます多 くなる.マ ンダルゴビに近づ きつつある証拠だろう.平 皿状草原.あ と30㎞ くらい らしい.

7時50分,マ ンダル ゴビのホテルに到着.雨 が降った直後 らしく,道 がかな り濡れていた.森 安の高度計で1340m.

トラックが夜中までに着 くか どうか心配.み んなスーッケースな しで,着 のみ着のまま.大 澤 は寝袋 もなし.

10時 過 ぎ,部 屋 で夕食.結 局ll時 過 ぎて もトラ ックと3号 車は到着せず.そ の まま就寝.

9月11日(木)マ ン ダル ゴビ→ ウラ ンバ ー トル

トラックは夜 中に到着 していた。本 隊 と別の道を行 って砂 に タイヤをとられ,さ らにパ ンクが重な り,運 転手 と生活

係の2人 だけで手 間取 った とい う.迎 えにい った3号 車は結局 トラックを見付 けるこ とがで きず,ダ ラ ンザ ドガ ドまで

無駄足 を踏んだだけだ った.ト ラックが勝手 な行動 をしたので全体に迷惑 がかか ったわけだが,ト ランシーバ ーの電池

が少な くなっていたのも原因の一つ.ト ラ ックの運転手が別の道を行 くの を制止で きなか った.

午前9時is分,朝 食.朝 食は8時 半 といっておいたのに,少 し遅れ気味.旅 も終わ りに近づ き,コ ックも疲 れて きた

らしい.毎 日毎 日,し か も朝昼晩三食 とも羊 肉ではさすがに辟易 して きた.昨 夜 と今朝 は,大 澤持参 の梅干 しで大助か

り.気 温9度.し かも風 があるか ら寒い.

10時10分,ホ テルのす ぐ近 くにある ドン トゴビ県博物館 を訪問.女 性館長ムンフバヤル さんに案内 してもらう.庭

にはテユルクの石 人1体 と,椅 子に座 った独 特の形のモ ンゴル帝国時代 の石人2体 とがある.ま ず これ らを撮影.そ れ

から内部 に展示 してある青銅器時代 の刀子や飾 り板,さ らにルーン文字でqutluy「 幸 運のある」 と書いてある青銅(な

い し真鍮)製 の タムガ印章をガラスケースか ら取 り出 して撮影.印 章には インクを付けて印鑑(印 影)も 採取.そ の大

きさは2.6×2.6cm.こ の 印章の本体 は小 さくて薄 く,つ まみの部分は こわれてな くなっている.し か し文字の部分は完

全 に保存 されている.こ れはBo叩1990,pp.69-70に 既 に紹介 されているが,出 土地 についての記載 はなく,ボ ル ドが館

長に尋ねて も不明 との こと.た だ しこの博 物館の展示物は,基 本的には ドン トゴビ県で見つ かったもの とい う(1)ま た

16世 紀 頃の ものだ とい う十二支の彫 られたメダル状 のものが あったが,オ チルに も何 かよ く分か らない と言 う.写 真撮

影費は全部で20ド ル.パ ンフレッ トは1冊800ト グル クで8冊 購入.モ ンゴル時代 の石人はパ ンフレットの遺蹟地図

のNo.28地 点 か ら見つかったもの.

午 後0時,予 定 よりかな り遅れてマンダルゴビを出発.0時50分,あ るソムを通過.

1時55分,昼 食のため草原で停車.北 緯:46度26分46秒,東 経106度30分20秒.森 安の高度計で1180m.こ こま

でず っと相変 わ らずの風景で,基 本的 にマ ンダル ゴビ周辺 と同 じ.今 日が 旅の最後 ということで,モ ンゴル名物のホル

ホク料理 を始 め る.羊 肉 と焼 き石 を,蓋 付 きの大 きなミルクタンク状の金 属容器 に放 り込んで,蒸 し焼 きにするもの.

蓋 が不完全だと爆発す るという.蒸 気 によりす ごい圧力がかかるから.モ ンゴルの男はこうい う料理だ と俄然漲 り切る.

相 当に時間がかかったが,と てもおい しかった.そ のままでもいけるが,持 参 の醤油や塩胡椒 も役立った.

5時14分,発 車.最 後になって トランシーバー用 アンテナの コー ドが2本 も駄 目になった.来 年は補充 の必要 あ り。

車 中で うとうとしていた ら,い つのまにか ゴビ地区が終わっている.

8時05分,西 の山の端に 日が沈んだ.北 緯47度22分40秒,東 経106度42分50秒.高 度計で1565m

8時10分,オ ボーのある峠.高 度計で1575m.前 方 を見て,か な り高い山の中を走っていることにはじめて気付 く.

そ して山のてっぺ んまで草原で,わ ずかに樹 木 も生 えている.も う完全 にハ ンガイ地区の盆地状草原の世界へ戻 ってい

る.ウ ランバー トルが近付 いている とい うこと.や や黄緑 になってい るとはいえ,草 の密度 も濃 い.

8時 半,そ ろそろ暗 くなってきた.8時50分,も うほ とんど真 っ暗.

9時,ズ ー ンモ ド近 くのツーリス ト=キ ャンプを通過.こ こか ら舗装道路 になる.

9時17分,警 察のコン トロールあ り.密 漁 されたタルバガンがウランバー トルに入 らない ように取 り締 まってい る.

肉 はおい しいがペス トの危険があ るか ら.

9時45分,オ ボーに旅の無事終了を感謝 してお参 り.ボ ル ドが用意 して くれたハ タクを捧げる.ま もな くウランバー

トルのネ オンが見えてきた.フ ラワー=ホ テルを予約 していたが,予 定 よ り数 日早 く戻 っ てきたので,飛 込 みで他のホ

テルを探す ことにする.9時50分,も う一度警察のコン トロールあ り.

10時 半 頃,グ ラン ド=ホ テルで値段 の交渉がまとま り,こ こに落ち着 くことにする.お 風 呂 も完全 で満足.

9月12日(金)ウ ラ ンバ ー トル

森安の高度計で1150m.今 日か らの朝食はレス トランで各 自がば らば らにとることにす る.フ ラワー=ホ テルはここ

よりかな り値段が高いので,キ ャンセル して もらった.

午 前11時,日 本側 メンバー5人 は,片 山の部屋に集 ま り,ミ ーティング.こ れか らの仕事の予定 と分担 を相談 それ

か ら今回採取 した2セ ッ トの拓本は,昨 夜全 てホテルでおろ したので,そ こか ら日本へ持 ち帰 る分 を選別す る.

(t)松 川1998
,p.106が 写 真 を発表 した.
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午 後2時 半,歴 史研究所 に着 くと,オ チル所長 自らが出迎 え.さ っそ く所長室 で合同 ミーテ ィング.ま ず来週5日 間

を予定 している碑 文テキス トの研 究会では,日 本モンゴル双方が合意で きるものと して最低限,各 碑文 テキス トの翻字

(Transliteration)を 完 成 させることにし,そ のための日程 と分担 を決定.そ して とりあえず2年 度 目の仮報告書では,分

担者の名前 を付 してテキス トと翻訳 を作 ることにする.そ の際,翻 字は1種 にするが,転 写(Transcription)と 翻訳 につ

いては,日 本モ ンゴル双方が別 々に作 る報告書 にそれぞれ独 自の もの を提 出する.そ れに基づいて,最 終報告書ではど

うす るか考える.ボ ル ドか らは,ロ シア語お よびモンゴル語で翻訳す るか ら,そ れを日本側 に英訳 して ほ しい との意見

が出されたが,学 問的に責任が もてないのでそれは断る.一 語一語が問題 になる文献学 的研究では,他 人が翻訳す るの

は実 に危険だからである.

各 碑文 のテキス トと翻訳作成の分担 は以下の通 り:シ ネ ウス碑文,カ ラ=バ ルガス ン碑文 ルー ン面,ウ ランゴムのルー

ン文字碑文(森 安 ・バ ッ トルガ);タ リア ト碑文,キ ョル=テ ギ ン亀趺銘文(ボ ル ド・片 山);キ ュ リ=チ ョル碑文(ボ

ル ド・林);テ ス碑文,オ ンギ碑文,イ フ=ハ ヌイ=ノ ール銘文,カ ラ=バ ルガスン第二碑文(ボ ル ド ・大澤);ブ グ ト

碑文,カ ラ=バ ルガ スン碑文 ソグ ド面,セ ブレイ碑 文 ソグ ド面(吉 田);セ ブ レイ碑文 ルー ン面(片w・ バッ トル

ガ);カ ラ=バ ルガスン漢文面(森 安);ウ ラ ンゴムのウイグル文字碑文(森 安).

日本側が出版の義務 を負 う最終報告書の体裁 と内容 について も,か な り議論 する.

森 安の方で拓本の写真 をCD-ROMに 取 り込めるか試 してみて,も しそれをコンピュー タで拡大 しても大 きな支障 なく
.

読 めるのであれば,報 告書に拓本折 り込み をせずに,CD-ROMを 付 ける方法 も検討の余地 あ り.

その後,吉 田はカラ=バ ルガス ン出土 といわれ,現 在は歴史研 究所が所蔵 して いる漢文の 「大唐安西阿史 夫人壁記」

の採拓(1≧ 森安が 形状や計測値 をメ モ.林 ・片 山 ・大澤は,研 究所 にある拓本の撮影作業.撮 影 はス ライ ド用ポジとプ

リント用ネガの両方で.プ リン ト写真は,拓 本の国外持ち出 し許可 を教育 省 と税 関に申請する書類 に添付す るため に緊

急 に必要.同 時 にモンゴル側 に残 してお く拓 本の写真 もとる.教 育省 とい うのは,去 年新政府 になって,従 来の文部省

と文化庁 とが合併 してで きた もの.

9月13日(土)ウ ラ ンバー トル

午前10時 半 よ り,林 ・吉 田 ・大澤 は,ホ テルの林の部屋で昨 日に引 き続 き拓本の撮影作業.全 て今回 とった拓本.森

安 と片山は片 山の部屋で,あ ちこちの遺蹟 で採集 してきた瓦 ・レンガの整 形作業 とラベルの貼 り直 し.午 後1時 前,白

石がシャーザン=ホ トとバヤ ン=ゴ ルで採取 した瓦の破片 を持参 し,我 々の作業 を手伝 って くれた.

1時20分,全 員で昼食.そ の後,瓦 ・レンガもきれいに並べて撮影.

3時 頃,森 安 と白石はジープで白石 のアパ ー トへ預けた荷 物を取 りに行 き,つ い でに来年のモンゴル班 の活動の大枠

と構成 メンバ ーについて説明.白 石か らは,も し可能な ら来年こそは是非 参加 したい との意志 を確認.た だ し参加が実

現 しな くて も,今 年同様に 日本側 とモ ンゴル側の連絡役は引 き受 けて もらえることになる.

4時 過 ぎ,森 安 と白石がホテルに戻 る と,よ うや く写真撮影作業が終了 していた.そ こで2台 のジープに分乗 して,

初 めてのウランバー トル観光 に出掛 ける.ま ず大仏殿 が完成 したばか りの ガンデ ン寺へ行 く.つ いで岩 壁画のあるイフ

=テ ンゲリン=ア ムへ .岩 壁画は トール河 に面 して突 き出た断崖の高い所にある.メ インの壁画 は確 かに紀元前 の青銅器

時代の もの らし く見 えるが,驚 いたことにウイグル文字モ ンゴル文の墨書銘3つ と,ボ クタクとい うモ ンゴル帝国時代

のモンゴル婦人 に特徴 的な帽子 を被 った婦人 の絵 もあった.こ うい うもの がこんな所 にある とは全 く知 らなかった.既

に報告 されてい るのだろうか.森 安 と吉田は少 しく時間を費や して,解 読 に挑戦.墨 書銘の1つ は,モ ンゴル時代 のモ

ンゴル語発令文書の冒頭 に くる典型的な定型句 であ るこ とがす ぐ判 明 した が,他 の2つ は解読で きなか った.し か し3

つ ともほぼ同じ書体であることから,こ れ らが13～14世 紀 の ものであることは明 らか.婦 人 の帽子ボクタク もこの見

方 を支持 して くれる.銘 文 は接写 モー ドで撮 影.こ れ をもとに,本 格 的調査 は来年のモンゴル班 に託す ことになろう.

観 光のつ もりが,仕 事になって しまった.そ れか らウランバー トル全体 を見下 ろす丘 の上 にある第二次世界大戦の戦勝

記念碑 を見物 に行 く.ソ 連 の影響 が濃厚なモニュメン トであるが,今 となってはい ささかそ ぐわない感 じが した.

6時 過 ぎ,ホ テルへ戻る.7時 半 にサロラ=ホ テルの レス トランで夕食 と約束 して,森 安はイフ=テ ンゲリン=ア ムへ

釣 りに,他 のメンバ ーはおみやげ品の買物 など.夕 食の後,ソ ウル通 りのデ ィスコへみんなで繰 り出す.

9月14日(日)ウ ラ ンバ ー トル→ ゾー ンモ ド→ ナ ライハ→ ウランバ ー トル

森安の高度計で1170m.

午前9時40分,ゾ ー ンモ ドへ 向け出発.途 中ず っと盆地状草原で,家 畜の数が多かった.

10時 半,ゾ ーンモ ドの トゥブ県博物館 に到着.さ っそ く屋外 にあるムハル(ム クル)遺 蹟 出土の突厥時代の亀趺 を調

査.ポ ラロイ ドを2セ ッ トとって,計 測値 を記入.亀 趺 の大 きさと碑 身を受 けるホゾ穴の大 きさか ら推 定すると,な く

なっている碑文の大 きさは,横 幅77～80cm,厚 さ20cm前 後,高 さは2～3mで あ ろう.少 な くともブグ ト碑文 よりは

(pこ の碑文は
,本 報告書に先だって,す でに森安が石見清裕と共同で発表 した(石 見 ・森安1998).
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大 きかった と思 われる.亀 趺 の中央部の両側 面 には,突 厥 阿史那氏の特徴 的な山羊のタムガと,珍 しい蛇の タムガとが

あるが,い ずれ も一般 的な陰刻ではな く,レ リーフである.山 羊のレリーフは繊18×17cm,厚 み は数mm‾8mm,蛇

の レリーフは纖16×19cm,厚 み}ま数 ㎜ 一7㎜.吉 田が鉛筆で レリーフの乾拓 をとる.こ こにあった石人はバヤ ン

ダワー出土.

11時15分,発 車.

ll時26分,郊 外 のマ ンジュシュ リー寺 院の 山門に着 く.森 安の高度計で1485m.入 場 料を払い,約2㎞ 先の寺 院

の方へ入ってい く.す ぐに森林が 目立つ.ゾ ーンモ ドとは 「百本の木」 とい う意味.

11時34分,寺 院前 の駐車場 に到着.北 緯47度45分33秒,東 経106度59分41秒.高 度計 で1560m.す ぐそばの

庭 園に並んでい る石人 ・石獅子 ・石羊 を撮影.林 によれば,大 部分は ウンゲ トゥ遺蹟か ら持ってきた もので,ウ ラジ ミ

ルッォフや ヴォ イ トフが発表済み.ま たウンゲ トゥには立派 な石槨(サ ル コファーク)が あ り,バ ルバ ル も相当数残っ

ている とい う.

午後0時 過 ぎ,早 めの昼食.

0時43分,ナ ライハへ向けて出発.い つのまにか草原の草が一面 に黄色 くなっている.こ の変化 は我々が ウランバー

トルにいた この2・3B中 の ことなのだろう.例 年だと9月 中旬 にはウラ ンバー トルで も初雪が降るというか ら,当 た

り前なのか.曇 ってい るため,外 気 は冷たい.

2時15分,道 に迷いつつ,よ うや くトニュクク遺蹟 に到着.付 近 に別の遺蹟が2つ あるとい う情報 を前 もって得てい

たので,日 本側だけ先 にそち らへ廻 ることに し,バ ットルガを案内役 に頼 む.

まずヴォイ トフ ・メネス らが ッァガ ン=オ ボー第二遺蹟 と呼ん でいる所へ行 く.ト ニュクク遺蹟か らここ までほぼ真

北 に1200m.こ の 数値 はヴォイ トフと我々 とで一致.第 二遺蹟の石槨の上 でGPS計 測,北 緯47度42分19秒,東 経

107度28分25秒.森 安の高度計で1405m.石 槨 は花崗岩製で斜格子紋.土 塁の跡 らしきものはわずかにある(ヴ ォイ

トフに よれば19×19m)が,瓦 もレンガもな し.バ ルバル列の向 きは真東 よ り北へ8度 ずれる.そ して途中で北へわず

かに湾曲 してい る.ヴ ォイ トフによればバルバ ル列 は長 さ300mで48個 現 存.し か し我 々の計測 によれば約450mで

59個 で ある.第 二遺蹟の景観 は トニュクク遺蹟の景観 と同 じである.

こ こからジープ1台 を第三遺蹟の方 に先行 させた。そ してここか らそちらを見ると,真 東 より20度 北 になる.さ らに

別 のジープのメー ターで両方の距離 を計測 したところ,途 中に小河 を越 えたが,約2600mだ っ た.

第 三遺蹟の石槨の上でGPS計 測,北 緯47度43分18秒,東 経107度30分00秒.森 安の高度計で1395m.石 槨 は2

つ あ り,そ の間隔は6m.一 方 は花模様で,も う一方 は斜格子紋.い ずれ も花崗岩製.2つ の石槨か らそれぞれバルバ

ル列が平行 に延 びているが,そ の方向は真東 より南へ6度 ずれている.石 槨の中心部の距離 は7,7mで,2列 のバルバ

ルの間隔 も7～8m.花 模 様石槨 に属するバルバ ルの うちの2個 には,「 し」字形のタムガが ある.こ の形はオンギ遺蹟

の 「J」 字形タ ムガ とち ょうど逆向 きである.瓦 ・レンガは全 くな し.こ こは,他 の突厥時代のバ ルバ ルのほとんどが

東の低い方へ下 っているの と違 い,バ ルバル列の始めの部分 はやや上 りの ように見 えるが,途 中か らはその向こうの小

河へ向けて下っ ている.背 面(西)に も小河 があるので,一 旦は下ってい るが,そ の向 こう側 には形の よい小 山があっ

て,や は り他 の突厥 時代の遺蹟 と同 じような景観 をな している.

トニュクク遺 蹟に戻 る.こ このバルバ ルは1列 だが,2つ の石槨があったと思われ る.共 に花 崗岩製で,立 派な花模

様が彫 られている.2つ の 石槨 の中間でGPS計 測,北 緯47度41分41秒,東 経107度28分42秒.森 安 の高度計で

1425m.バ ルバル列 はこの中間地点か ら東の低い方へ延びてい る感 じだが,正 確 には真東 よ り北へ10度 余 りずれてい

る.バ ルバルの大 きさは様々だが,長 い ものは地表か ら150cmも 出ている.全 体 としてキ ョル=テ ギン遺蹟のバルバル

より太 くて長い とい う印象.こ の遺蹟では瓦 とレンガの破片を採集 したが,レ ンガ(床 に敷 きつめ られ た もの)は あ ま

りに残存状態が よいので,も しか した ら清朝時代の ものではないか との疑 い もある.レ ンガの規格 は縦23～28cm,横29

～30cm ,厚 さ6～8cmで あ る.

バ ッ トルガの指摘に より,ト ニュクク第1碑 文北面第9行(通 しで第33行 目)の これ までICI$1「 人,男 」 と読 まれて

きた語が,完 全にラ ドロフの捏造であることが判明.た だ し,ど う読 むべ きかは今 のところ不明.た だ,こ の一事 によっ

て,Atlasの 修 正拓本がいかに鮮明であって も,や は りもう一度拓本 をとり直す必要がある と痛感 された.バ ッ トルガ

に託 し,来 年我 々のチームのモンゴル班 のメ ンバ ーが調査にやって来 るまでに トニュクク碑文の拓本 を2セ ットとって

おいて もらい,1セ ッ トを日本 に将来 しても らうようにする.オ チルも諒 解 して くれたので,拓 本用紙 は改 めて 日本か

ら郵送すると約束.

片 山は,ト ニ ュクク第2碑 文東面の石 の破損 は,碑 文 を作 った時点か らの もので あ り,そ れゆえにこの部分 には当初

か ら文字が彫 られていなかったことを確認 碑石の形状か らみて,ト ニュ クク碑文 は鹿石 か何 かの再利 用ではないか と

推測 されてきたが,そ の可能性 はますます高 くなった といえよう.ト ニュ クク碑文 は本来の位置 より動 いている可能性

があるが,や は り亀趺はなかったと思われる.ト ニュククほ どの大人物で あって も,可 汗一族の阿史那 氏でなければ,

わ ざわざ新品の碑石が作成 されることはな く,亀 趺 も使われなかったのだ ろう.そ うだ とすれ ば,突 厥 時代 について,

亀鉄 だけが残る イデル遺蹟やムハ ル(ム クル)遺 蹟 を可汗 クラスのモニュ メン トとす る見方 はさらに有 力にな り,碑 文

と亀趺のあるブグ ト遺蹟や オンギ遺蹟の被記念者 は可汗クラスの実力者であったか どうかの検証が必要 となる一方,キ ュ
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リ=チ ョル碑文 は何 かの石の再利用か もしれない との疑 い もでてこよう.チ ョイル碑文が 石人の再利用であ ることも想

起すべ きである.

3つ の遺蹟 を含む盆地状草原の規模 は,イ フ=ホ シ ョー トゥよりさらに小型で,南 亅匕が10㎞ 前 後,東 西が3～4㎞.

東 と南北 に山が あ り,西 のみは平 原の稜線 で区切 られている(第 三遺蹟で は小 山).ト ニ ュククと第二 は共に東向 きに

下 る緩斜面上 にあるが,第 三のみはやや違 う.

5時10分,あ まりの寒 さに作業 を切 り上 げる.

6時20分,グ ラ ンド=ホ テルに帰着.1号 車 の運転手 ビラとは今 日でお別れ.い つ も変 わらぬ好意的行動 に感謝 し,

餞 別 をあげて別れを惜 しむ.

7時,夕 食.夕 食後は,今 日採集 した トニュクク遺蹟の瓦 ・レンガの破片はポ ラロイ ドで撮影,そ の他 の作業.9時

前 やってきたバチカには,ウ イグル関係遺蹟のモンゴル語 による紹介記事の和訳 を点検 して もらう.

9月15日(月)ウ ランバ ー トル

ついにウランバー トルに も初雪.

午前9時40分,迎 えの車で歴 史研究所へ.途 中,市 内の店に寄 り,碑 文拓本のネガを現像 ・焼付 けに出す.い よいよ

今 日か ら碑文の テキス トの仕上げ作業.先 週 決めた予定の通 り,そ れぞれ の仕事 を開始.森 安 とバ ッ トル ガはバヤルの

部屋を借 りてシネウス碑文.ボ ル ドと片 山はボル ドの部屋でタリア ト碑文.林 ・吉 田 ・大澤 は,明 日に は税 関へ持参 し

て見れなくなる拓本の うち,各 自の担当分 をチェック.

午後1時,ラ ーメン屋 で昼食.

2時10分,研 究所に戻 ると,バ チ カが今朝注文 した写真 をとって きて くれていた.そ こで早速手分 け して,モ ンゴル

側に残す もの,教 育省 ・税関に提 出する もの な どに分類 し,ナ ンバーを付 け,申 請書用の リス トも作成.そ の後は午前

の仕事 を続行.

6時,研 究所を辞去.7時,韓 国風バイキング料理の レス トラン=ソ ウルで夕食.

9月16日(火)ウ ラ ンバ ー トル

森安の高度計でll75m.今 朝 も雪が散 らつ き,日 本の冬の寒 さ,本 当に秋がほとん どない とい うのを実感.

午前9時40分,ホ テルを出発 して,歴 史研 究所へ.全 員昨 日の仕事 の続 きだが,片 山と大澤 は中庭 にあるコンテナ倉

庫の中か らタリァ ト・テス両碑文を出 して もらう.大 澤 はテス碑文の部分拓本 まで とるが,天 気が悪 いの と寒 さで難儀

す る.白 石 にも手伝 って もらう.森 安 とバチカは,来 年のモ ンゴル班のため研究所 に1年 預ける荷 物の リス トを作る.

1時10分,昼 食のためフラワー=ホ テルへ向かう,

2時 過 ぎ,研 究所へ戻 る.昼 も雨が 降っていたので,午 後 の碑文 を見 る作業は延期 しようとしたが,た またま晴れ間

がでたため続行.し か し午後 も降った り止 んだ りで,続 行の判 断は よくなかった.

7時 半,グ ラン ド=ホ テルに戻って夕食.

9月17日(水)ウ ランバ ー トル

森安の高度計で1195m.吉 田 の高度計で1200m.

午前9時40分,歴 史研究所へ.森 安 とバ ッ トルガはガンボル ト副所長の部屋で シネウス碑文の読み合せ を続行.バ ッ

トルガは風邪で苦 しそ う.な ん とかこの3日 で一応の作業 を終 える.ボ ル ドと大澤はボル ドの部屋でい くつ もの碑 文の

読み合せ.林 ・吉 田 ・片山はそれぞれ 自分の仕事.

昼食 はバヤ ンゴル=ホ テルで.帰 りに30～40分 間,ド ルショップで買物.午 後,森 安 とオチルは来年度 の調査内容そ

の他について会談.そ の他 は仕事 を続行.

7時,グ ラン ド冨ホテルで夕食.8時,ホ テルにボル ド夫妻が来訪.い ろいろおみやげをいただ く.

9月18日(木)ウ ランバ ー トル

森安の高度計,吉 田の高度計 とも1230m.

午前9時40分,歴 史研究所へ 向か う.ボ ル ドと林はボル ドの蔀屋で,片 山はバ ッ トルガ と,森 安 ・吉田 ・大澤は 自分

でそれぞれの仕事.森 安 はまた白石 と来年の件で相談.

昼食はチンギスハ ン=ホ テルの4階 で.

午後 もそれぞれの仕事 を続行.

夕方6時 過 ぎ,い った んホテルに戻 り,コ ピー機が まだ故障中な のを確認 してか ら,ウ ランバ ー トル=ホ テルの ビジ

ネスセンターへ行 き,い ろいろ と注文.待 つ間に2階 で夕食.

9月19日(金)ウ ランバ ー トル

相変わ らず寒 い日が続 いている.天 気予報に よれば最低気温 は零下5～6度,最 高気温で さえプラス1桁 代.と うと
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う林 も風邪 を引 く.

午 前中は,歴 史研究所の コンテナ倉 庫 を開けてもらい,再 びタリア ト碑文 とテス碑文 を直接見てのチ ェ ック作業.ま

ずボル ドと大澤,次 いでボル ドと片山.森 安はオチルから調査旅費の報告を受け,そ の領収書 を受け取 る.

午 後2時,白 石 も加 わ り,全 員での最終 ミーテ ィング.ま ず来年のモ ンゴル班 の予算 と隊員編成 と日程 について,お

おまかに相談.日 本側 は今年 と同 じ金額 を持 参す るこ とを約束.編 成 はジ ープ3台 と トラック1台 の4台.日 本側参加

予定者は松田孝 一 ・杉 山正明 ・松川節 ・中村 淳 ・松井太の5人 だが,不 確 定要素が大 きく,1人 で も欠 けた ら白石が加

わることで合意.日 本側 メンバ ーは来年4月 には決定す る.モ ンゴル側参加者はオチルの外 は30代 の 若手2人.そ の

うちの1人 は,な ん と今年は生活係 として参加 したダシバ トラフで,彼 は14ん17世 紀 のチベ ッ ト=モ ンゴル関係史 を研

究 してお り,チ ベ ッ ト語 ・ロシア語 ・英語ができるとの こと.

次 に昨年度交 わした議定書 を読み上 げて,お 互いの認識 を新たにす る.議 定書に記載 されている最終報 告書 について

は,森 安が責任 をもって日本で出版するが,編 集者は森安 とオチルの両名 とし,使 用言語 は 日本語 ・英 語 ・ロシア語 と

する.モ ンゴル語はソフ トの関係で無理であ ることを説明.オ チルが英語 で序文 を書 く.本 文 は日本語 が多 くなるが,

目次や写真のキャプシ ョンや リス トの説明な どはで きるだけ英語 を使う。

それか ら森安作成のホシ ョー=ッ ァイダムの4遺 蹟 とそのバルバル列の相互 の位置関係の図面 と,林 作成のカラ=バ ル

ガスンとッァガン=バ イシンな どの図面,吉 田の苦心作で あるブグ ト・カラ=バ ルガスン ・セブ レイ3碑 文の ソグ ド語 テ

キス トとその英 訳 とをモ ンゴル側 に手渡す.モ ンゴル側か らは,バ ヤルが今 回の調査でスケ ッチ した もの全てのコピー

を日本側 に手渡 して くれる.

去 年 日本か ら郵送 したパルシ報告書(MSSP)1冊 は歴史研究所の図書室に入 った ことが確認 されたので,今 年持参 し

た もう1冊 を言語研究所 に寄贈 すべ く,森 安か らボル ドに手渡す.大 澤 は帰国後1ヵ 月以内にGPS計 測 結果の一覧表 と

旅程地図 とをモ ンゴル側 に郵送する予定.さ らに森安は,林 と片 山の空撮 分 とバルバル列撮影 のビデオ をダビングした

ものと,各 碑文 テキス トの翻字 の清書をメンバー全員か ら集め,10月 末 まで にまとめてモ ンゴルに郵送することを約

束.そ の翻字テキス トについてモンゴル側はす ぐに赤字 で校正 ない し修正意見を加え,遅 くとも12月 までに 森安の方

へ返送する.そ れ以後,翻 字テキス トは1種 のみ と決定 し,そ れ に基づい て 日本モ ンゴル双方が別々に転写 を作成す る

ことになる.

6時25分,グ ラン ド=ホ テルでお別れパ ーテ ィー.数 日前 にメニューを注文 しておいたかいがあって,な か なかの料

理だった.幻 の魚 「イ トウ」 も初 めて食べ る.モ ンゴル側 には牛 肉のスー プが好評だった.全 員に一言 ずつ挨拶 して も

らった.和 気あいあいの雰 囲気の うちに終了.そ の後,宿 泊費 ・電話代 なども含 めて,ホ テルでの清算 を済 ませる.

9月20日(土)ウ ラ ンバ ー トル→ 大阪

午前5時 半 に起床 し,5時50分 よ り朝食.

6時 半 頃,グ ラン ド=ホ テルをあ とに し,空 港へ 向か う.ま だ真 っ暗.オ チル所長のみやや 遅れて空港に到着.拓 本

と瓦 ・レンガ も税関を無事 通過.

9時 過 ぎ,モ ンゴル航空903便 が定刻 より少 し遅 れて離陸.

午後1時 頃,無 事 に関西 国際空港 に着陸.森 安の高度計はマ イナス15mを 指 していた(1}.

(1)帰 国 後
,こ の高 度 計 の数 値 は マ イ ナス30mか らプ ラス70mの 間 を揺 れ動 く.
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松 田孝 一(K�chiMATSUI)A)

7月25日(木)大 阪→ ウラ ンバ ー トル

午後0時30分,関 西空港に,本 年度調査に従事する松田孝一(大 阪国際大学)・ 村岡倫(龍 谷大学)・ 宇野伸浩(広

島修道大学)・ 松川節(日 本学術振興会)・ 中村淳(駒 澤大学)の5名 が集合 し,3時 発 のモ ンゴル航空(MIAT)の

OM904便 に搭乗.ウ ラ ンバー トルへ向け3時32分,離 陸.

7時35分,ウ ランバー トルのポイン ト=オ ハー空港 に到着.途 中の北京を通過 したあた りで,気 流が悪 く,機 体が激

しく動揺 したが,全 員無事現地に第一歩 を印 した.

空 港には,モ ンゴル側代表の歴史研究所所 長の オチル博士,副 所長 ダシバ トラフ博士(秘 書書記 長,以 下 ダシカ),

ガルサ ンツェレン(r�.nC礬l(9}79H,以 下 ガルサ ン)の3名 の今年度調査参加メンバー,及 び今年度 も通訳 として参加す る

モ ンゴル国立大学 日本語学科講師のバ トジャルガル(以 下バチカ)が 我々を迎えた.

空 港か ら宿 舎のフラワー=ホ テル に到着後,モ ンゴル側のレセプ シ ョンの夕食が あ り,そ れぞれ名前,専 門な どの 自

己紹介 を行 う.ダ シカはモンゴル教育大学の歴史学 を卒業後,チ ベ ット語 学の修士号 を修得 し,中 国甘 粛省 の蘭州大学

に留学 した経験 があ る.弖6世 紀半ばのチベ ット語文献研 究が専 門.昨 年は,生 活係 として参加 した.ガ ルサ ンは歴史

研究所の大学院修士課程学生 で,専 門 として現在,オ イラ ト史史料の文献 学的研究 を行 ってお り,今 秋 には課程 を修 了

して,修 士 にな る予定.夕 食後,ミ ーティングを行い,明 日の歴史研究所 での調査計画の調整会議 の議事 と分担 を再確

認 し,ll時 に散会.就 寝.

7月26日(金)ウ ランバ ー トル(民 族 史博物 館,歴 史研 究所)

午 前8時 前,宇 野 ・中村が フラワー罵ホテルの前庭 でGPSの 初 期化 を行 うが,測 定位置が悪いのか不調.外 気温は摂

氏19度.

8時30分,ホ テル前 に集合.迎 えの車が少 し遅れ,出 発.

9時 前,歴 史研究所 に到着.も う一度,中 村が前庭 でGPSの 初 期化 を行 う.今 回は成功.北 緯:47度54分55秒,東

経106度58分20秒,高 度1340m.研 究 所前 にてオチルの出迎えを受け,所 長室へ.昨 年12月 と今年2月 に,オ チル

が 日本滞在中,大 阪で打 ち合せ してすで に固 まっている今年度の調査計画 の概要 を再確認 し,調 査費用 をモ ンゴル側に

提出,仮 領収書 を受領(本 領収書はプロジ ェク ト終 了後に受領 した).日 本 側か ら依頼 していた調査遺蹟 の航空写真(モ

ンゴル製)を 受 領 した.こ の写真は,調 査で,遺 蹟の新たな発見など,現 地での景観確認 に意義のある もの となった.

日本側で用意 した調査資料 を手交 し,9時40分,会 議 を終了 した.

前 年度調査終了時に森安が保管 を依頼 してあった拓本道具 を受領 して,た だちに,本 日の拓本採 取予定の碑文が展示

されている民族史博物館 に向かう.10時,博 物館に到着.北 緯47度55分16秒,東 経106度54分52秒,高 度1330

m.展 示 室3階 は,入 り口の階段踊 り場 にイスンゲ紀功碑(い わゆるチ ンギス=カ ン石)の レプリカ,L字 型 をした展示

室部分(東 壁17.70m,南 壁17.60m)に,チ ン ギス=カ ンの像,壁 面の ガラス陳列 にモ ンゴル時代 の遺物 とパ ネル等が展

示されている.部 屋 の床に宣威軍城址(ホ ク シン=テ ール城址)よ り将来の 「宣威軍碑」,及 びアル=ボ ラク=ソ ムのデ

ルゲル=ム レン河沿いの釈迦 院遺蹟 より将来の 「釈迦院碑記」(以 下釈迦 院碑),東 ゴ ビ=ア イマク出土 の17世 紀 のモ

ンゴル語のヘセク=バ イシン碑文の3つ の碑文 も展示 されていた.早 速,我 々は,ヘ セク=バ イシ ン碑文を除 く,前2つ

の拓本採取に とりかかった.

松 田 ・オチルらのメ ンバーを2班 に分け,作 業 を行 った.村 岡 ・松 田 ・オチル ・ダシカ ・松川が,宣 威軍碑 を担当,

午後2時 までに2枚 の拓本 を採取.宇 野 ・中村 ・ガルサ ンが釈迦 院碑 を担 当.作 業の際に拓本採取 に使用す る水 が,展

示室の床 を汚さ ない ように,床 一面に新聞用 紙 を敷 いて保護 した.し か し,意 外 に水 が床 に流れ落 ち,新 聞紙 を通 して

広が るため松川 がホテルまで もど り,ビ ニー ルシー トを持参 し,碑 石周囲 に敷 いて万全 を期 した.宇 野 ・中村 ・ガルサ

ンは,釈 迦院碑の全体計測,読 み取 りか ら作業開始.午 後0時45分,宇 野 ・中村 ・ガルサ ン及 び通訳 のバチカは,昼

食のため近 くのウラ ンバー トル=ホ テルへ向かう.1時40分,宇 野 ・中村 ・ガルサ ンは博物館 に戻 る.釈 迦院碑 につい

ては原碑 に就いて文字 を確認 した結果,こ の段階で,今 まで読めていなかった文字がかな り確 定で きた.文 字の確認後,

採拓作業 を開始 し,バ チ カ も補助に入 った.松 田 ・オチル ・村 岡 ・松川 ・ダシカの5名 は,ウ ランバー トル=ホ テルに

向かい,昼 食:.

5名 は昼食後,釈 迦 院碑 の採拓に合流.1枚 目の墨入れが 終わ り,手 順通 り拓本 を石 より剥離 しようとして失敗がお

きた.碑 文の文字が彫刻 されたへ こみ部分に,文 字 を見やす くするためにかつて誰かが注入 した歯磨 き粉が残 ってお り,

その歯磨 き粉が(宣 威軍碑 には白い石膏が埋 め られていた)拓 本用紙 に粘 着 し,乾 燥 しはじめていた用 紙が石 と分離 し

なか ったのであ る.霧 吹 きな どで剥離 を容易 に しようと試 みたが,文 字部 分で次 々破損.か くして第1枚 目の拓本採取

は失敗 した.そ のために碑石 を水で洗浄 して,歯 磨 き粉を洗い流 している うちに博 物館 の閉館 時間が迫 り,作 業 を明 日
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の準備に切 り替 えた.5時,閉 館となり,シ ー ト,新 聞紙を敷き直し,整 理 し退館,ホ テルに帰還 した.な お,宣 威軍

碑の2枚 の拓本のうち1枚 は,研 究所にて保管を依頼 して,1枚 をホテルへ持ち帰った.

博物館側には,オ チル所長からの事前の申請,調 整が十分であったため,作 業は何の障害もなく,進 行した.作 業中,

博物館側の職員が常時,陪 席 し,写 真撮影数などのカウントを行っていたが,次 第に我々の作業の中心が拓本採取であ

ることを理解して,何 かと協力 してくれた.

ホテル帰還後の5時15分 ～6時40分 に全員によるミーティングを松田の部屋にて実施 オチルより受領した,白 石

作成のバイバリクとシャーザン=ホ トの遺蹟測量図面 ・モンゴル国土地理院撮影の航空写真を検討 し,報 告書には,我 々

の未完成の図面のかわりに,完 成度の高い白石図面及び,航 空写真等にもとつ く図面を入れることとした.

7時 より9時30分 までインド料理店バザーラで我々5人 と白石で会食し,調 査についての意見交換を行い,ま た,

白石から本プロジェクトの一環 として,5月 に白石とオチルが調査したバイバリクで採取済みの瓦 ・レンガなどのサン

プル断片及びカラコルムでの白石が採集 した瓦断片を受領 した.瓦 ・レンガに関して,こ れまでの2年 間の調査でもサ

ンプルを採集しており,そ れらの胎土の化学特性の分析を奈良教育大学の三辻利一教授の許で行ってお り,化 学特性に

地域,時 代による差異,共 通性が見出されつつある.

10時,ホ テルに帰還.明 日午前9時15分 の集合を約 して解散.

7月27日(月)ウ ラ ンバ ー トル(民 族 史博物 館,歴 史研 究 所)

午 前9時30分,民 族史博物館 に到着.す でにダシカが釈迦 院碑の洗浄 を済 ませて待機 していた.昨 日博物館 内の照

明が暗 く,文 字 の読み取 りがやや困難であったので,ヘ ッドラ ンプ,懐 中電灯 を持参 して,照 明の補助 とした.松 川の

持ち込んだビデ オ撮影用 の照明は極めて照度 が高 く作業 に効果があった.午 後1時 には2枚 目の採拓作 業 に入った.昨

日のように拓本用紙が碑石 に粘着す ることもな く,順 調 に採拓 は進んだ.1枚 目の採拓では,碑 石に最 初与える湿 り気

が十分ではなか ったためか,拓 本用紙 と石の 間に空気の残留が多 く,空 気 を抜 くのに時間 を要 したが,出 来映えは上 々

であった.2枚 目の採拓 に当 り,碑 石の漢文 とモンゴル文 の境界 に用紙の 重ね 目が来るように工夫 した.だ んだんと臨

機応変の技術が 向上 してい くが,向 上 したと ころで作業 は終わった.何 事 も仕事の完成度 というのは,極 めがた く,過

渡的成果 となることは,こ の作業で も同 じ.メ ンバーは活発 に採拓作業 を進め,2時30分 に は作業 を完了 した.そ の

後,松 川は碑文 が置かれてい る展示場内全景 を撮影,他 のメンバ ーは場内 の問取 りの計測 を行い,3時 す ぎにフラワー

=ホ テ ルに帰還 し,運 転手 を含めて昼食 をとった.な お,博 物館 の話では,釈 迦院碑 の文 字部分 にはもう歯 磨 き粉 は入

れないということだった.

4時,歴 史研 究所 に出向 き,オ チルと明 日か らの地方調査 の打 ち合わせ.食:事 などの面での 日本 側の希望 を伝達.明

日の地方調査への出発時間は午前9時 とし,8時30分 にはホテル前 に車 を配車 してもらうことを依頼 した.

4時30分 よ り宇野 ・松 川 ・ガルサンの3名 で歴 史研 究所 に収蔵す る興元閣碑 の採拓 を実施 した.他 のメンバーは昨

年来保管 を依頼 してあった物 品を倉庫 にて受 領 し,そ の うちの トランシーバーの作動調整 を済 ませ た後,採 拓作業に合

流 した.4時15分,採 拓作業 を終了 して,ホ テルへ帰還 した.夕 食 はホテルの 日本食堂にて日本食を とる.

9時 前,停 電.9時 過 ぎに解散.松 田 ・村 岡 ・宇野 は,松 田の部屋で,カ ラコルムのペルシア語碑文の拓本(Atlas,pl.

XLVIII)を コ ピーにより読み合 わせ を行 った.コ ピーがきわめて不鮮 明な上に停電 もあ り,解 読は遅々 として進 まなかっ

た.10時18分,外 はまだ うっす らと明る く,た くさんの子 どもの声がする.10時29分,電 灯 がともった.こ の日は

村岡 をのぞ く日本側全員が下痢 に苦 しんだ.ま た,バ チカ も通訳 に出て来 なかったが,翌 日訊ねてみ る とやは りひ どい

下痢だった とのこと.

7月28日(火)ウ ランバ ー トル→ ダル ハ ン→ ブイテ ン諞ゴル

午前8時30分,ジ ープ3台,ト ラック1台 がホテル前に集結.1号 車 はロシア製 ジープの新車で,ま だ5900㎞ し

か走行 していない.松 田 ・オチル ・バチ カが乗車,運 転手オイ ドブ(少 し後で判明 したが,オ チル所長 の令弟).2号

車 は一昨年 も使用 して,し ば しば故障 した歴史研究所保有のパジェロで,走 行距離は15万6000㎞.松 川 ・中村 ・ダシ

カが乗車.運 転 手 ゴンボ(一 昨年 も参加).3号 車 はロシア製 ジープ.村 岡 ・宇野 ・ガルサ ンが乗車,運 転手 はサマー

(昨年の運転手 マームージャウの子息,大 学生).ト ラ ックには,生 活係 のマームージャウ,コ ックのバ トツェツェグ

が乗車,運 転手 ニ ャムスレン.な お,パ ジェロは相当な修理が なされてお り,幸 い,今 年度 の調査においては,故 障は

あるにはあったが,一 昨年ほ ど旅程に大 きく影響す るような故障 はな く,坂 道 の登坂 にも割 り合い困難 はなかった.

ホ テルのチ ェックア ウ トの精算 に時間を要 した(こ れに懲 りて帰 りにウランバー トル に戻 った と きには出発前夜に精

算を済 ませておいた).ホ テ ル前 にて各車 に トランシーバーを装着 して出発 したが,こ れに も案外時 間がかか り,出 発

は9時30分 となった.こ の時の装着ボル トの締め方が弱い ものがあ り,行 程の途上で走行 中に1本 脱落,紛 失 した.

出発前に東北大学大学院の学生,中 村篤志君が見送 りに来て くれた.

9時52分,22㎞ 走 行。 トルゴイ トを通過.ま もな くウランバー トルの市街 を西へ抜}ナた.北 緯47度54分02秒,

東経106度41分40秒.高 度1265m.

10時02分,カ ラコルムとダルハ ンとに分かれる三叉路(北 緯47度53分,東 経106度41分)を 右折.道 沿いにい く
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つか のゲル集落 がある.集 落の周 りに板壁が ある場合,そ この住民は季節 移動す ることはない とい う.家 畜の姿 も多 く

見かけるようになる.し ば しば,旅 行中,車 道で家畜 と遭遇 したが,車 で 家畜 をはねると賠償 しなけれ ばならない.牛

の場合,飼 い主に10万 トグルクを支払 うとい う.近 年,モ ンゴルの家畜 は,モ ンゴルの草地の飼養可 能家畜数の限界

を超えるほ どに増加 しているとい う.

10時12分,約30㎞ 走 行.草 原 の小高いところにあるオボーの前で停車.北 緯47度57分24秒,東 経106度36分

25秒.高 度1475m.旅 の安全 を祈 ってみなでオボーを3周.オ ボーの近 くに,チ ベ ッ ト文字 を刻 む小石板あ り.オ ボー

には通常,石 が積 み上げ られているが,中 国製 ビールの空 き瓶 や松葉杖 なども置かれている.

10時51分,タ ビンホ ヨル峠 を通過.ウ ランバー トルか ら52(rasb[xxo�)㎞ にあることか ら,こ う呼 ばれる.こ の

あた りから樹木が 目に付 くようになる.た だや はり,雨 量が平均500mmと 少 ないモ ンゴルの通例 に従 い,北 か らの季

節風が湿 り気 を与える由の北斜面に しか生えていない.

ll時03分,ジ ャラン峠を越 える.同 じくウランバ ー トルか ら60(xcapax)㎞ の峠 という意味.

11時08分,バ ヤン=チ ャン ドマニ=ソ ムが見 えて くる.こ こは社会主義時代,優 れた成績 をおさめたかつての国営農

場.オ ラー ン=ボ グダ イ,ひ まわ り,じ ゃがい も,人 参,白 菜などを生産 する.市 場経済化 に よって私有化 が進んだ現

在 は農場の規模がだいぶ小 さくなっている とい う話.

午 後0時22分,小 休止.北 緯48度38分47秒,東 経106度05分27秒.高 度1205m.休 憩 を終 えて再 び走 り出す と,

急 に草丈が高 くなった.

1時06分,右 手 にヘ レクスルが見える.し ば らくして,バ ローン=バ ラの家並みが見え,1時13分,1号 車 と トラ ッ

クが,町 の手前のバラ=ゴ ルの河原に停止.北 緯48度53分06秒,東 経106度05分48秒.高 度825m.こ こで昼食準

備 にかかる.叢 林が広がる平原で,空 の青,草 と叢林の緑が美 しい.こ こ までの道路は大半が舗装工事 中であった.最

近,モ ンゴルで は世界銀行,IMF,ア ジ ア開発銀行 などの国際機関や 日本な どの諸外 国の無償援助,借 款 により,イ

ンフラ整備が進 んでいる.実 際 に走行 してみ て,道 路整備が進捗 している様子 がうかがわれる.路 傍で,便 乗を求める

人がそこごこで車に合図 をお くっている.モ ンゴル各地の人々の移動 も活発 となっているのだろ う.

1時10分,1号 車 と トラックが昼食準備 にすでに入っていた頃,2号 車 は何かに車体底部 をぶつけて部品が壊れた

らしく,調 子が悪 くな り停車.北 緯48度48分54秒,東 経106度05分30秒.高 度970m.

1時24分,応 急処置 して出発.1時34分,2・3号 車がバラ=ゴ ルの昼食場所 に合流.昼 食中に2号 車は,溶 接修

理 のために町へ 向か う.昼 食は羊の肩肉の煮 たものと揚 げパ ン,イ ンスタ ン ト焼 きソバ,ピ クルス2種,イ ンスタン ト

コーヒー.食 事風景 を撮影.村 岡 ・松田 を除 く3名 はお腹 を壊 して体調悪 し.草 原は静寂その もの.聞 こえるのは鳥の

鳴き声 と研究の打 ち合わせ をす るガルサ ンの声 と遠 くか らかすかに聞こえる 自動車の音 だけ.3時32分,町 へ修理 に

行 っていた2号 車 が溶接 をす ませ戻 る.す ぐに出発.バ ロー ン=ハ ラー=ソ ムを抜けて峠 を1つ 越 える と,草 原の規模が

大 きくなる.

5時03分,66㎞ ほ ど走行.ダ ルハ ンの町の手前で停止.北 緯49度25分33秒,東 経ios度56分32秒.高 度730

m.蝿 が 多い.町 に入 る前 に全車 終結するのが,町 中で相互に居場所 を探 さないです むようにす る工夫である.1号 車

のオイ ドブが全 力疾走で車 を走 らせ るので後 続車が常に遅れ気味 になる.こ のため必ず集結 の時間 をとることになるの

である.行 程進行のペース作 りには先頭車が 速いの も一つの戦術か もしれ ないが,後 続車が遅れて,ト ランシーバーの

音声到達範囲外 に出て しまうと,単 に後続の ペースが遅 いのか,事 故で来 ないのかわか らない とい うこ とになる.後 続

を確認 しなが らペ ース配分する ように伝 えた が,1号 車 は,全 力疾走 とい う基本姿勢 を行程 の最後 まで 変えなか った.

ダ ルハ ンに入る前 に,独 立樹がオボーとして祀 られている ところがあ り,日 本 での古木への信仰 をオチルと話題 にする.

5時18分,ダ ルハ ン市 に入る.5時28分,旧 市街地から新市街地へ抜ける ところのロータリー(北 緯49度28分12

秒,東 経105度56分30秒)で1号 車が一方通行 を逆送 しかけてロータリー内の警察官 に注意 を受ける.5時36分,

出発.5時43分,3号 車 が 曲がろうとした トレーラーの方向指示器 に接触,方 向指示器が小破.先 行 していたグルー

プは,無 線連絡 を受 けて,停 止.1号 車 に松 田 ・オチル ・バチカ,マ ーム ージャウが搭乗 して接触現場 に向かう.2号

車 と トラックはそのまま待機 待機場所,北 緯49度30分15秒,東 経105度57分04秒.高 度800m.双 方 の運転手が

交渉 している所に,通 行人が集 まり,酔 っ払いが現 われ,収 拾 に時間を要 したが,円 満和解 して,6時39分,待 機場

所 に1号 車 と3号 車が戻 り,す ぐに出発.

6時48分,ダ ルハ ンの手前で集結のために停車 した場所か ら20㎞ の,ダ ルハ ン市北方の地点で,舗 装道路力・らは

ずれ,右 折 して東北方向へ,ゾ ルツァガ保養地へ向か う未舗装道路に入 る.北 緯49度32分09秒,東 経105度59分25

秒.高 度800m.7時26分,13km走 行.フ ィテ ン=ゴ ル(河)を わたる.北 緯49度33分38秒,東 経 玉06度14分28

秒,高 度770m.7時46分,22㎞ 走 行.平 原の端で停止.北 緯49度32分31秒,東 経106度23分31秒,高 度895

m.7時58分,26㎞ 走行 し,峠 を越 える.北 緯49度31分46秒,東 経106度26分45秒,高 度860m.付 近 に漢人入

植者のかっての耕作地がある.オ チルの話では,1905年 に約7万 人の漢人が入植 した とい う.8時22分,10㎞ 走行

し,再 び峠 に出る.停 止 し,ト ラックの到着 を待つ.北 緯:49度29分46秒,東 経106度33分44秒,高 度875m.8時

53分,10㎞ 走行 した ところで,2号 車がぬかるみで停止.9時08分,脱 出.

9時29分,ブ イテン=ゴ ルそばの岩壁下 に到着.北 緯49度26分47秒,東 経106度42分16秒,高 度940m.オ チ
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ルが現場 の岩壁 に銘文が あるのを確認 して,少 し西へ戻った草原の中に野営場所 を決定.北 緯49度26分54秒,東 経

106度42分2秒.9時58分,ト ラックに積 んで きたゲルの設営 にかかる.11時 に5枚 の 折畳 み式の側壁材(ハ ナ)

で できたゲルが 完成.日 本側 は,懐 中電灯 で照明 して,ゲ ル設営 を補助 し,設 営手順 の一部始終 を見学 できた.ゲ ルの

屋根 にあたる数 十本の垂木(オ ニ)は 数本 に1本 の割 りで,ハ ナと紐 で綴合 され,ま た,垂 木か ら垂 木 に1本 の羊の毛

で編んだ太い紐 が順 々に巻 きつないで ある.天 窓(ト ーノ)は 下 に柱が2本 あ り,そ れが重 さを支え,周 りか らオニを

差 し込んで安定 を保 ってある.ハ ナは外へ転 倒するの を防止するためにこれ また紐で外周 を縛 りつけて ある.こ の骨組

みの外側 にフェル トを張 り付 けてゲルは完成 した,完 成 したゲルの中にテーブルを置 き,ll時26分 よ り夕食.外 は満

天の星が美 しい.ゲ ル内は,土 の上に分厚 い フェル トを敷 き,そ の上に厚 手のシーッ を重ね,ス トーブ もあ り,快 適な

空間.み な寝袋に入 り,午 前0時30分,就 寝.

7月29日(水)フ イ テ ン=ゴ ル

午前8時,起 床 気温13.4度.キ ャンプはヘ レクスル(こ こは積石塚のみ)の 前 に設営 されていた.付 近 は草丈が膝

を没するほどに伸 び,そ の中を用足 しにでか けるとズボンカ嘲 露でびしょぬれになって しまうほ どであ った.草 はみな

美 しい花 をつけてお り,付 近 はさなが ら花 園 の風情 であ る.草 丈は高いの だが,岩 壁付近 には家畜の放牧 はされていな

かった.ブ イテン=ゴ ルに至 る途中で もキ ャンプ付近で も落葉松林 の下の方6～7分 目が枯葉になっている.切 り倒 さ

れた枯木 もある.焼 けこげた痕跡のある林 も後 々の旅程で 目睹 し,こ こで も一部 は焦げてい るもの もあ るので,あ るい

は1996年 の森林火災 の影響 なのだろ うか.こ の付近で森林火災があったか どうか,付 近にたずね られ る人に会わなかっ

た.衛 星か ら撮影 した夜間の写真 を見れば,わ か るだろう.9時08分,朝 食.ご 飯の上 に牛の細切 り肉 と細か く切っ

た じゃがいも,に ん じんなどを炒めた もの をのせた もの.マ スター ドをつ けて食べ る.こ のほか,ジ ュース ・パ ンケー

キ.調 理 はレス トラン風 コックのバ トッェッェグは政府庁舎の食堂の コ ックさんとのこ と.以 後毎 日おい しい食事を

出 して くれた.

10時,オ チルと作業予定の確認.分 担 は岩壁のパスパ文字銘文 を中村,ウ イグル文字モ ンゴル語銘文 を松川,写 真 を

宇野,チ ェックリス トを中村,残 りの村 岡 ・松 田は資材運び.モ ンゴル側3名 は全作業に参加.岩 壁 に1.5mの 脚 立 を

運び上げることとする.10時20分,ベ ースキャンプか ら300mの 岩 壁で作業開始.岩 壁前 に道路が東西に走 り,そ れ

と並行 して,ブ イテ ン=ゴ ルが流れている.河 幅は5～6m程 度 で,小 河 とい う感 じである.銘 文は高 さ8mく らいのと

ころの岩の張 り出 しの ところの東の端 の岩壁に書かれてお り,そ こへ のアプローチ となる張 り出 しは幅50～100cmほ

ど.墨 で書かれた文字は極めて小 さ く,認 識が難 しい.そ の上,1998年6月15日 とい う意味の,極 く最近の落書 きが

あ り,そ の文字でか き消 された元 の文字が判読 できない.一 同落胆 したが,石 鹸水で洗い落 とす ときれいになって,水

のおかげでわず かなが ら文字 もくっきりとして見えやす くなった.岩 の張 り出 しがあま りに狭いため,読 めるのは2名

がせいぜい.日 本側2名,モ ンゴル側担 当者2名 が,そ れぞれ11時 ～午後1時,午 後1時 以後の時間別の分担で交代

して,読 み取 り作業 を行 うこととして他 は引 き上 げた.村 岡 ・松田 ・宇野は碑文の読み合わせ作業 を行 った.

モ ンゴル側2名 は1時50分,昼 食のためにキャンプに戻 り,昼 食後読み取 り作業 に入る.日 本側 は昼食後,宇 野 ・

松川はGPS・ ビデオに より地図上 に行程 を記載す る作業 を行 う.GPSの 入力,整 理作業は中村が進め,そ の後,松 川 ・

中村 は,す で に入手 してあった写真 によって ウイグル文字モ ンゴル語銘文 の読み合わせ を行 い,午 後 の作業の準備 を行

う,

ゲ ル内の気温は28度,湿 度56%.戸 外 は日陰で33度,日 向では温度計の針が振 り切れ,計 測 はで きない.湿 度は40

%.み な暑 さにやや参 った状態.キ ャンプ付近は,最 近の雨のせいか,道 路に水た まりが多い.水 た まりには無数の蝶 々

が群れ,吸 水 し,ハ エ も極 めて多 く,岩 壁下 の道路で,待 機 してい ると無 数の蚊 も群が って くる.防 虫 ネッ トをかぶっ

て作業 を試みた が,暑 く,不 快であった.超 音波防虫器 は,耳 ざわ りな音 が響 くが,効 果があるとの こ とであった.ま

た,蚊 取 り線香 は,き わめて効果的でゲル内で使用する といつのまにか蚊 は雲散 していな くなった.ヘ ンテイの北斜面

にあたるこの一帯 は高度900m余 で,ウ ラ ンバー トルよ り400mほ ど低い.暑 く,湿 度 も高いのはそのためであろう・.

4時,モ ンゴル側 か ら連絡が入 り,日 本側 メ ンバーの参加 を求め,現 場 で合同の読み合 わせ を実施 壁面 の文字部分の

計測,岩 壁の近 景,遠 景写真 を撮 影.壁 面の場所を地図の上で確定する作 業 を分担 して行 う.壁 面の文字 を1字,1字

確 認の作業 を行 う.従 来知 られている銘文の上段に何かのマーク らしきもの,下 段 にもう1段 のウイグル文字の墨書が

あることが午前 の作業で判 明 していた,オ チ ルによれば,上 段のマークら しきものは,青 銅器時代の岩絵 で,長 方形の

枠 を書いてその中に点 を打 つ.狩 猟の成功 を願 った もの.点 は獲物の数を示 し,で きるだけた くさん打 つ.す ぐ横の壁

面にはやは り青 銅器時代の鷹 だったか鷲だっ たかの絵 もある.下 段 は,定 形的な文頭表現の 「とこ しえの天の力により

…
,」 からは じま り,「 ウ トユケン…(?)」 以 下に祈願文 らしきものが見 えるほかは容易には判読 し難 い.文 字 は,

3つ の 固ま りになっている.

8時,終 了.8時40分,夕 食.ホ ーシ ョール(ミ ンチ肉入 りピロシキ様).

7月30日(木)フ イテ ン=ゴ ル→ ザーマ ル

午前7時30分,起 床.朝 食は ご飯,ソ ーセージ,ビ スケッ ト,揚 げパ ン,ハ ルシァイ(ス ーティツ ァイの ミルク抜
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き).食 後 ゲルの解体始 ま る.出 発 までの 間,中 村は銘文の ある岩壁の幅を測定.宇 野は岩 壁全体 の写真 をブ イテン=

ゴルの対岸 に渡 り撮影.

9時28分,ベ ースキャンプの撤収を完了 して出発 今 日の予定は,ト ール河畔にある,17世 紀 前半,ハ ルハの大勢

力であったツォク ト=ホ ンタイジの居城 のッァガン=バ イシン(1997年 度 のツァガ ン=バ イシンとは同名別地点)ま でで

ある.

10時16分,18㎞ 走 行.広 大 な草原の中央 で停止.北 緯49度30分07秒,東 経106度32分19秒.遅 れた トラッ

クの到着を待 って出発.小 鳥が道路上 か ら驚 いて飛び立 ち,両 側が広い草原 にもかかわ らず,道 路 に沿 って車の前 を し

ばらく飛びつづけた後,左 右 に分かれて飛 び去 って行 く.小 鳥の このような行動は習性なのか,こ の後 も時々 目撃 した.

ii時23分,26㎞ 走 行.ゾ ルッ ォギン=ゴ ルの保養地の南の橋 のたもとで停止 して,ト ラックなど後続車の到着 を

待つ.北 緯49度29分48秒,東 経106度15分47秒.高 度830m.気 温20度.曇 り.11時33分,出 発.

午 後0時08分,23㎞ 走行.幹 線の舗装道路 に出た.北 緯49度32分03秒,東 経105度58分01秒,高 度780m.

4㎞ 走行 し,ダ ルハ ンの手前 で,全 車 の集結 のために停止.ダ ルハンはモンゴル第2の 都会で,旧 市街 と新市街に分か

れている.製 鉄所が数年前 より操業 をは じめてお り,製 粉工場 もある工業都市である.

0時22分,出 発.こ こで野菜,肉 な どの食料入手のため市内の市場に向力・う.途 中5㎞ 走行 したところで ガソリン

を入手するため にス タンドに立 ち寄ったが,ガ ソリンはなかった.市 場付 近の路上で,前 方 を走る4号 車の トラックの

ドアか ら昨日まで に食べた羊の毛皮 を道端の 人に手渡すのが見える.売 っ たとの こと.食 料入手のために市場の付近の

駐車場で停車 して待機.停 車 している我 々が めず らしいのか,そ れが普通 の挨拶 なのか,多 くの人が運転 手に話 しかけ

て くる.市 場は とか く トラブルの起 きやすい ところなので,日 本人隊員に は車外 にむやみに出 ない よう に指示.市 内で

はまだ まだ牛車 で物資 を運んでい る人 もい る.羊 の毛刈 りのシーズンらし く,こ こで も,こ の後の行程 で も トラックに

毛をあふれんばか りに満載 して,上 か らシー トをかけて走っている車 に何 回も遭遇 した.シ ー トか らはみ出たままの毛

もあるために,車 か ら落下 した と思われる羊毛のかたま りが道路 によく落ちてい る.待 機場所 を移動 して,道 路 に出て,

別 の市場前で停 止.生 活係のマームージャウが買い出 しに出かける.並 木や水銀灯のある広い道路で ある.道 路を 「布

教活動のアメリカ人 らしい」?若 者が2人 歩 いている.車 内で待機す るが,暑 く,ぐ った りとする.2号 車 は再び溶接

修理 に出かける.食 料調達 と修理 を終 え,出 発.

1時25分,4㎞ 走行 し,郊 外の別のガソリンスタン ドに入 る.付 近は5階 建 ての団地が林 立す るところである.ガ

ソリン事情が少 し悪い ようだったが,モ ンゴル側か らはこの時,そ の詳細 は説明 されなかった.基 本的 には調査 の便宜

はモンゴル側が責任 を負 っているので,我 々 は,心 配す る必要 もない し,心 配 しても何 もで きるわけはない.走 行 に関

してはオチルに一任であった.94年 度 の予備調査の折 りには,ガ ソリンがな くな り,や むな く調査を省略 したことが あっ

た.そ の後の2度 の調査では,ガ ソリン事情 も好転 していたので,ガ ソリ ンが欠乏 しているとい う状況 はあま り予想 し

ていなかった.と もあれ,こ こではなんとか給油で きた.ジ ープの両サイ ドか ら各35Pを 給 油す る.1時51分,出 発.

2時08分,舗 装道路 を右折 して,鉄 道の踏み切 り前で停車.道 を聞 くためであったが,警 官が通行車両を検問 してお

り,す でに数台の車が停車 させ られてお り,運 転手は逆 に免許状の提示 を求め られた.

2時18分,バ ラ=ゴ ル河の広 い氾濫原 に降 りて,昼 食.北 緯49度23分01秒.東 経105度53分19秒.高 度770m.

草丈 は非常 に低 く,叢 林の切 り株が多い.付 近 にはゲルが3,4軒 かた まっているのが見える.気 温27.5度.3時38

分,昼 食 を終えたが,宇 野は昨日来のお腹の不調で,水 分摂取のみ.4時32分,ガ ソリン給油か ら54km走 行,北 緯

49度05分53秒,東 経105度32分32秒,高 度930m.フ ドゥルを通過.セ メン ト工場 のある町.4時59分,小 河 と

鉄 道(ダ ルハ ン～エルデネ ト線)を 渡 る.北 緯49度02分53秒,東 経105度28分13秒,高 度855m.5時48分,36

㎞ 走 行.大 型の耕作機械セ ンターの近 くで牧民 に道を聞 く.付 近は盆地状 の平原であ る.6時03分,5㎞ 走 行.オ ー

バーヒー ト防止のために車両を停止.出 発 して しば らく,わ だちのない峠を越 えた.北 緯48度51分56秒,東 経105

度14分31秒.6時38分,遅 れていた トラックが追いつ く.6時46分,3㎞ 走 行 して,本 道へ 出た.7時18分,14

km走 行 し,小 休止.8時08分,28㎞ 走行 し,峠 を超えた.北 緯48度36分25秒,東 経104度52分51秒,高 度

1305m.8時48分,21㎞ 走行 し,峠 で小休止.北 緯48度27分32秒.東 経104度43分12秒.8時55分 出発.9

時52分,26㎞ 走 行.こ の間,金 鉱山が付近 に多 くある.そ の操業場所は18ヶ 所 を数え,1gg7年 には,5ト ンの生産

があったとい う.モ ンゴルの経済 を支 える基幹産業 は,銅 鉱石の採掘 と,こ の金であ る.操 業場所 の照 明が道路のあち

こちに見える.ザ ーマル近 くの丘上に到着。北緯48度19分54秒,東 経104度27分58秒,高 度1020m。 今 日の行程

はここで時間切 れで,ゲ ル を設営 して野営す ることとなった.設 営 中に大 雨 とな り,周 囲は暗 く,日 本 人はなすすべな

く車両内で待機.モ ンゴル側 が設営を急 ぐ.申 し訳なか った.1時 間後にゲルの設営完了.0時 ごろ就寝.

7月31日(金)ザ ー マル→ ダ シンチ レン→ ツ ァガ ン=バ イシ ン

午前8時 起床.気 温22度.夜 中,雨 がひ どく村 岡のスーッケースは水 びた しとなる.朝 も雨が時折 り強 く降る悪天

候.オ チルとダ シカは車で遺蹟銘文の所在場 所 を探 しに早朝 よ り,探 索に 出かける.9時 前,朝 食。論 文 ・地図な どを

検討 したところ,遺 蹟 の所在 はザ ーマルカ・らまだ50㎞ 先 とのこと.我 々は,ま だ遺蹟のす ぐそばまで は到達 してL・な

い.と にか く,オ チル らが何時戻るか も不明 なために,そ の帰還 を待つ しか方法はない.雨 で外 出 もで きないために,
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ゲル内で松田 ・村岡 ・宇野はペルシア語碑文,松 川 ・中村はッァガン=バ イシンのッォク ト=ホ ンタイジ碑文の読 み合わ

せを行って,時 間を過ごす.し ばらくして,マ ームージャウが,ゲ ルにス トーブを入れて くれ,村 岡は スーツケースの

濡れた衣服の乾燥 を行 う.松 川 ・中村 は行動記録の コンピュータ入力 を行 う.午 後0時 前 にオチル らが74㎞ 走行 して

情報収集の後,帰 還.こ の ころ雨が上が る.オ チルの情報によれば,目 標 の岩壁銘文は河向 こうにある という.そ こへ

の到達するために,ま ず,手 前 のツァガン=バ イシンの遺蹟を 目指すこととす る.

2時23分,ゲ ルの解体,ト ラックへの積 み込みなど後片付 けを終了 し,ゲ ルの設営場所 を完全 に清掃 して出発.気

温19度.2時53分,17km走 行 して,ザ ーマル=オ ールの手前の,ト ール河畔の橋 のそばのガソリンスタン ドで給油.

北緯48度13分55秒,東 経104度19分57秒,高 度1000m.3時30分,湿 地帯 を走行.ぬ かるみにはまる恐れがあっ

た.3時48分,案 の定,車 が2台 がはま り込んだ.北 緯48度12分36秒,東 経104度14分42秒.高 度1010m.パ ジ ェ

ロは人力で押 し出 したが,ト ラックは難渋.モ ンゴル側が方策 を講 じよう とす るもなかなか動かず.な ん とか砂利石 を

タイヤにか まして4時48分,脱 出.5時13分,13km走 行,平 原の中を行 く.ヘ レクスルが多 く見 られ る.5時25分,

大ヘ レクスルを道路右手 に見て,停 車.北 緯48度02分04秒,東 経1〔叫度03分03秒.高 度1045m.6時,32㎞ 走

行.雨 がまた降 り始める.ダ シンチ レンの町が左前方に見える.6時38分,11㎞ 走 行.後 続の2号 車以下すべて見え

ないために,停 止 して待機.6時54分,7㎞ 走 行,ダ シンチ レンの町中を通過.通 行人か ら道を尋 ねる.北 緯47分

51秒,東 経104度02分33秒.高 度1060m.7時13分,13㎞ 走行,湿 地帯 を通過.北 緯47度54分10秒,東 経104

度10分43秒.高 度1020m.後 続 車がわた りきれ るか,見 守 りなが ら先へ進 む.風 が うな り,寒 くなる.

7時31分,5㎞ 走行,右 手 の丘の上 に城址が見える.松 川 はチ ン=ト ル ゴイの遺蹟(契 丹時代)と 判断.北 緯47度

54分49秒,東 経104度14分35秒.高 度1025m.7時48分,7㎞ 走 行.気 温195度.平 原 にある丘上に上が り,周

囲を眺望,ッ ァガン=バ イシンを見つけ ようとするも見えず.望 遠 レンズに も捉 えられず.8時28分,道 をたずねるた

め道路か らゲルに立ち寄 る.北 緯48度00分42秒,東 経104度21分25秒,高 度1015m.ッ ァガ ン=バ イシンはす ぐ

そこだという.8時32分,10km走 行,ツ ァガン=バ イシン城址に到着.城 の東,ト ール河 よりには2つ のゲルが見 え

る.城 の西 には碑文が立 っている.す ぐに城 と碑文の間の平坦 な場所 にゲルの設営 に取 りかか る.北 緯48度Ol分25

秒,東 経104度21分02秒,高 度1040m.

ッ ォク ト=ホ ンタイジ(1581～1637)は,ハ ルハ王公の祖ゲ レセンジェの孫で,ア バ ダイ=サ イン=ハ ンの甥に当た り,

叔 父 と同 じく紅帽派のチベ ッ ト仏教 を保護 した.内 蒙古の リンダン=ハ ンに服属 し,1634年 そ のチベ ッ ト遠征 に合流す

るためこの地か ら南下 して青海に到 り,ハ ンが青海で死去 した後,青 海 を本拠 として,チ ベ ッ トまで勢力 を伸 ば したが,

1637年 に グシ=ハ ンによって滅ぼ された(岡 田1981,p.212;岡 田1968,pp.111-113).

ッ ァガンニバイシンは北,西,南 の三方 を丘 に囲 まれ,東 側 に トール河が南か ら北 へ と流れている平原 に建つ.平 原

の南北の幅は約15km.東 に トール河を望んで,な だ らかに下 ってい くスロープの平原の途中にこのツ ァガン=バ イシ

ン城址はある.壁 は高 く,外 壁に漆喰いが塗 り付 けられてお り,色 はベージュ,

8時58分,碑 文付近(北 緯48度01分04秒,東 経104度20分49秒,高 度1025m)で 写 真撮影 を行っていると,そ

こヘチ ョイ ドル とい う86歳 の老人が来訪 した.上 述のゲルの主で,息 子が4人,ラ クダ100頭 以上 のほか,羊 ・山羊 ・

牛 ・馬の5畜 すべて を放牧 しているという.こ の付近が豊かな牧草である ことを彼 の一家の富裕ぶ りが 物語 っている.

彼 は1939年 に ノモ ンハ ンに出征 したこ とがあ り,ッ ァガン=バ イシ ンの著名 人だ と自負 していた.ア メリカや 日本人の

学者 も知ってい るとのことであった.見 せて くれた写真か ら日本人の学者 は,昨 年 国際モ ンゴル学者会 議に出席 した池

内功氏であった.ウ ランバー トルか らここまで足 を伸 ば して見学 に来 られたら しい.10時18分,ゲ ルの設営 も終わ り,

ゲ ル内で夕食.炊 いたご飯 と肉,豆 のシチ ュー,ス ーテイッ ァイで暖 まった.10時58分,雨 が降 り始めた.11時38

分,オ チルと翌朝午前8時 半か らの作業 開始 を約 し,床 に就 き,ペ ルシア語拓本 を読み,し ばらくして就寝 した.

8月1日(土)ツ ァガ ン=バ イ シン

午前5時53分,夜 来の雨が強 く降 り続 き,ゲ ルのそ こごこか ら雨が漏 り始め,目 が覚めた.皆 なで ビニールのゴミ

袋 をオニ と天井 のフェル トの間に差 し込 んで 雨の漏れを止める応急修理 を行 った.松 田は,雨 が小止み になるの を見計

らって,用 足 しに出かけたが,2頭 の野犬が南 の丘か ら猛烈な吠え声 とと もに駆け下 りて くるの を目撃,早 々にゲルに

戻った.ッ ァガン=バ イシンの守 り犬 と命名,こ れ以後 しば らく毎夜 よ く吠 えていたが,や がて,コ ックさんか らもら

う残飯のせ いか私 たちの周 りにいつ も居 て,私 たちには吠 えな くなった,6時 頃,雨 は一時小止みなったあとす ぐにど

しゃぶ りとなった.今 日は岩壁銘文やツ ォク ト=ホ ンタイジ碑文の採拓は無理 となった.昨 日,ガ ルサ ンが お腹 をこわ

していたが,今 日は村岡以外の全員力嘗お腹 をこわ している.9時 半,雨 漏 りが激 しく,こ こか ら20㎞ 離 れた岩壁銘文

を見に行 く班 も活動中止 と決定.最 初,馬 力 があ り,故 障の少 ないロシア製 ジープ2台 で出かける予定 であった.一 昨

日来の雨で:地面 はかな りぬかるんでお り,ロ シア製ジープで も泥に車輪 を取 られる可能性が あ り,な お 大雨が続いてい

る.キ ャンプに残留するパ ジェロでは救 出には行 くことはで きない と覇断 した結果である.オ ニの間に ゴミ袋 をさらに

挟みこみ,修 理.ゲ ルを傾斜 地の途中に設営 したので,土 地が高 くなって いるゲルの北側か ら地面 を伝 って南側へ雨水

が流れ出てい く.床 に敷 いた フェル トが水 を含んで しまい,天 井 と床の両方か ら水がゲル内に浸入 して くる状態 となっ

た.松 田 ・村岡はペルシア語碑文の読み合わせ.松 川 ・宇野 ・申村はGPSの 記 録作成.
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午後1時,昼 食.昼 食中,昨 夕のチ ョイ ドル翁が ゲルを来 訪,シ ンバル と伎楽風の面 をもって来 て,色 々 と興味深い

話 を聞かせて くれた.2時23分,外 気温16度,ゲ ル内22度.チ ョイ ドル翁に,ツ ォク ト=ホ ンタイジの碑文付近 にか

つて存在 し,ラ ドロフのAdasに 掲 載 されている亀石の現在の所在 を尋ねたところ,持 ち去 られたいう.3時38分,な

お雨があが らぬために午後 の作業変更 をオチ ルと打 ち合わせ た.松 川 ・中村,ガ ルサ ン ・ダシカは,ツ ォク ト=ホ ンタ

イジ碑文のAdas掲 載 の拓影 の読み合 わせ を行 う.日 本ですでに松川はモンゴル語文面の転写,中 村はAdasの 拓 本か ら

チベ ッ ト文面の転写 を用意 してお り,モ ンゴ ル側 と読みの違いをつめてお き,原 碑の拓本採取 時に点検 し直すこととす

る.明 日晴れた場合に,拓 本を採取.松 田 ・オチル ・宇野 ・村岡は,小 雨 の中,ツ ァガ ン=バ イシ ンの計測,写 真撮影,

瓦 ・レンガ破片採集に向か う.ツ ァガン=バ イシン中央は,北 緯48度01分30秒,東 経104度21分08秒.城 内には,

瓦 ・レンガが散乱 しているが,圧 倒的にレンガが多い.南 西,南 東の壁 の角か ら南へ37mの 所 にレンガを焼成 した窯

の跡 と思われる遺構が ある.

宇 野は,Alasに 掲 載 されているツァガ ン=バ イシンのスケッチ(pl.LIII～LIX,た だ しLIVは 誤 ってXLIVと 丁付 け

され,乱 丁 となっTい る)と で きるだけ同 じアングルで,城 郭や遺物の写真撮影 を行った.ッ ォク ト=ホ ン タイジの碑

文のAtlas掲 載 の拓影か らの読み合わせの班は,長 文であったが,一 通 り終 えた.こ の碑文 と遺蹟 は,17世 紀 の もので,

日本側 の対象 とする大モ ンゴル期のものではな く,モ ンゴル国側 の研 究者の専 門の対象 となる ものであった.日 本側は,

他 のモ ンゴル時代の碑文,遺 蹟 との比較の情 報 としての観点か ら可能な限 り現地で碑文採拓 と遺蹟調査 の予定に含めて

いた.

8月2日(日)ツ ァ ガ ン=バ イ シ ン遺蹟(→ ビチ ク ト冨シ ョル ロール ガ→ ツァガ ン=バ イ シン)→ ボル ガ ン

午前7時,松 田起床.天 気 は相変 わらず,ど ん よりとし,雨 もぱらついている.今 日も拓本をと ることは不可能か と

思 われた.今 日は,雨 ならば,次 の 目的地で あるバ イバ リク(ビ ーブラク)城 址のあるホタグへ 出発す ることとなって

いる.し か し,そ のような天候ではあるが,オ チルは岩壁碑文のところへ拓 本採取に向か うこ とを決め てい るらしく,

す でに準 備に入 っている.ま た,ダ シカ ・ガルサ ンはッォク ト=ホ ンタイ ジ碑文の拓本 を とるのだと,こ ち らもすでに

意欲満々である.8時38分,ま だ雨 は残っていたが,朝 食 を終 えたオチ ル ・松川 ・中村の3名 は1号 車の ジープ1台

で岩壁碑文の拓 本採取 に出かけた.残 ったダ シカ ・ガルサンは トラックを碑 文の東側(チ ベ ッ ト文面)の 前にバックで

近づけ,丸 太棒 を碑文の上 に トラックの上 か らのば して乗せ,そ の上にシー トを被せ,屋 根覆 いの形に して,そ の下で

拓本採取 に とりかかった.松 田 ・村 岡 ・宇 野はツ ァガン=バ イシンに行 き,昨 日の写真の取 り残 しを撮影 し,そ の後,

拓 本採取作業 に合流 した.

午後0時40分,チ ベ ッ ト文面 の拓本1枚 の採取が終了.2時15分 にモ ンゴル文面(西 側)の 拓本の採取 も終了.碑

文はツァガン=バ イシンの西へ254.44mの と ころの小高 くなったマ ウン ドの上 に立つ。

岩壁銘文 については,ッ ァガ ン=バ イシンか ら車で35分,20㎞ 程 の ところにあった.GPSに もとつ く地図上 の直

線距離で約13km.オ チ ルらのジープは午前9時39分,岩 壁碑文の場所に到着.北 緯48度08分05秒,東 経 餌 度18

分34秒.高 度975m.ジ ー プを横付け して,そ の上で,採 拓作業 に入 った.主 としてオチルが作業 を行 う.命 綱 を岩壁

の上から垂 らしての危険な作業であった.8文 字 の漢字 「敬礼孺童相妙吉祥」 とモ ンゴル文の銘文の拓本採取を行った.

この碑文については,ポ ッペ もバ ンバーエ フとともに1926年 に この地 を訪れ,録 文 し,「 若 く優 しき荘厳 なる(=文

殊珠利)に 礼拝み まつる…」 と読み,解 説 している(ポ ッペ1942,pp.217-222;バ ンバ ーエフ1941,P.72).銘 文 の内容

はポッペの述べ る通 りであった.2時18分,作 業 を終 えて,帰 還の途 に就 いた.2時53分,キ ャンプに帰還 した.

昼食の後,ゲ ルを解体 し,出 発の準備 にかかる.小 雨が再 びぱらつ き始めたが,日 差 しはある.宇 野 は碑文 の周囲の

計測を行い,村 岡は城郭の周囲の計測,松 川 は城郭 をは じめ として付近景観 の写真撮影,中 村 は城郭写 真な どそれぞれ

作業継続 して,出 発準備完了 を待つ.そ のうちに,雨 も上が り,全 員で城郭 の北の丘 に車 で登 り,そ こか ら城郭の写真

撮影を行 う.降 りて碑 文前で,城 郭 を背景 に入 れて隊全員の記念撮影 を行い,5時13分,次 の調査地点に向け出発.

今 日は途中のボルガンで宿泊の予定.5時58分,ダ シンチ レンを通過.ト ール河沿いに北上.未 舗装の道路ではある

が,道 幅が相当にあ り,交 通量が大 きいことが知 られる.6時38分,40㎞ 走 行 して,ハ ルポヒン=バ ルガスを右手 に

見 る.『 白樺文書』が発見 された15～16世 紀 の城郭遺蹟で,現 在の地図に も記載 されている.こ こを過 ぎて,ト ール

河の支流の橋のた もとで後続 トラックを待機.橋 は木製.北 緯47度52分30秒,東 経103度52分54秒.6時48分,

出発.宿 泊地ボルガンは,こ こ より150㎞ の距離7時26分,26㎞ 走 行,後 続車 を待つ.北 緯48度03分25秒,

東経103度41分13秒,高 度1310m.途 中,多 くのタルバガンを道路脇に見 る.ま た,タ ス(お おわ し)を 見 る.タ ス

は数が激減 したために近年禁猟 となってい る.

8時21分,31㎞ 走 行 し,ヒ シグ=ウ ン ドゥル=ソ ムを右前方 に見る.4㎞ 走 行 し,8時32分,ソ ム内で道 を尋ね

る.牛 が多数放牧 されてい る.5㎞ 走 行 し,8時48分,民 家で再 び道 を尋 ねる.付 近 に野菜畑がある.9時02分,5

㎞ 走 行,後 続車 を待つ.夕 陽が傾 くのを見る.ヒ シグ=ウ ン ドゥル=ソ ム を出発する時 。こ,道 を逆方向に出たために,

丘 陵を越 え,本 来 とるべ き道に戻 った.途 中の丘の上 で トラックが追いっ くの を待機.11時48分,70㎞ 走 行 して,

ボルガンのホテル前に到着.北 緯48度48分44秒,東 経103度31分50秒.高 度1200m.ホ テ ルは満員.し か し,遠

来の宿泊客とい うことか,先 客 に部屋を譲 って もらえる とかで,ホ テル前 で待機.流 星や人工衛星の光 が天空 に光って
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いる,澄 み切 った美 しい星空 に皆な感嘆する.し ば らくして,ホ テル内に入 り,投 宿.遅 い夕食はカップ麺.水 洗便所

は使用不可.午 前1時43分 就 寝.

8月3日(月)ボ ル ガン→ ホ タグ

午前8時30分,起 床.ス ープ.洗 面所 で皆 な久方ぶ りに洗髪 して,す っきりした気分 になる.朝 食はマカロニと牛

か羊の肉の炒めた もの.市 内に買い出 しや修理に出かけた車が帰 らないので,出 発 までホテル前 で待機.10時48分,

修 理に行 っていた2号 車が帰還,出 発.2㎞ 走行 して,市 内のガソリンス タン ドで給油.東 側 の丘 にグ1尸 ン色の ト

タン板 で葺いた木造住宅が ぎっ しりと立て込 んでいる.結 構美 しい景観.ス タン ドは給油 口が3台 あ り,車 が ひっき り

な しに出入 りしている.ボ ルガン県の中心地だけのことはある.ボ ルガン県の中心地か ら郊外への道は舗装道路が続 く.

モ ンゴルでは県の中心周辺 の大 きな道 だけが舗装 され,そ れが年々延長 されている ところである.こ の舗装道路の両側,

す なわち東西 にそれぞれ南北 に連なる丘があ り,そ れ には さまれた平原の真ん中の道 を北へ進む.丘 陵 は起伏 しなが ら

続 くが,モ ンゴルの通例に従 って,北 側の斜 面だけに樹林 が生 えてい る.付 近にはブリヤー ト風 の木造 家屋が建 て られ

いる.ヒ シグ=ウ ン ドゥル=ソ ムにはブ リヤー ト人が多 く住 んでいる.20世 紀初 めにブ リヤー ト人が入植 してきたとの

こと.午 後1時,50㎞ 走行 して,停 止 し,後 続車を待機 した.

1時18分,10km走 行 して,ト ゥルギ ン=ダ ワーで停止,北 緯48度56分53秒.2号 車 が故障 し,修 理 を行 う.そ

の後,発 車 したが,1時43分,後 続車が来 ないため,再 度停止.待 機す ること数十分 したところ通 りがかった車の運

転手の話か ら2号 車が横転事故 をおこ したこ とが判 明.急 遽引 き返 した.途 中で急 を知 らせ る3号 車 と遭遇,と もに現

場へ急行.5㎞ 戻 ったところで,2号 車 が停止 してい る.す でに車 は起こされていたが,ガ ソリンが202漏 れ 出 して

いる状態.事 故は,1時30分,走 行 中に道路の穴 ぼこを避けて道 を選 ぶうちにコンク リー ト製 の橋の欄干(と いって

も高 さ20～30cm)の 道路縁 に当たって停車。そのままゆっ くりと進行方向の右側 に横転 した とのこと.3号 車 は前方

で起 きた横転 を 目撃,現 場 で停止.2号 車 か ら松川 ・中村,ダ シカの3名 が,横 転 して上向 きになった 車の窓か らゆっ

くりと脱出.通 りかかった3台 の車か ら降 りてきた15人 ほ どの協力 を得て,2号 車 は元 どお りの姿勢に起 こされたと

いう.事 故 当時,1号 車 と連絡 をとるが,高 速で先頭 を走 る1号 車 は,丘 を2つ 越 えて先行 しているた めに,通 信が不

能となって しま っていた.サ マー とガルサ ンが3号 車 に乗 り,1号 車 に連 絡 をとるべ く,で かけたところへ 引 き返 し

てきた1号 車 と途中で遭遇 した.こ の事故で 中村が指 を負傷 した.そ の他 にはけが はなかった.し か し,ガ ソリン漏れ

も起 こり,惨 事 になる可能性 はあった.こ れ で,1号 車,2号 車,3号 車 とも トラブル を起 こしたこ とになった.一 昨

年には経験 しない危険であった(1).し ば ら く現場(北 緯48度55分47秒,東 経103度00分31秒)で 休憩 して,シ ョッ

クか ら立ち直 り,2時08分,出 発 した.

3時38分,オ ンチ ン=ソ ムを通過.3時53分,50㎞ 走行 し,停 車 し,昼 食.北 緯4g度13分03秒,東 経102度

55分34秒.東 側に岩 山が迫 り,イ フ=ト ルベ リン=ゴ ル(河)が 南北に走る.ま た西側 はなだ らかな傾斜で丘 となって

いる景観 は,ボ ルガ ンを出てから基本的 に同 じ.こ こは昨年の調査で も通 った道で,森 安が釣果を上げ た現場付 近であ

るとのこと.河 沿いに樹林が所 々生えている ところがあるが,炎 天下の草原で車を止める.イ フ=ト ルベル ィン=ゴ ル河

には,西 の丘か ら流れ込む小河があ り,日 本側 は停車位置か ら少 し離れた この小河沿いの木陰でテーブル を配置 して昼

食をとった.気 温25度.5時 過 ぎ,出 発.河 は水量が豊富で,付 近 にはブリヤー ト式の木造家屋が多い.ブ リヤー ト

式の家屋は丸太 をそのまま利用 して組み立て た校倉風の ログハ ウスである.モ ンゴルの木造家屋 は,板 に製材 したもの

を使用す るとこ ろが異 なる.山 は所 々岩肌が 見えてお り,谷 筋に土がたま り,そ こに樹木が生育 して,樹 林 を形成 して

いる.樹 種は落葉松 で,こ の付近の道路のある平原,つ ま り東西の山に挟 まれた平原の幅 は15kmほ ど.草 丈は低い.

10km走 行 したところで,草 原で牛が多 く放牧 されてい るのが 目につき,羊 などの他の家畜 は少ない.道 路 は大 きな石

がごつごつ している.

6時18分,4㎞ 走 行.こ こで初 めてセ レンゲ河 を見 る.付 近の草丈は高 く,暑 い.河 幅 は2～3㎞ か.2㎞ 走 行

し,久 しぶ りに放牧家畜 を見るが,牛 ばか りである.幅5～6kmの 平 原が続 く.草 丈 は再び低 くなる.羊 が見え始めた.

ブ リヤー ト人のところで は家畜 は全般 に少な く,ヒ シグ=ウ ンドゥル=ソ ムのブリヤー トの ところには家畜 を飼 っている

が,狩 猟で生計 をたてている者が多い との こと.7時42分,7km走 行.付 近は羊,山 羊が 目立つ ようになってきた.

同44分,セ レンゲ河 の橋 を渡 った.河 幅は200m.橋 の 前後の道はコンクリー ト製 だが,破 損個所が多 く,で こぼこ状

態.時 速10㎞ で 走行.7時52分,峠 の上 のホタグ=ウ ン ドゥル=ソ ムと書レ・たモニュメン トの横 を通過.セ レンゲが

左側の視野の中に入 り,河 す じの樹林 に挟 まれた水流の姿が美 しい.付 近はやがて盆地状平原 となる.草 丈は20cm内

外.ま た峠 を越 える.セ レンゲが蛇行 しているのが遠望で きる.5～6km幅 の平原 を西へ と進む.さ らに峠 を越 える.

6㎞ 走 行,7時03分,ソ ムの市街が前方に見 え始 めた.さ らにその背後の稜線 の向 こうにうっす らとビーブラクの城

壁が見える.3km走 行 し,昨 年 トルコ班が宿泊 したソムのホテルに到着 した.気 温3L5度,そ こは,今 年 はホテルと

(1)こ の後
,ト ラックが深夜迂回した道で河の底に車輪を取 られるトラブルも発生 し,今 年の調査行は,全 車両 トラブルしたことに

なった.
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して使用 されておらず,ホ テルは別の場所 とのこと.7時18分,ソ ムの役所 に行 き,7時29分,そ の ままそこの建物

内の宿泊室2室 に泊 まることとなった.

8月4日(火)ホ タグ→ ビー ブ ラク→ ホ タ グ

午前8時 起床.朝 食ははるさめ料理(韓 国料理のチャプッェ風).9時53分,出 発.気 温23度.10時13分,ソ ム

の西方10㎞ に ある,ウ イグル時代に建設 された都市,バ イノ朝 ク遺蹟に到着 した.北 緯49度23分53秒,東 経102

度33分18秒,南 にセ レンゲ河が西力・ら東へ流れる盆地状平原.北 方に8～10㎞ 広 がる.こ の遺蹟は昨年度,ト ルコ

班が,す でに調査済みの ものであるが,NASAの 衛星写真及 びそれにもとつ く相馬秀廣教授(奈 良女子大学)に よる遺

蹟所在 と配置に 関する解析結果 の図面,オ チ ルが手配 したモンゴル国国土 地理院の航空写真,バ ヤル ・白石 ・バ ットル

ガによる1998年5月 の現地調査 にもとついて作成 された白石の図面 を参照 しつつ,現 場 を踏んだ。航空写真か ら,相

馬は,昨 年度調査 した2ヶ 所の遺蹟だけでは な く,も う2ヶ 所の遺蹟 らしい形があることを読み取 った.5月 の調査で

白石 らは,そ の うち1ヶ 所は,現 代の農場施設であったが,も う1ヶ 所は土塁のあとであることを確認 した.白 石 は,

昨年度突厥 ・ウ イグル班が調査 した2つ の遺蹟の うち,大 きな城壁が残っ ている遺蹟 を第1城 址(ビ ーブラク),そ の

南にある もう一つの遺蹟 を第2城 址(ボ ル=ト ルゴイ),そ して新 たに遺 蹟 と判 明 した,第1城 址 の西の遺 蹟 を第3城

址(ア ル スラン=ウ ー ド)と 命名 してい る.こ れらの城 址か らは契丹時代 の土器,宋 の鈞 窯磁 器,瓦 などを 白石 らは見

出 してお り,ウ イグル以後 も利用 されていた ことは明 らかである.さ らに,モ ンゴル時代 に も利用 され た ことは,元 代

の文献 と地図か ら指摘 できる.

こ の地に,長 期 にわ たって都市が営 まれた要 因は何であっ たのであろうか.こ の付近が豊か な牧 草地帯であることが

大 きな要 因なのであろうか.ま た,セ レンゲ の水運,北 方へ の交通の分岐点な どのことを考慮する必要 がある.今 回の

作業では,特 に ウイグル時代の遺蹟 としてどのような特徴があるかとい う点ではな く,モ ンゴル時代の 遺蹟 としての特

徴 を検討す るた め,瓦 ・レンガ といった遺物 を収集することや,遺 蹟の現 況か ら情報 を得 ることを主 においていた.ま

ず,城 壁 のある第1城 址 に到着 した.第1城 址の西側 には,北 か ら南 に流れ ている細いテリ ン=ゴ ルの水流 がある.城

内には引 き込ま れていない.そ の水流沿いに のみ,一 筋の樹林が続いてお り,こ の都市の飲料水 はおそ らくは,こ の水

流か ら汲まれたのであろう..ま ず,城 址内 に入 り,土 塁の版築構造(各 層が9～10.5cmの 厚 さでつ き固め られた状態)

を見学,瓦 ・レンガの収集作業 を実施 した.

11時48分,第1城 址 の瓦 ・レンガのサ ンプルの収集 を終了.11時56分,第1城 址の南 に位置す る第2城 址 に移動.

北緯49度23分11秒,東 経102度33分17秒.高 度975m.こ の遺蹟 は低 い土塁で囲 まれてい る.モ ンゴル時代の城址

の土塁は極めて低いが,そ れがモンゴル時代 にのみ特定で きる特徴であるか は,今 の ところ不明である(t)中 村 は ここ

で,遺 蹟の低 い土塁の内と外 で植生が異 なる ことに気が付いた.草 はそれ ぞれ花 をつ けるが,城 址 内外 で花が異なるの

である.

第2城 址の南側の土 塁の中央 の出入 り口と思 われる切れ 目に残存 している石臼の計測 を行 った.そ の後,第1城 址 に

戻 り,南 壁上に置かれた旗竿を差 し込むよう「に穴の穿 たれた石 を計測.次 いで,遺 蹟内に建築 されてい る仏教寺院とそ

の前 に置かれた狛犬(石 獅子)な どの写真 を撮影.午 後1時40分,第1城 址 東側の壁の外で昼食.瓦 ・レンガの採集

には全員があた ったために,ほ とん ど付近景観 を観察す る余裕はなか った.昼 食場所の付近一帯は,草 丈は低 く,上 述

の ように遺蹟付近か ら少 し離れると植生が変わってい くように見える.気 温28.5度 だ が,直 射 日光 の下で,暑 く感 じら

れる.3時03分,昼 食 を終 え,午 後 の作業 にかかる.こ の頃か ら日は照 っているが雨がぱらついた.午 後 は残 りの遺

蹟の実見 と瓦,残 存遺物の 収集 を行 うこと となった.第1城 址東北の アルス ラン=ト ル ゴイ(位 置 について は白石測量

図参照)に 行 き,チ ベ ット語の祈願文ommanipadmeh璟の 彫 られた石 を見学.そ の後,第3城 址へ移動 この城址の

位置確 認に1時 間ほ ど手間取った.土 塁の隆起がほ とんどな く,草 におお われているために遺蹟範 囲の 限定が難 しい状

況であった.オ チルは城址西方 のぬかるみの 中,裸 足で歩いて,遺 蹟の西 端の確認 をおこなった.遺 蹟 の西側には,周

囲の草原 とは植 生が ことな り,丈 が高 く,軸 も太い草が生えているところがそ こごこに点在 し,集 落址 とおぼ しきが と

ころが広 く展開 しているが,瓦 片な どの遺物 は確認できなかった.ぬ かる んでいる状態か ら,こ の付近 は周 りよ り低い

ことを示 している.上 記の テ リン=ゴ ルが東北か ら南 に流れてお り,水 流 によって流 され てきた土砂が集落址 を覆って

いる可能性があ る.オ チル等が第3城 址の西方で作業 を行っている間,別 隊は,第3城 址 の土塁の範囲 を確認 した.城

址 の南東角の北緯49度23分32秒,東 経102度32分04秒.高 度1000m.そ の後,全 員で城址 の南壁上 を横一線に15

m程 の 間隔で離れて立 ち,そ れぞれ北へ歩 きなが ら遺物の収集 を行った.し か し,地 表は草が覆い,遺 物はほとん ど確

認できない.白 石は,こ こでの測量の際 に多 くの遺物 を収集 し,報 告 して いる.我 々の作業で,ダ シカが,わ ずかに点

在する土の露出 した ところで,い くつかの陶磁器片を採集 したのみであっ た.草 の枯れる時期 に行 えば,も っと多 くの

遺物 を確認で きたか もしれない,5時25分,第3城 址での作業終了.

5時33分,第2城 址 と第3城 址 の中間に航空写真で,未 確認の方形の城址様の遺蹟が読み取れる場所に来 たが,実

① 低い土塁の上に
,当 時は木柵がめぐらせてあったと考えられる.
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際 には ほとんど土塁 らしい ものは確認で きなか った.こ こで,ま たダシカが白磁 の破 片 と瓦片各1片 を発 見 した.蚊 が

多 く,暑 く,作 業 はやや苦 しかった.6時IS分,作 業 を終 え,帰 途に就いた.8時38分,宿 舎到着.ボ ーズの夕食.

9時30分 解 散.就 寝.

8月5日(水)ホ タ グ→ ムル ン→釈 迦院 遺蹟(ア ル 環ボ ラ ク)

気温21.5度.午 前8時48分,出 発.今 日は300kmの 大 移動予定である.ホ タグを出て,道 路はバイバ リク遺蹟 を南

に臨む,少 し高い ところを西へ走 る.バ イバ リクの方角 には テ リン=ゴ ル の一条の河筋沿 いの樹林だけが見 える.他 に

は樹林 はないが,道 を北へ折れ,山 間 に入 ると一転 して樹林は濃 くなった.9時41分,26㎞ 走 行.広 い平原に出る.

か もめがあちこちにお りてい る.9時58分,11㎞ 走行.後 続車の到着 を待つ.北 緯49度31分31秒,東 経102度18

分07秒.高 度1240m.付 近 にヤクが 目に付 く.10時io分,各 車集結,出 発.ウ ランバ ー トルへ家畜を連れて売却に

向か う人々 とすれ違 った.ll時23分,48㎞ 走行.赤 膚 の山を左 。こ見て,1㎞ 走行 してH時28分,峠 で後続車 を待

つ も来ず.ト ランシーバー も不通.10km引 き返 し,午 後0時28分,後 続の3両 と出会 う.2号 車 のサスペ ンシ ョン

が故障 して,修 理 のために時 間がかか った とか.そ の ような修理が応急でで きるところが驚 きである.0時38分,峠

を越え,イ フ=オ ール=ソ ムが左前方1こ見 える。 フブスグル県の中心地ムルンまであと100㎞ であ る.ブ リヤー ト式の

丸太小屋が道路 際に見 られる.ブ リヤー ト人 はヘ ンテイ,ボ ルガン,セ レンゲ,フ ブスグルに居住 して お り,国 会議員

も数名いる とい う.フ ブスグルか らウランバー トルへ向かう定期バス とすれ違 った.1時28分,昼 食 のため停車.北

緯49度26分18秒,東 経101度11分03秒.高 度1115m.移 動 中の食事はモ ンゴル側が準備 して くれる.モ ンゴル入

はみな勤勉で,エ ネルギ ッシュである.カ ップヌー ドルやインスタン ト焼 きそばが昼食で よく出されるが,そ うめんの

方がお腹の調子にはよい ように思われ る.2時50分,昼 食を終え,出 発.

3時58分,朝 か ら170㎞ 走 行 したところで停車 し,後 続車 を待つ.北 緯49度34分31秒,東 経100度41分50秒.

4時08分 出発.4時57分,30㎞ 走 行.広 大な平原 を走行する.前 方にムル ンの町が見 える.5時04分,11㎞ 走

行.ム ルンの手前 で停車 し,ト ラックの到着 を待つ.5時23分 発 車.7時10分,55㎞ 走行 し,釈 迦院遺蹟の北側の

山か ら南下 して遺蹟 に到着.碑 文の もとの所在場所 に立て られた白い標識石柱 の前 に停車.北 緯49度37分56秒,東

経99度39分12秒.白 い標識 には1955年 に碑文がウランバ ー トルへ移 されたことを記載 している.石 柱 はコンクリー

ト製の ようである.

遺蹟 の南側 に,デ ルゲル=ム レ ン河 の流れが見える.河 の対岸 にはブ レン=ト グ トフの町並 みが見 える.橋 はな く,

牧 民は馬で渡河 する との ことで あった.遺 蹟 とはいえ,土 塁 は明確 な形 で残存 している とは認めがた く,遺 蹟全体の形

状 は判別で きない.礎 石の残 ったマ ウン ドや遺物 としては瓦片があるだけの小 さなマ ウン ドらしいもの がい くつか点在

している.ペ ルレーの遺蹟の報告では遺蹟について一辺100m程 度 の四角形が示 されているが,ど この場所 をさしてい

るのか よく分 からない.マ ウン ドの分布す る範囲は さらに大 きく700m程 度 の範 囲に展 開 しているように看取 され る.

た だ,遺 蹟の範 囲の輪郭 については,明 確 な境界 とおぼ しき城壁址 ら しい ものがほとん どみ ることがで きない.オ チル

と明日の作業 と して,各 マ ウン ドの測量 と瓦片 の収集 などを決めた.遺 蹟 か ら少 し離れた ところにゲル を設営 して もら

う.北 緯49度38分10秒,東 経99度39分12秒.高 度1340m.夕 食 後,11時40分 ～午前0時 頃の間に皆 な就寝.

8月6日(木)釈 迦 院遺 蹟(ア ル=ボ ラ ク)

午前8時 前,起 床.松 川は早朝の光線の良い時間に付近の景観の撮影を行 う.松 田は作業手順 を 日本文,モ ンゴル文

にて作成,オ チルと再度調整 のために協議,作 業内容 を決定 した.9時30分,碑 文の もとの所在 を示す白い石柱 のあ

る ところを基準として,遺 蹟 の各マウ ンドの測量及び瓦 ・レンガの収集 を分担 して開始する.ダ シカ ・ガルサンで1チ ー

ム.遺 蹟のマウ ン ドご との計測.村 岡 ・宇野 ・中村 で1チ ーム.オ チル ・松川はジープで付近の岩 山に上 り,周 辺の撮

影 を行い,付 近 住民か らの聞 き取 り調査 を実施.松 田は,遺 蹟 と河 との間 の距離 の測定後,日 本隊の手伝 いをしば らく

行 い,ゲ ルに戻 り,他 の作業 隊の動 きを無線な どにて調整.11時,ダ シカらのチームを補佐する通訳のバチ カが収集

した瓦片 をゲルに持ち帰 る.

午 後1時,昼 食のた めにゴンボ運転手 に遠隔地点で測量中 の日本隊 を迎えに行 かせ,近 くにいる モンゴル隊 に引 き上

げを指示 させる.松 川 ・オチルの居場所,動 向は不明.連 絡 な し.し ば ら くして,帰 還.2人 は遺蹟の 東南 にそそ り立

つ大岩アルタン=ガ ダスの東側のゲル,さ らに東のゲルで遺蹟の情報 を収集 その後,遺 蹟の西1㎞ にあるビチク ト=

トルゴイとい う碑銘の存在 を示唆する地名の場所へ土地の人に道案内として同乗 してもらい移動 さ らに1㎞ 西へ移

動.北 へ3㎞ 入 った山間の岩 の間か らオチ丿レは19世 紀 のお経の木版 を発見.そ こにあ った岩画 を見学 して帰還 した.

1時30分,昼 食,そ の後,4時 まで休憩.こ の間モンゴル側は,デ ルゲル=ム レン河で水浴 びをして帰還.4時,作

業再開.5時30分,瓦 ・レンガ収集隊が,ゲ ルに戻 る.6時30分,石 の柱の残 っているマ ウン ドに行 き,礎 石 のサイ

ズを測定.周 囲の砂 の中に非常 に多数 の瓦片が埋 もれていた.7時,ゲ ル に帰還 して今 日収集 した瓦 ・レンガのサ ンプ

ル作成作 業 を行 う.つ いで,オ チル ・ダシカの2名 はデルゲ ル=ム レン河 を地元 の人の案 内で渡河 して,対 岸の遺蹟の

調査に向かった.馬 による渡河 は危険 を伴 うので,そ の他 の隊員は,大 岩 アル タン=ガ ダスに登 り,下 か ら55mの 高 さ

の頂上から周 囲景観の観察 を行 った.北 緯49度37分41秒,東 経99度40分13秒.1395m.岩 山 のそ こごこに植物の
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群 落 があるが,中 で もペパ ーミン トの株 が非常に多 く茂 って いた.対 岸の トムル=ブ ラクの西側,釈 迦 院遺蹟 のちょう

ど向かい側に東西南3方 向を ドーナッ状に岩で囲まれた景観の ところが ある.し か し,対 岸にあるとリンチ ェン(Rincen

1959)が 記 載する城址の位置は肉眼では見えないが,望 遠 レンズでかすか に2ヶ 所ほど認め られた.松 川やその他の者

が360度 パ ノラマ写真 を撮影 した.キ ャンプに戻 り,夕 食.10時,オ チル とダシカがキ ャンプに無事,帰 還 した.午

前0時,就 寝.

8月7日(金)釈 迦 院遺 蹟(ア ル=ボ ラ ク)→ セ レンゲ渡 河→ ラ シャー ン ト

午前7時40分 起 床.気 温、21度.朝 食の後,瓦 ・レンガのサ ンプル採取後の残片 を元 どお りの位置に戻 し,ゲ ルの解

体 などの作業 を終え,9時30分,出 発準備 を完了 した.今 日は もと来た方向で,イ フ=オ ールに向かって出発する.た

だ,イ フ=オ ールか ら渡 し船 に乗 り,セ レンゲ河を渡河す ることを考えているが,渡 し船 が利用で きなけれ ば,橋 のあ

るホタグまでさらにセ レンゲ沿いに下 って宿泊することにな りそうである.9時35分,出 発 したが,す ぐに トラック

がぬかるんだ地面にタイヤを取 られて立ち往生 して しまった.タ イヤの下に石 を大量にか ませ,25分 か けてようや く

脱 出.ll時,38㎞ 走行.ム ル ンの西の郊外にある空港の南價1の草原にて後続車 を待つ.前 方,東 狽1に午前 の太陽を

受 けムルンの町が光 っている.付 近 に羊が放 牧 されている中で待機する.羊 の尻尾 というのは,根 元が太い うちわのよ

うな形 で,先 が紐 のような形 となっている.「 大尾羊」 とい う表現 も史料(王 延徳 『高昌行記』)に 見 えるが,ふ つう

に羊の尻尾は大 きい.尻 尾 に脂肪を蓄 えて冬 を越す のである.南 方のデルゲ丿レ=ム レン河 の南側の山までが5～6km,

北方2㎞ で北の山があ り,そ こにはさまれた平原の中にあるのカミムル ン付近である.草 丈は低 い.

後 続車合流 し,6㎞ 走行 して,午 後11時28分,ム ルンの市場 に到着.生 活係のマームージャウが食料購入 に従事

している間,ジ ープの ドアを開けてまってい ると,こ こで も我々を目ざと く見つ けた人たちが次 々とや って きては話 し

掛 ける.午 後1時48分,80㎞ 走 行 して,昼 食.平 原の真っ只 中を走行 しているので木陰がない.樹 林の生 えてwる

ところで休息 したい と望み,少 し北の山の中腹 に入 って木蔭 を求めて停車 して もらった.北 緯49度25分16秒,東 経

101度04分06秒.停 車 したところにヘ レクスルが3個 あった.3時28分,出 発.4時38分,33㎞ 走 行.イ フニオー

ルの町中に入 り,渡 河するための渡 し船のある場所 を尋ねる.北 緯49度27分17秒,東 経101度27分09秒.5時45

分,3㎞ 走行.デ ルゲル=ム レン河沿いの樹林 を縫 って,河 ふちの渡 し場 に到着.北 緯49度22分20秒,東 経101度

33分52秒,高 度1055m.渡 し船は,鋼 鉄船2隻 を左右 に一体化 した ものである.船 の上 に太い角材で台 を作 り,そ の

上 に トラックなら1台,ジ ープなら3台 乗せ ることがで きる.船 には動力はない.幅50mく らいの河 の上に両岸 を結

んで張った ワイヤに船 を結 び,河 の流れの力で船は押 されて,対 岸へ とずれて行 き,5～10分 くらいで対岸にたどりつ

く.船 の前 と後 ろを入れ替 えるだけで,逆 向 きに移動する.船 頭 は河の対 岸,南 側の山の向 こうのゲル に住んでい るら

しい.我 々が到着 した時には,い なか ったが,何 回か大声 で呼んだ りしている うちに対岸の丘の上か ら姿 をあ らわ して,

船 を動 か した.こ のあた り,デ ルゲル=ム レン河は水流は豊富であった.6時37分,全 車渡 り終 え,丘 を上って,今 日

の宿泊場所 となるラシャー ン トへ向か う.7時38分,48㎞ 走行.ラ シャー ン ト=ソ ムに到着.北 緯49度07分49秒,

東 経101度25分20秒.高 度1380m.途 中,草 原はいう とりどりの花 々で埋め尽 くされていた.紫 色の松虫草 の絨毯が

敷 き詰められるか と思 えば,そ こだけ明る くスポ ットライ トが当たってい るかのように輝 く,黄 色の花 の群落が眼 を奪

うといった様子である.ラ シャー ン ト=ソ ムでは,交 渉 してソムの宿舎 を貸 して もらうこ ととなった.満 月 の美 しい夜

であった.10時,夕 食.'こ の あ と就寝 したが,運 転 手のオイ ドブは夜 中寝ず の番 をして宿舎 の安全 を守 っていた らし

い.

8月8日(土)ラ シャー ン ト→ ハ ルホ ル冒ハ ン城 址

気温21.5度.午 前9時43分,出 発.こ こは,メ ルゲン=ゴ ンポジャブ=サ インノヨン=ハ ンが創設 したサイ ンノヨン

=ハ ン部のメルゲ ン=グ ン=ホ ショーの地である.メ ルゲン=ゴ ン ポジャブ自身が 建設 した寺が,最 近 にな り再建 されて

いるので,我 々もその寺を表敬訪問す るこ ととなった.午 後9時53分,2㎞ 走 行.再 建 され た寺 院に到着 .か っては

ここに1㎜ 人以上の僧 がいた.1930年 代 に反乱で,多 くの僧が山奥で銃殺 に処せ られた.1937年,こ この活仏 タラ

ブ=パ ンデ ィタが1937年 に死去 した際,転 生が認め られなかった(1).自 由化 の結果,1992年 に この寺 は再建 された.寺

には30歳 代 の4人 の僧侶がいるが,そ れぞれ自分の仕事 をもってお り,非 常勤である.近 くには寺 院はない.新 年 に

は,ム ル ンのお寺か ら僧 を派遣 してもらい法要 を行 っている.4人 の僧 はムルンで修行 をして きた.仏 像,仏 具は以前

の ものを使用 している.6月 初 めに催 されるオボーの祭礼は僧が 日取 りをあ らか じめ決め,祭 礼に僧 も必ず参加 してい

る.信 者には2種 いる.1種 は お参 り信者で,も う1種 は,古 い習慣 に敬意を表 し,宗 教的行事 にも参加する人である.

この寺 にモンゴル語の経典 はあるのか との問いにはウルゲリン=ダ ライが あるとの答 えで,そ れ を見せ て くれた.松 川

によれば,清 朝 時代の もので珍 しい もので はないとのこ とであるが,ガ ル サンと松川が経典 の内容 を読 んで点検 した.

(1)社 会 主義 政 権下 で 王 公 ・高 位 の僧 の財 産没 収
,僧 の強 制 還俗 が 行 われ た た め反 乱 が多 数 起 きた.1932年 に左 派 路線 は緩和 され

た が,寺 院 に対す る徴税 強 化 な どの圧 迫 で,771あ った寺 院の ほ とん どすべ てが1937年 閉鎖 され た.rモ ンゴ ル史 亅pp.321,371 ,

337,367.
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ダシカはチベ ッ ト語の経典 を取 り出 し,内 容 を点検 して,土 地のラマの伝 記 を見つけて,将 来研究す るためにここへ来

る とソムの関係 者 に話 していた.寺 内には太鼓や多 くの仏具が寺の再建 に あわせ て付近か ら集め られた とのことであっ

た.寺 の外に鹿石があ り,み なで見学,測 量,撮 影 して,寺 を後に,エ ルデネマ ンダルに向 け,10時48分 出発.11

時33分,25㎞ 走行.北 緯48度57分03秒,東 経101度3吩56秒.休 憩.エ ルデネマ ンダルへの道が良 く分か って

いない らしい.オ チルの指示す る方向 と松 川がGPSで 測 定す る方向とが異 なる.オ チルには最短距離 をとらない何 らか

の理由があるら しい.松 川が乗車 している2号 車の ゴンボ運転手がこの付 近の道を良 く知 っている との ことであるが,

彼 も判断に迷 っているとのことであった.団 長 としてはオチルの判断に任せる ことにした.午 後0時08分,22㎞ 走

行.ッ ェツェルレク=ソ ムが見 えて きた.道 近 くのゲルに行 き,道 を聞 く.北 緯48度51分56秒,東 経101度18分24

秒.オ チルの判 断で良かったとのこ とであっ た.道 路ですれ違 うジープに は定員4～5名 の ところに7～8人 は乗 って

いるのが多い.1時18分,40㎞ 走 行.エ ルデネマンダルに到着.北 緯48度3]分43秒,東 経101度22分24秒.ソ

ムの宿舎 を探すが,閉 鎖 されていたため,ハ ルホル=ハ ン城址 にてゲルを設営す ることと した.全 車の合流 を待 って出

発.

1時38分,9㎞ 走 行.一 番大 きい第1城 址の東南の外で車 を停めて,ゲ ルの設営に入 る.北 緯48度28分07秒,

東 経101度19分57秒.ハ ルポル=ハ ン城址 は文献史料には明記 されていない遺蹟であるが,こ の遺蹟がモンゴル時代

とも関わるこ とはモンゴル時代 に特徴的な緑釉の瓦 の存在 から確実である.松 田 ・松川 は1994年 に予備調査で,1996

年 には伝染病 の流行のためにやむな く日程変 更 した際 に,時 間ができて立 ち寄った時の調査 とすでに都合2回 ここに来

ている.ゲ ル設営 中に,全 体景観 を観察す るために,オ チル ・宇野 ・松川 は北東の丘 の上 に登 り,景 観調査する もよく

見 えなかった.松 田は航空写真か ら第1城 址 の南 に1ヶ 所低い四辺形の土 塁に囲 まれた遺蹟(第2城 址)の 存在 を発見

し,村 岡 ・宇野 ・中村 とともに現場 に行 き,土 塁,中 央のマ ウン ドなどの存在 を確認.土 塁付近 には,緑 釉瓦の破片が

地表に散 らばっていた.1994・1996年 に も第2城 址の南 の山に登 り,そ の時 この土塁の場所 を通 っているはずだが,

気 がつかなか った.そ れほ どに元代の遺蹟 の土塁は高 さがな く,目 立たないのである.4時28分,作 業分担 に従い,

第!城 址内での仕事 にかかる.班 別は,ダ シカ,ガ ルサ ンで1隊 中村,宇 野で1隊,村 岡は瓦 とレンガの収集,松 田 ・

オチルで中央マ ウン ドの調査(通 訳 のバチカが補助),松 川 は写真撮影.松 田は第1城 址内の2つ の石柱 を結ぶ線が真

北の方向 を指 していることに気がつ くが,偶 然なのか,何 らかの意味が あ るのかは,に わかには判断 しがたい.周 囲に

は,北 西→北→北東方向にハヌ イ河が遠望 で き,西 →南西方向 と北東→東 方向に山がある.ま た南東方向 は谷あいの平

原 と湖 となってお り,東 方向の山は湖の後ろ側へ続いている,東 の山をアディーン=ト ル ゴイ(A,qxHxTonroK),南 東 の湖

をダブス ト=シ ャン ド(員aBCT皿axA),そ の後 ろの山をシャンド=ト ルゴイ(LLiaxpTonro�),西 南 の丘 をスール=ト ルゴイ

(CyynTonroH)と 呼 ぶ.湖 付近にゲルが2個 あ り,湖 に白鳥 などの水鳥がお り,白 鳥が時 々飛 ぶのが見える.付 近の草

丈は低いが,テ ン トを訪れた牧民は良い草だ とい う.無 数の多種 の花が咲 き乱れ,黄 色 の花の花粉が靴 や地上の距離計

測 に使用 するデジタル=メ ジャーに付着 して染める.草 原 とい うよ りここ も花 園である.村 岡 ・宇野の報告 では,大 城

址内の南マ ウン ド～北マ ウン ドに緑釉瓦が多 く埋まっているとのこと.オ チルは,レ ンガは,柱 礎石の上 に積 み上げ ら

れているお り,そ れ らは後代 のもの との判 断を示 した.6時58分,作 業終了.第1城 址の測量 を一応完 了.石 柱類の

ポラロイ ド撮影が残 り作業.第2・ 第3・ 第4城 址が明 日の作業.夕 立があ り,二 重の虹が東南の方の空にかかった.

8月9日(日)ハ ル ホル=ハ ン城址

午前7時40分 起 床.松 田は,徒 歩で,南 西の丘 に登 り,第1城 址の写真撮影を行 う.松 川 も後か らゴンボの車で合

流.朝 日の光線 の よい条件 を待機するが,流 れ雲が次々 を城址 を覆い,シ ャッターチ ャンス を容易 にキ ャッチで きず.

下 山,朝 食後,9時30分,松 川は車で,写 真撮影 に出発.松 田 ・中村 は新発見の第2城 址の測量 に向かう,考 古学者

でない我 々の測 量の精度につい ては限界があ る.た だ,一 応 は考古学者 の記録が提出 される以前 に記録 として とどめる

必要はあるとの判断から測量 を行った ものである.村 岡 ・宇野は瓦サ ンプルの採集 と残存礎石のサイズの測定 に向か う.

オチルはバチカ を伴 い,第4城 址へ,ダ シカ とガルサンは第1城 址の北に ある鹿石 を基準点 として付近 のマウン ドの測

定に入る.午 後1時,昼 食のため全員帰還.松 田 ・中村の第2城 址 の測量 は終了.

4時 まで休憩 して作業再開.オ チルは再びバチ カを伴い,第4城 址周辺の調査 に向か う.8時 頃,作 業終了.ダ シカ,

ガ ルサ ンは第1城 址 の大マ ウン ドの レンガ積 みのスケッチを行 う.村 岡 ・宇野は第3城 址の調査 が終了せず,明 日若干

の調査を残す.松 田は,昨 日,オ チル ・ダシカ ・ガルサ ンに対 して,オ ランチ ヒ(「 赤い耳」)と い う元代か ら清代に

かけての駅伝 の地名の場所についてたずねて おいたが,そ れについての有力 な情報が ダシカによりもた らされた.そ れ

によれば,ジ ョーモ ド峠 を越 えて,タ イハル大岩に行 くと東側に 「オランチ ヒ ト」 とい う名の耳 の形 を した岩があると

いう.こ の地名 はこの城址 と直接関わるもの ではないが,張 徳輝の 『塞北紀行』の中で 「鳥蘭赤斤」(オ ランチ ヒン)

という地名が言及 され,そ の付近 を移動す る,チ ンギス=カ ンの末子 トゥルイの一族の様子が記 されている.従 って,

こ の 「鳥蘭赤斤 」の場所が分かれば,あ るい は,そ こに記 されている,ト ゥルイの一族の移動経路上 に出て くる滞留地

のい くつかの位 置関係が明 らか となる.そ してその滞留地の一つがこの城 址であった可能性がでて くる.そ れが明確 に

することがで きれば,『 塞北紀行』は,こ の城址 に関連する場所について,管 見では元代 史料でただ一 度の言及になる

ことになる.
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明 日の予定 は,主 たるマウン ド調査 を午前 中行い,午 後 レンガのサ ンプルの採集 を実施する.担 当は,第3城 址の西

と南 をダシカとガルサ ン,第4城 址 の東 をオチルがバチカを伴 い,第4城 址 の北 と集落址 を松 田 ・中村,写 真撮影 を松

川 ・瓦 ・レンガの採集 を村 岡,遺 物 のポラロイ ド写真撮影 を宇野が担当す ることを決めて,就 寝.気 温16度.

8月10日(月)ハ ルホル環ハン城址

午前8時10分,起 床.気 温15度.松 川は,早 朝より第1城 址の写真撮影に向かう.夜 中は2夜 続けて,大 雨であっ

たが,日 中はよく晴れている.

午前中,オ チル ・ダシカは第4城 址の西にある第6城 址の調査を行う.そ の付近が,集 落址の北西の端と思われる.

石を敷 き詰めた場所がある。松田 ・中村は鹿石の南西へ2つ 目のマウンドの調査を行い,そ の後,中 村 は,宇 野が昨日

に引き続き行っている遺蹟内の石のサイズの測定を手伝 う.村 岡もまた,昨 日に引き続き,瓦 サンプルの収集を実施

ガルサンはバチカを伴い,第4城 址の東北の遺蹟の測量を行う.松 川は写真撮影の続 き.ト ランシーバーで相互に連絡

しなが ら作業を続け,

午後2時 頃,ベ ースキャンプに戻 り,昼 食.松 田はお腹をこわし,体 調悪 し.昨 日と同様に昼食後,若 干の休憩を取

る.

4時,作 業再開.集 落址が全体としてどれほどに展開しているのかを確認するために全員で車3台 に分乗 して,第1

城址の東北門の外側で,北 西から南東に並んで,城 壁から直角方向(=北 東)へ 並進.集 落址 とおぼしき場所にてそれ

ぞれ下車 して,遺 蹟東側の集落址の南東側の境界を確認した,複 雑な配置 を持つ町並みが残り,遺 蹟の測量は少人数の

短時間の調査では困難であった.集 落址と思われる場所は低い土塁で碁盤 目状に区切 られた区画が展開 している.区 画

の中にはマウン ドがはっきり目につ くものもある.つ いで,集 落址の北東側のいわば 「左京」の端を確認するために北

上 した.今 朝ガルサンがバチカと調査,測 量 した遺蹟(第9)の 北側,そ こから北から北東側は,小 麦畑 となっている.

小麦畑にわずかに入ったところが,集 落址の北東の境界と分かる.小 麦畑 は遺蹟の 「左京」の端を覆う形で耕地になっ

ている.こ の第1城 址の北東側の集落址の確認の作業の中で,瓦 ・レンガ ・磁器の採集を行った.

この採集作業の最中に地元の子供たちから,遺 蹟の北西か ら北に流れるハヌイ河の岸に盛 り土の場所があることを教

えてくれたので,全 員でそれを見学に向かった.5時51分,河 岸の小さな土塁に到着.北 緯48度29分20秒,東 経

101度19分57秒.高 度1505m.土 塁は途中で途切れて,2つ に分かれている.オ チルの測量によれば,幅13× 長さ

19mと 幅14× 長さ19m,高 さがlm内 外であった.も ともと'は左右対称にふたつの土塁があったのかもしれ,ない.中

村がそこから第1城 址方向が真南であることを確認.第1城 址から真北の方向のハヌイ河の岸辺にこの土塁が位置して

いることになる.村 岡がレンガのサンプルを採集し,オ チルは,タ ルバガンの巣穴から多数の木片を採集 した.集 落址

の北西の端と想定したところに移動,石 の配置,付 近土塁の形状から,そ れがこの集落址,と いうより都市遺蹟の町並

みの北西の入 り口であったと判断した.こ の後,分 担して遺蹟全域からの瓦 ・レンガの採集を行った.

8時,ベ ースキャンプに帰還.夕 食の後,採 集 した瓦 ・レンガのサンプルの分類作業を実施.担 当の村岡を中心に大

量のサンプルを全員で協力 し,30分 程で作業を完了した.そ の後,オ チル ・松田 ・松川 ・ダシカ ・ガルサンの5名 で,

残ったサンプルを採集地点に戻すための作業など明日の予定について検討.そ の後,日 本側はこの日までの作業内容を

整理.村 岡は,レ ンガの分類に関して,第1城 址城内(新 旧2種),城 外の3種 に大別 し,さ らに厚さで分類するのが

効率的との判断 を示 した.明 日宿泊予定のツェンケルの温泉で,さ らに1泊 して,こ れまでの疲れを癒すために静養日

をとる提案がなされた.皆 なこれまで全く入浴できずに旅程を進めてきており,休 息日もとっていなかったために,ッ ェ

ンケルの温泉で休息 したいと希望する.

ハルポル=ハ ン城址付近の住民は,き わめて親切で,調 査を助けてくれているとオチルの言.た くさんの牧民,特 に

子供たちがゲルにたずねてくる.「 旅は無事ですか」との丁寧な挨拶で話 しをして行 く.昨 夜の雨はゲルの天井の防水

布の問からもれて,み な寝る方向をいつもとは逆にして就寝.南 北東を山に守 られ,西 に河があり,い くつかの城址 と

集落址が集中し,多 数の緑釉瓦が散乱している状況は,こ のハルポル=ハ ン城址が有力な封建諸王の領地の都市遺蹟で

あったことを想定させるものである.そ れにも関わらず,『 元史』などの歴史書の記載に明確なものがないのはどうし

たわけか.大 きな疑問が湧 く.そ のような会話 をするうちに眠りについた.

8月11日(火)ハ ル ホル=ハ ン城 址→ タイハル大 岩→ ハ ロン=オ ス(温 泉)

午前7時30分,起 床.気 温165度.夜 中に犬の吠え声,馬 のいななきが聞こえた.外 に出ると,朝 の草原にすでに

羊飼いの少年が南の山の斜面に400～500頭 ほ どの羊 を追っている.朝 食後,第1城 址内の瓦収集 の残 り作業 を実施.

10時08分,ゲ ルの解体 な ど出発準備完了 し,予 定 より40分 遅 れで出発.11時,28㎞ 走行.ハ ヌイ河 を渡 り,南 へ

向か う.11時22分,丘 の上で後続車 を待機.北 緯48度16分37秒,東 経101度09分27秒.高 度1585m.付 近 はや

は り平原.牛 の放牧が見 られる.少 し手前で アネハ ヅル(ト グルー)が つ がい3組 集 まって地面 をつつ いているのが見

える.11時29分,4㎞ 走 行.ハ ルポル=ハ ン城址か らず っとノ、ヌイ河左岸を上流へ 向か って南下 をしてレ・るが,左 手

にハヌ イ河がはっき り見える.対 岸 にウイグル文字,ソ グ ド文字な どの3体 で記 された銘文が あるが,渡 河 点がないの

で行けない.午 後0時03分,18㎞ 走 行 し,丘 上で後続車 を待機.雨 が降 り,虹 がかか り,稲 光 りもす るという荒れ
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た天候である.0時23分,4km走 行.ヘ レクスルを見る.3時08分,81km走 行.タ イハ ル大岩(石 とい うより平

原 にそびえたつ大 きな岩)前 に到着.北 緯47度35分54秒.東 経101度15分10秒,高 度1600m.到 着 少 し前 に歩行

者か らチ ヒ ト山の ことについてたずねる.タ イハル大岩の東方向に見 える山をチヒ トまたはチ ヒンと呼ぶ とい う話であっ

た。 タイハル大岩の東方向には河沿 いに樹林があるため手前か らは見えなか った.周 囲は数kmの 広 さのある平原.大

岩の付近に2年 前 にはなか った10軒 ほ どのゲルをたてたッーリス トキャンプができている.昼 食前の時間に大岩の落

書 きを皆な思い思いに見学,写 真 を撮る.宇 野が大岩の周囲の距離 を計測,68.9m.高 さは直径 と同 じ程度,20m位

か.松 田は,車 でウラン=チ ヒ(ン)山 を見に大岩の東方向へ出かけ,15km走 行 して,岩 がはるか東 に望む ところで

停車,望 遠 レンズで写真撮影.う っす らと紅 色(ウ ラン)の 耳(チ ヒン)の 形 を しているのが見える.張 徳輝が通過 し

たコースの一部がこれではっき りした.

5時,昼 食 を終 え,出 発,南 方 のッェツェル レク に向かう.す ぐに大岩の東側の樹林が切 れ,ウ ランーチ ヒ(ン)の

姿が望 める ようにな り,再 び写真撮影 を行 う.北 緯47度30分05秒,東 経101度25分06秒.5時35分,ツ ヤガー ン

=ダ ワー最高峰で休憩 .北 緯47度30分10秒,東 経101度25分11秒.高 度1960m.付 近 は落葉松の林.遅 れていた

トラックが追いつ きす ぐに出発.26㎞ 走 行 して,ッ ェッェル レクに到着.食 料 などの購入のために1時 間程市内の広

場で待機.北 緯47度28分27秒,東 経101度27分10秒,高 度1695m.オ チ ルは,宣 威軍城址での発掘調査のことを

車内で説明.「 実験的発掘」 とい うことで許可 されれば,考 古学者のバヤルが来 る予定 との こと.

7時58分,7km走 行.オ ル ト=タ ミル河 を渡る.ダ シカは付近のツェンケル=ソ ムが故郷で,地 理 に詳 しいので,

ダ シカの乗 る2号 車 を先頭車 としたが,道 は複雑 で難路のために元 どお りの隊列配置 となる.こ のあた りか ら地面のぬ

か るみ深 く,や や走行が不安 になって くる.9時oi分,18㎞ 走行 し,峠 で停車.こ の峠の登 り坂がぬカ・るみ,し か

も急傾斜で,ロ シア製ジープ(ジ ャリユス)で さえ,な かなか 自力で登 りきるのに困難 なほどで,通 りかか った数台の

乗用車がぬかるみに車輪 を取 られて,難 渋 している.そ の上,雨 まで降って きて,ト ラ ックの登坂 はますます困難 とな

る.峠 には杉や松 の林.オ ボーも見 られ る.つ いに トラックは峠の登坂 をあきらめ,40km遠 回 りして,ッ ェンヘルの

温泉に向か うこととし,ダ シカがそれに乗車 して向かった.9時30分 頃,峠 を出発,9時50分 に温泉に到着.北 緯47

度19分12秒,東 経101度39分22秒.高 度1770m.ッ ェ ッェルレクの広場で松川が,た またま出会った温泉の職員か

ら,こ の温泉の ゲルが空いてい るという情報 を聞いていたのだが,折 り悪 く,我 々の到着前に先客が到 着,我 々は宿泊

す るゲルがない.雨 も降ってい る.さ らには一切の荷物 を積んだ トラックは当面到着しない とい うやや不安な事態 となっ

た.オ チルの折 衝で,温 泉の支配人の友人が,た またま宿泊 してお り,一 人でゲル1つ を使用 している ので,そ の方が

そのゲルを譲って くれた とかで,我 々日本人5人 はそ こに入 るこ とがで き,よ うや くほっと した.そ の他 のス タッフは

温泉の職員の宿泊所 やジープにて宿 泊す るこ ととなった.10時 頃,温 泉 のレス トランでスープのみの夕食.夕 食後,

温泉 に交代でつ か りに行 った.木 の桶が1つ しか備えてなかったのでゲルか ら拓本採取用 のプラスティ ック容器 を持ち

出 し,気 のおけ ない仲間同士久 しぶ りの入浴 に気持ちがほ ぐれた.そ の後,松 川 と中村は,温 泉内の食 堂にて地元の人

たちか ら遅 くまで情報 を収集 し,明 日に備えた.午 前1時30分,就 寝 したが,ト ラックが来ないために寝袋 も,布 団

もな く,ゲ ルの中で体 を丸めて寝る しか なく,寒 さで何回 も目が覚め る.夜 中にス トーブの火が消 える と凍 えそ うにな

るので,寝 ずの番 を順番 にしようと申 し合わせて,ベ ッドに横になってい たが,目 が覚めるた びに皆 な昼間の疲れで寝

て しまっていた.

8月12日(水)ハ ロン=オ ス(温 泉)→ ハル ホ リン

午前8時20分,起 床.曇 時 々雨.朝 食後,オ チルと連絡 をとろ うとしたが,そ の時には到着 しない トラ ックを探 し

にジープで出発 したあ とで,我 々は トラ ックの到着 まで資料 を読んで待つこ ととなった.

午 後1時20分,昼 食 中,バ チカが帰還,ト ラックが到着 したという.オ チルか ら事情を聞 くと,ト ラックは夜 中,3

回 泥濘に車輪を取 られて立ち往生,よ うや く救援隊が協力 して脱出 した という.

3時30分,オ チル と相談 して,今 後の予定 にあったタムチ遺蹟 の調査の中止を決定 した.こ の日の時聞ロスで日程

が少 し遅れたこ とと,タ ムチ遺蹟の現地 に到着す るにはさらに泥濘の道 を約100km走 行 することとな り,ロ シア製ジー

プのみが到達で きるだけ.そ の上 この時間か ら行 くと現地での宿泊 となるが,テ ン トを持 って行 くこともで きない との

ことであった.も う1件,パ ルシが記録 しているホーチ ン=オ リヤス タイ遺蹟 もッェツェル レクか ら35kmの 地 点にあ

り,こ ち らも走 行,発 見 に困難 があるとの判 断で,結 局 と り止め ととなっ た.最 重要課題 のカラコルム遺蹟調査 を優先

して,温 泉での ゆっ くりとした もう1泊 もあ きらめ,ハ ルホ リンに行 くこ とと した.ハ ルホ リンへ の途 中,石 積 みの土

塁 と,ポ トン トの漢文碑 を見学す ることとする.

4時,出 発準備整 う.雨 は午後上が り,気 持 ちのいい晴れ となる.温 泉は幅500m,長 さ2㎞ 程の谷 間に開発 されて

いる.露 天風呂 の他,バ ー,別 棟の トイ レ,旅 客用ゲルは8個,他 に予備 用 なのか1個.そ の1個 に我 々が宿泊.従 業

員は若い男女数名(い ずれ も10代 か20歳 前後,大 学生のアルバイ トも含まれている).4時09分,出 発.ダ シカは

近 くの母のゲルへ立 ち寄 る.他 の者 はす ぐに丘の上で停止 して,ダ シカの合流 を待機4時21分,ダ シカの乗 った2

号 車は母のゲル到着.母 は,残 念なが ら近 くのハローン=オ ス とは別の温泉に湯治に出か けてお り留守,ア イラグ,ア ー

ロール,ウ ルム などをごちそ うになる.こ こでいただいたアイラグは今回,モ ンゴルで飲んだ中で最 もおい しかった.
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アル ビなどを土産 にもらい,4時41分,2号 車 出発 し,丘 の上で待機する我々に合流.

5時 頃,12㎞ 走 行.先 行の トラックが,マ ン=ハ ン=ダ ワーの下で急坂 に立ち往生 してい るところに到着.ト ラッ

クをジープ2台 で牽引 して,5時53分,よ うや く登坂 に成功.付 近は緑 なす草原,落 葉松がその ところどころに生え

ている実 に美 しい景色.ト ラックの登坂 を待 つ間,バ トツェツェグにゴンボ運転手 と松川が,草 原のク ローバーで冠 を

作 って もらい,し ば しの和やかな時間を楽 しんでいた.峠 を越えると一気 に草原が眼前 に広がる.ツ ェツェル レク河が,

平 原の真 ん中を,幾 筋 にも分かれ絡みあうようにして貫流す る.6時08分,4㎞ 走行,実 に道が悪い.ツ ェッェル レ

ク河 とツェンケル河の合流 点で トラ ックが別 の道を行 って しまったので待 機.こ れ までの 日程 の半分 を消化 した ところ

だが,持 ってきた電池 はすでに3分 の2に 当た る200本 を消費,残 り100本 は本来,予 定外に持 って きた もの.今 後の

こ とを考えて,極 力 トランシーバーの使用 に無駄のない ように,特 に応答の繰 り返 しをな くす ように注意 を促 した.

ツェンケル=ソ ムが遠 くに見える,丘 陵の北斜面 に出た.オ チル は トラックを先にハルホ リンへ向かわせ,我 々は近

くの遺蹟見学 を行 うこととする.ト ラックが先の河 を渡河で きるか,遠 望 しなが ら確認 して,遺 蹟見学 に向か う.6時

26分,道 を尋ね る.6時33分,山 並み に向かって進路 を西 に変える.6時40分,峠 を越 える.北 緯47度24分47秒,

東 経101度41分28秒.高 度で1720m.6時50分,15㎞ 走行 して,サ イハ ン=ブ ルディー ン=チ ョローン=ヘ レムと

いう石積みの遺蹟 に到着.北 緯47度24分18秒,東 経101度37分55秒.高 度1695m.各 人,思 い思 いに写真撮影,

遺 跡は山の頂上ではな く,中 腹の台地 に位置する.円 環状 の石積みで,高 い ところで1」5m,一 周35.4mあ る.中 心に

窪:地あ り.窪 地の外縁 は少 し盛 り上が っている.外 縁の幅3m,窪 地 の直径3m.窪 地 に立 って ぐる りを見渡す と,外 円

の石積 みの上 の ライ ンが周囲の 山々の稜線 と重なるように見 える.窪 地と外円 との間に石が散乱す るが,よ く見ると数

個ずつかた まっている場合 が多い.外 円の北 西,南 東部か ら中心の窪地 に向かって,舌 状 に石が延 びる.舌 状石列 と中

心 の窪地 を結ぶ線 は,磁 北 から東へ60度.外 円の外 にも石が散乱 しているが,や は り数個ずつかたまっている ものや,

列 状に並んでい る ものがある.そ のうち,北 側の8個 ほ どの石か らなる石列 は真北 を向 く.こ の石列 の延長線 は,円 の

中心ではな くその東側 を通 っている.南 側 にも20個 ほ どの石が,南 南西方向に延 びる.瓦 や レンガは一切見 られない.

オチルによれば,ヘ ンテイに も同種 のものが あ り,契 丹時代か清代か時期 は不明である.見 張 り台か も しれ ない.7時

30分,出 発.そ こを発 ち,花 々で彩 られた草原 を走 り,ッ ェツェルレク河 とッェンケル河が合流 したのち形成する大湿

原地帯 に入 り,走 行 に難渋.8時05分,ツ ェンケル=ソ ムの東を通過.8時09分,カ ラコルム とツェツェル レクを結

ぶ幹線道路に出る,ヘ レムから36㎞ 走行 して,8時35分,湿 原 を出た.9時53分,ポ トン ト=ソ ムの北側を通過.

や はり連 日の雨で道は非常 に悪 く,ま た時間も遅 くなって しまったので,漢 文碑文の見学はあ きらめ る.ii時03分,

63㎞ 走行.オ ルホンの大平原の西側 を南下する.付 近 は長雨のために泥濘状態 トラックが動 けなくなってお り,助

けを求めているバ トッェツェグの声が トランシーバ ーか ら聞こえるのにバ チカが気づ く.交 信 して確 認.真 っ暗な中,

トラックの停止場所に到達.北 緯47度20分Ol秒,東 経102度37分45秒.救 出 して,10時39分,ハ ルホ リンへ向

か う.ト ラックは先 に現地 に到着 して,夕 食 を作 って待 っているはずであった.午 前0時30分 頃,ハ ルホリンに到着.

温泉 で出会った,エ ルデニー=ゾ ー東800mに 新 設 されたゲルホテルの支配人 に宿泊 を勧 誘 されていたので,門 をたた

くことにした.と ころが入 る道が分か らず,暗 い中を道を探 して右往左往 した後,午 前1時 に到達 したが,な んとここ

も満員で,宿 泊で きず,8㎞ 離 れた北のハ ンバイン=ッ ーリス トキャンプへ向か うはめになる.途 中,ハ ルホ リン市内

は至るところ俄 かにで きた大 きな水溜 まりや 河のためにハ ンバ インに向か う道が分か らず,暗 い集落内 を再び右往左往

して,よ うや く市街 を通 り抜け,草 原へ でたが,今 度は長大 な鉄条網の フェンスに行 き当た り,フ ェンス沿いに北へ向

か う道 をさが して,東 北へ と向かった(フ ェ ンスに囲われた一角は,翌 日になって,新 しく作 られた空 港敷地 だと分か

る).2時 前,よ うや くの ことハ ンバイ ン;ッ ー リス トキャンプに到着.北 緯47度15分31秒,東 経ioa度48分58秒.

高 度1425m.寝 静 まったキャンプの従業員 を起こ し,支 配人 を呼 びにや り,な んとかゲルに入 ることがで きた.2時30

分,外 気温14度.カ ップ麺の夜食.

明 日の予定 をオチル と相談.オ チルが,ソ ム,エ ルデニ=ゾ ーの博物館及び寺か ら拓本採取 の許可を とる.エ ルデニ

=ゾ ー内の北門(通 常 の観光客の出入 りは南門)よ り自動車で拓本採取道具 を運び込 む.調 査隊 を2班 に分 け,松 田 ・

村岡 ・宇野 ・ダシカの4名 はペルシア語碑文 か ら採拓 を開始する.松 川 ・中村 ・ガルサ ンは 「嶺北省右 丞郎中総管収粮

記」(以 下,嶺 北省碑)の 採拓 か ら行 う.オ チルは許可を得次第,嶺 北省碑 の採拓に合流する.採 拓に 当た っては風を

避 けるために,テ ン トない しシー トを碑文 の上に覆 う.石 碑 は宗教信仰の対象 になってい るために参拝者か らク レーム

がつ く可能性が あるので,シ ー トで覆って作 業をや るこ とについて も博物館 の許可 を得 る.慎 重 にことを進める.ハ ル

ホリンには5泊 の予定であるので,明 日以後の4日 間の採拓と周辺,オ ルホ ン大平原の見学の予定 について概略を決め,

解 散 し,就 寝.

8月13日(木)ハ ル ホ リン

午前10時30分,起 床.外 気温16度.空 は曇 っている.11時,朝 食 を兼 ねた昼食.オ チル と予定を確認 して,2隊

に分かれ,採 拓の準備 をして,午 後1時08分,キ ャンプを出発.1時18分,8㎞ 走 行 して,エ ルデニ=ゾ ー南門前に

到着.北 緯47度12分02秒,東 経102度50分34秒.高 度1440m.北 門か ら拓本道具 を積 んだジープを入れる.松 田 ・

村岡 ・宇野 ・ダシカはペルシア語碑文,松 川 ・中村 ・ガルサ ンは嶺北省碑 の拓本 を採 る.ペ ルシア語碑 文は,南 門か ら
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63mの ところに位置 している.こ の碑文 を先頭 に北に向かって碑石や台座石(碑 文 はない,後 か らこれが嶺北省碑の台

座 であることが判明)が 数個 な らべ られている。 これ らが,い つ ここにな らべ られたのかは不明,ア バ ダイ=サ イ ン=ハ

ンが ここ にエルデニ=ゾ ー を建立 した時 以来のものか,知 りたい ところで ある.作 業開始 早々,バ チ カが腹 痛 とな り,

自ら病院に向か った.白 血球 の検査 を受 け,盲 腸 と診断 され,手 術すべ き と言われた.年 初以来3度 目の腹痛で,こ れ

まで散 らしてい たのが,こ の2日 間の強行軍 で体力を消耗 したため,悪 くなった ようである.た またまバチカの奥 さん

と両親がバチカ に会 うためにウランバ ー トルか ら車で この 日朝 までに到着 してお り,腹 痛 になる直前 に寺 内でバチカと

再会 したところだった.家 族 は我々のキャンプで宿泊するためキ ャンプに移動 した後だったので,バ チ カは盲腸 の件 を

家族に連絡すべ く,後 を追った.家 族 の乗っ た車はハ ルホ リン内にで きた河で車輪 を取 られて立ち往生 してお り,バ チ

カはこれに行き当たって,救 出す るとと もに病気 を報告,寺 内に戻 って きた.そ の後,松 田は,バ チカ に適切 な処置 を

取れる ようにウ ランバー トルへ戻る ことをオチルに提案 し,オ チルが病院 を訪れ,相 談 したが,ウ ランバー トルへ戻 る

のは危険がある との判断で,し か もただちに手術 することをすすめ られた.6時 に手術 を施 し,盲 腸の 患部 は切除され

た.バ チカは通 訳 として,ま た補助員 として も大活躍 を して くれていたの で,我 々のその後の行動 はか な り戦力が落 ち

ることとなった.

ペ ルシア語碑文については,ダ シカの技術が よ く,4時18分,1枚 目の拓本が うま く採れた.テ ン トを上 にかけて

とったおかげで,観 光の人がそれほ ど集 まる こともな く,ス ムースに作業 は進み,直 ちに2枚 目にかか り,6時 頃 まで

かかって採拓 を終了 してキ ャンプに帰 った.夕 食後,9時43分,オ チル来訪,バ チカの手術 はうま く行 き,野 営 して

いる家族 とともにしばら くしてウランバ ー トルへ帰ることになるとの ことであ った.明 日の予定 を相談,明 日は採拓 を

続行,転 倒 している碑石 については明後 日に 反転 させ て裏側 を採拓す るこ とを予定す るが,無 理 して碑 石 に傷がついた

り,作 業で負傷 者がでるような懸念がある場 合 は,反 転 は断念す るこ ととする旨伝 えた.今 日採拓 したペルシア語碑文

の内容について,こ れまで に判 明 している部分 について簡単な説明をす る.Atlas掲 載 の拓本以外 の ものがないか聞い

た ところ,ソ ムのダルガの ところでエルデニ=ゾ ーの壁 にはめ込 まれたものが ある との情報があったとい う.1つ は はっ

きりと字が読めるが,1つ は擦 り減 っていて見えない.Atlas掲 載 の ものではないか もしれないとの情報であった.

明 朝は午前9時30分,出 発 ということとする.ま た,宣 威軍城址(ホ クシン=テ ール城址)で の考古学発掘 の許可が

出たこと,明 日,バ ヤルが別用 でハルホ リンにや って くるので,本 人か ら確認 を取 るとのこと.宣 威軍 城址他の今後の

予定について打 ち合わせ た.ま ず,現 地 で一 昨年の ような酔っ払いに絡 まれることのない ような対 策を考 えることをオ

チルに頼 んだ.ま た,シ ャーザ ン=ホ トでの調査予定が 白石の調査図面の提供 により,我 々にとっては特段 の必要がな

くなったので,最 初の予定の5泊6日 をその 前のハルホリンと宣威軍城址 での調査 に割 り換 えてはどうかとい うことに

なり,ハ ルホリンには18日 朝 まで滞在,IS日 か ら22日 までホクシン=テ ールでの滞在,23日 はシ ャーザ ン=ホ トで野

営,24日 に はウラ ンバー トルへ帰還 とい う予定に変更 した.ホ クシン=テ ールではオヤ ンガのオ ンギ碑文の遺蹟での瓦 ・

レンガ拾いを行 うこともあわせて予定に繰 り入れた.オ ヤンガ遺蹟での瓦 ・レンガの採集は,昨 年度の トル コ班 の仕事

の補足作業である.ホ クシン=テ ールカ・ら50㎞ ほ どの ところに遺蹟はあるので,誰 力・が,車 でオヤ ンガまで 日帰 りで

行 くこととした.打 ち合 わせ を終えた後,ペ ルシァ語碑文 をゲル内で,乾 燥のためにひろげた後,就 寝 した.村 岡は,

夫 人の出産 の予 定日が迫 っているので,キ ャ ンプから車でハルホリンの町 中の電話局に,ダ シカ ・ガル サ ンとともにで

かけ,遅 く帰還 した.オ チ ルはバチ カのその後の容体 を尋ね にやは り町中の病 院まで出か けた.

8月14日(金)ハ ル ホ リン

午前8時 起床,気 温11度.8時 半,朝 食.今 日の予定 は,昨 日の分担で,作 業の残 り.ペ ルシァ語碑文 には一部ア

ラビア語の文章が含 まれている.下 段のfiで 始 まるアラ ビア語 の1節 以下の部分が,採 拓の状態が芳 しくな く読みづ ら

いので,再 度その部分のみ2通 採拓.残 りは嶺北省碑の2通 面の下半分の採拓.両 方が終 わった段階で,隊 を組替 えて,

村 岡 ・松川 ・オチル ・ダシカが 「和林兵馬劉 公去思碑」(以 下,劉 公碑),松 田 ・宇野 ・中村 ・ガルサ ンが三霊侯廟碑

を採拓する.そ れぞれの碑文の研究分担にそって採拓担当を交代す ることとした.10時 出 発.エ ルデニーニゾーの修理

チームの隊長の話で は,東 門の外側 に碑 石が ある という.最 初に東門に行 き,検 分 した ところ,Atlas掲 載 の 「題名記」

(pl。XLIII-3,4)で,多 くの元朝時代 の嶺北行省の官僚機構の役職 と人名が配列 されている ものであることがおよそわかっ

た.そ の後,エ ルデニーニゾー北門から車 で入 り,資 材 を搬入 し,採 拓作 業にかか る.松 田隊は予定のペル シア語碑文

の採拓 を行 う.今 日は,採 拓 に時間がかか らないので,テ ントを張 るのを省略 して作業 を始めた.観 光客が次々 と作業

に近づき,取 り囲まれなが らの作業 となったが,2時 間 ほ どで採拓 は完了.Atlas掲 載 の拓本写真ではほ とんど見 えな

い部分 の多いこの碑文の完璧 な新 しい拓本を採取することができた.

午後0時22分,松 田隊 は,東 門の内側 に立て られている三霊侯廟碑 に移動.採 拓作業開始.宇 野は三霊侯廟碑 をポ

ラロイ ド写真撮 影,そ の印画紙に碑石のサイ ズ記入を行 う.オ チルはバチ カの容体 を見舞 って戻 り,バ チカが もう立 ち

上がって,ド アの ところまで歩いて きたとい う.

一 方
,劉 公碑 と嶺北 省碑 の方は,テ ン トな しで始めたとこ ろ,横 倒 しの碑石につ けた拓本用紙の水分が,こ の 日は,

天気が良いため に強 い直射 日光です ぐに乾燥 し,採 拓が うま く行かず,途 中で劉公碑にだけは急遽 テン トをかけて採拓

を行 った.
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1時38分,嶺 北省碑 の碑陽の残 りのL5枚,隣 接 する劉公碑の碑陽1枚 の採拓完了.三 霊侯廟碑の碑 陰1枚 の採拓

完了 し,昼 食 に向か う.昼 食はハルホリン西南のオルホン河 の樹林の中に立 てられたオルホ ン=ホ テルにて行 う.今 夜

から宿泊 はこのホテルに移 動することとな る.4時,エ ルデ ニー=ゾ ーへ戻 り,作 業再開.7時 半,両 班 と も2枚 目を

採拓 し終え撤収.午 後の作業は,炎 天下の中,乾 燥 との闘いであった.オ チルは電話局へ,ウ ランバー トル との連絡の

ため.他 はハ ンバイン=ッ ーリス トキャ ンプへ行 き,荷 物 をまとめて,オ ルホン=ホ テルへ移動 した.ハ ンバイン=ホ テ

ルは,な に よりエルデニ=ゾ ーか ら遠 く,加 えて寒い.ま た,こ この食事 は分量が少食向 きに してある.た だ,洗 濯を

してもらえたのは大助か りだった.オ ルホン=ホ テルはツーリス トキャンプよりエルデニーニゾーに近 く便利 である.ホ

テル2階 の部屋に分かれて宿泊.

8月15日(土)ハ ル ホ1丿 ン

午前8時20分 起 床.こ の2日 間,雨 もな く,作 業は順調 にはかどった.ハ ルホリンは数 日前 の夜中,移 動に難渋 した

ように,我 々が到着する前 に続いていた雨で,こ れまでなかった河が出現 した りしていたが,こ の晴れ の天候のおかげ

で,あ と2,3日 で水は引 くとい う.ポ トン トの博物館前 にある漢文の碑文,カ ラ=バ ルガスン,ド イティン竈バルガス

などオルホ ン大平原の碑文,遺 蹟 の調査 は望 み薄か と思 っていたが,こ の分 だと道路 も固 まり,行 くこ とも可能 となる

かもしれない.9時37分,オ ルホン=ホ テル を出発,9時42分,4.4㎞ 走 行.エ ルデニ=ゾ ー北門到着.中 村,宇 野

はペルシア語碑文の撮影 と裏側のチベ ッ ト文 を見に行 く.裏 側にはチベ ッ ト文字 らしき銘文があ り,祈 願文(ommani

padmeh璟)が さ らに1行 あるこ とを確認 した.そ の他 は劉公碑,嶺 北省碑 の碑石 の裏返 しの作業にかかる.中 村,宇

野 も戻 り,運 転手 の力 も借 り,碑 石の裏返 しを実行.裏 側の採拓時間の短縮 のため,嶺 北省碑 は4部 分,劉 公碑は3部

分 に分 けて1碑 石 に同時に2部 分 の採拓 を実 施.2つ の碑石の間 にほぞ穴 のついた台座石があるが,こ れ も裏返 してほ

ぞ穴のサイズ を測定 し,劉 公碑 の もの と確認.

午後1時48分,昼 食 のために作業 中断,資 材 を撤去,ホ テルへ向か う.ハ ルホ リンの町中を通過 中,入 院中のバチ

ヵと無線交信 し,無 事 を確認.ホ テルでの昼食はポテ トシチューとマ ントウ,キ ャベツ.

4時23分,ホ テル を出発.松 田 ・松川 ・ダシカの3名 はエルデニ=ゾ ーの来歴,特 に碑石が現在の立石場所に立て ら

れた時期,嶺 北省碑が草むらに放棄 された年代 についての詳 しい情報 を求 めて,寺 の最高齢 の僧である ナバーン氏に会

いに出か けた.オ チル をは じめその他の ものはエ ルデニ=ゾ ー内で採拓の続 き及び東 門の外 の碑文の採拓 を行 うことと

した.

松 田 ・松川 ・ダシカは,ゴ ンボの運転す る1号 車 で,ナ バーン氏宅 に到着.エ ルデニ=ゾ ーの西南 の住 宅街一画にあ

り,板 囲いで区切 られた宅地の中に立て られ ている木造住宅であ る.ナ バ ーン氏は,息 子 さんと奥 さん とともにきれい

に片づ けられた部屋で威儀 を正 して待って くれていた.ま ず,嗅 ぎたばこの交換 を行い,イ ンタヴュー を開始 した.氏

は1906年,ブ ル ド生 まれ,現 在91歳.1920年 に ブル ドのホーチ ン=ダ ライグン=ヒ ー トとい う寺に入って,シ ャビ(仏

弟子)と なった.そ の後,ウ ラ ンバー トルのガ ンデ ン寺 に移ったが,ま もな く1937年,ガ ンデ ン寺が閉鎖 されたので,

還 俗 して,故 郷 に帰った.牧 畜 に従事 し,結 婚 し,8人 の子供 を育 てた。 そ してネグデルの一員 として 労働,定 年退職

した.近 年 の自由化以後に,ブ ル ドか らこのエルデニ=ゾ ーに移 り,寺 の法要 に参加 して いる,と のことで あった.こ

ちらが期待 したエルデニ=ゾ ーについては,ア バダイ=サ イン=ハ ー ンが碑石 を持ち込 んだのだろう,ま たハー ンは,シ ャ

ンルーという巨大 な香炉 を大ゲルの前におい た とい うが,現 在,ラ ブラン寺院の前 に置いてあるのがそ れであろ うとの

ことだった.次 に,イ ンタヴューの焦点 をナ バーン氏の僧 としての経験 と関連の知識 を訊 ねる方に切 り替えた.ブ ル ド

での修行時代について,ソ ムのその寺には1000人 の僧籍の者がお り,チ ベッ トまで修行に行 った者が1～2人 いた.

信 者の布施で衣食住 をまかない,朝 はジ ョグチ ンとい うお経 を上げ,毎 日布施者のためのお経 を順 次上 げた.ゲ シェー

(師匠)の パ ンディタ=ラ ムタンとの法 問答が,修 行時代の思い出深いものである.寺 には印経院があ り,チ ベ ッ ト文

字の経典の印刷 を行 っていた.毎 月is日 の法要,ツ ァガン=サ ルなどの恒例の法要が年間 を通 じて行われ,ツ ァムの舞

踊 も行われていた.ウ ランバー トルのガ ンデン寺 に移って,第8世 ジェブッ ンダンバ=ホ トク トの許で,ダ シ=チ ョイリ

ン堂 とい うところにいた.学 問をするために行ったのではなく,法 要 に参加す るラマであ った.し たがって,学 位は持 っ

ていない.自 分がいたダシ=チ ョイリン堂だけで僧は7～8000人 お り,他 のお堂 をあわせる と数 え切 れない人数である.

寺 の閉鎖の際に は,逮 捕 された僧が トラック に詰 め込 まれ,い もを洗 う状 態で連れ去 られた.ブ ル ドに戻 ってから秘密

にお経 を上 げて いたが,経 典は捨 てられた.ブ ル ドの寺 の経典 は内務省の者が持ち去 った.ソ ムの寺 の近 くの家 に残 さ

れた もの もあっ た.現 在,ナ バーン氏の自宅 には多 くの経典が所蔵 されて いるが,こ れ らは自分の もの もあるが,一 部

はエルデニ=ゾ ーの ものを借 り出 した ものである.自 由化以後,エ ルデニ=ゾ ーで法要 に参加 している.自 由化で宗教信

仰が自由になったのは よいが,物 価が上が り,収 入が少ないもの にとって生活 は苦 しくなった.最 近色 々な変化が多 く,

知 らない ことば か りである.以 上 のインタヴ ューの後,大 統領のバガバ ンデ ィ氏か ら送 られた立派な装 丁の年賀状 を拝

見 して,6時18分,辞 去 した.

エ ルデニ=ゾ ーに戻る とち ょうど寺内の碑文 の採拓を終了 し,東 門外側の碑文の採 拓 に移ったところで あった.東 門

の碑文 は楼 閣状 の土台の一部 として門にち ょうどうまく切 り割 られてはめ 込まれている.、寺 には4門 が 東西南北の外壁

の中央 に配 されている.い ずれ も上に立派 な楼閣風の屋根がついて出入 口を形づ くってお り,そ の楼閣の下が通路 になっ
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ている.こ の通路を外から中の方へ進むと木の門がある.碑 石は,通 路の一番外側の両側の楼閣の土台の根元のところ

の縁に柱のようにはめ込まれているのである.文 字が見えるのは東側の面のみ,こ こは東門であるので,一 番外になっ

ている東面だけで,壁 に埋め込まれている西面側はみることはできない.ま た通路側になる面には両方の碑石 とも文字

はない.門 は最近に修築が加えられており,碑 石の根元や壁との接点はモルタルが塗られ,一 番下の地面に接するとこ

ろは,Atlas写 真では確認できる文字に薄いモルタルの皮膜が入 り込み字が見えなくなっている.拓 本をとるためには

このモルタルの皮膜をはがさねばならない.碑 石の下部で,完 全に地面の中に入っている部分ははがすのは無理であっ

たが,地 上に出ている部分については,文 字の刻みに入り込んでいるのを入念にはがし,文 字を読める ようにした.北

側の碑文については,1枚 採拓 して,こ の日の作業を終了.南 側の碑文についてはモルタルをはがすのに時間がかか り,

はがすだけで終了.

8時18分,ホ テルに帰還.ホ テルに帰った後,北 側の拓本をAdas掲 載の拓本写真 と比較すると,下 の部分でなお,

文字が採拓されていないことが,判 明 した.そ のため下の部分を再び採拓することとした.

8月16日(日)ハ ル ホ リン

朝食中に入院 してい たはずのバチカが現 れ,ウ ランバー トルへ帰 るので挨拶 を しに来 た.途 中で動けな くなったこと

を詫びていたが,皆 で話 して力づけて見送った.今 日の予定 として,午 前 中,東 門の拓本採取の続 き,そ の後は万安宮

の亀趺の調査.午 後,Atlas(pl.XLIV-3)掲 載 の 「漢塚石碑」 に記 され る 「和林東北30里 の 小山の漢人墓地」の場所の

特定のための遺蹟調査.午 前9時58分,ホ テル出発.10時06分,3.7㎞ 走行.東 門前 に到着.早 速モルタルはが し

にかか り,午 前中に残 りの拓本 を採取 し,午 後0時,終 了.そ こへ,宣 威軍城址 の発掘 を行 なう予定のバヤルが現れた.

ドイツ とのハ ルホ リンの発掘調査に関 して,事 前見学 に来た多数の ドイッ政府関係者 を現地 に案 内 して きたもので,彼

はそのままハ ルホ リンに残留 し,我 々 とともにホ クシン=テ ールに移動することに したという.

バ ヤルを含 めてメルヒー=ト ルゴイの亀趺 を見学.亀 趺の位置は北緯47度10分51秒,東 経102度Sl分05秒.高 度

1615m.こ の亀趺 については1994年 の予備調査 の時に訪れ,こ こにハ ルホ リンか ら3ミ ール(約5㎞)の ところに所

在す るとされる,オ ゴデ イの宮殿のひ とつがあったのではないか との推測 を していた(『 朝 日新 聞』1994年12月4日

夕刊掲載記事)と ころである.亀 趺 は万安宮 から3㎞ 程度で若干短い.こ の点が問題があるところである.こ の亀趺

について,白 石 は歴 史研 究所への報告で,ま た加藤晋平 は昨年末にユ ネス コの調査報告で,亀 趺の横腹 に孔雀(ト ゴス)

の絵柄が描かれていることを記 している.我 々はこれまで2度 ここを訪れ ているが全 く気がつかなかった.以 前に撮影

した写真 を見ると確 かに絵柄 が写 っている.亀 趺の横腹の絵柄 は興味深い検討対象 で,そ の絵の拓 本採取にかか った.

亀 趺の向 きは東向 き,南 側 の横腹の絵柄が鮮明で,北 側の はほ とんどが欠けていて,よ い拓本が採れ なかった.ダ シ

カが南側 を2枚 採拓.ガ ルサ ンが北側 を担当 したが,は っきりしないこと と時間 も相当かかったので,1枚 だ けで止め

た.そ の後,バ ヤルは近 くに別の城址 があるのでそ こへ案内 しようとい うこ とで,全 員でジープで稜線 づたいに移動 し

たが,結 局見つか らなかった.

3時,ホ テルに帰還,遅 い昼食 を済 ませ,松 田 ・宇野はペルシァ語碑文の読み合わせ を行 う.

5時,万 安宮 に出発.万 安宮前 の亀趺 のサイズを調査 した.

6時,松 川 とダシカは,エ ル デニ=ゾ ー内の碑文の現在の位置に置かれた経緯 をイ ンタヴューするため に,ダ ワー ド

ルジ前館長宅へ.ダ ワー ドルジ氏 はlg38年,ポ ジル ト=ソ ムの生 まれ.1960年 代 にエルデニ=ゾ ー博物館が建設 された

時以来,一 昨年 に定年退職するまで,館 長 を勤 めた.現 在は 自宅静養 中.劉 公碑 ・嶺北省碑 についての現在 の位置につ

いて,松 川 は次のように承 った.劉 公碑 ・嶺北省碑 とペルシア語碑文の間 に立 っていた,1981年,碑 文の記載の中に

「中国人にモ ンゴル人が負債がある」 との記 載があるとす る人があ り,寺 内の現在 の草む らの位置に移 された とい う.

現在ペルシア語碑 などと一緒 にな らべ られている獅子な どの石 は,キ セリョフが1947年 にペ ルレー と一緒に万安宮 を

発掘 した時に出土 し,寺 内に並べ られた ものである.エ ルデニ=ゾ ー内の壁面などに碑文はないか との問いに対 しては,

ないとの答えであった.108個 あ るとい うスブルガンな どの修復工事 について,1942-1944年 に第1期 工事 を実施.

1970年 代 に,第2期 工事 を行 った.モ ンゴル語の 「興元閣碑」 については全 く知 らない.コ トヴィチの写真の香炉のこ

とも知 らない との返事 であった.ダ シカが仏教史の関心か ら,108個 のスブルガンについて,そ の数の通 りか と質問 し

た ところ,92個 あ り,4隅 に2個 つつあって,計100個,大 ス トゥーパの内部 に8個 あるので合計108個 に なるとの

答えであった.エ ルデニ=ゾ ー を建設す る時 に,4隅 に最初 目印 としてス トゥーパ を作 った.エ ルデニ罵ゾーの さまざま

なお堂は1937年 以 後の宗教弾圧 の時に破壊 された.現 在い くつかのお堂 を修復 中である.壊 され る前 の写真 と壊 され

た後の写真がバイガル現館長の許 にあるはずである.1937年 に各お堂に番号 を付 した図面の入った論文があった(現

在それはダワー=ド ルジ氏 の息子 さんが ウランバー トルへ持 って行 って しまっていて ここにはない).氏 の娘のソヨル=

エ ルデネ さんが博物館で働 いている.以 上 の インタヴューの 後,エ ルデニ=ゾ ーに戻 り,寺 の4門 を外側か ら撮影 し,

ス トゥーパの数 を再度数えて,8時13分,ホ テルに帰還.

一方
,松 田 ・オチル など他の メンバーは万安宮の柱礎 の配 置やサイズを測定 した後,「 漢塚石碑 」の 「漢人墓」の発

見のために,和 林 か ら東北の小高い丘,ア ザル=ト ルゴイを目指 してジープで出かけた.7時48分,現 地到着.北 緯47

度19分06秒,東 経102度57分15秒,高 度1475m.現 地 には何 もそれを示す ものは発見で きなか った.各 人めいめい
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付 近 を探索 して帰途についた.往 路はオルホ ンとホ クシン=オ ルホ ンの両河に挟 まれた大湿原の横 断を試み,難 渋 した.

大 湿原に トグルー(ア ネハヅル)の 大群が集結 していた.ア ネハヅルは冬 には8000m級 の ヒマラヤの嶺を越えて,イ

ン ドに渡るが,オ チルによれば,渡 りのは じめはまずキルギス タンに向か い,そ の後,南 に行 くとのこ とであった.草

むらの中で何かを集めてい る3人 の男性がお り,道 を尋ねた.帰 路 は北回 りの送電線鉄塔 があるところを西へ道 をとり,

ハ ンバイ ンのキ ャンプ付近 を経 由 して乾 いた平原 を走 って,ハ ルホ リンの都市遺蹟 の北の端 をかすめて 帰った.ハ ルホ

リンはユネス コの保存調査がすみ,鉄 条網で 囲う作業 がすでに白石 らユネ スコのプロジ ェク トで始まっている.そ のた

めに遺蹟の周囲 には鉄条網敷設のための柱穴 が一列に掘 られている.ま もな く遺蹟 には一般 自動車 は入 る ことがで きな

くなるのであろ う.9時13分,松 田 ・宇野はホテルに帰還.オ チル ・村岡 らは電話 をするため にハ ルホ リン市街で別

行動lo時 前 にホテルに帰還.村 岡の初めての子供 さんの出産予定 日がすでに1週 間ほ ど過 ぎてお り,電 話連絡 をした

が,ま だ誕生 していない とのことであった.

明 日のオルホン河流域の大平原の移動調査 の予定を立てる.最 終 目標地 をタイシン=ジ ロの元代遺蹟(Atlas,pl.LX)と

し,途 中のバヤン=ゴ ル河のアル=ツ ァガン=ア ムの谷筋,カ ラ=バ ルガス ン,ド イティン=バ ルガスの各遺蹟 に立ち寄 り

なが ら北上する こととす る.ポ トン トの清代 の農業屯 田に関す る 「漢文碑 文」の採拓は,モ ンゴル側の ダシカ ・ガルサ

ンの2名 が別行動 して採拓に行 き,カ ラ=バ ルガス ンで合流することとなった.

8月17日(月)オ ル ホ ン河流域 の移 動調査

午前7時,起 床.気 温16度.夜 中0時 前に嵐.今 日の悪路が心配されたが,晴 れている.8時43分,ダ シカ,ガ ル

サ ンは予定通 り,ポ トン トへ馬力の強い 玉号車で出発。他の者 もす ぐに出発.9時15分,15㎞ 走 行,バ ヤン=ゴ ルで,

アル=ツ ァガン=ア ムの谷筋 の遺蹟 の場所 を聞 く.バ ヤン=ゴ ル河 と道路が交差するところは,先 日ッェンケルか らハル

ホ リンに夜中に移動 した時に,水 流が多 く,し ばらく渡れるか どうか,反 対側か ら様子 を見た ところで ある.河 を渡る

手前 を,西 側へ 折れ,2号 車 ・3号 車の2台 のジープで河沿い にゆっ くりと上る.ト ラックはそのまま北上 して,昼 食

場所 となってい るカラ=バ ルガスンへ先 行.河 の流れているのはオル ホン河の西 の山の谷 あいで,ア ル=ッ ァガン=ア ム

の谷幅は300～400mく らい.こ こは,グ ユ ク時代の遺蹟である可能性が加藤(1997,p.16)に よ り指摘 されている.9時

20分,2.3㎞ 走 行 して,遺 蹟 とおぼ しき場所 に到着.北 緯47度16分52秒,東 経102度42分16秒.最 初 に検分 した

城址 のプランは,加 藤の報告書 の図面 とは全 く異 な り,別 の城址であった.瓦 ・レンガのサンプル を採集 し,写 真撮影.

谷 あいの奥,西 の方 に牧民のゲルが5個,北 西 の山は地膚が露出 して,樹 木 はない.木 々は山の稜線,特 に西南 よりに

あるだけである。東 を望 むと先 ほど道を尋ねた場所 にゲルの レス トランが16個 ほ ど並 んでいる.オ ルホンの平原を望

むとはるか7～8㎞ 向こうに対岸の山並みがある.い っのまにか体力のある中村が北の山の上}こ登 っている.城 址の簡

単な計測を済 ませたあ と,北 側 の尾根に上 り,そ こか ら城址の写真撮影 を行 った.登 った尾根の西北の枝谷 の奥 にも半

球状 に盛 り上がったマ ウン ドを四角形 の低 い土塁が囲んでい るのが見 えてい る.予 定では昼 までにカラ=バ ルガスンま

で行かねばならないので,こ の半球状のマウン ドは写真撮影のみで済 ませた.車 で谷筋 を2㎞ ほど登って行 くと,そ

こに加藤報告(Kato1997,p.24)に あ るプランの2つ の城址があった.北 緯47度16分22秒,東 経io2度42分07秒,高

度1535m.先 ほ どの谷 口の城址 よりも規模が大 きい.東 北側 の城址 の内側にマ ウン ドがある.礎 石 の類は見 えないが,

瓦 ・レンガが少 しだけ散 らばってい る.写 真撮影 と瓦 ・レンガのサ ンプルを収集 して出発.

ll時58分,20km走 行 して,カ ラ=バ ル ガスン手前 の礎石 の散乱 しているところで停止。北緯47度24分0秒,東

経102度38分18秒.ラ ドロフのAtlas,pl.LXXXII掲 載 の地図 にもここの場所に 「石」 と記述 してい る場所である.北

にカラ=バ ルガスンを望み,柱 礎石,白 石が散乱,マ ウ ン ドが点在す るこ とか らここは,大 きな建築物 と集 落址 であっ

た もの と推定 される.遺 蹟規模 は巨大で地上 での測量 は相当の測量器材 と時間 を必要 とする.中 村 が前 か ら指摘 するよ

うにここでも集 落址 と目される部分 とそうで ない部分 とでは植生が異 なる.遺 蹟の周 りは茶色 っぽいの に対 し,遺 蹟部

分は緑が濃い.

午後0時28分,カ ラ=バ ルガスン宮城 に向けて出発.集 落址 はカラ=バ ルガス ン宮城 までの道路沿いに約800m続 い

ていた.3.5㎞ 走 行 して,カ ラ=バ ルガスン宮城の南1&9500mほ ど離れたカラ=バ ルガス ン碑文のある場所 に到着.北

緯47度25分54秒,東 経102度39分17秒.す でに トラックは先着 して,予 定通 り昼食の用意 をしていた.付 近にマ

ウン ドが あ り,大 きさはバ ヤ ン=ゴ ルのマ ウン ド並 みの 高 さであった.ポ トン トに行って いたダシカ ・ガルサ ンも合流

してお り,皆 なで昼食.そ の後 カラ=バ ルガスン碑文の碑頭部分の残石 の写真撮影 を実施す る.碑 頭は,裏 返 しになっ

ているので これを逆に しなければならなか った.こ の碑石は巨大で,碑 頭 で も人間の力では裏返 しはやや困難で,ト ラッ

クとロープでつ ないで,反 転 させた.最 良の状態 としてはまっす ぐに立てるのがいいのだろうが,割 れた形が左 が長 く,

自立 させることは不可能で,裏 返 して地上に横たえた形で,脚 立の上か ら撮影することとした.ほ ぞの 裏側 のサイズ も

測定 し,写 真撮影 を行 った.碑 石の反転作業 を行っている間 に,村 岡 ・宇野 ・中村が,碑 文 か らカラ=バ ル ガス ンの南

壁までの距離を測定 した.そ の後,松 田 ・オチルは相馬氏 が衛星写真の分析 か ら指摘 したカ ラ=バ ルガス ン西北方の集

落址の存在の確認のため にカラ=バ ルガス ンの西北側 にジープで先行 し,3時13分,街 路で区画 された集落址 をカラ=

バ ルガス ン西北地区で確認 し,瓦 片 も数点 収集 した.そ の他 の メンバーはカ ラ=バ ルガス ン宮城内の遺蹟の 見学 と瓦 ・

レンガのサ ンプル収集作業に行 った。その後,松 田 ・オチルが確認作業中 の西北側 に車 で合流 した.た だちに次の目標
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である ドイテ ィン;バ ルガスに向けて北行 した.

25㎞ 走行 し,鹿 石様の石柱 を発見,停 車,北 緯47度26分51秒,東 経102度37分07秒 。石柱には鹿の絵 はなかっ

た.こ こで も古い土塁の址 があ り,カ ラ=バ ルガスンの西北側の集落址が ここまで連続 している もの と見 られる.さ ら

に走行 してま もなく城址 を発見.一 辺190mの 方形で土塁 は数10cm程 度 の高さがあ り,中 央 にマ ウン ドがあ り,瓦 が

散 らばっている.村 岡がサ ンプル を採集.オ チルが付近のゲルに行 き,地 名 を確認.そ の間に宇野 ・中村が計測.「オチ

ルが戻 り,ハ ラテ ィン=ド ルベ ルジ ン=バ ルガス という名称で,付 近に もう一つハ ラティン=バ ルガス とい う名のもの も

あるという.い ずれ も,Atlas掲 載 の地図に位置が示 されている.ハ ラティン=ド ルベルジン=バ ルガスは平原上 にある

が,も う一つは行ってみる と丘の上 にあ り,湖 に南側 を接す る形 で,立 地 してお り,土 塁はここで も低か った.4時18

分,20㎞ 走 行 し,ド イティン=バ ルガスに到着.北 緯47度32分31秒,東 経102度31分57秒.高 度1460m.北 方

向と西方向には るかに山を望 み,南 北 に湖 を望み,東 側はオルホ ン河がは るかに見 える高台である.礎 石が多 く残 って

いる.ド イ ト=オ ボー とい う名で呼ばれ るオボーがある.集 落址 のような ものは確認で きない.儀 礼な どが 行われた場

所であろう.青 い瓦があ り,こ れは極めて特 殊 な色 のものである.白 石はムス リム系の ものが建築 した オゴデイの宮殿

であろうとの判断を示 しているが,そ の可能性が高い.瓦 ・レ≧ガの収集,礎 石の計測,写 真撮影 と一通 りのζとを行っ

た.作 業中,付 近か ら家族を引 き連れ た青年 が半分酩酊 して,写 真撮影を求めて,作 業 に参加 しようと して困った.ド

イティン=バ ルガスの調査 を終 え,北 側 めツ ァガン=ノ ールの湖畔まで行 き,何 か遺蹟の類 はないかと検分 したが,何 も

な く,記 念撮影 をして5時53分,帰 還の途についた.

7時28分,54km走 行 して,ハ ルホリンのオルホ ン=ホ テルに帰還.わ ずか1時 間半でオルホ ン大平原の北部か ら帰 っ

てきたことにな る.夜 に山羊の石焼 き料理ボー ドグを作って宴会 をするこ とに していたので,準 備 もあ り,早 く帰 る必

要があった.も う少 し時間 が取れれば,さ らに北方 のタイシ ン=ジ ロの調 査 もできたのに と残念 であ った.オ ルホン河

の河筋には途中 にすでにい くつかの城址 を発 見 した ように,多 くの施設,お そ らくはオゴデイ以来のモ ンゴルの王侯が

移動する際の施設,あ るいはそれ らは駅伝Gam)の 施 設なのか もしれない,そ れ らの総合的 な調査が必要で,こ のよう

な1日 往復の調査では無理である.今 回は本来が碑文の調査がメインであるので今後の検討課題である.

ボー ドグ料理が出るまで,軽 食 をとり,ペ ルシア語碑文 の拓本を松田 ・村岡 ・宇野の3人 で読み合わせ をした.Atlas

掲 載 の拓影ではなかなか読めなかったところが,か な り明瞭に判読で きる.皆 な実際の拓本の価値 を再 認識 し,今 後 の

読解に期待が持てる と感 じた.

ボー ドグは山羊の体 の中に焼いた石 を足 の肉や調理 した内臓 など,ね ぎ,じ ゃがい もとともに放 り込み,し ば らく火

で外側か ら焼い て,毛 を燃や して調理する ものである.山 羊の毛 はカシ ミヤ として高価 なもので あるが,こ の時期の毛

はとらない とい う.羊 は皮が弱 く,こ の調理 法では破れて しまうので,使 わない.メ スは乳頭か ら肉汁 が流れ落 ちて し

まうのでオスを使 う.最 高の接待のメニューで,モ ンゴル人で も調理がうまくできるのは1000人 に1～2人 しかいな

いとのことであ った.宴 会で は長老か ら最初 に良い部位 の肉を食す るこ とになっている.オ チルとガルサ ンが研究の良

好な進行 と発展 を祈 るとの言葉 を述べて,我 々の合 同調査が無事 に進捗 していることを祝 う言葉 を述べ た.松 田は,松

川の助言に従い,答 礼 として挨拶 を した.松 川がさかんにアルビを振 る舞 い,乾 杯 を繰 り返 して奮闘.1時 間 ほどで散

会 とな り,明 日は9時 半朝食,il時 に次の目的地ハ イルハ ン ドラーンに向けて出発することを約 し,就 寝.

8月18日(火)ハ ル ホ リン→ ハ イルハ ン ドラー ン

午前7時40分 起 床.荷 作 りにかかった.拓 本がすでに大量 とな り,そ れ らを入れる筒がない.ウ ランバー トルに半

分置いてきて しまったのは不覚であった.朝 食 を済 ませ,10時38分,松 田 ・バヤル ・村 岡でメル ヒー=ト ル ゴイに向

かい,瓦 ・レンガのサ ンプル収集.ガ ルサ ン ・オチル ・松川 ・宇野 ・中村で東亀趺付近の瓦の採集.11時30分,ハ ル

ホリンのガソリンスタン ド前で全車集合.待 機する間に,バ ヤルか らメルヒー=ト ル ゴイの とな りのマモ ー;ト ルゴイか

ら2枚 の ジャーニー=ベ ク銀貨が出土 した話 などヴォイ トフの発掘の作業 を話題 にして時 間 を過 ごした.合 流完了 して

アルバイヘール経由,ハ イルハ ン ドラー ンへ 出発 午後0時58分,46㎞ 走 行.2号 車 の後輪のサスペ ンシ ョンが故

障 し,草 原で停車.北 緯47度Ol分24秒,東 経103度12分33秒.修 理作業 を進める傍 らここで昼食をとることとな

り,準 備に入 る.バ ヤルが薪割 りを行 う。ここで も日本人は力が足 りない ようで あった.2時13分 よ りラーメンと肉

マカロニの昼食 を食べ始めたら雨模様 とな り,食 べ終わった頃か ら激 しい降 りに変わった.車 の修理は まだ続いている.

3時 半,よ うや く修理が終わ り,出 発.3時53分,道 路が河の状態になっている.草 原で車両 が走行するところに轍

がで きるが,そ れが傾斜 しているとそこに雨が流れて河に変 わる.ハ ルホリ ンのメル ヒー=ト ルゴイの登 り坂はその よ

うな道が流水で さらに刻 まれて谷 を形成 し始 めてお り,す でに道路 と しては使用 できない状態になっている.1996年

に はそのようなことはなかったのに.そ のために車 は,そ こを避けて,新 しい轍 をどん どんと横 に作っている.10年

もすれば メルヒー=ト ル ゴイの登 り坂 は多 くの谷で深 くきざまれて山の形 が変わって しま うであろう.こ の 付近 はウラ

ンバー トルか らアルバ イヘールへ向か う舗装 道路 にハルホ リンか ら直線で 最短 に近づ くためのルー ト上 にある らしく,

高度の少 しある平原で付近には河はない.盆 地状平原ではな く,こ こはテーブル状高原.付 近に牧民の ゲルは少 ない.

家畜 も少 ない.ゲ ルがあったが,大 と小2つ のゲルが並 んで立て られてレ・るだけであった.26㎞ 走行 して,4時18

分,舗 装道路に出た.北 緯46度50分44秒,東 経103度14分1秒 。5時28分,舗 装道路 を一挙 に74㎞ 走行 してア

(80)



行動記録{1998}

ルバ イヘール手前 のオンギ河の橋 に到着.北 緯46度23分14分,東 経102度49分46秒.そ こで後続車 を待機.待 っ

ている間に退屈 しのぎに舗装道路の下の草原 の石 を的に見立てて皆な石 を なげ始めた.的 に命 中す るものが現れてます

ます白熱 したところで,後 続車が到着.

5時46分,出 発.そ れまでの景色 とは打 って変 わって,コ ンクリー トの建物が道路沿いに見え始めた.道 路 の右側,

北 側に高 さ1mく らいの土盛 りが延々 と続いている.現 代の ものの ようであった.そ れが消 えたところで橋 が豪雨で壊

れて修理中で通行止め となってお り,舗 装道路か ら草原へ降 りて,迂 回.ま た舗装道路へ戻 る.6時08分,ア ルバ イ

ヘールのホテル前で ウランバー トルカ・らきたもう一人の考古学者 と通訳 と合流 し,20㎞ 走 行 し,郊 外 の道路沿いで停

車.ト ラックが食料 などの購入に市場へ 出かけているので,そ れを待機.考 古学者はグンチ ンスレン(rYH朋HCYP3H)博

士,28歳.通 訳 はテム レン.モ ンゴル国立大学の 日本語科 を卒業 したばか りで,バ チ カの後輩であ り同時に教 え子 に

もなる(バ チ カは1994年 に我々の通訳 を した直後に卒業,同 時に講師 となった).父 が言語学者 で,ロ シア語 もで き

英語 もよ く通 じた.英 語は,父 がブダペシュ ト滞在中にアメリカンスクールで習 ったとかで,日 常の通訳は非常 に堪能.

現 在,母 の旅行会社でガイ ドを務 める.我 々の通訳 を依頼 され,急 遽,と る もの もとりあえず,ウ ランバー トルか ら到

来.6時51分,考 古学者が乗車す るためアルバ イヘールで雇 った別のジープが待機場所 に到着 した.こ れを4号 車 と

し,ジ ープ4台 と トラック1台 の5台 の車両で一斉 に出発.一 路 アルバ イヘールへ の道 を進むが,す ぐに雨模様 とな り,

激 しく降る.8時58分,66㎞ 走 行 して,峠 で停止.雨 は上が ってい る.後 続のジープが来 ない.ア ルバイヘールで

調達 した4号 車 のジープが故障 し,修 理不能 ということが しば らくして判 明.3号 車 に乗った数名が峠 に到着.バ ヤル

はオチルの判断 がない と4号 車を離れることはで きないので,車 に残 った ままであるので,オ チルが1号 車 で現場 に戻

る.残 りのメンバーは他 の車 に分乗 して,先 行することとする.10時 頃,3㎞ 走行,ハ イルハ ン ドラーンに到着.2

年 前 に宿泊 したソムの学校の寄宿舎に投宿す ることになる.荷 物 を搬入,発 電機 をセッ トし,電 気照明の配線を行 った.

オチル ・バ ヤル らがその後到着.故 障 した4号 車 は現場 に運転手 とともに残ったという.そ の後 この車 はそのまま来ず,

リタイア.一 昨年宿泊 した北側の棟の西 の端が食堂 となってお り,そ こで11時 よ り夕食.0時 就 寝.

8月19日(水)ハ イルハ ン ドラ ーン→宣威 軍城 址(ホ ク シン譯テー ル)

午前8時 起床.晴 れ.オ チルはこの ソムにルーン文字銘文 のあるオンギの碑石の破片1個 が ある とのウランバー トル

で得ていた情報の確認にでかけたが,情 報 は不正確で,石 は なかったとい う結論であった.ま た,ホ クシ ン=テ ールで

の作業の安全 のために,ソ ムの長 のところへ現地 の警察官 の同行 を依頼に行 ったが,長 も警官 も留守で,ソ ムの役人

(ト ゥシメル)の ダワーサンボー氏が同行 して くれ ることとな り,同 道 して来た.待 っていた我々 と型 通 りの初対面の

挨拶を交わ した.た だちに荷作 りを完了 して,11時25分,ホ クシン=テ ールへ向けて出発.車 中はやや暑い.11時48

分,1996年 に も来た,お 地蔵 さんが祠 の中に祀 られているように,祠 を立ててもらっている石人前 で停止.北 緯46度

2分46秒,東 経102度10分49秒.し ば し見学.バ ルバル石がい くつか残っていて,東 の方 にのびてい る.今 回調査対

象ではないので,15分 ほ どです ぐに出発.

午後0時35分,32㎞ 走 行 して,ホ クシン=テ ールの宣威 軍城址 に到着.北 緯46度11分09秒,東 経102度12分

10秒.3つ の城址の うち,最 北 の第1城 址の南側の平 原にゲルを立ててキ ャンプすることとした.多 羅尊廟 のす ぐ前の

ところである.北 緯46度10分57秒,東 経102度12度11秒.宣 威軍城址 はハ ンガイ山中のホ クシン山の東斜 面にあ

り,こ の遺蹟に関 しては,1928年,コ ズ ロフが最初 に報告 し,そ の後セル=オ ドジャブが宣威 軍碑 をウランバー トルま

で1958年 に移動 し,ハ ン ドスレンや近年の一連の堀江雅明の報告 に至るまで多 くの研究がある.

昼 食時間までの間に,一 昨年作成 した図面の補充点につい て,バ ヤルに考古学の観点か ら現場で景観 を見なが ら教示

を受けるこ とと し,全 員 で第1城 址か ら順次,回 ることとする.第1城 址 の外外城が水の集水路 という機能を持つ点,

城 壁(土 塁)の 材質 について記載すべ きであ る との指摘があった。また,同 じ形態 のものについては図面上 には同 じ大

きさ,文 字で記載すべ きで ある との教示 を得た.

第1城 址 について,一 昨年の調査で,調 査未了 となった西 側 に外外城があるか どうかの点につい ては,な いことが分

かった.南 側の外外城は水路の土 を くみ上げ て北側に盛 り上 げた もので,そ れが土塁に見えるものであ るとの判断が下

された.第2城 址の土塁 はどこで も石垣が しっか りと土台 として積 まれ,そ の上に土が載せ られている.城 址の土が流

出しない ように石垣 を最初に積 んで城壁 を形成 したのかもしれない.ど の城址 にもある無数の穴は もと もとはすべ て四

角形であったよ うで,そ れが長年の間に周囲 か ら土が流入 して現在 は丸い形 になっている もの と思 われ る.穴 の周囲 に

石垣で固めたものがあるが,石 垣の形は四角形 であることが穴の原形 を推測 させる.

第3城 址 には中央に,数 十個の穴を配置 して,四 角 く取 り囲んだエ リァがあ る.そ の南側 には広 場があ り,南 側 を下

りで眺望で きる ようになった舞台の ような感 じである.順 次,第2・ 第3城 址の西 山に登 り,東 にある城址 を見たのだ

が,周 囲 には樹木はな く,禿 山ばか りであった.第1城 址 と第2城 址の間の平原を流れるイ フ=モ ド(=大 樹)河 上流

の谷 あいの奥に ある山の北斜面 のあた りに深 い樹林が1ヶ 所展開 している だけである.3つ の城址 を検 分する途中で,

今 回,第2城 址 の東南 の端にある,四 角 に石 垣が囲み,入 り口様の石垣 も付属 している穴1個 を掘 るこ ととなった.ま

ず,東 端をlm掘 り下 げ,そ れに沿って東西方向 に中央部 までlm掘 る という.ま た,別 の城址の石垣の見えない穴1
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個 も発掘することも予定 されたω,夕 食は久 しぶ りにカレーを出 して もらって,明Bの 予定 を相談 して就寝.

8月20日(木)宣 威 軍城 址(ホ ク シン=テ ール)

午 前8時,起 床.雨 が降ってお り,今 日の発掘作業は不可 能 と判断.急 遽3台 の車 で3つ の城址 を分担 して,穴 の数

を車の中か ら計 数することとした.1号 車 は松田 ・オチル ・バヤル,2号 車 は松川 ・ガルサ ン ・グンチ ンス レン,3号

車 は村 岡 ・ダシ カと通訳のテムレンとい う布 陣.車 の中か らの計数は意外 と困難で,ガ ラスが曇 り,外 がよ く見 えない

状態 となった.ユ 号車 は途中で下車 し,バ ヤル ・オチルが計数 し,松 田はGPSで 各 ポイ ントを計測する こととした.3

名 と もずぶぬれ とな り,午 後1時 にキャンプ に帰還.3号 車 が続いて帰還 し,2号 車 は1時 半 に帰 って きた.3号 車 は

通訳のテム レンが学術用語 を通訳 した経験が な く,計 数 して報告するダシ カと聞いて記録する村 岡の連 携がかみ合わな

かったため,ダ シカが一人でカウン トして記 録 した.雨 は時 にひ どい降 りになるので,今 日の発掘 は不 可能 となった.

4時 半,昼 食後 の作業 として,オ チル ・松川 が2人 で付近住民か ら 「宣威 軍碑」の碑石 の元の位置 につ いての情報 を収

集 に出かけた.一 昨年に聞 き取 りをした老 人か ら再度,聞 き直 し,よ うや く元々碑石は第1城 址 中央のツァガ ン冨トル

ゴイの南斜面 に立て られてお り,現 在 も何 かその場所の 目印になるものが ある らしい との情報 を得 て,オ チル らは帰還

した。そ の間にダシカ,ガ ルサ ン他 のメンバ ーはゲル内でハ ルホル=ハ ン城址で収集 した遺蹟 のデー タにつ いて照合 し

て,全 デー タを松 田が保管 して,ウ ランバ ー トルにて副本 を作成す ることと した.中 村 はそ の作業のあ と,ハ ルポル=

ハ ン城址の第2城 址の プラン図を作成.夕 食 となる.夕 食は肉 と野菜 とご飯.雨 なのに西のイフ=モ ドの空 は眩 しく光っ

ている.

オ チル ・松川のインタヴュー内容.1人 目はア ヨーシ氏,4時36分,開 始.ア ヨーシは東 の方,河 の手前のゲルの

住民.午 歳にボルガス トで生 まれた.当 年58歳.1年 前 にこの地 に転居 して きた.息 子4人,娘4人 の家族で娘はす

べ て結婚,息 子2人 は結婚 して別居 した.現 在,奥 さん と家に残 っている息子 さん2人 の4人 暮 ら しで ある.家 畜は馬

15頭(う ちメスが5～6頭),牛 が20頭 以上(搾 乳用は10頭)で ある。父はナ リン=テ ール,母 がこの地の生 まれ.

この土地はサ インノヤ ン=ハ ン部のナムナ ンスレンの土地で,豊 かである.今 は夏営地で,秋 営地 に移動す る時は,我 々

のキャンプのゲ ルのところへ移 り住 む.冬 営 地は,さ らに上流に行 く.西 に見えるハシャー(木 造の家 畜囲)は 娘婿 の

ものである.ソ ムの中央に長 く住んでいたが,そ の後ム リーというところ に移 り住み,昨 年,こ こへ移 って来た.宣 威

軍碑には池を建造 したことが記載 されてい るが,そ れ について,河 のこちら側 はフーフ ドィ ン=ッ ォー ノグ といい,井

戸 は使 っていない.河 の水 は11月 に は凍結 し,5月 に解ける.河 が凍結 している間 も凍 らない ところか ら飲料水 を取っ

ている.バ ガ=テ ルギル河の一部である.見 張台の ような施設はこのホクシン篇テール付近 には知 らない.こ こか らアル

ハ ンガイの県都 であるツェツェル レクへ行 くには車 ならポジル トを経由す るが,馬 で行 くならオンギ,オ ヤ ンガの山中

を北上 し,ツ エ ンケルを経 由す るのが近い.馬 を飛 ばせば,2～3日.ゆ っ くり行けば4～5日 で行け る.地 方 の入は

ハイルハ ン ドラーン=ソ ムの北 と南 とを区別 し,南 をゴ ビといい北 をハ ンガイ という.こ の辺はハ イルハン ドラーンの

人が住み,北 はオヤ ンガの人が住んでい る.5時35分 終 了.

二 人 目のイ ンタヴューは,バ トトグ トホ氏.そ の ゲルに行 く途中,同 行の ダワー=サ ンボー氏はハ イルハ ン ドラーン

=ソ ムの構成 について語 った .ソ ムは5000人 以上 の人[]が お り,78%が30歳 以 下の若 い世代 である.ソ ムの多 くは人

口は4000人 以 上.こ こは豊かな土地である との評価であった.バ トトグ トホ氏 のゲルに到着.北 緯46度12分14秒,

東 経102度11分18秒.氏 は76歳,猪 歳の生 まれ.父 はポンツォク.碑 文はツァガン=オ ボーのす ぐ下に もたれかかる

ように しておい てあった.亀 趺 とか台 とかは なかった.城 址の穴か ら何か 出たことはあるか,と の問い には出ていない

とのことであった.穴 の用途 については,ク ビライの時にゲルを建てた と聞いたことがあるという.多 羅尊廟 について

は名前は出てこなかった.た だ,そ れはもともともっとた くさんの石で作 ってあった.一 部はハイルハ ン ドラー ンに持っ

て行 った り,も どした りした.タ ルガッ トへ持 っていたので今は少 な くなっている.池 について も少 し聞 き,6時18

分 にキャンプへ戻った.

8月21日(金)宣 威 軍城 址(ホ ク シン=テ ール)

午前8時,起 床.昨 日は雨 のために発掘作業がで きなかった.今 日も雲が低 く垂れ込めまた して も危ぶまれたが,雨

自体は上がってお り,期 待 で きる.オ チル ・バヤルは,穴 の発掘 について,日 数の制限か ら当面1個 だ け とすることに

変更する.松 田 ・オチルはテム レンとともに第3城 址の残 りの計測 を行 うために現地 に向かう.10時,現 地到着.松

田 ・オチルは中央部分 を計測 して,午 後0時48分,第2城 址の発掘現場 に合流.北 緯46度10分31秒,東 経102度12

分08秒,高 度2135m.バ ヤ ル ・グンチ ンスレンらのモ ンゴル側が,長 さ30cm,縦lm,横2m程 度 を発掘 していた.ハ

ンマー とや じり数本などが出土場所 に置かれている.11時50分 に掘 り始めて約15分,0時05分 に最初の鏃が出て き

たとい う.バ ヤ ルが方眼紙 に図面を記入 している.日 本側 のメンバーは文 献史学者であって,発 掘の専 門知識がないこ

ともさることなが ら,発 掘 には相当の体力 も求め られる.従 って,発 掘 には全 く手 を出さなかった,1時58分,昼 食

(1)結 局
,雨 が 続 き,石 垣 の あ る穴1つ の み の発 掘 とな った.
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のた めに全員で 道具 を片づ けて現場 を撤収.4時,昼 食後の休憩の後,オ チルは村 岡 とともに,オ ンギへ向かい,瓦 ・

レンガのサ ンプルの採集作業 を行 う.宇 野 は,未 測量部分の測量 に向か う.他 はすべ て発掘現場へ出る.

8月22日(木)宣 威 軍城 址(ホ ク シン=テ ール)

午前9時30分,バ ヤル ・グンチ ンス レンは,昨 日の発掘を継続 し,ダ シカ ・ガルサ ンも手伝 うことす る.日 本側 と

オチルは,付 近 の景観 と遺蹟の調査 を実施.ま ず,相 馬氏が衛星写真 から読 み取 った遺蹟の確認 に北へ 向かった.宣 威

軍の3つ の城址 のはるか北方の山頂 に四角 い人工物があるとの示唆 を日本 で得 ていた.オ チルはこうい った城址 には,

多 くの場合,見 張台が付近 の山頂 な ど見晴 ら しが利 くところにあるとの指摘 をかつて していたことがあ り,現 場 を確認

す るこ ととした.10時18分,現 場到着.北 緯46度12分27秒,東 経102度ll分11秒.高 度2220m.テ ー ル河の対

岸 にあるが,方 角 では宣威軍城址 のだいたい北方向 に位置する ところであ る.遺 蹟は四角い形態 を したヘ レクスルで,

高 度は谷下から100m程 度.南 に第1城 址の中央の ッァガン=ト ルゴイを望むことがで きる.付 近 は地膚がやは り出て

いるところが多 く,木 は一本 も生えていない.現 場の眼下 にはテール河沿いに放牧する家族のゲルがlo個 程 点在 して

い る.馬 をつか まえるため,先 が輪 になった捕馬竿(オ ールガ)を 使って作業が行われていた.秋 を前 に した遊牧生活

のパノラマを見 ることができ,得 難い観察 を した感があった.河 は蛇行 して,宣 威軍城址 の方向へ流れ ている.ヘ レク

スルの大 きさは中心部の一辺が1.8mの 正 方形で高 さ1mに 石 が積み上げ られている.そ の周 囲に何重 にも石 が四角に

囲む形で並べ られてい る.こ れが衛星写真か ら四角い遺蹟 として相馬氏が読 み取 った ものである.そ の後 さらに北の山

に移動 し,そ こに も小 さなヘ レクスルがあった.北 緯46度12分43秒,東 経102度11分09秒,高 度2250m.山 頂 か

ら下の牧畜の様子 を観察 して,対 岸の山の石製の施設な どを望 みなが ら,山 を下った.

次 に,第1城 址 と第2城 址の問を流れるイフ=モ ド河を2㎞ ほど上流に行 った ところの石材の切 り出 し場へ 向か う.

途 中は:地膚か ら岩が顔 をのぞかせ るごつごつ した場所で,車 は大 きく左右 に揺 られる難路.谷 の南側 に は,前 述の この

付近唯一の森がある,オ オカミも住んでいるという深い森である.最 近 に植林 された らしい ところもある.谷 は幅100

mほ どで,北 側 は,切 り立 った岩壁で,石 材の切 り出 し場 となっている.所 々に石を切 り出す ために打 ち込むクギ穴が

並んでい る.宣 威軍城で必 要な石材 はここで切 り出されたものであろう.サ イ ンノヤン=ハ ン嵩トグス=オ チルィン=ナ

ムナ ンス レンを記念する近年建て られた碑文が谷筋の路傍 にある.高 度2245m.付 近 は冬営地 の木造の家畜囲いがい く

つか建 てられて お り,一 昨 日,ア ヨーシ氏が 言っていた,彼 の家族の冬の営地 と思われる.北 の岩壁 に守 られて,冬 に

は北風 を十分 に遮 ることがで きる.午 後1時30分,発 掘現場 に戻る.発 掘状況の写真 を撮影 した.午 前の作業で昨 日

に続 き,鉄 鏃や羊 の骨が出土,午 後 は鉄 のよろいの一部分 と考 えられる鉄片 と,牛 の骨が出土 した とい う.そ の後,昼

食のために全員発掘現場 を撤収 して,キ ャンプへ戻 る.・

昼食後,明 日以後の予定 を再検:討する.地 方調査の残 る日程 は1泊 だけである.ハ ルホ リンの亀趺 について,再 度そ

の表面の模様について点検 す る希望 を松 田が述べ た.メ ルヒー=ト ルゴイの亀趺の鳥(孔 雀)の 図柄 とそ この宮殿 名 と

の関係 を推測する加藤晋平説(加 藤1997,p.16)が あ り,メ ル ヒー=ト ルゴイ以外の他 の亀趺に も,同 様 の図柄 の装飾は

なかったのか どうか確 認す る必要があ ることに気づ いたか らであ った.予 定で は,明 日1日,シ ャーザ ン=ホ トに行 く

ことになってい た.こ の遺蹟については,前 述のように,7月 末,ウ ランバ ー トルでビチェースの報告 書に入 れる詳細

な遺蹟 プランを白石か ら提供 され,測 量 の必要 はな くなってお り,現 地で は瓦 ・レンガのサンプル を収 集する作業 だけ

である.ま た現地 に行 くに はガソ リンがす でに底 をついてい るとい う状況で あった.皆 なの賛同 を得 て,シ ャーザン=

ホ トへ は,メ ンバ ーを限定することとした.オ チルの指揮の下,瓦 ・レンガの責任者の村 岡 と現場未経 験の宇野,通 訳

のテムレンで作業 に行 き,残 りは,ガ ソ リン を探 して,給 油 し,先 日皆 な待 ち合わせ たアルバ イヘールの東のオンギ河

の橋 のた もとで オチル と合流するため待機す る.オ チル以下の合流を待 って,ハ ルホ リンに向かい,そ こで補足調査 を

実施 して,宿 泊,明 後 日,ウ ランバー トルへ 帰還す るこ ととした.こ のハ ルホリン再訪で新 しい碑文を発見することと

なるとはこの時,夢 想 だに しなかった.

4時,考 古班 は午前 の作業の継続.松 田 ・オチルらは地元の聞 き取 りか ら別のヘ レム(城 塞)が ある という情報があっ

たために,南 の峰の方 に山越 えで調査 に行 った.大 きなヘ レクスルが数個あった.北 緯46度08分57秒,東 経ioa度

12分31秒.高 度2140m.そ の後,ヘ レクスルの東,城 址 か らはテール河を下った南 に位置す るフーフ ドィンζッォー

ノグ池に行 った.直 径 は50m.こ の 池は冬 も凍 らず,取 水ができるとの ことである.池 の底 か らこんこんと水が沸いて

いる.地 下の伏 流水が浸み出 して くるので凍 らないので あろう.「 宣威軍碑」に言 う池 を掘 って水 をためた というのは

この池のことで はないかと推測す る.そ の後,発 掘現場 に戻 った.作 業はすべて終了 していた.発 掘 した遺物 は,ハ ン

マー1点,鏃8点,鉄 片3点,骨 な どであった.た だちに夕暮れの下,遺 蹟発掘 の最終状態 の写真撮影 を行い,埋 め戻

しを行った.こ の際,モ ンゴル側 は1998年8月20～21日 に発掘 を実施 したことを記 したメモ をビニールの袋 に入れて

埋 めた.そ の後キャンプに戻 り,10時,オ チルが来訪,明 日の予定 を詰 める.早 朝7時 に朝食,7時 半,オ チル らは

出発 ということになった.11時,雨 が降 り始めた.め いめい荷作 りを開始,就 寝.

宣威軍城址があるハ ン=ホ クシ ン山付近 は,高 度2700mの 高 原で,テ ール河の両側 に山が迫 っている.そ の間に開け

た谷筋の西側に3つ の城址が南北 に山の張 り出 しごとに一つづつ並 んでい る,第1城 址 とその南の第2城 址 の北側のふ

もとを流れるイフ=モ ド河の間には幅700～800mぐ らいの平原がある.奥 のイフ=モ ドの森 から流れるイフ=モ ド河の
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流水 は一夜の雨 で轟々 と音 を立てて流れてい る.数 百メー トル離れた第1城 址の南 の下のキャンプまで聞 こえる.こ の

平原にもヘ レクスルがい くつかあ り,内 側 に円形 のものが作 られ,周 囲を四角 く囲んでいる.古 代 か ら居住空間 として

この平原が利用 されて きたことを物語ってい る.牧 地,野 生獣,水,風 を遮る山な ど生活の条件が整った場所であった

と考 えられる.ま た,多 羅尊廟前 のキ ャンプのす ぐそばにレンガが地表 に出ている場所があ り,形 も不 定形のマ ウンド

であるが,城 址 と同 じ元朝時代 の建築物 があったようである.

8月23日(金)ホ ク シン=テ ール→ アルバ イヘ ール→ ハル ホ リン

午前6時 半,起 床.気 温はやや低めで,や や寒い.夜 の雨 は激 しい降 りであったが,朝 には上が っていた.オ チル ・

村 岡 ・宇野 ・テムレンが シ ャーザ ン=ホ トへ行 くために先 に簡単 な朝食 を済ませ,ハ イルハ ン ドラー ンへ戻 るダワーサ

ンボー氏を乗せ て,7時53分 に発 った.続 いて,ゲ ルを解体 し,9時30分,残 りの者 は城址 よ り北 に少 し出てか ら東

へ向か う道で,ア ルバイヘ ールへ近道で向か うこととする.ガ ソリンの残量が少 なく,オ チルの判断でハ イルハ ンドラー

ンを経由 しないで,タ ルガッ ト=ソ ムを経 て,ガ ソ リンを節約することとした.9時50分,8㎞ 走行,峠 で4・休止.

北緯46度14分45秒,東 経102度13分23秒,高 度2290m.ト ラ ックの来るの を待つ.途 中の道はほとん ど難所がな

く,ア ルバ イへ一ル市 内に入 るのに2時 間15分 しかかからなかった,途 申,ゾ ロム とい う小型 の体調25cm位 の ねず

みがた くさんお り,車 の音 に驚いて,穴 に逃げ込 む.タ ルガッ ト=ソ ム(北 緯46度18分12秒,東 経102度26分35秒,

高度1965m)の 手 前で周 囲2㎞ 位の湖が見 える.草 丈は低い.

ll時18分,ア ルバイヘ ールのガソリンスタン ドに到着.1994年 に予備調査でホクシン=テ ールへ行 くためにここの

ガソ リンスタン ドで給油 しようとしたが,十 分なガソリンを得 ることがで きず,引 き返す ことになった,あ の時と同 じ

ガソ リンスタン ドであった.先 日,ア ルバイへ一ルを通った折 りにもガソリンが手 に入 らなかった.し か し,ウ ランバー

トルにガソリンが到着 したとの情報 をオチルが得 てお り,順 次地方都市へ と配給が行われ ることが期待 されていた。ガ

ソリンス タン ドは今 日も閑散 としていたが,マ ームージ ャウが折衝 してガ ソリンがあることがわか り,給 油 を行 った.

:最近石油販売 を私営の企業 も行 うようになっているとのこ とで,値 段が国営 と私営では少 し違 うとの こ とであった.給

油 しているところへ,先 日アルバイヘールで雇い,出 発するな り故障 して,リ タイアしたジープが ガソ リンス タン ドに

来ている ことが分か った.ハ イルハ ン ドラ ーンのダワー=サ ンボーの家で オチルと会い,こ こで我 々が給油 す ることを

聞いて,回 って きたらしい.3号 車 はバヤル ・グンチ ンス レンがウランバ ー トルへ戻るための便 をさが すため に出かけ

た.残 りのジープ(2号 車)と トラ ックで待 ち合わせ場所 のオ ンギ河の橋 付近へ移動 した。現場 で,昼 食.こ のあた り

オンギ河の水 はかな り濁っているが,そ れで調理 した食事 を食べた.午 後5時38分,オ チルたちが ようや く到着.オ

チルたち もシャーザ ン=ホ トで インスタ ン トラーメンを食べた らしいが,こ こよりも下流 のオ ンギの水 は もっと汚れて

いた らしい.

オチル らの行動 記録は以下の通 り.ダ ワーサ ンボー氏をハイルハ ン ドラー ンの自宅まで送 り,近 道 の山越え の道で

シャーザ ンニホ トへ向か ったが,道 が不明で何度 も尋 ねて行ったので予定 よりかな り遅れて しまった.午 後0時55分,

バ ヤ ン=ゴ ル=ソ ムの南 を通過.25㎞ 走 行 して,1時32分,現 地到着.北 緯45度40分14秒,東 経103度40分49秒.

シ ャーザ ン=ホ トへの途中,周 囲にまった く山のない ところ(1996年 度 行動記録8月16日 参 照)が あ り,ま っ平 らな平

原を通過 した.ル ブルクが旅行記でその付近を通過 したことを記録 しているが,そ の描写 に合致するようにも思われる.

ゴビのせいか植 生はまば らで,地 膚が見えてい るところが多い.山 か ら下 った ところで ゴビとな り,ラ クダに出 くわす

ようになった.所 々に土の塊 の上に草が生えてい る状態.1時32分,シ ャーザ ン=ホ トに到着.オ チ ルは陶器のかけら

を収拾 し,村 岡 らは瓦 ・レンガを採集 した.レ ンガは少な く,見 つけるの に苦労 した.緑 釉瓦 もあるにはあるが,少 な

い.瓦 片が中央 マ ウン ド周辺 の地表に散乱 している.水 流の影響は受けた ようには思われず,現 場 は元 朝時代以来の状

況が保存 されているので はないか と期待 され る.付 近 にはゲルの設営は少 な く,そ こに至る途中で河沿 いの土手に多 く

のゲルが設営 されていたの と対照的であった.オ ンギ河沿いに牛が放牧 されていた.ま っ平 らな草原 の中 に位置する遺

蹟は風 を遮る もの もな く,冬 営地 として冬に どのように防風 したのか疑問が湧 くところである,河 上 に あたる北西か ら

強風があ り,調 理に使用 した コンロの火が消 えかかる始末であった,マ ウ ン ド上の礎石 は一 昨年の報告 通 り,現 在 も2

個残 されてお り,1つ は縦に半分埋 まった状態.2時55分,出 発.3時25分,バ ヤン=ゴ ル遺蹟通過.5時15分,ア

ルバ イヘ ール通過.5時35分,橋 のた もとの合流場所 に到着.6時18分,ハ ルホ リンに向けて出発.8時,国 道 を外

れて,1時 間半走行 して,9時 半,ハ ルホリンに到着.オ ルホ ン=ホ テルに投宿.

8月24日(月)ハ ルホ リン

午前7時 半,起 床.8時 朝食.9時20分 出発.オ チル ・松川は博物館館長バイガル氏のところへ向かい,東 の亀趺

の周囲の土を少 し取 り除 く許可を得るためと 「嶺北省碑」のもとの場所をもう一度聞き取 り調査する.松 田 ・村岡 ・宇

野 ・中村,ダ シカ,ガ ルサンは万安宮の亀趺のレリーフの文様を型取 りに行 く.そ の後,宇 野 ・村岡は東門の碑文のサ

イズを記入するポラロイド写真撮影に向かう.松 田他は東の亀趺に行き,亀 趺の点検を始めた.博 物館館長から東の亀

趺の周囲の土を取 り除いて亀趺の横腹の文様を調査する許可が出たとの連絡が入った.そ れを受けて亀趺周囲の土を取

り除いたが,文 様はないことが分かった.周 囲の瓦 ・レンガの散乱 している範囲を測量するために分担 して歩測する.
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そ こへ宇野 ・村 岡が現 れ,引 き上 げる準備 に入 っていることを伝えに来る.歩 測の結果,南 は111mの ところまで瓦の

残存が確認 され るが,そ こか ら南は農場 となってお り,遺 蹟の範囲はさらに南に続いていた可能性が あ る.遺 蹟の境界

として保護対象 区域 を限る鉄条網敷設 のため のユネスコによる工事が進め られてお り,農 場の境 界の少 し北の ところを

東西 に直径10cmほ どの穴が一列 に掘 られている.瓦 の残存 は,亀 趺のマウン ドの北側では58m,東 側 では123.6m,西

側 では27mま で歩測で認め られた.

そ こにオチル ・松川 が現れ,冷 静 な松川にはめず らしくこ ちらに大声 で呼びかける,皆 なは何 か興奮気味に集 まって

いる.聞 くとエルデニ=ゾ ー内に新 しい碑文があるとの情報 を得た とい う.い くつか はAtl灣掲 載の もの もあるが,確 認

で きない もの もあるという.早 速,エ ルデニ=ゾ ーに向か う.午 後0時20分,碑 文がある とい うゴルバ ン=ゾ ーに入 る.

北緯47度12分06秒,東 経102度50分28秒,高 度1420m.ゴ ルバ ン=ゾ ーはエルデニ=ゾ ー内で,別 に壁で区切 られ

た一角にある3つ(;ゴ ル バ ン)の お堂 を指 している.3つ の お堂 は東 を向いて建 ってお り,そ れぞれ に門がある.南

門,中 央門,北 門と名づけた.門 は東側か ら入 るようになってお り,入 って7～8m歩 く と階段が ある.階 段 を上がる

とお堂の建 ってい る一段高いテラスがある.碑 文はその階段の上が りきっ たところの石 の柱,そ して石柱 の両側につけ

られたテ ラスの欄干(て す り)の 石 に刻 まれている.こ の情 報を教えて くれ たのは ドラムス レンとい うエルデ ニ=ゾ ー

修理 を数十年にわたって行っている修理チー ムの長 である.碑 文は必ず しも表を向いてい るわけではな く,裏 側,す な

わち石柱 の裏 とか欄干の裏に もあ り,石 を取 り外 さない と見 えないとい う.修 理チームの隊長だけにそ のことを知 って

いたのである.

オチルは,た だ ちに ソムの長 と博物館館長にこれ らの碑文 の拓本採取 について交渉に向か う.ソ ムの長は,学 術的な

問題 については博物館館長 と歴史研究所所長 とが協議 して決める ように との判断を下 した.バ イガル館 長 とオチルはゴ

ルバ ン=ゾ ーに戻 り,現 場で石の取 り外 しによって起 きるい くつかの間題 を検討 し始めた.ま ず,碑 石 を外 したあとの

修復の時間 と費 用.こ れについては修理チームの隊長が時間は要 しないこ と,技 術 的にも問題 ない と返答.費 用 につい

ては我々の ビチ ェース隊か ら出すこ と.さ らに,我 々が取 り外 して拓本 を採 ったとなると諸外 国か らの 同様の要請が く

る可能性がある.こ の ことに対 しては,日 本 側で拓本の写真 を作成 し,そ れ を博物館 に送付 することとす る.ま た,1

年以 内に拓本の内容 についてのサマ リーを作 成 して,ど のような内容であ るかを一般 に公表するための資料 を作成する

ことを求 められたので,こ れについては日本 側が受 け入れた.ま た,カ ラ コルムがモ ンゴルの遺産であ るとともに,世

界の遺産である こと,こ の碑文研 究によって カラコルムの歴i史的状況が明 らか とな り,保 存 に関す る一般め関心 も高ま

ることになる.そ ういった ことを述べ たところ,バ イガル館長は石 を取 り外 して拓本を とることを許可 した.

この後,バ イガル館長 と,エ ルデニ=ゾ ー門前で昼食 をともに し,館 長や修理隊長 とともに碑文研 究の意義などにつ

いて懇談 して,さ らに我々の仕事についての理解 を深めて もらった.3時 半,拓 本採取作業に着手.4時 間余で,北 門

2・ 中央 門4・ 南門1の 各碑面の拓本 を採 り,あ と1面 を残 して,エ ルデニ=ゾ ーか ら引 き上げた.当 初,夜 ウランバー

トルへ向けて予 定通 りに帰ることに していたが,採 拓の残 りがあ り,こ の 日の うちの帰還 をあ きらめて,一 日滞在 を延

長 した.作 業には石の面 に付着 した漆喰 を剥 ぎ取 る作業があり,こ れが結構時間がかかる.最 初,見 学 していた修理チー

ムの人たちが次 々と自分たちの作業の手 をや めて,こ ちらの作業の手伝 い をして くれたために仕事 はは かどった.作 業

終了後,引 き上 げの際 には,自 宅か らアイラクを持 ってきて振 る舞 って くれた.ホ テルに帰還 して,9時 ～9時40分

に夕食.夕 食後,オ チル と明日の予定調整.晝0時 前 に就寝 した.松 川はフラワー=ホ テルへ本 日の投宿 を中止する旨の

電話連絡,村 岡は出産の件 を尋ねる電話のためにハルホ リンの電話局へ向か う.こ の日,22日 に無事,長 女涼子 ちゃ

んが誕生の報が もた らされた.

8月25日(火)ハ ルホ リン→ ウランバ ー トル

午前7時 半起床,9時50分,エ ルデニ=ゾ ー前に到着.取 り外 した石は完全に元通 りにされ,モ ルタルで固め られて

いた.昨 日採拓 し残 した南 門右側の石柱の表 側の拓本 を採取する.採 取 しているうち,反 対側 の左側,欄 干の裏 にも文

字があることを発見,た った1文 字だが,は み出 したところの文字1文 字 「總」 を採拓 した.石 を取 り外 しての作業は

最早時間がな く,あ きらめた.松 川 は,ダ ワー ドルジ前館長の許へ行 き,嶺 北省碑 に関する情報 を得 る たあに,エ ルデ

ニ=ゾ ーのお堂の歴史 についての記録 した論文 を見せて もらいに行 くが,論 文 はすでにウ ランバ ー トルの息子 さんの と

ころにある との ことであっ た.戻 ってきて,採 拓 の最後 の風景 とエルデニ=ゾ ーの勤行 の風 景をビデオ撮影.勤 行風景

の撮影には,1分20ド ルで あったので,5分 間撮影 した.そ の間,み なこもご も記念撮影 を行 う.11時53分,エ ル

デニ=ゾ ー前で ドラムス レン隊長 と別れ の挨拶.良 い仕事がで きて,う れ しい と互いに喜 びあい,エ ルデニ=ゾ ーとハル

ホリンの保存 に役 にたつ仕事 を しましょうと言い交 わして,出 発.

我 々は予定 を1日 延 長 し,翌 日,昼 まで作業 を行 った.取 り外 した石 は翌 日朝 までに完全に復元 され,モ ル タルで固

められていた.こ の2日 間で採取 した拓本 は,(1)Adasに 掲 載 されてはい るが,こ れまでの我 々の採拓 で発見できてい

なかった もの,(2)裏 側 か ら採拓 したものは,ラ ドロフのAtlasに は掲載 されてい ない ものであった.ラ ドロフは石 を取

り外すことはなかったために裏側 までは見 る ことがで きなかったというこ とである.ハ ルホ リンへ亀趺 の再調査で戻 っ

てきた我々は,予 想 もしなか った大 きな成果 を得 ることになったのである.

12㎞ 走行.ウ ランバー トルへ の分岐点 に到着.こ こまでだいたい舗装が完成 してお り,今 鋪 装の延長 中である.32
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㎞ 土道 を進 んで,再 び舗装道路に出る.14㎞ 走 行 して,は るかかなたにエルス ン;タ サ丿レハイの砂 地が見えるところ

にでた.付 近は草丈 は低 い.15㎞ 走 行 して,ウ ランバー トルへ向か うアルバイヘールか らの大道 に出る.午 後1時42

分,モ ンゴル=エ ルスの中に入 り,昼 食.北 緯47度19分48秒,東 経103度41分08秒.エ ルスン=タ サルハイには木々

が砂:地に生 え,高 さ2mほ ど.砂 の小山があちこちに形成 されている.草 丈は5～10cm.中 村 が拓本用の ビニールの手

袋で即席にボールをつ くり,松 川 ・村岡 と共 にキャッチボールに興 じる.さ らに,木 の枝や料理用のす りこぎをバ ッ ト

にして野球 を始 めたが,皆,グ ローブとボール を調査旅行 に持 って こなか ったことをさかんに悔やんで いる.村 岡は現

役の草野球チ ームの選手で,ま さに草の上 で野球に興 じている.皆 な予想外 の成果 を収 めての帰還で気 分が よい.昼 食

はカップ麺 と焼 き飯.ジ ュース ・ミネラル ウォーター.付 近は枝の細い,灌 木の叢林である.草 は少な く,牧 草 として

はよくない.叢 林 は冬の風 を防いで くれるので,一 概に牧畜 に悪い風土 とも言 えない.灌 木の葉 は小 さい.幅 は広いの

と狭 いの と2種 類 ある.枝 振 りはいずれ も竹箒の ようである.3時33分,出 発143㎞ 走行 して,5時49分,ル ン

の橋 を越えたと ころで停止.2年 前 に もここで停車 して,記 念撮影 した.そ の故事にな らって今年 もここで記念撮影を

行 うこととす る.こ の 日,ゴ ンボ とニャムス レンの2人 がお腹 を壊 してお り,疲 労困憊 の様で運転 を続 けている.6時

28分,出 発.新 築のゲル を見 る.新 婚用に新た に建 てられたもので,ま だ家具が入 っていない という.48㎞ 走 行,ア

ムガラン トの町 を左の山の方角 に見る.道 路 沿いに食堂やキョスクが 目に付 く.ア イラクを売る子供が道路際で手 を挙

げている姿 もよ く見 かけ る.さ らに39km走 行,小 休止.8時,出 発.8時23分,23km走 行,ウ ランバー トルの市

街が 目に入る.7㎞ 走 行,8時45分,ウ ランバー トル市街入 り口の鉄 道踏み切 りで,市 街乗 り入れ税の徴収が行われ

お り,停 め られた.税 金徴収 と同時にタルバ ガンの市内持 ち込み禁止の検問 も行 っている.9時43分,フ ラワー=ホ テ

ルに到着.バ ヤル らが出迎えていた.レ ス トランが10時 までの ところを松川が,日 本料理の食堂 と交渉 して,夕 食 を

食べ させて もらえることになった,オ チル らと明 日9時 に研究所でのミーティングを約 して別れる.

食 堂で食事の後,11時 よ り,松 田の部屋 に全員が集合 し,持 ち帰 った拓本 を整理 して,日 本へ持 ち帰 る もの とモ ン

ゴルで保管するもの とを分別 した.ま た,松 田 ・村 岡は,瓦 ・レンガの整理 を始める.午 前3時 にすべての作業 を終 え,

就 寝 した.

8月26日(水)ウ ラ ンバ ー トル

午前8時30分,起 床.9時 す ぎ研究所 に到着.研 究所の資料保存 に使われている部屋 を整理 して,拓 本の写真撮影

を始めるとともに,興 元閣碑 の残 り1枚 の拓 本 を,拓 本撮影 を行っている部屋の隣 りの部屋で同時に開始.日 本で保管

する拓本 については,文 化庁へ持出許可 申請 の際,写 真つ きの 目録 を提 出す る必要がある.ま た,モ ン ゴル側が保管す

る拓本について も,日 本での硬究 に備 えて写 真 を撮 ってお くこととした.興 元閣碑の採拓が終わった後,瓦 ・レンガの

写真撮影 も行 う.撮 影 を行ってい る内に,オ チ ルはアカデ ミーへ調査の報 告 に出かけて帰 ってきた.そ して,ビ チ ェー

スの研究の成果 について,新 聞,テ レビにお いて報 道す るように指示 を受 けたこと,ア カデミーの副総裁 エンケ トブシ

ンが 日本側の今年度の隊長の松 田孝一をオチル所長 とともに明日昼食に招待す ることになったので,同 意 を求め られた.

オチルの配慮 と考えて快諾 した.

夕 方,フ ィルム を持 って,中 央郵便局前の写真シ ョップに行 き,現 像 と焼付けを行い,写 真が準 備で きるこ ととなっ

た.こ の後,ソ ウル通 り(旧 ナツァク ドルジ通 り)の 新 しい 日本料理店の三四郎へ昼食に行 き,松 田 ・村 岡 ・ダシカ ・

ガルサ ン ・テム レンとともにお造 りな ど日本料理 を食べた,食 事後,写 真 店 に戻 って,写 真 を受け取 って帰ったが,焼

付 けは各1枚 しか してお らず,再 度通訳 のテ ムレ ンに焼付 けに走 って もらった.松 川 の方 は,写 真撮 影の段階 で3

シ ャッターつつ撮影 してお り,あ とか ら焼増 しの必要のないようにしてあった.提 出写真は,松 川方式でやるべ きであっ

た.焼 増 しの時間が節約で きる.グ ンチンス レンに明 日文化庁へ行 って も らうために持ち出す拓本 と写 真 とを渡 し,午

後6時43分,研 究所 を辞去.7時,フ ラワー=ホ テルに戻 り,大 浴場に入 ってひさしぶ りにさっぱ りとした気分 に浸 り,

ホ テル内で夕食の後,就 寝.

8月27日(木)ウ ランバ ー トル

午前6時,起 床.ハ ルホル=ハ ン城址 の図面 をリライ トし,ま た今 日のテ レビ取材 で,オ チルとともに受けるイ ンタ

ヴューのスピーチ を考 えておいた.そ の後,朝 食 を済ませ,松 田はテ レビ取材のために背広 を調達にデパ ー トへ行 き,

研 究所へ 回った.他 の もの は先に研究所 に行 き,写 真撮影の続 きを行 うこ ととした.テ レビ取材用に所 長室内に拓本 を

数枚掲示 して,撮 影に備 える.12時 頃,モ ンゴル=テ レビのベテランの女性カメラマ ンとインタヴュー担当記者が来て

15分 ほ ど打 ち合 わせた後,イ ンタヴューを開始.オ チルが我々ビチェース計画の全体や成果 について語 ったあと,松 田

は,日 本人にとってこの碑文が どのような意 味を もつのか と質問 された.こ れに対 し,碑 文 はモ ンゴルの歴史の史料で

はあるが,同 時に,我 々は世界の歴史 を明 らかにす る史料 として研究を行 うものであると答えておいた.

テ レビ取材の後,松 田はただちにアカデミー副総裁エ ンケ トブシン氏 との会見,昼 食に向かう.ア カデ ミー本部で表

敬の挨拶 を した後,隣 りの ウランバー トル=ホ テルの2階 の レス トランにて,3人 で通訳 のテムレンを介 して,約1時

間半 ほど歓談 した.表 敬訪問では,今 回のビチェースの研究の機会 を与 えて くれたアカデ ミーへ のお礼 を述べ,今 回の

成果 を挙 げるこ とがで きたのは,歴 史研究所 所長のオチルの尽力のおかげである点について謝意 を表わ した.ま た,昼
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食会では,我 々の採拓した碑文が13～14世 紀の大モンゴル国時代のモンゴル民族の歴史の真実,繁 栄した時代の実像

を明らかにする上で重要な内容 を含んでおり,そ の歴史の正当な評価をこれらの碑文の研究によって行いたいことを述

べた.副 総裁か らは,我 々の研究の成果について期待が述べられた.午 後4時 より,オ チルと日本側 とで,会 計の決算

を行い.来 年以後の事について相談.こ の席で,発 掘した鉄の分析 を日本で行うことが打診された.ま た,日 本に持ち

帰った拓本の全体 リス トを作成して送付することも求められた.日 本に帰って対応すると約 して散会 ホテルにもどり,

夕食の後,就 寝.

8月28日(金)ウ ラ ンバ ー トル

今 日は午前中は全員自由行動 とした.ダ シカ とガルサ ンは民族史博物館 に行 き,ヘ セ ク=バ イシ ン碑文の採拓 を行 う.

松 川は,民 族史博物館 で,他 の見たい ものもあ り,あ わせてその作業 を見 る.松 川は行 きのタクシー内 で,昨 日のテレ

ビ取材 に出演 していたこ とを聞かれた.ペ ル シア語の碑文が何故 にハ ルホ リンにあったのか と問われたのに対 し,松 川

は,大 モ ンゴル 国では,モ ンゴル人が信仰す る天 を祈 れば,い か なる信仰,宗 教 もその自由な活動が認 め られたのだと

い う説明 した ところ,運 転手は大いに納得 し,タ クシー代 を無料 に して くれた上,我 々の研究が さらに発展で きるよう

に祈 って くれた とい う心地 よい経験 をした.松 田 ・宇野 は,東 洋学,国 際 関係研 究所のバ トバヤル所長 と面会.バ トバ

ヤル所長は1994年 の予備調査の際 に受け入れ側 となって くれた人物.成 果 をともに喜んで くれた.

午 後2時,オ チル ら とともに,ウ ランバー トルの南 山のイ フ=テ 財ゲ リン=ア ムのモ ンゴル 語銘文の調査 に向かう.

2時18分,現 場到着.北 緯:47度53分07秒,東 経106度56分59秒,高 度1315m.岩 壁 に登 り,昨 年度に トル コ班が

見に来ていた ところである.地 表か ら切 り立った岩壁 を10～15m登 った ところに墨書銘文がある。全員で登 り,文 字

を確認 したが,オ チルの話 によれば,20年 ほ ど前にペル レーと訪れた時 と随分 と墨書の様子が変化 しているという.

よ く見ると文字 が二重書 きになってお り,近 年誰かの手で上書 きされたこ とが明白であった.こ こに書 かれている文字

を読んで も,も との記述の通 りであるか どうかは確 定 しがたいので,残 念 なが ら最早文献的な価値 は極 めて低 く,今 回

の ビチ ェースの研究対象 とはで きない とい うのが結論であった.墨 書以外 に,狩 りの豊猟 を願った岩壁 画 も描かれてい

た.約1時 間岩壁上で写真撮影や一応 の読み取 りな どを担当者 を中心 に行 った後,帰 還の途 につ く.6時,ウ ランバー

トル=ホ テルにて,送 別の宴を催 し,松 田が座長 とな り,感 謝の言葉 を述 べた.モ ンゴル側は,皆 な正装 して,ニ ャム

ス レン運転手以外,全 員が顔 を揃 えた.9時 頃,散 会 して,フ ラワー=ホ テルへ もどって,松 田はす ぐに就 寝.他 のメ

ンバーは,明 け方 まで,調 査の成功 を祝い,別 れ を惜 しむパーティを続けた.

8月29日(土)ウ ランバ ー トル→ 大阪

午前5時 半,起 床.6時 までにインスタン トラーメ ンの食事 を済ませて,ホ テル前 に集合.た だ ちに空港へ向かい.

チ ェックインして,税 関 も問題な く通過.オ チル所長 らの見送 りを受 け,9時,飛 行機 に搭乗.日 本への帰途についた.

午後1時 半,関 西空港 に到着.空 港内においてパスポー ト,搭 乗券 をあずか り,団 を解散 し,家 路 についた.
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GPS計 測 値 表TableofGPS-Data

1996年 度GPS計 測 値 表(松 川 節)GPS・1)ataof1996(TakashiMATSUKAWA)

日付 時刻 N(北 緯) E(東 経) 高度

(松川)

高度

(森安)

気温 計測者 メモ

8.14 9:30 47.55.08 106.55.22 1285 n 森安 ウランバー トル=ホ テル

8.14 11:30 47.53.33 106.39.10 蓋270 森安 ウランバー トル市の検問所

8.14 14:45 47.51.51 105.12.04 蜘 森安 ルン(ト ー ル河の橋のた もと)

8.14 16:53 47.42.04 ios.oo.io 森安

8.14 17:15 47.33.50 104.41.30 iatw 森安

8.14 17:47 47.20.25 104.29.10 1365 森安

8.14 17:57 47.21.05 ioa.is.ao 1300 森安

8.14 18:10 47.2132 ioa.06.is 1300 森安

8.14 is:is 47.22.04 ioa.oo.aa 1355 森安

8.14 zo:za 47.19.03 103.39.45 1265 森安

8.14 20:40 47.10.35 103.37.32 1380 森安

8.14 20:5] 47.05.19 103.36.19 1615 森安 シャリン=ダ ワー

8.14 21:23 46.55.03 103.29.54 1640 森安

8.14 21:47 46.44.45 103.18.11 1700 森安

8.14 22:15 46.37.50 103.08.03 且775 森安

8.14 22:45 46.31.7A 102.57.48 1935 森安

8.16 09:30 46.19.29 102.54.33 森安

8.16 09:33 46.23.12 io2si.09 片山

8.16 09:33 a6.zs.iz 102.51.09 松川

8.16 09:50 46.19.03 102.55.13 片山

ﾟ.16 09:50 46.19.03 102.55.13 松川

8.16 io:oa 46:18:17 102.58:12

8.16 io:ia 46.17.23 102.58.49 1695 片山

8.16 10:12 46.董7.23 102.58.49 松川

8.16 韮0:28 as.ia.is 103.06.59 1690 片山

8.16 10:28 46.14.18 103.06.59 1690 松川

8.16 10:32 46.1430 103.09.34 且655 森安

8.16 io:aa 46.12.49 103.19.59 1645 片山

8.16 10:44 46.12.49 103.19.59 i6as 松川

8.16 11:00 a6.m.za 103.13.20 且610 片山

8.夏6 11:00 46.α ア.24 103.13.20 1610 松川

8.16 1且:且5 4602.02 103.14.23 1555 森安

8.16 ll:IS a6.oz.os 103.14.27 1585 松川 バヤンゴル=ソ ム

8.16 ll:董6 a6.02.og 103.14.27 1585 片山

8.16 1盞:46 45.58.24 103.17.30 isao 片山

8.16 11:4b 45.58.24 103.17.30 isaa 松川 牧民か らシャーザ ン=ホ トについて情報収集

8.16 12:07 45.5735 103.16.33 isao 松川 モンゴン=チ ョローティン=バルガス

8.16 12:08 45.5735 103.16.33 松井 モンゴン胃チョローティン鵠バルガス

8.16 ? 45.57.35 103.16.33 片山 モンゴン=チ ョローティン=バルガス

8.16 12:10 45.5738 103.16.30 1525 森安 モンゴン冨チョローティン=バルガス

8.星6 正3:55 45.54.52 103.22.04 1530 片山

8.16 13:55 45.54.52 103.22.04 is30 松川

8.董6 14:05 45.50.30 103.26.34 1505 片山

8.16 14:05 45.5030 103.26.34 1505 松川

8.161 14:30 45.46.28 10333.36 1470 片山

8.161 14:30 45.46.28 103,33.36 1470 松川

8.16 14:37 45.45.09 豆0335.19 1450 森安
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8.16 15:00 45.43.29 103.35.12 1440 森安 オンギ河の浅瀬で立ち往生

8.16 16:03 45.40.13 103.40.47 1425 森安 シャーザ ン=ホ ト

8.16 16:03 45.40.14 103.40.47 1430 松川 シャーザ ン=ホ ト

8.16 ? 45.40.14 103.40.47
7

片山 シャーザ ン=ホ ト

8.16 19:56 45.47.00 103.28.13 1510 片山

8.16 19:56 45.47.00 103.28.13 1510 松川

8.16 ? 45.49.?? 103.26.?? 森安 バヤンゴル=ソ ムを通過 した直後 、先の遺跡はこのソムに所属

8.161 20:22 45.54.11 1〔B.17.43 isso 森安 ドルベルジン遺蹟

8.161 20:25 ? ? 1570 松川 ドルベルジン遺蹟

8.161 ? 45.54.11 103.17.42 1570 片山 ドルベルジン遺蹟

8.161 21:17 a6.oa.zs 103.00.00 1645 片山

8.16 21:17 46.0425 103.00.00 i6as 松川

8.16 21:34 46.10.15 103.55.19 17韮5 片山

8.16 21:34 a6.to.is 102.55.19 1715 松川

8.17 ? 96.31.04 1(n.12.11 片山 宣威軍第1城 址手前の階段

8.17 1230 46.04.16 102.29.04 森安

8.17 12:45 46.0134 102.24.16 1905 n 森安 岸壁画

8.17 13:11 46.01.33 102.24.12 1950 片山

8.17 13:11 46.01.33 102.24.12 1950 松川

8.17 13:38 46.02.47 102.16.49 1965 片山

8.17 1338 46.02.47 102.16.49 1965 松川

8.17 14:13 ? 0 1850 松川 ハイルハ ン ドラーン犀ソム

8.17 15:05 46.05.17 102.00.16 1～B5 森安 1号車は別行動

8.17 16:15 46.02.35 102.02.35 isw 森安 1号車は別行動

8.17 18:11 46.11.04 102.12.12 2070 森安 宣威軍城址、第1城 址の石段の ところ

8.17 18:14 46.11.04 ioz.i2.iz 2090 松川 宣威軍城址、第1城 址の石段の ところ

8.17 20:41 0 ? 1835 松川 ハイルハ ン ドラーン=ソ ム帰着

8.19 ? 46.10.05 102.11.58 2065 片山 宣威軍第3城 址の谷底

8.19 19:00 a6.a;.oo 102.11.07 路傍の地蔵のような石人

8.20 ? 46.20.20 102.11.02 2005 片山 オンギ石彫

8.20 iras a6.oi.ia io2.izz2 1800 松川 ウラーンギー ン胃エルギン齧ゴル,ピ ンチン ドル ジのゲル

8.20 1135 a6.02.m 102.12.18 松川 グピーン冨ゴルバ ン=イルチン遺蹟

8.20 12:05 46.08.12 102.11.55 1935 松川 バガ=モ ドロ,バ トトグ トホ氏ゲル

8.20 12:52 46.10.?3
'102
.12.57 松川 オチル ・松川隊、本隊 と合流

8.20 13:13 a6.ii.ii 102.11.55 2050 松川 宣威軍城碑文のあったと思われる所

8.20 13:40 46.13.50 io2.io.20 2160 松川

8.20 13:46 46.1433 102.09.55 2180 森安

8.20 13:46 46.1433 102.09.55 2380 2180 片山

8.20 13:50 46.15.59 102,10,06 2150 2100 森安 ・片山

8.20 13:50 a6.issa 102.10.06 2100
.松川

8.20 13:55 46.17.49 102.10.09 2050 片山

8.20 ia:oa 46.20.20 ioa.ii.oz 2005 森安 オンギ遺蹟

8.?A 14:05 46.20.18 ioz.ii.os 2015 .松川 オンギ遺蹟,ジ ープを止めたところ

8.20 14:05 46.2020 102.11.02 2020 松川 オンギ遺蹟,石 人の上

8.20 14:20 46.19.13 102.10.41 2025 片山

8.20 18:14 46.2238 102.13.30 Zoon 片山

8.20 18:24 a6.zs.zs io2.iaso zozs 片山

8.20 18:30 46.27.00 103.16.22 1940 片山

8.20 18:33 46.27.27 102.16.43 1920 18 森安 オヤ ンガ軍ソム

8.21 09:40 46.2737 102.16.57 1920 松川 オヤ ンガ=ホ テル

8.21 10:15 46.20.12 102.10.51 2050 松川 オンギ遺蹟,南 西の丘の上(パ ノラマ写真撮影地)

8.21 19:45 46.20.27 102.11.43 2030 松川 オンギ遺蹟,バ ルバル の一番東のマウン ド
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8.21 19:50 46.20.19 102.ILO912035 松川 オ ンギ遣蹟 ・最初のバルバル

8.22 ? 47.15.39 io2.as.as 片山 ッ ー リス ト ・キ ャ ンプ

8.22 io:oo 46.27.40 102.16.56 1goo 松川 オヤンガ=ソ ムのホテル

8.22 10:57 46.26.28 102.21.18 1880 森安

8.22 11:玉2 46.26.23 102.21.36 1880 森安

8.22 11:36 46.29.49 102.30.16 1800 森安

8.22 11:53 46.31.02 102.34.18 1765 森安 オ ンギ河畔で水汲み したところ

8.22 13:03 46.40.15 102.49.29 1ffiO 森安

8.22 13:15 46.41.31 且02.47.22 1750 森安

8.22 17:48 4657.56 102.56.26 1570 森安

8.23 7:30 47.15.36 102.48.55 1405 森安

8.23 ? 47.33.51 102.49.55 且365 片山 キ ョル諾テギン廟の北(バ ルバル)

8.23 09:55 47.12.14 102.49.39 1435 松川 エルデニiゾ ー北西のオボ

8.23 i7:?? 47.12.04 io2si.zz 1445 松川 やや南方の小さな丘

8.23 10:35 47.33.48 102.49.56 1355 森安 キ ョル=テ ギン廟

躑1 17:2247.12.10 102.51.29 1445 松川 カ ラコルム東の亀趺
Fl

&おll&25 47.且0.52 io2si.os 1580 松川 メルヒー=ト ルゴイ

8.24 9:00 47.15.32 102.48.59 iaio 森安 ッ ー リス ト ・キ ャ ンプ

8.24 18:07 47.11.10 102.48.36 1470 松川 ルバーン=ザ ルバ丘

8.25 ? 47.02.43 102.42.37 松井

8.25 io:2s 47.06.16 ioz.asai 1450 森安

8.25 10:45 47.04.41 102.44.33 1470 森安 バガ ・エ リステイ

8.25 10:46 47.04.41 102.44.33 iabo 松川 っ くりか けの亀趺

8.25 --:40 47.02.43 102.42.33 森安 文字無し碑石のあった丘のオボ

8.25 11:45 47.02.43 102.42.37 isza 松川 石柱

8.25 12:30 47.03.03 1024527 1600 森安

8.25 12:30 47.03.03 102.45.27 i600 松川

8.25 12:37 47.04.19 102.46.18 森安

8.25 12:40 47.04.19 102.46.18 1690 松川

8.25 13:27 47.11.58 102.50.31 1430 森安 エルデニ=ゾ ーの前

8.26 1t:07 47.19.57 102.37.54 1380 森安

8.26 11:15 47.19.57 102.37.54 1385 松川

8.26 11:17 47.19.57 102.37.54 片山

8.26 12:32 47.22.44 102.16.34 1470 森安

8.26 12:42 47.23.tI io2.iiss isso 森安

8.26 12:43 47.23.艮4 102.11.55 1530 片山

8.26 且2:43 47.23.14 102.11.55 1530 松川

8.26 13:17 47.2b.23 ioissss 且495 森安

8.26 13:32 47.26.50 101.52.06 且520 森安

8.2b 13:51 47.26.42 101.44.36 isio 森安 オル ト=タミル河畔

8.26 13:52 ? ? isoo 松川 南タミル河畔で休憩

8.26 is:oo 47.28.15 101.31.12 1635 森安 ツェツェル レク市の入 口

8.26 is:oo 47.36.00 101.15.14 1550 松川 タイハル大岩

8.26 is:07 47.36.00 101.15.14 1555 森安 タイハル大岩

8.26 18:15 47.36.?? 101.15.14 1555 片山 タイハル

8.27 10:35 47.35.36 101.12.24 松井

8.27 10:35 47.3536 101.12.24 松川

8.27 10:58 47.38.19 101.04.20 松井

8.27 10:58 47.38.19 101.04.20 松川

8.27 11:15 47.39.46 100.59.10 松井 峠

8.27 童1:15 47.39.46 100.59.10 松川

8.27 ii:zo 47.39.46 100.59.10 1970 松川 峠
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8.27 11:22 47.39.46 100.59.10 1970 片山 ?峠

8.27 11:30 47.43.49 100.57.21 1875 森安

8.27 皇1:33 47.43.49 100.57.23 松井

8.27 11:33 47.43.49 100.5723 松川

8.27 11:35 47.43.49 100.57.23 片山

8.27 11:58 47.48.12 ioossss 松井

8.27 11:58 47.48.12 ioossss 松川

8.27 12:28 47.52.03 100.43.56 1860 片山

8.27 12:30 47.52.08 100.43.53 松井

8.27 12:30 47.52.03 100.43.56 ia60 松川 休憩

8.27 12:53 47.55.53 100.37.57 松井

8.27 12:53 47.55.53 100.37.57 松川

8.27 13:18 47.59.00 100.29.57 1950 森安

8.27 13:30 as.oi.os 100.25.09 松井

8.27 13:30 as.oi.os 100.25.09 松川

8.27 13:50 48.05.49 ]00.19.01 1825 森安 チョロー ト河畔

8.27 13:53 48.05.49 100.19.01 松井

8.27 13:53 48.05.49 100.19.01 松川

8.27 14:10 48.(n.57 IOO.16.30 1870 松川 ・松井 昼食

8.27 14:30 as.msa 100.16.29 isso 森安 昼食 とった松林の中

8.27 16:41 as.osss 99.55.24 松井

8.27 16:49 as.09.zs 99.52.56 松井 タリア ト=ソム

8.27 16:50 48.08.38 99.52.28 森安 タリア ト=ソムか ら出た所

8.27 17:40 as.06.io 99.36.03 2060 森安

8.27 18:06 48.04.32 99.23.10 松井

8.27 18:06 48.04.34 99.23.11 2070 森安

8.27 18:45 as.oa.oa 99.20.21 松井 タリア ト遺蹟

8.27 18:45 as.oa.oa 99.20.21 片山 タリアト遺蹟発見地点

8.28 10:40 as.oa.oa 99.20.21 2040 松川 タリア ト遺蹟到着

8.28 10:40 as.oa.oa 99.20.21 2035 森安 タリア ト遺蹟

8.28 ? as.oa.03 99.20.19 片山 タリア ト遺蹟 ・亀趺

8.28 ia:za 48.08.53 99.5930 森安

8.28 19:05 as.os.os 100.20.57 松井 チョロー ト河橋付近

8.28 19:藍6 as.ai.zs ioo.z3.a6 松井

8.28 19:16 48.03.26 iao.ass2 1915 森安

8.28 19:38 48.02.29 100.30.23 igzs 森安 オン ドル=オ ラーン菖ソム

8.28 正9:40 48.0231 100.30.26 松井 オン ドル=オ ラーン=ソ ム

8.29 10:37 as.oias 100.25.17 森安

8.29 11:30 47.52.36 100.43.06 1990 森安

8.29 11:32 47.5236 100.43.05 松井

8.29 11:32 47.5236 100.43.05 松川

8.29 11:59 47.5039 ioosi.os 松井

8.29 1且:59 47.5039 ioosi.os 松川

8.29 12:30 47.59.20 100.58.48 松井

8.29 12:30 47.59.20 100.58.48 松川

8.29 12:35 48.00.26 100.59.43 nso 森安

8.29 13:31 as.06.iz ioi.03.23 松井

8.29 13:31 48.06.12 101.03.23 松川

8.29 13:47 as.io.ii 101.05.30 松川 鹿石

8.29 13:49 48.10.11 101.05.30 松井 鹿石

8.29 14:02 as.izss 10LO4.06 松井 ハヌイ支流渡河

8.29 14:02 48.12.56 iot.oa.06 松川 ハヌイ河支流渡河
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8.29 14:33 48.21.50 101.13.59 森安

8.29 藍4:35 48.22.42 101.14.10 松井 倒れた鹿石

8.29 14:35 48.22.42 10Ll410 松川

8.29 15:06 48.31.07 101.21.43 松井 ハヌイ河

8.29 15:06 48.31.07 10且.2L43 松川

8.29 15:20 48.1ﾟ.15 101.19.57 松川 ・松井 ハルホル雷ハ ン第1城 址

5.29 0 48.28.21 101.19.53 1595 森安 ・片山 ハルホル呂ハ ン第1城 址東北の角

8.29 15:38 as.z.aa 101.19.51 1575 松川 ハルホル=ハ ン第 ユ城址北方の遺蹟

8.29 15:?? 48.28.16 101.19.49 松川 ハルホル=ハ ン第1城 址 中央マウン ド

8.29 15:40 as.zs.aa 101.19.51 松井 ハルホル=ハ ン第4城 址

8.29 18:00 48.29.24 101.22.08 1595 森安 ・片 山 イフ=ハ ヌイ=ノ ール遺蹟

8.30 10:37 48.31.18 101.30.28 松井

8.30 1且:Ol 48.31.21 101.40.15 松井

8.30 --:15 48.32.04 101.46.19 1605 森安

8.30 11:20 48.32.05 10L46.18 松井

8.30 11:30 48.33.56 ioisos6 松井 湖

8.30 玉1:49 48.36.27 iois6.02 森安 ハイルハ ン=ソ ム

8.30 玉1:50 48.36.26 ioisssa 松井 ハイルハ ン=ソ ム

8.30114:58 48.36.43 102.01.45 松井

8.30

1

15:31 48.33.37 10乞07.04 松井

8.30 16:00 48.31.38 102.08.35 松井

8.30 16:35 48.32.29 102.12.45 片山 ・松井 シネウス遺蹟

8.30 is:zo 48.3230 102.12.48 1565 松川 シネウス亀趺

8.30 18:22 48.32.31 102.12.45 1555 1565 松川 ・森安 シネウス遺蹟の積石塚の盗掘穴の底

9.02 11:53 48.31.44 102.07.43 松川

9.02 13:00 48.19.27 102.73.30 片山

9.02 13:00 45.19.57 102.23.30 松川

9.02 13:20 48.12.22 102.26.45 1420 森安

9.02 13:28 48.12.22 102.26.45 1420 片山

9.02 13:30 48.12.22 102.26.45 1420 松川

9.02 18:08 47.49.07 102.36.28 1320 松川 ウギイ橋東詰

1997年 度GPS計 測 値 表(大 澤 孝)GPS・Dataof1997(TakashiﾔSAWA)

日付 時刻 N(北 緯) E(東 経) 高度 高度(参 気温 計測者 メモ

8.19 9:05 47.55.27 106.56.17 1300 森安 ウランバー トル,フ ラワー=ホ テル

8.19 9:55 47.54.44 106.50.25 大澤

8.19 10:24 47.54.01 106.42.54 1220 森安

8.19 --:13 47.55.02 106.09.55 大澤

8.19 11:20 47.54.19 106.03.14 1270 森安

8.191 11:34 47.5233 ioss2.20 大澤

8.191 iisa 47.56.09 105.33.38 1060 森安

8.191 12:00 47.56,詔 105.32.43 大澤.… アルタン=ソ ムを通過

8.191 12:02 47.56.53 105.31.57 且075 森安

8.191 13:09 as:os:2a 105=20;10 大澤

8.19 13:10 48.05.26 105.20.12 1075 31 森安

8.19 13:50 as.oss6 105.0'7.lI 大澤

8.正9 14:05 48.09.36 104.55.55 大澤

(92)



GPS計 測値表

8.19 14:27

「

48.08.27 104.45.45 1065 森安

H.19 14:38 aa.06.as ioa.as.os 大澤

8.19 15:15 48.07.05 104.24.00 大澤.

8.19 15:30 48.10.13 104.21.09 io60 森安

8.19 15:40 48.13.54 104.19.45 大澤 トール河畔 に着,昼 食

8.19 15:41 48.且3.54 104.19.44 ma 31 森安

8.19 is:zo 48.21.15 ioa.oas6 大澤

8.19 19:00 48.28.49 103.47.54 大澤

8.19 19:15 48:29:06 1〔β.ao.a6 1205 29 森安

8.19 20:25 48.35.09 103.35.37 大澤

8.19 20:43 48.37.49 103.32.49 大澤

8.19 ziao as.as.a6 103.31.51 1195 森安 ボルガン県,ホ テル前に着

8.19 21:21 48.48.43 103.31.49 大澤

5.20 置0:06 48.48.45 103.31.51 大澤

8.201 10:25 48.5936 103.14.00 大澤

8.201 ii:is 48.56.16 103.18.06 1425 森安

8.20' 11:38 48.57.59 1α3,08.43 iaso 森安

8.20 12:ia 48.56.12 tozsz.os 大澤

8.20 12:13 48.56.13 102.52.02 1575 森安

8.201 13:04 49:00:18 102.48.04 大澤

8.20 13:30 49.09.22 102.49.43 大澤 ウニ ト霜ソムを通過

8.201 13:40 49.10.31 102.51.56 大澤 昼食

8.201 13:41 49.10.32 io2siss iiso 森安

8.20 15:53 49.20.44 102.5「 λ02 螂 森安

8.20 15:54 49.20.13 102.57.49 大澤

8.20 16:06 49.21.43 102.53.24 955 森安

8.20 正6:10 49.21.50 102.53.29 大澤

8.20 16:24 49.23.06 102.50.53 大澤

5.20 16:30 49.13.04 102.50.23 大澤 セレンゲ河沿いの川中島対岸

S.?A 正7:25 49.23.06 io2sos3 大澤 川中島の石人

5.201 17:47 4923.18 ioz.az.iz 蜘 森安 ホタグオ ンデル犀ソムのホテル前

8.20 17:53 4923.31 102.42.13 大澤

8.21 ia2s 49.23.53 102.33.29 大澤

8.21 11:10 49.23.51 102.33.24 975 19 森安 バイバ リク城址の東北角

5.21 17:?? 4923.40 102.33.11 ioao 森安 城壁の西南角

8.21 18:正5 49.23.19 102.33.21 大澤 城壁の東北角

8.21 18:48 49.2338 102.33.21 大澤

8.22 9:35 49.23.47 102.43.59 大澤

8.22 10:重8 49.2036 102.57.05 大澤

ﾟ.221 10:56 49.10.03 102.51.11 大澤

5.22 11:15 49.σアsa 102.47.49 大澤

8.22 iras 49.0フ30 102.47.06 森安

8.22 11:32 49.06.31 102.43.16 iaao 森安

8.22 11:42 49.06.00 102.38.35 1500 森安

8.22 董1:47 49.05.57 102.3828 i6ao 森安

8.22 11:50 49.05.49 102.36.38 大澤

ﾟ.221 11:55 49.05.50 102.34.52 1495 森安

8.22 12:00 49.05.46 102.34.45 大澤

8.22i 12:23 49.05.49 ioz.34.51 1450 森安

8.221 12:35 49.02.41 102.27.01 大澤

8.221 12:37 49.01.47 IO227.00 1580 森安

8.22 12:47 48.59.42 102.2511 大澤
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8,22 13:04 49.00.28 102.16.45 大澤

8,22 13:06 49.00.42 102.15.52 1330 森安

8.22 13:韮0 49.00.05 102.且4.29 1430 森安

8.22 13:40 48.56.25 102.08.16 大澤 ハヌイ河原で昼食 ・洗濯

8.22 16:13 ass3.ia ]02.11.31 大澤

8.22 16:37 as.assa 102.04.58 大澤

8.221 16:51 48.4831 102.02.42 1395 森安

8.22 16:52 48.4831 102.02.42 大澤

8.22 17:06 48.46.20 101.59.33 森安

8.22 17:25 48.41.51 101.55.46 大澤

8.221 17:43 48.3635 101.56.31 大澤 アルハンガイ県,ハ イルハ ン=ソムの寄宿舎前

8.73 8:30 48.3634 101.56.27 1355 大澤

8.23 10:45 48.47.73 101.59.59 大澤

8.23 11:25 48.47.54 102.00.15 1340? 大澤 シヴェー ト=オ ラーン遺蹟 に着

8.73 15:18 48.47.52 to2.oo.is 大澤

8.23 15:30 48.47.46 10L59.02 1306? 大澤 鹿石のある丘に着

8.23 16:27 48.35.45 101.56.06 大澤 ガンダン寺

8.23 16:44 48.36.46 101.56.29 大澤 ソムの文化センター

8.24 10:29 48.33.18 102.07.35 大澤

8.24 10:30 48.33.18 102.07.35 1430 森安 シネウス遺蹟への途 中で水汲 み

8.24 10:57 48.32.29 102.12.47 iaso 大澤 シネウス遺蹟に着

8.25 10:45 48.32.28 置02.iz.46 1445 森安 シネウス遺蹟に着,積 石塚

8.25 15:30 48.34」1 101.55.03 大澤

8.25 15:40 48.31.00 101.54.38 1425 森安

8.25 isaz aa.z6.03 101.53.51 大澤

8.25 isas 48.25.21 10L54護}2 森安

8.25 16:05 48.22.10 lOLsL51 大澤

8.25 16:08 48.2L42 101.51.08 1430 Zo 森安 ホショーティン=タ ル遺蹟 に着

8.25 17:06 as.uss 101.50.26 大澤 鹿石1

8.25 18:00? 45.25.55 iois2.z3 大澤 鹿石と大規模なヘレクスル遺蹟

8.25 19:05 48.30.37 ioisa.zs 大澤

8.25 19:13 48.35.51 101.55.50 大澤

8.26 9:50 48.2739 101.53.28 大澤

8.26 10:09 48.2且34 101.50.30 大澤

8.261 io:zo 48.21.15 101.50.30 且450 森安

8.261 11:00 as.ossa 101.36.36 大澤

8.26 且1;10 as.m.oi 101.32.54 大澤 エルデネマンダル呂ソム

8.26 11:40 48.0639 10127.且6 大澤

8.26 11:56 48.02.49 10(.26.37 1605 森安

8.2b 12:06 47.59.49 101.2452 大澤

8.26 iz:10 47.59.51 101.24.47 1690 森安

8.26 12:26 47.56.4且 101.20.59 大澤

8.2b 12:36 47.54.09 101.18.13 t6so 森安

8.26 12:38 47.54.22 ioi.ｻsa 大澤

8.2b 13:00 47.49.55 10L置634 大澤

8.26 13:03 47.49.11 101.16.58 1615 森安 ブグト遺蹟に着

8.26 16:03 47.45.04 im.且7.12 大澤

8.26 16:16 47.40.58 10且.is.06 1655 森安 イ フ=タ ミルの川原

8.26 16:20 47.38.50 ioi.is.ｻ 大澤

8.26 16:30 47.37.41 10i.16.09 大澤 イ フ咢タミル=ソ ムを通過

8.26 16:41 47.35.28 101.12.29 大澤

8.26 16:45 473438 101.13.24 大澤
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8.26 ir.oo 47.32.46 101.20.59 1675 森安　

8.26 17:11 47.30.06 101.25.00 2000 12 森安 ツァガンダワー峠で休息

8.26 17:15 47.30.01 ioi.zs.oa 大澤

8.26 17:30 47.28.45 10L2723 大澤 ッェッェル レク,ホ テル前

8.27 9=40. ッェッェルレクの博物館へ

8.28 9:55 47.2839 101.27.15 ｻio 森安 ツェッェルレク,ホ テル内

8.28 10:00 47.2838 10L27.15 大澤

8.28 11:15 47.26.15 1012855 1715 森安 ウリ トタミル河の橋で休息
一

8.28 12:10 4724.05 101.29.31 1805? 森安 3号車の修理

&28 12:30 4「λ24.04 10L2930 大澤

8.28 13:00 47.21.18 10135.19 大澤

8.28 i3:18 47.1949 101.40.15 1850 森安

&28 1322 47.1927 101.4Lsl 大澤一

8.28 13:34 471910 101.39.19 1805 森安 温泉(保 養地)前 に着一

8.28 16:30 4「Z20.02 10L4643 大澤

8.28 17:15 47.22.00 101.4535 1685 森安

828 17:28 472630 10L4636 且645 森安 ツェンヘル=ソ ムを通過

8.28 17:30 4726.18 101.4613 大澤一

8.28 17:47 4726.58 10L55.03 大澤

8.28 18:10 4「λ24.54 102.(η.56 大澤一

&28 18:35 47.23.42 102.18.00 大澤

8.28 18:40 4「λ23:44 10222ρ1 1640 森安

8.28 19:55 4「λ2143 1022757 大澤 ホ トン ト文化センター前に着

8.28 20:12 47.20.09 10237ρ5 大澤

&28 2α33 47.16.40 102.44.12 大澤

8.28 21:05 471532 102.4859 大澤 ハルホリン,ゲ ル ホテルに着

8.29 10:30 4「Z2L51 10251.41 大澤

8.29 玉0:36 4「λ22.58 1025137 大澤

8.29
一

ll:00 4「λ28.03 10251.17 大澤

829 11:18 47.34.15 102.4939 1415 森安 ホシ ョー=ツ ァイダム第 三遺蹟

829 12:00? 4「λ34.28 1024949 1410 森安 ホシ ョー=ツ ァイ ダム第四遺蹟

8.29 12=05 47.3430 10幺4950 大澤

8.29 13:05 4「λ3330 102.4909 大澤

8.29 13:23 47.2958
'
10250.45 大澤

829 13:40 47.28.49 102.4829 大澤

8.29 13:53 47.2737 102.46.46 1445 27 森安 ツァガンーバイシン造蹟

8.29
一

18:44 47.16.28 10249.46 1475 大澤 ゲル=ホ テル着

&30 蓋0:00 47.13.02 102.47.10 大澤

&30 10:18 471738 10242,46 大澤

8.30
一

10;36 47.224且 102.38.43 大澤

830 10:46 47.2535 10239.23 大澤 カラ軍バルガスン碑文に到着

8.30 14:00 472534 102.39.24 1365 森安 カ ラ=バルガスン碑文碑頭のある ところ

8.31 10:00 471628 102.49.46 大澤 ゲル=ホ テルよ りヘリで離陸

831 10:30 47.32.29 102.31.56 1340? 大澤 ドイティン詈バルガス城址に着

831 12:00 4「λ2535 1023～廴23 大澤 カラ=バルガスン城址 にヘ リ到着

9.Ol 11;晝5 473327 102.50.15 大澤 ビルゲ可汗廟前に着

9.01 13:35 4「λ33.49 1024～廴57 大澤 キョル5テ ギ ン廟前 に着一

9.01 15:50 4「λ3249 102.49.27 大澤

9.01 16:05 47.30.53 102.4447 大澤

9.01 16:28 4727.04 102.3947 大澤
一

9ρ 互 L9130 47.2359 10238.18 大澤

902 ミーティング.エ ルデニ雲ゾー寺院へ
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9.03 9:40 4716.28 102.4946 1450 大澤 ゲル=ホ テル発

9.03 10:36 4「乙3527 102.50.15 大澤 ビルゲ可汗廟に着

殳03 15:46 4733.?? 102.49?? 大澤 キョル;テ ギ ン廟発,直 にカラ霜バルガス ン城址に向かう

9.(B 16:35 47.25.52 1023920 1460 森安 カラ=バルガスン城址の西面隅に到着

9.03 ??:?? 47.2554 102.3隻31 1465 森安 カラ耳バルガス ン城址の尖塔

9.03 17=15 47.1628 102.29.46 大澤 ゲル暮ホテル着

9.04 9:55 47.ll.44 102.5030 大澤 ハルホ リン,ゲ ル冨ホテル発

9ρ4 10:37 47.0658 10258.47 1555 森安 ホクシン冨オルホ ン河の上流

9.04 10:41 47.0658 102.59.04 大澤

9.04 ll:10 47.Ol47 103.10.ll 大澤

9.04 11;ll 47.Ol39 103,10,II 1605 森安

9.04 11:41 46.5641 103.1735 1645 森安

9.04 11:44 46.5549 103,19.35 大澤

9.04 12:00 46.5L58 103.2622 大澤

9ρ4 12:01 4652.10 130.26.40 1725 森安

9.04 12:20 46.4731 103.2935 大澤

9.04 12:32 ウブルハ ンガイ県,ズ ィル ソムを通過

9.04 12:40 4645.02 103.33.03 大澤

9.04 13:15 46.46.17 1α3,40.53 大澤

9,04 ??=?? 4646.17 103.40.57 173G 森安

9.04 15:18 46.4634 103.44.44 大澤

9.04 15:37 46.44,16 1035032 1940 森安

9.04 15:52 4642.48 103.56.21 大澤

9。04 15:58 4642.23 103.56.45 1930 森安

9.04 16:00 4642.25 103.56.49 大澤

9.04 16:45 4639.26 103.5939 大澤

9.04 17:05 463326 104.0443 大澤

9.〔珂 17:15 46.2952 104.06.50 大澤

9.04 17:36 4632.24 104,154豆 1765 森安

9.04 17:37 46.36.00 104,12.σ7 大澤

9.04 17;52 46.3349 104。1905 大澤

9.04 17:58 46.3336 104.22.17 1730 森安

9.04 18:48 464537 104.28.33 大澤

9.04 18:58 464751 104.3L23 1565 森安

9.04 19:00 4649.12 亘04.31.22 大澤

9.04 19:21 4655.07 104.33.44 大澤

9.04 19=22 4655.08 104.33.47 1560 森安 イフ=ホ ショー トゥ遺蹟 に着

9.04 20;50 46.5535 1043627 1460 大澤 キャンプ地着

9,05 且0:15 465535 1043625 1460 森安 イフ=ホ ショー トゥ遺蹟近郊,キ ャンプ地

9.05 15;25 46.5924 1043416 1400 森安 イフ=ホ ショー トゥ遺蹟の東方

906 10:35 4649.02 104.36.56 大澤

9.06 10:55 46.4041 10434.57 大澤

9。06 ll:05 46.3714 10434.28 大澤 デルゲルハン=ソ ム着

9,06 11:43 ? ? 里555 ガソ リン補給

9.06 ll:48 4635,48 104.35.30 大澤

9.06 12:30 46.26.54 104.44.23 大澤

906 12:44 46.2431 ⑩4.45.13 1545 森安 トラックのタイヤ修理,昼 食

9.06 12:45 46.2435 10445.豆4 大澤

9.06 15:54 46.02.09 104.56.33 大澤

9,06 15:58 460037 104.5「 λ00 大澤

9.06 16:15 455942 105.08,15 大澤

906 16:40 4555ρ1 10524.36 大澤
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9.06 16:45 455449 105.2602 大澤

9.06 17:18 4554.23 105.36.28 大澤

9,06 17:50 45.49.11 1055403 大澤

9.06 18:20 45.45。25 10612.07 大澤

9.06 18二31 45,46.05 106.1626 大澤 マ ンダルゴビ=ソム着

9.07 9110 4546.07 106,16.28 1420 森安 マ ンダル ゴビ胃ソムのホテル前

9,07 10=00 45.30.46 105.55.54 大澤

9.07 10:30 4519.12 10545,25 大澤

9.07 11:05 4503.41 105.3542 大澤

9.07 1i:10 45.02,20 105.3433 大澤

9.07 11:22 4449.17 105.23.52 大澤

9.07 11:40 4452,40 10526.46 1235 森安

9.07 12:22 44.3426 1052α11 大澤 ッォク ト=オボー霽ソムに入る

9.07 12:37 44.26.35 105.20.21 1370 森安

9.07 12:44 44.2519 105.19.18 大澤

9.07 13:13 44.19.10 10513.29 大澤

9,07 13:36 44.12.40 105(ン 等,45 大澤

9.07 13:41 44.1幺39 105.04.49 1260 森安

9.07 15=55 44.OL30 105.00.41 大澤

9.07 16:20 43.54.12 10452.22 大澤

9.07 16:50 43.44.22 lD4.39.31 大澤

9,07 17=25 43.34.34 104.25.35 大澤 ダランザ ドガ ド,ホ テル前着
1

9.08 10:45 43.34.25 104.25.44 1400 大澤 ダランザ ドガ ド,ホ テル前発

9.08 11:30 43.35.40 104.0616 大澤

9.08 11:34 43.3513 104.05.56 1アア0 森安

9.08 11:葡 43.3417 104.02,36 大澤

9.08 12:13 4234.01 103.鍋.11 大澤

9.08 12:24 433134 10347.07 1950 森安

9.08 12:31 43,3214 10345.36 大澤 バヤ ンダ ライ=ソ ムに入 る

9.08 12:卸 ? ? 1530 バヤ ンダ ライ冩ソムを通過

9.08 12:58 4328.14 103.3LO7 大澤

9.08 13:22 43.2420 103.2L25 大澤

9.08 13:34 43.22.10 103.14.21 1640 森安

9.08 13:40 4321.09 1Q3.1230 大澤 バヤ ンホ ンデル;ソ ム

9.08 15:36 4321.15 103.0617 大澤

9.08 15:50 43.22.00 103.01.00 大澤

9.08 ユ6:(艮 43.22.12 LO2.58.03 1660 森安

9.08 16:15 43.20.20 1025「λ21 大澤

9.08 16:19 43.1932 102,5540 1490 森安

9.08 16:36 43.18.54 10急47.44 1390 森安

9.08 16:42 43.18.12 102,5L51 大澤

9.08 17:α3 43,2α21 102.40.13 大澤

9,08 1735 4326.4コ 10急26.58 大澤

9.08 18:05 43.32.53 102.13.46 1530 森安

9.08 18:10 43,33.46 102.12.18 大澤

9.08 18二23 43.34.09 102.15.06 1545 森安 セブレイ碑文断片前

9.08 20:50 43.3444 102.1422 大澤 キャンプ地

909 14:10 43.2726 102.2414 大澤

9.09 15:00 43.18.5G 102.48.09 大澤

9.09 15:29 43,17,16 103.02.58 1460 森安

9.09 15:33 43.17.15 103.0258 大澤

9.09 16二〇〇 43.19,18 1Q3.07.23 大澤
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9.09 16:16 43.21.三9 103.12.34 大澤

9.09 16:55 43.2&04 103,30.41 大澤 バヤンダライ=ソ ムを通過

9.09 17:25 43.31.39 1Q3.4643 大澤
一

9.09 17:46 4333.54 103.5440 大澤

9.09 17:57 433435 104.00.27 1935 森安

9,09 18:05 43.3421 10402.04 大澤

9.09 19:〔4 43.3425 1Q4.25,29 1350 大澤 ダランザ ドガ ド,ホ テル前着

9.10 録 二〇〇 43,49.09 10459.17 大澤

9.10 11:21 4355.25 1045442 1445 森安

9.10 11:23 43.55.19 1045434 大澤

9.10 12:00 44,07.20 105.06.43 大澤

9.10 12:33 44.19.11 105.14.30 大澤

9.10 12:36 44.2520 105.ig,22 大澤 ツ オ ク ト=オ ボ ー=ソ ム

9.10 12:53 4426,52 105.20.41 1305 大澤 テレビ塔で待機

9,10 13:00 44.25.20 互05.19.22 大澤 ツ才クト=オ ボー=ソ ムに戻 り昼食

9.10 藍6:20 44.34.25 105,20,12 大澤

9.10 16:45 4446.07 105,22.13 大澤

9.10 17:00 4453,45 105.27,40 大澤

9.10 17=α3 4455.31 105.29.39 1155 森安

9.10 17:37 45.08.15 105.38.45 大澤

9.10
}

18:00 45.17.38 105,43.59 大澤

9,10 18:48 45.28.28 105.5342 大澤

9.10 19二30 45.3フ.45 106.07,45 大澤

9.10 19:鉛 4546.10 106.16,26 1340 大澤 マ ンダルゴビ,ホ テル前

9.11一 12:55 46.09.5ツ 106.2430 大澤

9.11 13:23 46.15.22 106,25.23 大澤

9,11 13;55 46.2643 五〇6,30.21 1180 森安 昼食

9.11 18:05 46.43,47 106.3廴59 大澤

9.11 18:40 4653,31 106.37.42 大澤

9.11 18:52 46,57.14 106,37.25 大澤

9.11 19=30 47.10.24 106,38.48 大澤

9.11 19:45 47.16.10 106.40,37 大澤
一

9.11 20:05 47,22.40 10642,50 1565 森安

9.11 20二13 47.2409 10643.26 大澤

9.11 20:33 47.31.53 106.48.02 大澤

9.11 20:53 47.38,24 106.51.47 大澤

9.11 21:30 47.45.50 106.44.53 1150 大澤 ウランバー トル市,グ ランドホテル前

9.12 ウランバー トル,歴 史研究所

9.13 ウランバー トル,歴 史研究所
■

9.14 9:40 47.5430 106,5432 1170 大澤 ウランバー トル市

9.14 10:10 47.45,31 106.45.41 大澤

9.14 10:30 4745,31 10657.02 1400 大澤 ゾーンモ ド,ト ゥブ県博物館 着

9.14 11二25 47.44.23 106.59.20 大澤

9.14 11:34 4745,33 106.5941 1560 森安 マ ンジュシュリー寺院の山門前

9.14 13:23 47.41.19 107.13,52 大澤

9.14 13:37 4741.41 107.17,54 大澤

9.14 13:50 47.43.06 107.22.20 大澤

9.14 14:12 47.4142 107,2832 大澤 トニユクク遺蹟前着

9.14 14:15 4742.19 107.2&25 1405 森安 ツアガン=オ ボー第二遺蹟着

9.14 14:20 47.42.19 107.2&25 大澤

9.14 15:00 47.43.18 107,30.00 1395 森安 ツァガン霜オボー第三遺蹟着

9.14 15:50? 474141 107.2&42 1425 森安 トニュクク遺蹟の舟 ルコファック

(98)



GPS計 測値表

9.14 17:56 47.53.16 107.04.!4 大澤

9.14 蓋8:20 47.45.50 106.44.53 大澤 グラン ド=ホ テル前着

1998年 度GPS表(中 村 淳)GPS・Data①f1998(JunNAKAMURA)

日付 時刻 N(北 緯) E(東 経) 高度1

(宇野)

高度

(中村)

気温 計測者 メモ

7。26 9=26 47.54.55 106.58.20 1340 中村 歴史研究所の前庭

7.26 10:02 4「Z55,16 106.54.52 1330 中村 モンゴル民族史博物館の入り口前の広場

7.28 9:09 47.55 10656 且300 23 宇野 フラワー窩ホテル前

7.28 9:54 4「Z54.02 1064L40 1265 中村 ウランバー トル市西22kmチ ェックポイ ント

7.28 10:03 47.53 106.41 1250 宇野 カラコルムとダルハンへの三叉路 の手前

7.28 蓋0:14 47.御.24 1063φ25 1457 中村 オボー

7.28 藍2:24 48.3847 106.05,27 1205 中村 休憩 をとった峠

7.28 13:10 48.4854 106.05.30 9ア0 中村 ハラー=ゴ ル を渡る手前

7。28 13:34 48.路.06 106.0548 躓 中村 ハラー=ゴ ル河畔で昼食

7.28 17:06 49.25.33 105.56.32 730 中村 ダルハン市南郊外で休憩

728 17=12 49.25.4 10557.4 砌 宇野 ダルハン市南郊外で休憩

728 17138 49.28.2 10556.3 宇野 ダルハ ン市旧市街のロータリー

7.28 17:45 49.30.15 105.57.(風 跏 中村 後続 の3号 車が事故.待 機 中

7.28 18:50 49,32.09 1055似25 跏 中村 舗装道路から東北へはずれゾルツァガ保養地へ向かう

7.28 19;19 49.3且.4 106.12.2 跏 宇野 二回三叉を通過 した後,休 憩

7.28 監9:28 49.3338 106.14.28 7ア0 中村 フイテ ン=ゴル を渡る

7.28 19:42 49.3250 106.2L17 795 中村 峠

7.28 董9:46 49.3231 106.23.31 805 中村 休憩

7.28 19:59 49.31.46 106.26.45 鰤 中村 峠

7.28 20:06 49.30.50 106.28.50 845 中村 峠

7.28 20:19 49.29.5 106324 宇野 左側 に岩山.そ の山裾 の道へ入るところ

7.28 20:24 49.29.46 106.33.44 975 中村 小高い丘の上で休憩

7.28 20:37 49.302 106356 宇野 山に囲まれた平原の中央

7.28 20;46 49.30.4 106.37.6 宇野

7.28 20:47 49.30.20 106.37.48 875 中村 左手の山腹に冬営地用の家畜囲い

728 20;53 49,29.08 106.38.29
1975

中村 2号 車,石 に乗 り上げて停車

7.28 21:19 49.28.0 106.40.5 宇野 峠

7.28 21:30 49.2654 106.42.02 910 中村 宿営地に到着

7.29 ??=?? 49.2647 106.42.16 蜘 中村 ブイテ ン=ゴル岩壁銘文

7.30 9=42 49.28.03 106.4054 宇野 峠

7.30 10:13 49.29.79 106、33.46 宇野 湿地帯の途中の尾根

730 10:20 49.3αU 106.3231 宇野 湿地帯を出た平原で休憩

7.30 10:39 49.3LO6 106.28,19 宇野 峠を越える

7.30 1置=03 4獄32.66 106.21.28 宇野 道をはずれて河を渡る手前

730 ll:10 49.31.90 106.21.03 宇野 尾根に出る

7.30 ll:且8 49.3L46 106,18」1 宇野 峠

7.30 H:27 49.2984 106.1547

ρ

宇野 ゾルツァガ保養地

7.30 【1:27 49.29.48 106.15、47 830 20 中村 ゾルツァガ保養地

7.30 11:49 49.3089 106.12.16 宇野 松林を抜けて緩やかな下り道

7.30 亶1:55 49.3053 106.σ7.55 躅 中村

7.30 蓋2:10 49:32=03 105.58.01 励 中村 舗装道に出る

7.30 茎3:28 49.27」1 105.57.35 宇野 ダルハ ン市ガソリンスタン ド

7.30 14:20 49.23.0且 105.53.19 770 中村 ハラー=ゴ ル河畔で昼食

7.30 16:10 49.1357 105.43,16 935 中村
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7.30 16:36 4905.53 105.32.32 930 中村 休憩

7.30 16:59 490253 10528.13 躓 中村 小河 と鉄道(ダ ルハン～エルデネ ト線)を 渡 る

7.30 17:19 48.59.68 10529.55 宇野 南南西の道,左 に電柱が並ぶ

7,30 17:24 4858ρ2 10520.59 宇野 左手の山裾沿いに走る

7,30 17:27 48,57.02
.105

.2041 躅 中村 小休止

730 17:42 4854.46 105.1822 宇野 丘を越える

7.30 17:50 485132 105.18.24 980 中村 牧民に道を尋ねる

7.30 18:02 48.5L70 105.15.29 宇野 上 り坂

7.30 18:06 48.51.93 105.14.51 宇野 峠

7.30 18:10 485L51 105.14.47 1145 中村 山の上か ら トラックを探す

7.30 18:49 485242 105.13.07 宇野 畑の中を抜け道に入る

730 19:01 48.タ).14 105.ll.12 宇野 峠

7.30 19:03 48.4921 10510.2£ ll45 中村

7,30 19:29 48.45,22 105.02.06 蜘 中村 右側に山,湿 地 を渡 り,南 南西に向かう

7,30 19:49 48.4LO8 104.58.15 宇野 峠

7.30 19:57 48.39.08 104.55.54 且085 中村 左手に複数のコンバインが見える

7,30 20:07 48.3724 104.53.30 宇野 峠の手前

7.30 20:11 48.36.25 104.52.51 1305 中村 稜線を走る

7.30 20:24 48.36.Ol 104.43.45 U75 中村

7.30 2G二46 48,刀32 104.43.12 ll40 中村 峠の上で小休止

7.30 21:12 48.25.12 104.37.28 宇野 低い尾根を越える

7。30 21:15 48,24,09 104.35.44 1075 中村

7.30 21:21 48.2384 104.34.(ワ 宇野 並んだ尾根の手前を越える

7.30 21:29 48.2247 104.32.31 1060 中村 峠の上,道 が二股 に分かれるところで1号 車 を見失う

7.30 21:53 48.19.54 104.27.58 1020 中村 宿営地に到着

7.31 14:45 48ユ5.57 1042429 宇野 小さな峠

7.31 14:52 4&14.00 104.22.15 宇野 小さな尾根

7.31 14:57 48.1355 1(跡.且9.57 1000 中村 トーラ河畔のガソリンスタン ドで給 油

7.31 15:韮6 48.14.05 104.且9.43 宇野 橋を渡る

7.31 15:28 48.12.20 104」554 宇野 道から一時左へ はずれる

7.31 15:30 48.1236 104.14.42 1010 中村 2号 車スタック

7.31 17:12 48.0622 104.0530 宇野 小さな峠

7.31 17:25 48.02.04 104.03.α3 1045 中村 巨大なヘ レクスル

7.31 18:03 4「λ54.14 且0353.31 且060 中村 小さいいくっかのヘ レクスル

7.31 18:18 475231 103.52.41 且065 中村 3号 車のエンジン止まる

7.31 18:30 475232 103.52.45 宇野 橋を渡 る

7.3豆 18:4i 475L39 103.57.04 1075 中村 道を尋ねる

7,31 18:54 4751ρ5 104.02.33 1060 中村 ダシンチ レン市,東 の郊外

7.31 19:13 47.54.10 104.10.43 1020 中村 ダシンチレン市の東,河 を渡 る

7.31 19:31 47.54.49 104.14.35 1025 中村 チ ン=トルゴイ遺跡 を南方に見なが ら進む

7.31 且9:35 47.55.24 104.15.44 宇野 右手にイ フ讐ツァガン=ノ ール

7.31 19:40 47.57.00 104.17.30 1015 中村 地図を見ながら検討

731 20=24 4759、47 104.20、50 宇野 北北西へ直進

7.31 20:28 48.00.42 104.2125 1015 中村 峠を越える手前

7.31 20:34 48,0L25 10421.02 1040 宇野 ツァガン=バ イシンの西,宿 営地

8.Ol 16:06 48.0130 104.2LO8 宇野 ツァガン咢バイシンの中央

8.02 ??;?? 48.OI22 10420.49 1025 宇野 ツォク ト=タイジ碑文の前

8.02 9:05 48.03」3 104.21.06 凶5 中村 ビチク ト冨ショル ロールガへ向か う途 中

8.02 9:11 48,04.53 104.1946 螂 中村 ピチク ト ショル ロールガへ向か う途中

8.02 9;20 48.06.00 104」7,54 卿 中村 ビチク ト冨ショル ロールガへ向か う途中

8.02 9;25 48.α7」5 104.16.18 螂 中村 左手に岩壁が迫る

8.02 9:42 48.08ρ5 104.且8.34 975 中村 ビチク ト=シ ョルロールガの前

(100)



GPS計 測値表

8.02 17:53 4「λ5422 104.13.26 宇野 ツ ァガン冒バイ シンを出発 し,道 を斜め右に入る

&02 18:01 4754.10 104.10.35 宇野 河を渡る

8.02 星8=45 47,5230 103.52.54 宇野 橋の手前

8.02 18:53 47.54,03 且03.52.32 1055 中村 ヒシグ=オ ン ドル=ソ ムへと道 を間違える

8.02 19:11 48.00.16 103,4730 1205 中村 平原 の中,最 初のタルバガン発見

8.02 19:24 48.02.23 10343.13 宇野 左手に山

8,02 19;26 48.03.25 103.4LI3 1310 中村 小休止

8,02 19:52 48』859 1α3.34.48 1490 中村

&02 20:10 48.14.10 103.30.40 宇野 浅い谷を越える

8.02 20:22 48.17.40 103,26.00 1330 中村 ヒシグ=オ ン ドル=ソ ムが見えて くる

8.02 21=16 48.2032 103.3026 宇野 正 しい道を見つける 「

8.02 21:55 48.30.18 1α3.2948 1205 中村

8.02 22:40 48.37.43 103.32.26 宇野 オルホン河の手前

8.02 23;55 4848.44 103.3L50 1200 中村 ホテルの前

8.03 互2:45 48.57.58 103.08.α7 1430 中村

8.03 13;02 48.56.53 103.02.お 宇野 テルーギン冨ダワー峠

8.03 13:30 48,55.47 103.00.31 1555 中村 2号車横転場所

8.03 15:豊5 49.α734 102.47.55 12且5 中村 河畔,水 が汚 く昼食 をあき らめる

8.03 15:50 49.亘3.03 102.55.34 宇野 イ フ糯トルペ リン=ゴ ル河畔で昼食

8.03 18:46 49.22.53 102.50.43 宇野 セ レンゲ河を渡る

8.03 19:00 49,2335 102.4551 螂 中村

8.04 10:05 49.24.11 102.37.20 宇野 二股に分かれた道を左に行く

8.04 置0:10 49.2354 102.3L29 宇野 右から来た道と合流

8.04 io:13 4q2353 102.33.18 宇野 バイ=バ リク,A遺 跡前

8.04 15:?? 49.2332 !02.32.04 1000 宇野 バイ罨バ リク,B遺 跡東南の角

8.04 17=?? 49.23.10 102.33.05 1000 宇野 バイ=バ リク,遺 跡?.

8.05 9:14 49.2639 1023351 宇野 小さな峠

&05 9:27 4929.14 102.30.45 1060 中村

8.05 9:55 49.3L43 102.2L30 宇野 左手に林

8.05 10:00 493131 102.18.α7 1240 中村 峠

8.05 io:58 49.3256 10L58.32 宇野 タリアラン=ソ ムの中心の南

&05 11:00 49.3LO7 101.50.12 lI25 中村

8.05 1正:19 49.2937 1014526 宇野 峠を越える

8.05 呈3=24 49.2652 101.12.50 宇野 峠を越える

8.05 13:29 49.26.18 101.且1.03 1115 中村 昼食

8.05 童6:00 49.343且 100.4L50 1515 中村 分岐点で休憩

8.05 17:35 49.39.48 100.05.23 宇野 ムルン市の北の郊外

8.05 18:10 49.40」0 100.02.38 宇野 湖の横に出る

8.05 18:17 49.40,10 100.02.35 宇野 尾根に出る

8.05 18:24 4獄42,18 099.54.4且 1415 中村

8.05 18:30 49.4243 099.52.50 宇野 河を渡った直後

8.05 且8:33 49.43,10 099.48.51 1450 中村

8.05 藍8:42 49.43.26 099.43.28
9

1485 中村

1

8.05 18:44 49.4327 099.45,20 宇野 平原の真ん中

8.05 18:46 49.4328 099.43,20 宇野 電柱沿いの道に入る

8.05 18:49 4943.22 099.42.25 宇野 左に折れて山に入る

8.05 18:54 49.4L44 099,41」2 1535 中村 峠
1

8.05 18:59 49.40.45 099.39.44 宇野 河岸 を南に向かって走 る1

805 19;03 49.3935 09939.20 宇野 河 に向かって走る

&05 19105 49.38.51 099.39ρ5 1360 中村

1

8.05 19113 49.37.56 099.39.12 宇野 石碑の横

&05 19;15 49.38.10 09939.21 且340 中村 キャンフ地
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8.06 18:30 49.3741 099.40.13 1395 中村 アルタン=ガ ダス岩山の頂上

8.07 10:08 49.38.50 09940.01 宇野 キ ャンプ地か ら道へ出る

&07 10:15 49.40.12 099.4豆.52 宇野 尾根

8,07 10:30 49,43.02 099.5L31 宇野 幹線を走る

8.07 12β9 49.38.14 10034.49 宇野 休憩

8.σ7 13:23 49.28.49 100.53.50 宇野 トソン鬻ツェンケル=ソ ム

8.07 13;52 49.25.16 101.04.06 宇野 昼食

8ρ7 工6=30 49.27.17 101.27.09 宇野 イ フ=オ ー ル=ソ ム

8.07 17:46 49.22.20 101.33.52 1055 宇野 セ レンゲ河の渡 し場

8.07 18=39 49.21.54 101.34,23 1065 中村

8.07 19:01 49.18.09 101.33.38 B20 宇野 峠を越える

8.07 19:09 4～廴15.50 101.3L3且 1260 中村

8.07 19:25 49.且1.58 101.28.06 1300 中村

8.07 1941 49.α7.49 10L25.20 1380 宇野 ラシャー ン ト=ソム到着

8.08 9=53 49.〔y7.21 101.26.17 1355 宇野' ラシャー ン ト=ソム宿舎前

8.08 11:01 49.06.ll 101.27,37 宇野 河を渡 った直後

8.08 11:ll 49.04.02 10L28.50 14{}5 中村 平原

8.08 11:24 48.51,20 10L32.12 1525 中村 峠

8.08 11:35 4857.03 101.31.56 宇野

8.08 11:46 48.5433 101.旦9.15 宇野 二股に分かれたあと

&08 11:55 48.鈴.00 10L25.11 蓋590 宇野 峠'
8.08 12:14 48.51.56 且Ol.18.24 宇野 ツェツェル レク草ソムの手前

8,08 12:25 48.49.10 且Ol.17.25 宇野 右手に山,尾 根に出る

8.08 12:30 48.48.00 101.17.17 宇野 峠

8.08 12:42 4843.12 101」7.36 宇野 橋を渡る

8.08 13:20 48.31.43 10L22.24 宇野 エルデネマンダル

8.08 13:25 48.3057 101.22.08 宇野 橋を渡る

8.08 13;35 4828.15 101.2LO7 宇野 幹線道路から右に折れる(道 はない)

8.08 13:39 4&28.07 101.1957 1495 宇野 ハルポル=ハ ン遺跡横

8,09

8,10 17:06 48.28.48 101.2026 1505 中村 ハルホル=ハ ン遺跡東方 の農耕地帯(そ の1)

8.10 17:13 4828.52 101.20,12 1505 中村 ハルポル=ハ ン遺跡東方 の農耕地帯(そ の2)

8.10 17二5正 48.29.20 10豆.且957 1505 中村 ハルポル=ハ ン城址の真北,ハ ヌイ河 のそばの土塁

8.10 17;58 482921 101,1956 1505 中村 同上,タ ルバガンの巣穴か ら多数の木片採集

8,10 18:49 48.2826 10L20.25 1500 中村 東居住区の南方の東西に渡る線の東端

8.10 18:50 482830 101.20.18 且505 中村 東居住区の南方の東西に渡る線の西端

8.U 10:17 48.28,17 10121.29 宇野 道に出る

8.ll 且0;30 48.30.46 101.20.41 宇野 エルデネマンダルか ら南へ

8.n 11:27 48.1637 101.09.27 1585 宇野 トイレ休憩

8.11 11:46 49.1232 10LO4.27 宇野 河を渡る

8.ll 12=19 480536 101.03.11 1660 宇野 休憩

8」1 12:50 48.00.53 豆OLOOρ5 1710 宇野 2号車故障

8.H 夏3:40 47.50.06 10053.52 1760 宇野 ハヌイ河の橋を渡る

8.亘賃 14:09 47.4248 100.57.50 宇野 三叉路を過ぎ尾根の手前

8.11 14:10 47.42.05 10057.55 1965 中村 ゾーン=モ ド峠

8.ll i4:16 47.41.10 100.58.31 宇野 尾根を越える

8.ll 14:19 47.40,13 100.58.59 宇野 橋を渡る

8.ll 14:56 47.35.00 10L童2.58 宇野 イ フタミル=ソ ムの橋 を渡る

8.ll 15:09 47.35.54 10Ll5.10 1600 宇野 タイハル大岩

8.11 17:37 47,30.10 101.2511 且960 宇野 ツァガン=ダ ワー

8,H 17:52 4728.24 101.27,19 宇野 ツェツェルレク到着

8,ll 17:57 47.28.27 101.27.10 1695 中村 ツェツェルレクの中心
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8.11 20:ll 47,26.03 10L29.α7 宇野 河を二っ渡る

8.II 20:29 47.23.28 10L30.σ7 宇野 峠

8.ll 20:31 47.2328 10L30.21 1750 中村

8.11 20:42 47.22.15 1013250 宇野 峠

8.11 21:46 4「λ1912 10L39.22 1770 宇野 ハ ローン=オ ス到着

8.12 16:36 47.19.55 10L46.24 宇野 尾根に出る

8.12 17:04 47.20.25 10L45.59 1755 宇野 尾根の手前

8.12 18:29 47.24.01 101.45.10 宇野 ツェ ンヘル瞿ソムの南

8,12 18:40 472447 10L4L28 1720 中村 峠を越える

8.12 18:51 47.24,18 101.37.55 1695 宇野 サイ リン=ブ ルデ ィーン=チ ョロー ン=ヘ レム

8.12 19:50 47.24.05 10L45.18 宇野 ツェツェル レク河の 中州

8.12 1957 472422 10L4525 宇野 河を渡りきる

8.12 20:04 472556 101.45.46 宇野 細い道に出る

8.12 20:09 47.26.44 101.47.08 宇野 幹線道路に出る

8.12 20:10 47.26.51 10147.52 中村 幹線道路に出る

8.12 21:06 47.23.51 102.10.06 宇野 峠を越す

8.12 21:52 4722.10 102.28.33 宇野 ポ トン ト=ソム

8.且2 22:35 47.20.01 102.37.45 宇野 トラックのスタック場所に到着

8.12 23=08 47.10.44 1024241 宇野

8,12 且:53 47,15.31 且02.48.58 1425 宇野 ハ ンバインiホ テル到着

8.13 13:24 4「Zl2.02 102.50.34 1440 中村 エルデニ旨ゾー南門前

8.14 12:24 47ユ2,03 102.5045

、

1430 中村 三霊侯廟記の前

8.15

8.16 ??=?? 47=10=51 102.5LO5 1615 宇野 メル ヒー=ト ルゴイ

8,16 14:29 47.10.03 102.52ρ1 宇野 メル ヒー=ト ルゴイの南の丘

8.16 14:37 47.1LO9 102.51.12 宇野

8.16 18:58 471513 102.52.56 宇野 アザル=ト ルゴイへ向か う道

8.16 19:ll 47.16.26 10254.02 宇野 河の横

8,16 19:25 47.1431 102.55.18 宇野 橋を渡る

8,16 19:34 47.15.08 10256.58 宇野 峠

8.16 19:42 47.17.23
馳

10258.24 宇野 分かれ道のすぐ後

8.16 19=48 47.19.06 丘0257.15 1475 宇野 アザル謂トルゴイ

8.16 20:34 47.17.(貯 102.5338 宇野 河を渡る

8.17 9=10 47.正743 ・1024λ44 1480 中村 牧民に道を尋ねる

8.17 9:13 47,17.41 10242.44 宇野 パヤ ン冨ゴル前の ドライブイン前

8.17 9=20 47.16.52 102.42.16 1510 宇野 バヤン=ゴル遺跡と間違えた遺跡前

8.17 10:16 47.17.00 102.42.01 1550 宇野 バヤ ン冨ゴル遺跡と間違えた遺跡の西側 の丘の上

8.17 ??=?? 47.16,22 102.42.07 1535 宇野 バヤ ン雷ゴル遺跡南東の遺跡のマウン ドの上

8.17 監1:55 47.24.00 102.38ユ8 1435 中村 カラ=バルガスンを北か らの角度で40度 に望む住居跡

8,17 ??二?? 47.箔.54 1G239.17 宇野 カラ=バ ルガスン碑文の横,昼 食 をとった場所

8.17 15:18 47.2651 102.37.07 1435 中村 カラ冒バルガスン北方 の石柱

8.17 15:34 4「Z2837 102.36.38 宇野. 小河を渡ろうとして苦労する

8.17 15:42 4「λ2838 102.36.04 1430 中村 ハ ラーティン=ドルベルジン=バ ルガス

8.17 16120 47.28」0 102.35.28 1440 中村 ハ ラーティン=ドルベルジン=バ ルガス

8」7 16:25 46.28.17 102.3537 宇野 ハ ラーティン胃ドルペルジン=バ ルガス

8.17 16:47 47.3231 102.3L57 1460 宇野 ドイティン=バ ルガス

8.17 17:50 47.33.16 1023151 1405 中村 ドイ テ ィ ン=ツ ァ ガー ン謡ノー ル

8.18 10:50 47.12.12 102.51.32 1470 中村 カラコルム遺蹟東門外 の亀趺のところ

8.18 12:09 47.05.〔 η 102.58.54 宇野 橋を渡ったすぐ後

8.18 12:26 47.(β.22 103.0440 宇野 道を尋ねる

8.18 12:27 47.α331 1α3.04.43 1545 中村 峠の上

8.18 12:50 47.OL21 1α3.且3.01 1575 中村 平原の中
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8,18 12:53 47.Ol.27 103,13.02 宇野 左手に丘

8.18 16(吽 46.50.44 103.14.01 宇野 舗装道路に出る

8.18 17:35 46.23.14 10249.46 宇野 オンギ河の橋を渡る

8.18 18:05 46.23.12 102.4943 宇野 アルバイヘール到着

8.18 19:21 46.07.43 102.35,17 宇野 舗装道路が終わる

8.18 19:36 46.05.28 102.29.44 宇野 峠

8.18 19:49 46.Ol43 102.25.47 1940 中村 右手に電柱,平 原の中

8.18 20=03 46.02.02 102.2132 宇野 峠

8.18 20:26 46.0033 102.12,15 宇野 道をきく

8.18 20:30 4559.15 102ρ934 1880 中村 4号 車(バ ヤル氏ら乗車)故 障 につき,待 っていたところ

8」8 21:07 45.5831 102.05.59 宇野 4号 車故障

8.18 21:26 455737 102.(B.38 宇野 ハイルハ ン ドラーン

8.19 ll=45 46,01」6 102.09ρ5 宇野 尾根に出る

8.19 11:52 46,02.46 102.10.49 1940 宇野 石人が祠 として祭られているところ(バ ルバル列あり)

8,19 12:30 45.09.09 102.B.02 宇野

8.19 12=39 46.U.09 102.12,10 2060 中村 宣威軍城址着;第1城 址南方のキャンプ地

8.20 17:35 46.12.14 102.星L18 松川 2軒 目の閔き取 り調査の家(バ トトグ トホ氏;76歳)

8.21 夏1:45 46.1031 且02.12.08 2135 中村 第2城 址の発掘地点

8.22 ??:?? 46.且2.27 畳02.ll.H 2220 宇野 宣威軍城址の対岸の丘の頂

8.22 ??=?? 46.12.43 且02.11.09 2250 宇野 尾根を北東 に進みもう一つ奥の頂

8.22 12:50 2245 サイン=ノ ヨン翼ハ ン胃トゥグスオチルン諞ナム ナンスルンの冬営地

8.22 16:32 46.08.27 102.lL53 2115 中村 第4の 遺蹟 を探 して さまよう

8.22 ??:?? 46,08,57 102.12.31 2140 宇野 宣威軍城址よ り尾根 を一つ南 に越えた所のヘ レクスル

8.22 19:正3 46.0843 102.亘3.34 2040 中村1フ ーフ ドィン耳ツォー ノグ池

8.23 9:26 455929 102.15,19

1
宇野 近道へ.ア ルバイヘールへの道か ら外れ右 に曲がる

8.23 9:48 46.00」7 102.24.44 字野 前方斜め右の道に入る

8.23 9=49 46.1445 102.且3.23 2290 中村 タルガ トに向かう途中の最初の峠

8.23 9:58 460L56 102.27.41 宇野 道を聞く

8.23 10;09 46,18.17 102.1954 2050 中村 牧民に道を尋ねる

8.23 10;26 46.且8.12 102.26.35 1965 中村 タルガ ト冨ソム

8.23 io:28 46.0236 102.33.19 宇野 峠

8.23 10:36 46.〔B」7 10二36.54 宇野 右に折れる

8.23 ll:06 46,00,00 102.45.05 宇野 右に折れる

8.23 ll:23 45.55.17 10246.25 宇野 峠

8.23 ll:29 4553.50 102.46.36 宇野 道を聞く

8.23 11:42 45.52.00 102.5133 宇野 幹線道路を横切って東へ

8.23 12:08 4550.44 103.05.20 宇野 広大な平原.池 あ り

8.23 12:15 45.50.46 1α3.08.37 宇野 ゲルあ り.広 大な平原

8.23 皇2:4藍 45.47.44 103.16.12 宇野

8.23 12:46 45.4742 103.1845 宇野 バヤンゴル=ソ ムへの道へ出る

8.23 12:58 4548.10 1(B.26,44 宇野 バヤンゴル=ソ ムの南を通過

8.23 13:13 45,434且 103.33.30 宇野 左の道へ

8.23 13:32 45.東).14 103.4049 宇野 シャーザ ン冒ホ ト到着

8.23 15:55 45.5455 103.且629 宇野 左手に城壁あり

823 16:28 460228 103.02.σ7 宇野 トグルク=ソ ム(ソ ム名は未確認)の 少し先

8.23 19:星9 46.42.29 103.1617 宇野 舗装道路 に出る.休 憩

8.23 19:31 46,44.07 103.豆&H 宇野 道が左に折れた少し先

8.23 19:50 46.52.09 103,26.02 宇野 舗装道路を外れて左折

8.23 20;06 46.56.16 103.18.47 宇野

8.23 20:32 47.Ol44 !03.1043 宇野 右手に山

8.23 20:51 47.0342 103.03.20 宇野 尾根

823 2LO4 、。。悩 』 。翻3 宇野 幹線道路に出て橋を渡る
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GPS計 測 値表

8.24 12:20 4「λ1206 102.50.28 1420 中村 ゴルバ ン犀ゾー境内の新碑文発見場所

8.25 12:産0 4「λ08.18 10253.13 宇野 幹線道路を左折.舗 装道路から外れる

8.25 12:19 4「λ0955 103.Ol.11 1445 中村 ホグシン=オルホン河 を渡ったところ

8.25 12:50 4「λ1530 103.0949 1430 中村

&25 13:00 .47.1654 103.1226 宇野 小さな橋を渡る

8.25 13:10 47.18.〔 β 103」700 宇野 舗装道路が始まる
一

8.25 13:39 471829 1α338.41 宇野 三叉路を左折し橋を渡る
一

8.25 13:44 4719,48 10341.08 宇野 昼食場所

&25 17:42 4746.59 105.08.05 宇野 峠

825 19:44 4「λ5439 1062(L47 宇野 ウランバー トル西の郊外に到着

8.2b

8.27一

&28 14:23 4753ρ7 106.56.59 1315 中村 イフ=テ ンゲル ィン冒アム銘文岩壁の下
『

8.28 豆6=10 4755.28 韮06.56」4 1340 中村 フラワー旨ホテルの前

注)7月28日 まで,宇 野 のGPSデ ー タは100進 法 で計測 していた.本 表では,こ れを60進 法 に換算 してある.加 えて,

これ までの2年 間の調査か ら,秒 の値 は信頼で きないという結論 に達 し,今 回は最初か ら秒の値 は取 らないという方

針であった.宇 野は方針通 り,当 初 は秒 を取 らず,7月28日 の17時12分 の データより,秒 の2桁 目を四捨五入 し

た数値 を記録 していた.一 方,中 村 は念のため秒 も2桁 目まで60進 法 で記録 していた.そ の後早い段階で,GPS計

測 値 と地図 とを照合 した結果,秒 もかな り信頼で きる数値 を示 している ことに気付 き,7月30日 か らは,宇 野 も秒

2桁 まで60進 法 で とることとした.
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